
審査意見への対応を記載した書類（６月） 
 
 
 
（目次）医療統合科学研究科 医療統合科学専攻（Ｍ・Ｄ） 
 

【大学等の設置の趣旨・必要性】 

１．本学部における学位の授与方針（ディプロマポリシー），教育課程の編成方針（カリキュラムポ

リシー），学生受入れの方針（アドミッションポリシー）を明確にした上で，3 ポリシー及び名称

が整合した内容になるよう抜本的に修正すること。その際，特に以下に示す指摘を踏まえて修正

すること。（是正意見）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 
 
（教育課程等） 
(1) 本研究科の育成する人材像として，「医療現場の課題に対し，正確な情報に基づき社会実装可能

なアイディア創出で解決に貢献できる人材」を掲げているが，設置の趣旨を記載した書類 p25
に記載されている「ヘルスケアサイエンス」部門の研究分野では，例えば，「医療管理」「医療政

策」「医学研究概論」など医療に関する基本的な科目が開設されていない。このため，育成する人

材像を踏まえて，医療に関する基本的な科目を開設するよう改善すること。・・・・・・・・４６ 
 
(2) 医療統合を行う研究科とした場合，演習科目などで医療現場におけるディスカッションを十分

に行うことが重要である。このため，病院における演習科目を開設するなど，医療統合を行うた

めに必要な教育課程となるよう改善すること。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５８ 
 
(3) 育成する人材像について，「医療現場の課題に対し，正確な情報に基づき社会実装可能なアイデ

ィア創出で解決に貢献できる人材」を掲げているが，「社会実装可能なアイディアを創出」するた

めに必要となる科目が整備されていることを明確にすること。・・・・・・・・・・・・・・６６ 
 
(4) 学位審査においては，「その課題に対していかなる仮説を立てたのか，その新規性はどこにある

のか」「その仮説に対していかなる方法でエビデンスをつけたのか」などの審査を行うこととして

いるが，これらの審査方法は従来的なサイエンスの手法である。このため，設置の趣旨を記載した

書類 p7 で示されている「大学院医療統合科学研究科の人材育成の活動」で示されている社会実

装ができる人材を育成するためにふさわしい審査方法になっているのか，また論文指導の段階に

おいて，どのように指導することにより，社会実装ができる人材を育成していくのか明確にする

こと。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９５ 
 
(5) 「医療統合科学演習」と「実践医療統合科学」の受講に際して，学生自身が，これらの授業内

容が「大学院医療統合科学研究科の人材育成の活動」に示されている 4 つの活動とどのように位

置付けられるのかを理解することが重要であり，さらに，必要となる方法論を事前に学んでおく

ことが教育上重要と考えられる。このため，演習等の前に必要となる方法論等を学ぶ科目等がど

のように提供されているのか明確にすること。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９９ 
 
(6) 「設置の趣旨を記載した書類」p7 に記載のある「理想的にはこのサイクルを自ら俯瞰的に回し

ていける人材（後期・博士課程）を育成する」とあるが，履修モデルで示された履修により，こ

のような人材がどのようにして育成されるのか不明であるため明確にすること。・・・・・１０２ 
 
(7) 「設置の趣旨を記載した書類」p20 において，「複数の人材育成の活動を連携させる総合的な能

力を高められるよう教育課程を編成する」と記載されているが，「複数の人材育成の活動を連携

させる総合的な能力」とはどのような能力で，教育課程には具体的にどのように反映しているの

か明確にすること。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０７ 



 

 
(8) 「設置の趣旨を記載した書類」p11 において，例えば，「工学系の教育を受けてきた者は，医療系

あるいは人文社会学系の思考や分析の方法を学ぶ」との記載があるが，特に人文社会科学系のカ

リキュラム内容や教員組織が不十分にも見えるため，育成する人材像とカリキュラムが一致する

こと及びカリキュラム内容が大学院レベルであること，上述の目的を達成するための教員組織が

整備されていること，研究科名称が整合していることを明確にすること。・・・・・・・・１１３ 
 
(9) 教育課程について，専門科目が全て選択科目となっており，工学部を卒業した学生が工学関係

の科目の履修のみで修了することが可能となっているため，本研究科の育成する人材像を踏まえ

て履修指導をどのようにしていくのか明確にすること。・・・・・・・・・・・・・・・・１３４ 
 
(10) 例えば「ケア学演習」においては，実際に口腔ケアや洗髪など患者に対するケアを行うことと

しているが，人に関係する現場での演習や実習においては，個別的な指導体制，倫理的な問題や

厳密なリスク管理等が必須である。このため，教育課程や教員体制について，入学者数に見合う対

応が可能かどうか明確にすること。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５０ 
 
(11) 特定の課題研究に対する審査に関して，博士前期・後期課程一貫コースでは，報告書による修

了を可能としているが，当該報告書として想定している内容では，その後の博士論文の作成は難

しいと考えられるため改善すること。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５２ 
 
（名称，その他） 
(12) 本研究科と医歯薬学総合研究科の違いについて明確にすること。また，両研究科は，医療現場

に必要となる人材を育成するという共通点があることから，両研究科の連携方策等の関係性を明

確にすること。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５３ 
 
(13) 教育課程において，医療関係の基礎的な科目が少ないため，研究科の名称について，教育課程

を踏まえたものに修正するか，名称と教育課程が一致するよう改善すること。・・・・・・１５５ 
 
(14) 学位名称について，日本語名称と英語名称が一致していないかと思われるので，日本語名称と

英語名称の関係について説明すること。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７２ 
 
(15) 修了後の進路について，履修モデルで示されている医療現場等において，本研究科で育成され

た人材の数と質に対応する需要があるのかどうか明確にすること。・・・・・・・・・・ １７７ 
 
(16) シラバスについて，教員ごとに記載ぶりが異なっているので，大学として整合性がとれた記載

に修正すること。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８５ 
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（是正意見）医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
【大学等の設置の趣旨・必要性】 
１．本学部における学位の授与方針（ディプロマポリシー），教育課程の編成方針（カリキュラムポリ

シー），学生受入れの方針（アドミッションポリシー）を明確にした上で，3 ポリシー及び名称が整合し

た内容になるよう抜本的に修正すること。その際，特に以下に示す指摘を踏まえて修正すること。 

 
（対応）  

「医療」現場を構成する人々としくみの課題を把握した上で，「分野統合的な科学」活動によって取り

組む研究科である「医療 統合科学 研究科」の設置を，本学は行うことを明確にした。ここで，本学が

構想する医療統合科学を構成する主たる分野は，工学，医薬・保健学，文学（哲学・倫理学・宗教学，歴

史学，文化人類学），社会学・社会福祉学である。 
本研究科の意義は，これまでの自然科学的な発想に基づいた医工連携の成果が，社会において活用され

るためには，出身学部における専門性を軸としながら「医療現場を構成する人々としくみの課題を理解し，

研究及び技術開発，そして物質面及び人間の理解を併せ持つ」ようになることにより他分野の出身者と共

通の表現を見付けることができるようになり，「社会において活用されるモノやアイディアを他分野の出

身者と協働して創出することで，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支える人材」を育成する必

要があるためである。 
 
 本研究科で育成された人材は，様々な課題に応えられる。例えば，下記のような内容が考えられる。 
・患者の立場からは，QOL を向上させるあるいは損なわない手法の不足，病巣を効率的に制御できる体

への負担の少ない材料の不足，死を迎える間際の心のよりどころの不足。 
・家族の立場からは，介護負担が減る機器の不足，家族が継続的に患者をケアできるなど介護における支

援環境の充実（制度の整備など）の必要。 
・医療者の立場からは，高度な医療を提供しつつ現場の負担を減らすことができる技術の不足，医療ミス

を防ぐためのハードやソフトの改良，医療リスクマネジメント体制の不足，終末期における意思決定の

在り方への疑問，新規医療技術開発環境の不足。 
 

これらを，それぞれの出身背景を持つ学生が取り組む課題とその方向として記載すれば，下記のような

内容が挙げられる。（「共通科目」は，後述のとおり「統合科目」に名称変更した。） 
工学系では 
・患者の QOL を損なわないあるいは向上させる機器の創出，病巣を効率的に制御でき体への負担の少

ない材料の創出，家族の負担が減るハードやソフトの創出，医療者の負担を減らす機器の創出，ミス

を誘発しにくい機器の創出 
例えば，情報工学を卒業した学生，とりわけ音声処理に関する研究を主として進めてきた学生は，

「統合科目」を履修することで医療者の負担軽減や患者の QOL 向上のためのアプローチ法を理解す

るとともに人文社会科学系の視座や手法を習得する。また，「専門科目」を履修することで音声情報

処理，ネットワーク技術，ヒューマンインタフェース技術などの知識や技術を深化させる。その結果，

患者の QOL 向上や医療者の負担を軽減できる医療向けの情報機器や情報システムが創出できる能力

が身に付き，医療情報システムや医療機関向けのアプリケーションソフトウェアを開発するメーカ等

で活躍可能な人材となる。 
 

医療系では 
・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の共同開発，病巣を効率的に制御でき体への負担の少ない

薬剤や治療技術の共同開発，医療者の負担を減らす技術の共同開発，ミスを防ぐための医療ハードや

ソフトの共同開発，ワークライフバランスを実現できる働き方のための制度の共同開発 
例えば，保健学を卒業した学生，とりわけ医療技術学に関する研究を主として進めてきた学生は，

「統合科目」を履修することで医療に対する工学・人文社会科学の基本視座を習得し，「専門科目」を

履修することで医学・工学・人文社会科学など学部で学んだ分野とは異なる学際的専門知識を習得し

た結果，医療現場で考えつかなかったアプローチで斬新な解決法を創出・提案できる能力が身に付き，

病院開発部門や医療系企業の開発部門で活躍可能な人材となる。 
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人文社会科学系では 
・患者の QOL を損なわないための要件の発見，死を迎える間際の心のよりどころの解析，家族の在宅

介護における負担を軽減するしくみの案出や，人口減少・超高齢化社会における生き方を支える価値

観やしくみの案出，患者をケアできる施設を増やすしくみの案出，医療者の負担を減らす要件の発見，

ミスを誘発しにくい要件の発見，適切な医療リスクマネジメント体制の構築，終末期における意思決

定の在り方の案出 
例えば，哲学・倫理学を卒業した学生，とりわけ文献研究を主として進めてきた学生は，「統合科

目」を履修することで，医療現場を構成する人々としくみの課題（病気，障害，死を前にした人の不

安など）を理解し，専門科目を履修することで，哲学を中心とした人文社会科学の専門性を深めると

ともに，異分野を統合して課題解決に当たるために必要な専門性（医療系，工学系の専門科目）を会

得することで，病気，障害，死を前にした人間の生き方を支えるアイディアを創出することができ，

公務員などとして活躍可能な人材となる。 
 

これらを踏まえて，研究科名称は改めて当初計画どおりの「医療 統合科学 研究科」とすることとし

たい。ただし，ディプロマポリシー，カリキュラムポリシー，アドミッションポリシーの３つが，前期課

程・後期課程それぞれにおいて整合するようにした。また，これを受けて，修了要件単位数を 30 単位か

ら 34 単位に増やし，本研究科が目指す人材育成像となるよう充実を図ることとした。具体的には，以下

のとおり。 
１．科目について： 

・「共通科目」について，本研究科が目指す統合科学としての「専門」的内容を構成することを説明し，

学生がカリキュラムを理解しやすくするために，「統合科目」に名称変更した。 
・医療系分野にて，医療管理，医療政策，医学研究概論，先進病院実習 の４科目を新規に設けた。 
・人文社会科学系分野では，ケアの比較文化論，老いと看取りと死の文化論，死生観の宗教社会学 の

３科目を新規に設けた。 
・学位審査について，企業等から実務経験者を予備審査委員として招き入れて中間審査を行うことで，

「社会で活用」されるアイディアを創出できているかを審査することにした。 
・「現場→解析→構築→行動→現場」というサイクルが，本大学院における授業科目の履修を通じて回

っていくことで，目標とする人材育成が実現されていくことを明確に記述して，履修モデル，オリエ

ンテーション及びシラバス等を通じて学生に明確に伝わるようにした。 
２．教員について： 

医療系分野では，医療管理学（兼担），医療政策学（兼担），医学研究概論（兼担：医歯薬学総合研究

科長）の科目を追加配置し，また先進病院実習（専任２名・兼担：病院長）を新たに配置することで，

先進的医療を提供している本学病院及び医歯薬学総合研究科との連携も明確にし， 
人文社会科学系分野では，医療人類学（専任），宗教学（専任），ソーシャルイノベーション論（専任），

ケアの比較文化論（兼担），宗教社会学（兼任）を専門とする教員を追加配置した。 
３．ご指摘いただいた意見以外の点について： 

医療政策の科目の中に，地域公共政策及びユニバーサルデザインの講義を初めに配置し，これを踏ま

えた医療政策を講義する仕様とした。 
人文社会科学系分野において，ケアの比較文化論，老いと看取りと死の文化論，死生観の宗教社会学

といった，社会と現場に定位した科目を拡充配置した。 
「講義等の概要」等において，よりわかりやすい表現に修正した。 

 
以上を主として，ご意見を踏まえて大幅に修正を行った。 

 
 

また，ディプロマポリシー，カリキュラムポリシー，アドミッションポリシーは下記のように変更し，

明確にした。その意図は，医療統合科学とは，「医療」の関連活動に関わるイノベーションを支えるため

に，分野「統合」的に「科学」を推進する，という意であり，医療現場を構成する人々やしくみを「科学

諸分野を統合的に理解した上で」支えられる人材を育成する，という意味であることを明確にした。医療

現場で専門職をもって働く人材すなわち医療人を中心に育成するという意味ではなく，また，「医療を統

合」する科学という意味ではないということ，を明確にした。 
このため，「医療現場」という表現を「医療現場を構成する人々やしくみ」と詳細に記載した。 
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「社会実装」という言葉は，さらに意味が明確となるよう，「講義等の概要」において「社会において活

用」，「社会での活用」，「社会での実用」と言い換えた。 
「課題の解決に貢献する」は，さらに意味が明確となるよう，「課題の解決に貢献しイノベーションの

基盤を支える」と言い換えた。 
 
 
● 学位の授与方針（ディプロマポリシー） 
 

医療現場を構成する人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間の理解を

併せ持つことで，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会において活用されるモノやア

イディアを他者と協働して創出することで，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支えることがで

きる専門知識と研究能力を身に付けた学生に「修士（医療統合科学）」あるいは「博士（医療統合科学）」

の学位を授与する。 
 

博士前期課程：学部教育で学んだ専門に重層して他専門領域の手法を学び，課題を創造的に解決する能

力と専門的知識を有することにより，社会の多様な場で課題解決に貢献できる専門知識

と研究能力を身に付けた人材。 
博士後期課程：現場課題を整理して建設的な仮説を立てられ，その仮説を諸専門の手法を組み合わせな

がら適切な科学的方法で証明できる研究能力を有することにより，社会の多様な場で自

ら方針を示して課題解決に貢献する専門知識と研究能力を身に付けた中核的人材。 
 

育成された人材が実現することは，例えば，以下のとおりである。 
工学系： 
・患者の QOL を損なわないあるいは向上させる機器の創出，病巣を効率的に制御でき体への負担の少

ない材料の創出，家族の負担が減るハードやソフトの創出，医療者の負担を減らす機器の創出，ミス

を誘発しにくい機器の創出 
医療系： 
・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の共同開発，病巣を効率的に制御でき体への負担の少ない

薬剤や治療技術の共同開発，医療者の負担を減らす技術の共同開発，ミスを防ぐための医療ハードや

ソフトの共同開発，ワークライフバランスを実現できる働き方のための制度の共同開発 
人文社会科学系： 
・患者の QOL を損なわないための要件の発見，死を迎える間際の心のよりどころの解析，家族の在宅

介護における負担を軽減するしくみの案出や，人口減少・超高齢化社会における生き方を支える価値

観やしくみの案出，患者をケアできる施設を増やすしくみの案出，医療者の負担を減らす要件の発見，

ミスを防止する要件の発見，適切な医療リスクマネジメント体制の構築，終末期における意思決定の

在り方の案出 
 
 
● 教育課程の編成方針（カリキュラムポリシー） 
 

本研究科では，医療現場を構成する人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及

び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会において活用

されるモノやアイディアを他者と協働して創出することで，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を

支える人材の育成を目的としている。 
このことから，以下のカリキュラム編成方針とした。 

 
博士前期課程では，学部教育で学んだ専門に重層して他専門領域の手法を学び，課題を創造的に解決す

る能力と専門的知識を有することにより，社会の多様な場で課題解決に貢献できる人材の育成を目的とし

ている。 
博士前期課程における科目は， 
医療統合科学としての前期課程レベルの専門を扱う「統合科目」 
医療統合科学を構成する専門分野の知識や思考を前期課程レベルに深化させる「専門科目」 
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の二つに分類して設置する。 
 その上で， 
・医療現場を構成する人々としくみの課題を理解し，課題を解決して社会に応用されるアイディアを創

出する能力を涵養し，医療統合科学を構成する諸領域に関して横断的な内容を，統合科目の必修科目

とする。 
・学部で学んだ専門領域を考慮して履修できる医療統合科学において重要な科目を，統合科目における

選択科目とする。 
・専門科目は，医療統合科学を構成する諸領域の知識や能力を深化させる内容とする。各学生で深化さ

せる専門は異なるため，選択科目として位置付ける。 
 

なお，統合科目の必修科目については，具体的に下記の内容が盛り込まれる。 
①  「医療政策」，「医療統合科学総論Ⅰ」，「医療統合科学総論Ⅱ」，「ケアの比較文化論」 

では，医療や介護の現場を構成する人々やしくみの持つ問題を取り上げ，医療系・工学系・人文社

会科学系の教員が協働して様々なアプローチからの解決事例の講義から現場への課題を理解させ

る。 
また，「倫理総論」では研究者としての倫理観を涵養する。 
②  医療統合科学に関する各概論や「医学研究概論」では，医療統合科学に関連する科学や技術の動向

を知り，これまでのアプローチの特質とその限界，学生が知らずにきた分野（例えば，工学系の学生

は人文社会科学系のヒトやモノの捉え方）からの新鮮な発想を学び，現場の課題解決の次の活動へと

つなげる。 
③  「医療統合科学演習」では，医療・介護の現場や医療統合科学関連企業への訪問調査・ヒアリング

等を通して，現状の認識とともにニーズや課題を発見し，さらに，発見した課題に対して複数の解決

策を考案する力を育成する。 
④  「実践医療統合科学」では，上記の演習を引き継いで，分野横断的なグループの一員として，ユー

ザーを含め関係するステイクホルダーへの提案・フィードバック，さらに，得られたフィードバック

を活かした追加調査や議論，解決策の改定を試行的に実践することにより，モノ・アイディアの，社

会での活用を見据えた分野統合的な課題解決能力を育成する。 
 
以上の内容により，統合科目の必修科目の範囲で，①現場に定位して，②観察・解析の立場から，③構成

型活動の観点から，④行動・社会での活用を見据えて，のサイクルを回すことができる。 
 
 

一方，博士後期課程では，現場課題を整理して建設的な仮説を立てられ，その仮説を諸専門の手法を組

み合わせながら適切な科学的方法で証明できる研究能力を有することにより，社会の多様な場で自ら方針

を示して課題解決に貢献する中核的人材の育成を目的としている。 
 

博士後期課程においても，体系的・段階的な視点から， 
医療統合科学としての後期課程レベルの専門を扱う「統合科目」 
医療統合科学を構成する専門分野の知識や思考を後期課程レベルに深化させる「専門科目」 

の二つに分類して設置する。 
 

・医療現場を構成する人々としくみの課題を理解し，課題を解決して社会に応用されるアイディアの創

出を他者と協働して先導できる能力を涵養するための，医療統合科学を構成する諸領域に関して横断

的な内容を，統合科目における必修科目とする。 
・専門科目は，医療統合科学を構成する諸領域の先端的な知識や能力を深化させる内容とする。専門科

目は個々人により深化させる専門が異なるため，選択科目として位置付ける。 
 

なお，統合科目の必修科目を詳細に示せば下記のとおりである。 
①  「医療統合科学総合演習」では，医療・介護の現場や医療統合科学関連企業へ訪問調査し，オム

ニバス方式の講義「医療統合科学特論」の中で，最近の医療等の現場状況の学びと結び付け，「医療

統合科学アドバンストインターンシップ」において，現場の体験に基づいた課題の抽出を実践する。 
②  「医療統合科学特論」の中で，医療統合科学に関連する人文社会科学系の最新のイノベーション
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のアプローチと分析の方法論を学び，「医療統合科学アドバンストインターンシップ」において，現

場の人とのディスカッションを通して抽出した課題を分析する能力を養う。さらに，人文社会科学

系の専門科目（「科学技術開発論」，「臨床死生学特論」など）により，観察や解析の方法論に関する

知識を深める。 
③  「医療統合科学特論」の中で，医療統合科学に関連する科学や技術の最新動向を把握する。また，

「医療統合科学アドバンストインターンシップ」において，モノやサービスとして具現化する課題

解決能力を養い，これを工学系の専門科目（「シグナル伝達創薬」，「センサデバイス工学」，「機能ロ

ボット設計論」など）につなげて，薬剤を含めたモノやサービスを開発する能力を高める。 
④  「医療統合科学アドバンストインターンシップ」の実施においては，社会での活用を意識し，基

本視座の「統合力」を養う。 
 

以上の内容により，統合科目の必

修科目の範囲で，①現場に定位して，

②観察・解析の立場から，③構成型活

動の観点から，④行動・社会での活用

を見据えて，のサイクルを回すこと

ができる。 
 

このように博士後期課程でも 4 群

の活動が緊密に連環するカリキュラ

ムを学ぶ。重層して博士学位論文の

作成を通じ，知識を修得する能力に

加え，医療統合科学全般の課題把握

力，課題解決のための新パラダイム

構築能力，新パラダイムに基づく企

画力を身に付け，その成果を発信し

ていくことを促す。 
 
 
● 学生受入れの方針（アドミッションポリシー） 
 

博士前期課程：次のいずれかの資質を持つ者を求める。 
・それぞれの出身学部における分野で必要とされた知識を修得しており，分野を超えた学際的研究に強い

意欲を持つ者。 
なお，出身学部における分野で必要とされた知識とは，例えば，工学系では生命医用工学分野等，医療

系では創薬科学分野，または保健学分野等，人文社会科学系においては哲学，倫理学，宗教学，歴史学，

人類学，または法学等である。 
・自ら選んだ研究分野における基礎研究や応用研究に止まらず，異なる分野の研究手法を積極的に取り入

れることに強い興味と意欲を持つ者。 
・医療現場を構成する人々やしくみの課題解決に向けて，社会での活用可能なアイディアを現場と連携し

て創出することに強い興味と意欲を持つ者。 
 

博士後期課程：次のいずれかの資質を持つ者を求める。 
・豊かな教養と高い倫理意識を持って医療統合科学の博士前期課程レベルでの専門的知識を修得した者

で，医療現場を構成する人々やしくみの諸課題を学際的手法により解決することで，人類の幸福に貢献

しようとする強い意欲がある者。 
・出身学問分野は問わないが，それぞれの分野における修士の専門を修得しており，豊かな教養と高い倫

理意識を持って医療現場を構成する人々やしくみの諸課題に関して分野を超えた学際的研究に強い意

欲と十分な能力を持つ者。 
・医療現場を構成する人々やしくみの課題解決に向けて，自ら選んだ研究分野における基礎研究や応用研

究に止まらず，豊かな教養と高い倫理意識を持って社会での活用可能なアイディアを自ら創出すること

に強い興味と意欲を持つ者。 
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（新旧対照表） 

新 旧 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

（枠の中の文章） 
 

国の施策及び国際的な社会の課題あるいは学術の

動向から敷衍して，これまでの自然科学的な発想に基

づいた医工連携の成果が，社会において活用される必

要がある。 

このためには，医療現場を構成する人々としくみの課

題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人

間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活かし

つつ他分野を理解できた上，社会において活用される

モノやアイディアを他者と協働して創出することで，課題

の解決に貢献しイノベーションの基盤を支えることがで

きる人材が必要である。 

こうした人材の育成には科学諸分野を統合した「統

合科学」的アプローチが必要であり，この必要にかん

がみて，本「医療 統合科学 研究科」を設置する。 

本学が構想する医療統合科学を構成する主たる分

野は，工学，医薬・保健学，文学（哲学・倫理学・宗教

学，歴史学，文化人類学），社会学・社会福祉学であ

る。 

本研究科の出身者の活躍の途としては，下記のよう

な内容が考えられる。 

工学系： 

・患者の QOL を損なわないあるいは向上させる機器の

創出，病巣を効率的に制御でき体への負担の少ない

材料の創出，家族の負担が減るハードやソフトの創

出，医療者の負担を減らす機器の創出，ミスを誘発し

にくい機器の創出 

医療系： 

・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の共同開

発，病巣を効率的に制御でき体への負担の少ない薬

剤や治療技術の共同開発，医療者の負担を減らす技

術の共同開発，ミスを防ぐための医療ハードやソフトの

共同開発，ワークライフバランスを実現できる働き方の

ための制度の共同開発 

人文社会科学系： 

・患者の QOL を損なわないための要件の発見，死を迎

える間際の心のよりどころの解析，家族の在宅介護に

おける負担を軽減するしくみの案出や，人口減少・超

高齢化社会における生き方を支える価値観やしくみの

案出，患者をケアできる施設を増やすしくみの案出，医

療者の負担を減らす要件の発見，ミスを防止する要件

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

（枠の中の文章） 
 

国の施策及び国際的な社会の課題あるいは学術の

動向から敷衍して，これまでの自然科学的な発想に基

づいた医工連携の成果を，社会に役立てていくために

は，医療系・工学系といった自然科学出身者への各自

然科学の専門的教育だけでなく，その成果を受容する

人間や社会の側の立場を知るための人文社会科学的

な方法や知識を並行して教育する必要がある。 
 また，研究成果を社会に役立てていく活動を共に支

えていく人材として，人文社会科学の出身者には自然

科学の思考法を教育した上で，そのような幅広い視野

に基づいて各学生が専門を伸ばしていく教育を行う必

要がある。 
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の発見，適切な医療リスクマネジメント体制の構築，終

末期における意思決定の在り方の案出 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

 

 以上のとおり，これからの時代はいわゆる「ものづ

くり」の技術を学ぶのみでは立ちいかなくなると考

える。課題に対応しながら，その課題に応える技術・

製品開発を行い，さらにその産物を「社会実装」すな

わち社会での活用を実現するために，医療や関連し

た「現場」における必要や制限すなわち産物を人間の

精神活動がどのように受容するか（満足度，QOL，社

会受容，歴史的・文化的側面，倫理，法規制の在り方

など）を知って進めることが必須となってくる。 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

 
 以上のとおり，これからの時代はいわゆる「もの

づくり」の技術を学ぶのみでは立ちいかなくなると

考える。課題に対応しながら，その課題に応える技

術・製品開発を行い，さらにその産物を「社会実装」

するために，医療や関連した「現場」における必要

や制限すなわち産物を人間の精神活動がどのよう

に受容するか（満足度，QOL，社会受容，歴史的側面，

倫理，法規制の在り方など）を知って進めることが

必須となってくる。 

 

 

１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

 

他方で近隣のアジアを含めた途上国では，制度とし

ての医療や福祉が未発達にも関わらず，高齢者が家

族や地域社会に支えられ，地域の中で役割を持つこ

とによって，尊厳ある生活を過ごす姿も見られる。そ

のような事例は我が国においても今後，より国民の

幸せを増やすための対応を考えていく上での参考と

なると考える。以上の諸問題を考察するに当たり，哲

学・倫理学・宗教学をはじめ，歴史学（科学技術論），

文化人類学（医療人類学）が有効に機能すると考え

る。 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

 
他方で近隣のアジアを含めた途上国では，制度とし

ての医療や福祉が未発達にも関わらず，高齢者が家

族や地域社会に支えられ，地域の中で役割を持つこ

とによって，尊厳ある生活を過ごす姿も見られる。

そのような事例は我が国においても今後，より国民

の幸せを増やすための対応を考えていく上での参

考となると考える。＜追加＞ 

 

１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

 
具体的なリスク管理の例を挙げれば，法律上のリス

ク管理の方策としては，研究開発の誘発・促進と両

立しうる法規制技術の開発，倫理上のリスク管理の

方策としては，既存の倫理原則の見直しなどが考え

られる（哲学・倫理学・宗教学など）。加えて， 

 

１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

 
具体的なリスク管理の例を挙げれば，法律上のリ

スク管理の方策としては，研究開発の誘発・促進と

両立しうる法規制技術の開発，倫理上のリスク管

理の方策としては，既存の倫理原則の見直しなど

が考えられる。加えて， 
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１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

 

その場合に用いることができる手法として，一般的

な量的研究に加えて，社会学や文化人類学において

活用される質的研究手法であるアンケートやインタ

ビュー，あるいは参与型社会調査と呼ばれる方法が

活用できよう。 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

 
その場合に用いることができる手法として，一般的

な量的研究に加えて，質的研究手法であるアンケート

やインタビュー，あるいは参与型社会調査と呼ばれる

方法が活用できよう。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
２）岡山大学における組織再編等の状況  
 
・・・流れとなったものである。 
 なお，新設の医療統合科学研究科が目的とするの

は，生命科学をその基盤として医療現場に直接携わ

る人材の育成を主とする既設の医歯薬学総合研究科

と大きく異なり，医工の連携さらに人文社会科学を

含めた広い素養を持ちながら，社会ニーズを発見・抽

出し，社会において活用されるモノやアイディアを

他者と協働して創出することで，課題の解決に貢献

しイノベーションの基盤を支える人材の育成であ

る。 
 他方，医療統合科学研究科は，医歯薬学総合研究科

及び保健学研究科から専任教員を迎え入れるととも

にこれらの研究科からは兼担教員が参画して授業を

行う。これにより医療統合科学研究科は，両大学院と

連携し，大学病院等を基盤とする医療現場を活用し

て学生を教育する。 
 

昨今のグローバル化・・・ 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
２）岡山大学における組織再編等の状況  
 
・・・流れとなったものである。 
＜追加＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昨今のグローバル化・・・ 

 
 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
２）岡山大学における組織再編等の状況  
 
社会が求める，多面的な視点を持ち専門的な解決策を

創造して社会での活用を実現できる人材の育成を目指

す。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
２）岡山大学における組織再編等の状況  
 
社会が求める，多面的な視点を持ち専門的な解決策

を創造して社会実装できる人材の育成を目指す。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
（枠の中の文章） 

 
本設置計画における用語の定義： 

・「医療」：従来的な，病院での外来診療・入院診療を

主体とした医療にとどまらず，在宅，介護，健康寿

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
（枠の中の文章） 

 
本設置計画における用語の定義： 

・「医療」：従来的な，病院での外来診療・入院診療

を主体とした医療にとどまらず，在宅，介護，健康
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命延伸のための予防的医療，あるいは終末期の

生き方を含めた，人間の生老病死にかかわる困難

や課題を包括した概念。 

・「現場」：学術がまだどのように取り扱えばよいか理

解が進んでいない，理論とおりでない事象を生み

出す場。 

 

本研究科が育成を目標とする人材像： 

「医療現場を構成する人々としくみの課題を理

解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間

の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活か

しつつ他分野を理解できた上，社会において活用

されるモノやアイディアを他者と協働して創出す

ることで，課題の解決に貢献しイノベーションの

基盤を支えることができる人材」  

 本研究科で育成された人材は，様々な課題に応えら

れる。例えば，下記のような内容が考えられる。 

・患者の立場からは，QOL を向上させるあるいは損な

わない手法の不足，病巣を効率的に制御できる体へ

の負担の少ない材料の不足，死を迎える間際の心の

よりどころの不足。 

・家族の立場からは，介護負担が減る機器の不足，家

族が継続的に患者をケアできるなど介護における支

援環境の充実（制度の整備など）の必要。 

・医療者の立場からは，高度な医療を提供しつつ現場

の負担を減らすことができる技術の不足，医療ミスを

防ぐためのハードやソフトの改良，医療リスクマネジメ

ント体制の不足，終末期における意思決定の在り方

への疑問，新規医療技術開発環境の不足。 

 

これらを，それぞれの出身背景を持つ学生が取り組

む課題とその方向として記載すれば，下記のような内

容が挙げられる。 

工学系： 

・患者の QOL を損なわないあるいは向上させる機器の

創出，病巣を効率的に制御でき体への負担の少ない

材料の創出，家族の負担が減るハードやソフトの創

出，医療者の負担を減らす機器の創出，ミスを誘発し

にくい機器の創出 

医療系： 

・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の共同開

発，病巣を効率的に制御でき体への負担の少ない薬

剤や治療技術の共同開発，医療者の負担を減らす技

術の共同開発，ミスを防ぐための医療ハードやソフトの

共同開発，ワークライフバランスを実現できる働き方の

ための制度の共同開発 

人文社会科学系： 

・患者の QOL を損なわないための要件の発見，死を

迎える間際の心のよりどころの解析，家族の在宅介護

における負担を軽減するしくみの案出や，人口減少・

超高齢化社会における生き方を支える価値観やしくみ

寿命延伸のための予防的医療，あるいは終末期

の生き方を含めた，人間の生老病死にかかわる

困難や課題を包括した概念。 

・「現場」：学術がまだどのように取り扱えばよいか理

解が進んでいない，理論とおりでない事象を生み

出す場。 

 

本研究科が育成を目標とする人材像： 

「医療現場の課題に対し，正確な情報に基づき

社会実装可能なアイディア創出で解決に貢献で

きる人材」 

 

 

 

 

  
＜追加＞ 
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の案出，患者をケアできる施設を増やすしくみの案出，

医療者の負担を減らす要件の発見，ミスを防止する要

件の発見，適切な医療リスクマネジメント体制の構築，

終末期における意思決定の在り方の案出 
 

医療統合科学研究科の構想： 

博士前期課程及び博士後期課程の同時設置 
 

 

 

 

 

 

 

医療統合科学研究科の構想： 

博士前期課程及び博士後期課程の同時設置 

 
 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 

ここまでにも述べてきたことから，本研究科が育

成を目標とする「医療現場を構成する人々としくみ

の課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面

及び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野

を活かしつつ他分野を理解できた上，社会において

活用されるモノやアイディアを他者と協働して創

出することで，課題の解決に貢献しイノベーション

の基盤を支えることができる人材」への期待は高ま

っている。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
ここまでにも述べてきたことから，本研究科が

育成を目標とする「医療現場の課題に対し，正確な

情報に基づき社会実装可能なアイディア創出で解

決に貢献できる人材」へ待は高まっている。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
具現化されたアイディアが，自然界や人間社会に活用

される状況が，ここでいう「社会での活用」である。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
具現化されたアイディアが，自然界や人間社会に活用

される状況が，ここでいう「社会実装」である。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
④その成果であるアイディアを応用して行動する活

動がまた①自然・社会（現場）を相手にしていく（社

会での活用），という４群の活動が循環するサイクル

である。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
④その成果であるアイディアを応用して行動する

活動がまた①自然・社会（現場）を相手にしていく

（社会実装），という４群の活動が循環するサイク

ルである。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
本研究科では，少なくともそれら活動要素間の違いを理

解して連絡と連携を支えることができる人材（前期・修士

課程）を，さらに理想的にはこのサイクルを自ら俯瞰的

に回していける人材（後期・博士課程）を育成することを

目指す。 

このために，論文指導の段階ではインターンシッ

プ科目により，案出されるアイディアが「社会で活

用される」ための素養を学修する。同時に，修士及

び博士の学位論文の中間審査において，企業等から

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
本研究科では，少なくともそれら活動要素間の違いを

理解して連絡と連携を支えることができる人材（前期・

修士課程）を，さらに理想的にはこのサイクルを自ら俯

瞰的に回していける人材（後期・博士課程）を育成する

ことを目指す。 

＜追加＞ 
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実務経験者を予備審査委員として参画を依頼する。

なお，予備審査委員の資格は，実務経験及び業績を

あらかじめ教授会で審議し，予備審査を行う資格を

教授会において認定する。 
学位審査では，審査委員が学位論文を審査する

が，審査委員会は中間審査における，アイディアが

「社会で活用される」ための観点からの予備審査委

員からの意見を考慮することにより，社会実装につ

なげられる人材を育成する。 

実質的には，最終的な学位論文は，例えば直ちに

社会に活用することができる内容であることが望

ましいが，少なくとも従来の学位論文の内容に加え

て，考察として，論文の内容はどのように社会に活

用できるのか，あるいは社会で活用できるようにす

るためにはどのような内容を加える必要があるの

かを論じてあることを要件とする。 

 この人材育成目標を別の言い方で詳細に説明すれ

ば，「学部や修士課程までに学んだ専門分野の知識や

技術を軸としながら，他の諸科学の思考法も取り入れ，

高齢化・少子化社会での身体的精神的な健やかさを保

つ医療の向上に向けた諸課題を多面的な視点から把

握し，アイディアの社会での活用のために人間社会が

どのように受容するかを科学的に取り扱うことにより，

課題を解決できる新たな方法・機器・物質・サービスを

科学・技術を適用して考案・創出できる」人材育成であ

る。将来的には，地域で起業したり，町おこしや高

齢者ケアを担う NPO に進んだりする人材の育成も

視野に入れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この人材育成目標を別の言い方で詳細に説明すれ

ば，「学部や修士課程までに学んだ専門分野の知識や

技術を軸としながら，他の諸科学の思考法も取り入

れ，高齢化・少子化社会での身体的精神的な健やかさ

を保つ医療の向上に向けた諸課題を多面的な視点か

ら把握し，社会実装のために人間社会がどのように受

容するかを科学的に取り扱うことにより，課題を解決で

きる新たな方法・機器・物質・サービスを科学・技術を

適用して考案・創出できる」人材育成である。将来的に

は，地域で起業したり，町おこしや高齢者ケアを担

う NPO に進んだりする人材の育成も視野に入れ

る。 
 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
１）医療統合科学研究科の教育研究上の理念・目的

 
これとともに，高齢社会への方策を文学分野（哲学・

倫理学・宗教学，歴史学〈科学技術論〉，文化人類学

〈医療人類学〉，社会学・社会福祉学分野（医事法学，

ソーシャルイノベーション論）から研究教育を進め

ていく人文社会科学の教員を専任で置くことで，人

文社会科学のアプローチを教育することができる。

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
１）医療統合科学研究科の教育研究上の理念・目的

 
これとともに，高齢社会への方策を哲学や死生観

の思想史的研究から，国際的比較を含めた地域社

会における医療・ケアの実践，あるいは法学の観点

から研究教育を進めていく人文社会科学の教員を

専任で置くことで，人文社会科学のアプローチを

教育することができる。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 

① 人材育成目標 

本研究科全体としての目標は，「医療現場を構成す

る人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開

発，そして物質面及び人間の理解を併せ持つこと

で，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解でき

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標 ＜追加＞

 
 
 
 本研究科全体としての目標は，「医療現場の課題

に対し，正確な情報に基づき社会実装可能なアイディ

ア創出で解決に貢献できる人材」の育成である。 
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た上，社会において活用されるモノやアイディアを

他者と協働して創出することで，課題の解決に貢献

しイノベーションの基盤を支えることができる人

材」の育成である。 

② ディプロマポリシー 
医療現場を構成する人々としくみの課題を理解

し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間の

理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活かし

つつ他分野を理解できた上，社会において活用さ

れるモノやアイディアを他者と協働して創出する

ことで，課題の解決に貢献しイノベーションの基

盤を支えることができる専門知識と研究能力を身

に付けた学生に「修士（医療統合科学）」あるいは

「博士（医療統合科学）」の学位を授与する。 

 
博士前期課程： 
学部教育で学んだ専門に重層して他専門領域の手

法を学び，課題を創造的に解決する能力と専門的

知識を有することにより，社会の多様な場で課題

解決に貢献できる専門知識と研究能力を身に付け

た人材 
博士後期課程： 
現場課題を整理して建設的な仮説を立てられ，そ

の仮説を諸専門の手法を組み合わせながら適切な

科学的方法で証明できる研究能力を有することに

より，社会の多様な場で自ら方針を示して課題解

決に貢献する専門知識と研究能力を身に付けた中

核的人材 
 
本研究科で育成された人材は，様々な課題に応え

られる。例えば，下記のような内容が考えられる。

・患者の立場からは，QOL を向上させるあるい

は損なわない手法の不足，病巣を効率的に制御でき

る体への負担の少ない材料の不足，死を迎える間際

の心のよりどころの不足。 
・家族の立場からは，介護負担が減る機器の不足，

家族が継続的に患者をケアできるなど介護におけ

る支援環境の充実（制度の整備など）の必要。 
・医療者の立場からは，高度な医療を提供しつつ

現場の負担を減らすことができる技術の不足，医療

ミスを防ぐためのハードやソフトの改良，医療リス

クマネジメント体制の不足，終末期における意思決

定の在り方への疑問，新規医療技術開発環境の不

足。 
 

これらを，それぞれの出身背景を持つ学生が取り組

むテーマ，履修内容，進路の可能性として記載すれ

ば，下記のような内容が挙げられる。 

工学系では 
・患者の QOL を損なわないあるいは向上させる

機器の創出，病巣を効率的に制御でき体への負担の

 
 
 
 
 
＜追加＞ 
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少ない素材の創出，家族の負担が減るハードやソフ

トの創出，医療者の負担を減らす機器の創出，ミス

を誘発しにくい機器の創出 
例えば，情報工学を卒業した学生，とりわけ音声

処理に関する研究を主として進めてきた学生は，

「統合科目」を履修することで医療者の負担軽減や

患者の QOL 向上のためのアプローチ法を理解する

とともに人文社会科学系の視座や手法を習得する。

また，「専門科目」を履修することで音声情報処理，

ネットワーク技術，ヒューマンインタフェース技術

などの知識や技術を深化させる。その結果，患者の

QOL 向上や医療者の負担を軽減できる医療向けの

情報機器や情報システムが創出できる能力が身に

付き，医療情報システムや医療機関向けのアプリケ

ーションソフトウェアを開発するメーカ等で活躍

可能な人材となる。 
 
医療系では 
・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の共

同開発，病巣を効率的に制御でき体への負担の少な

い薬剤や治療技術の共同開発，医療者の負担を減ら

す技術の共同開発，ミスを防ぐための医療ハードや

ソフトの共同開発，ワークライフバランスを実現で

きる働き方のための制度の共同開発 
例えば，保健学を卒業した学生，とりわけ医療技

術学に関する研究を主として進めてきた学生は，

「統合科目」を履修することで医療に対する工学・

人文社会科学の基本視座を習得し，「専門科目」を履

修することで医学・工学・人文社会科学など学部で

学んだ分野とは異なる学際的専門知識を習得した

結果，医療現場で考えつかなかったアプローチで斬

新な解決法を創出・提案できる能力が身に付き，病

院開発部門や医療系企業の開発部門で活躍可能な

人材となる。 
 
人文社会科学系では 
・患者の QOL を損なわないための要件の発見，

死を迎える間際の心のよりどころの解析，家族の在

宅介護における負担を軽減するしくみの案出や，人

口減少・超高齢化社会における生き方を支える価値

観やしくみの案出，患者をケアできる施設を増やす

しくみの案出，医療者の負担を減らす要件の発見，

ミスを誘発しにくい要件の発見，適切な医療リスク

マネジメント体制の構築，終末期における意思決定

の在り方の案出 
 例えば，哲学・倫理学を卒業した学生，とりわけ

文献研究を主として進めてきた学生は，「統合科目」

を履修することで，医療現場を構成する人々としく

みの課題（病気，障害，死を前にした人の不安など）

を理解し，専門科目を履修することで，哲学を中心

とした人文社会科学の専門性を深めるとともに，異
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分野を統合して課題解決に当たるために必要な専

門性（医療系，工学系の専門科目）を会得すること

で，病気，障害，死を前にした人間の生き方を支え

るアイディアを創出することができ，公務員などと

して活躍可能な人材となる。 
 
 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 
「現場」とは，学術がまだどのように取り扱えばよい

か理解が進んでいない，理論どおりでない事象を生

み出す場と定義する。「社会での活用」とは，信頼で

きる証拠に基づいて新しいアイディアを正確化して

いき，そうして具現化されたアイディアが自然界や

人間社会に活用される状況が，ここでいう「社会での

活用」である。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標 ＜追加＞

 
 
「現場」とは，学術がまだどのように取り扱えばよ

いか理解が進んでいない，理論どおりでない事象を

生み出す場と定義する。「社会実装」とは，信頼でき

る証拠に基づいて新しいアイディアを正確化していき，

そうして具現化されたアイディアが自然界や人間社会

に活用される状況が，ここでいう「社会実装」である。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 
人文社会科学系はこの解析を地域社会におけるイ

ノベーション・プロセスを含め人間の精神的活動の

分析面を中心として豊かにして社会での活用への道

筋を明らかにし，これらを踏まえながら工学系は最

先端の技術開発を行い，また，医療現場に返し人文社

会科学系の解析を受けてフィードバックループを形

成する。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞ 
 
 
人文社会科学系はこの解析を地域社会における

イノベーション・プロセスを含め人間の精神的活動

の分析面を中心として豊かにして社会実装への道

筋を明らかにし，これらを踏まえながら工学系は最

先端の技術開発を行い，また，医療現場に返し人文

社会科学系の解析を受けてフィードバックループ

を形成する。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 
③カリキュラムポリシー 
以上の人材育成を目標として，以下のカリキュラ

ムポリシーの下でカリキュラムを編成する。 

 

博士前期課程： 
前述の人材育成のサイクルをなす４群の活動に対

応連携させて， 
医療統合科学としての前期課程レベルの専門を扱

う「統合科目」 
医療統合科学を構成する専門分野の知識や思考を

前期課程レベルに深化させる「専門科目」 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞ 
 
 
＜追加＞ 

以上の人材育成を目標として，本研究科博士前

期課程においては，前述の人材育成のサイクルをな

す４群の活動に対応連携させて，医療統合科学専

攻の「共通科目（必修・必修選択）」と「専門科目

（選択）」からなる統一カリキュラムを編成する。

 

＜追加＞ 
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の二種類の科目からなる統一カリキュラムを編成

する。 
 その上で， 
・医療現場を構成する人々としくみの課題を理解

し，課題を解決して社会に応用されるアイディア

を他者と協働して創出する能力を涵養し，医療統

合科学を構成する諸領域に関して横断的な内容

を，統合科目の必修科目とする。 
・学部で学んだ専門領域を考慮して履修できる医

療統合科学において重要な科目を，統合科目にお

ける選択科目とする。 
・専門科目は，医療統合科学を構成する諸領域の

知識や能力を深化させる内容とする。各学生で深

化させる専門は異なるため，選択科目として位置

付ける。 
 

「統合科目」では，①現場から，②観察・解析活動，

③構成型活動，④行動型活動，そして現場へ，とい

う課題解決の活動のサイクル循環を意図した分野

横断的なカリキュラムを構成し，これを踏まえつつ

「専門科目」の履修や修士論文作成「医療統合科学

特別研究」を進める。この循環しつつ深化するプロ

セスを経ることによって，工学系，医療系，人文社

会科学系それぞれの教育を受けてきた学生は，学生

の専門分野の知識と能力に加えて，以下のような知

識と能力を涵養することができる。 

工学系の教育を受けてきた者は，医療系・人文社

会科学系の哲学的・人類学的に科学の在り方を捉え

る視座と方法（臨床死生学・医療人類学），科学技術

の在り方を歴史学的手法と実地調査によって捉え

る視座と方法（科学技術論），科学技術の在り方を医

療に関わる法やシステムの視座から捉える法学的

思考方法（医事法学）及び創出したアイディアや技

術を社会で活用する視座と方法（ソーシャルイノベ

ーション論）を学ぶことにより，医療・介護という

ヒトとモノが複雑に関係し合う現場を改善するた

めの課題を抽出して，薬剤を含めた人工物の使用者

に配慮して，新規の化学物質や機器，サービス，方

法論を開発して社会での活用を実現する上での理

論構築，設計要件や技術要件を導いて課題解決する

ための能力を獲得できる。 

医療系特に薬学や保健学などの教育を受けてき

た者は，工学系の知識や人文社会科学系から病気，

障害，死などを哲学的・人類学的に捉える視座と方

法（臨床死生学・医療人類学），医療技術の在り方な

どを歴史学的手法と実地調査によって捉える視座

と方法（科学技術論），医療的な問題を法やシステム

の視座から捉える法学的思考方法（医事法学），及び

新しいサービスなどを生み出し社会で活用するた

めの視座と方法（ソーシャルイノベーション論）を

学ぶことにより，開発技術側からの助言を理解し洞

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「共通科目」では，①現場から，②観察・解析活動，

③構成型活動，④行動型活動，そして現場へ，とい

う課題解決の活動のサイクル循環を意図した分野

横断的なカリキュラムを構成し，これを踏まえつ

つ「専門科目」の履修や修士論文作成「医療統合科

学特別研究」を進める。この循環しつつ深化するプ

ロセスを経ることによって，工学系，医療系，人文

社会科学系それぞれの教育を受けてきた学生は，

学生の専門分野の知識と能力に加えて，以下のよ

うな知識と能力を涵養することができる。 

工学系の教育を受けてきた者は，医療系・人文社

会科学系の思考や分析の方法を学ぶことにより，

医療・介護というヒトとモノが複雑に関係し合う

現場を改善するための課題を抽出して，薬剤を含

めた人工物の使用者に配慮して，新規の化学物質

や機器，サービス，方法論を開発して社会実装を行

う上での理論構築，設計要件や技術要件を導いて

課題解決するための能力を獲得できる。医療系特

に薬学や保健学などの教育を受けてきた者は，工学

系の知識や人文社会科学系からの科学技術論やイ

ノベーションに関する動向の理解を深めることに

より，開発技術側からの助言を理解し洞察するこ

とが可能になり，その接点から人間工学をはじめ

とする新たな知識や応用技術を見いだし，それら

を現場適用する能力を獲得して，新たな学問体系

の構築と工学の手法を取り入れた「可視化」による

専門的な課題解決を図ることができる。人文社会

科学系の教育を受けてきた者は，医療系・工学系の

モノに対する思考や分析の方法，また，医療現場の

ヒトに関する課題を医療系・工学系とともに学ぶ

ことにより，新しい機器・薬・ケアの方法などをよ

りよく現場に導入するための新たなシステムや価

値観の創出と，それらを具体的説得的に医療現場

に提言する方法を獲得し，社会システムや人間の
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察することが可能になり，その接点から人間工学を

はじめとする新たな知識や応用技術を見いだし，そ

れらを現場適用する能力を獲得して，新たな学問体

系の構築と工学の手法を取り入れた「可視化」によ

る専門的な課題解決を図ることができる。 

人文社会科学系の教育を受けてきた者は，医療

系・工学系のモノに対する思考や分析の方法，また，

医療現場のヒトに関する課題を医療系・工学系とと

もに学ぶことにより，新しい機器・薬・ケアの方法

などをよりよく現場に導入するための新たなシス

テムや価値観の創出と，それらを具体的説得的に医

療現場に提言する方法を獲得し，社会システムや人

間の心に配慮した社会での活用の側面を支える能

力を持てるようになる。 

これらにより，いずれの学系の教育を受けた者も，

元の学系の専門をより豊かにする多様な科学的思考

の方法とそこから導かれる視座を得ることができ，

修士課程修了者においては企業や官公庁の即戦力と

して巣立っていく。 

 

 

博士後期課程： 
 人材育成の４つの活動に対する個々の専門の知

識や能力をさらに高めるとともに，医療関連の現

場を直視して自然科学及び人文社会科学双方の知

性を兼ね備え，サイクルの中の複数の人材育成の

活動を連携させる総合的な能力を高められるよう

に， 
医療統合科学としての後期課程レベルの専門を扱

う「統合科目」 
医療統合科学を構成する専門分野の知識や思考を

後期課程レベルに深化させる「専門科目」 
の二種類の科目からなる体系的・段階的なカリキ

ュラムを編成する。 
 その上で， 
・医療現場を構成する人々としくみの課題を理解

し，課題を解決して社会に応用されるアイディア

の創出を他者と協働して先導できる能力を涵養す

るための，医療統合科学を構成する諸領域に関し

て横断的な内容を，統合科目における必修科目と

する。 
・専門科目は，医療統合科学を構成する諸領域の

先端的な知識や能力を深化させる内容とする。専

門科目は個々人により深化させる専門が異なるた

め，選択科目として位置付ける。 
 

「統合科目」として，「医療統合科学特論」で改め

て独自の視点を持って，医療統合科学に関連する科

学や技術の最新動向を把握し，「医療統合科学総合演

習」で，独自の視点を持って，医療や介護の現場や医

療統合科学関連企業の訪問調査し，現状の認識とと

心に配慮した社会実装の側面を支える能力を持て

るようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらにより，いずれの学系の教育を受けた者

も，元の学系の専門をより豊かにする多様な科学的

思考の方法とそこから導かれる視座を得ることが

でき，修士課程修了者においては企業や官公庁の即

戦力として巣立っていく。 

 

 

博士後期課程においては，人材育成の４つの活動

に対する個々の専門の知識や能力をさらに高める

とともに，医療関連の現場を直視して自然科学及

び人文社会科学双方の知性を兼ね備え，サイクル

の中の複数の人材育成の活動を連携させる総合的

な能力を高められるようにカリキュラムを編成す

る。 

＜追加＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「共通科目」として，「医療統合科学特論」で改

めて独自の視点を持って，医療統合科学に関連する

科学や技術の最新動向を把握し，「医療統合科学総

合演習」で，独自の視点を持って，医療や介護の現

場や医療統合科学関連企業の訪問調査し，現状の認
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もに課題発見力を育成する。また，「医療統合科学ア

ドバンストインターンシップ」によって，独自の視点

を持って，医療，介護，製品開発等の現場を選択し，

長期にわたって実習，研究等に従事させ，現場の体験

に基づいて見出した課題を現場の人とディスカッシ

ョンさせて，社会実装を見据えた基本的視座の「統

合」力と課題解決力を育成する。これらの「統合科目」

に加えて「専門科目」を選択して，博士の学位論文作

成を通じて上記の人材育成の活動を自らの力のみ

で，困難なく，発案し牽引できる能力を身に付けるこ

とを目標とする。 

 

識とともに課題発見力を育成する。また，「医療統合

科学アドバンストインターンシップ」によって，独

自の視点を持って，医療，介護，製品開発等の現場

を選択し，長期にわたって実習，研究等に従事させ，

現場の体験に基づいて見出した課題を現場の人と

ディスカッションさせて，社会実装を見据えた基本

的視座の「統合」力と課題解決力を育成する。これ

らの「共通科目」に加えて「専門科目」を選択して，

博士の学位論文作成を通じて上記の人材育成の活

動を自らの力のみで，困難なく，発案し牽引できる

能力を身に付けることを目標とする。 

 
 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 

以上より，「医療現場を構成する人々としくみの

課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及

び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野

を活かしつつ他分野を理解できた上，社会におい

て活用されるモノやアイディアを他者と協働して

創出することで，課題の解決に貢献しイノベーシ

ョンの基盤を支えることができる人材」を育成す

るための，前期課程，後期課程の人材育成目標は，

より詳細に述べれば次のとおりである。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標 ＜追加＞

 
 
 以上より，「医療現場の課題に対し，正確な情報

に基づき社会実装可能なアイディア創出で解決に貢

献できる人材」を育成するための，前期課程，後期

課程の人材育成目標は，より詳細に述べれば次の

とおりである。 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 
博士前期課程： 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標 ＜追加＞

 
① 博士前期課程： 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 
博士後期課程： 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標 ＜追加＞

 
② 博士後期課程： 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 
このために医療現場を構成する人々としくみの課

題を把握し整理できるのみでなく， 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標 ＜追加＞

 
このために医療現場の課題を把握し整理できるの

みでなく， 
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１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 
 なお，これらの観点からは，社会人を経て入学す

る学生は，既に「現場的に根差した視座」を持ち合わせ

ていると考えられるために，学士や本研究科以外の前

期課程から直接入学する者に比較してこの点では

入学時より一日の長を持ち合わせていると理解さ

れるが，本研究科での学修を通じて，自らの経験を

新たな複合的な視点で見直し，医療現場を構成する

人々としくみの課題を把握し整理できるのみでな

く，関連する過去の様々な知識を体系化して把握

し，それによって未来の課題を知り，結果として解

決への貢献を主体的に進めて行ける能力を獲得で

きるようになる。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞ 
 
 なお，これらの観点からは，社会人を経て入学す

る学生は，既に「現場的に根差した視座」を持ち合わ

せていると考えられるために，学士や本研究科以外

の前期課程から直接入学する者に比較してこの点

では入学時より一日の長を持ち合わせていると理

解されるが，本研究科での学修を通じて，自らの経

験を新たな複合的な視点で見直し，医療現場の課

題を把握し整理できるのみでなく，関連する過去

の様々な知識を体系化して把握し，それによって

未来の課題を知り，結果として解決への貢献を主

体的に進めて行ける能力を獲得できるようにな

る。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 

④アドミッションポリシー 

上記のディプロマポリシー，カリキュラムポリシ

ーを達成するために，本研究科は以下の資質を持つ

者を求める。 

 

博士前期課程：次のいずれかの資質を持つ者を求め

る。 

・それぞれの出身学部における分野で必要とされた

知識を修得しており，分野を超えた学際的研究に

強い意欲を持つ者。 
なお，出身学部における分野で必要とされた知識

とは，例えば，工学系では生命医用工学分野等，医

療系では創薬科学分野，または保健学分野等，人文

社会科学系においては哲学，倫理学，宗教学，歴史

学，人類学，または法学等である。 
・自ら選んだ研究分野における基礎研究や応用研究

に止まらず，異なる分野の研究手法を積極的に取

り入れることに強い興味と意欲を持つ者。 
・医療現場を構成する人々やしくみの課題解決に向

けて，社会での活用可能なアイディアを現場と連

携して創出することに強い興味と意欲を持つ者。

 
博士後期課程：次のいずれかの資質を持つ者を求め

る。 

・豊かな教養と高い倫理意識を持って医療統合科学

の博士前期課程レベルでの専門的知識を修得した

者で，医療現場を構成する人々やしくみの諸課題

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標 ＜追加＞

 
 

（追加） 
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を学際的手法により解決することで，人類の幸福

に貢献しようとする強い意欲がある者。 
・出身学問分野は問わないが，それぞれの分野におけ

る修士の専門を修得しており，豊かな教養と高い

倫理意識を持って医療現場を構成する人々やしく

みの諸課題に関して分野を超えた学際的研究に強

い意欲と十分な能力を持つ者。 
・医療現場を構成する人々やしくみの課題解決に向

けて，自ら選んだ研究分野における基礎研究や応

用研究に止まらず，豊かな教養と高い倫理意識を

持って社会での活用可能なアイディアを自ら創出

することに強い興味と意欲を持つ者。 
 
 

３ 設置を計画する研究科・専攻の名称，授与する

学位等 

 

 医療現場を構成する人々としくみの課題を理解

し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間の理

解を併せ持つことで，個人の専門分野を活かしつつ

他分野を理解できた上，社会において活用されるモ

ノやアイディアを他者と協働して創出することで，

課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支え

ることができる人材が必要である。こうした人材の

育成には科学諸分野を統合した「統合科学」的アプ

ローチが必要であり，本学が構想する医療統合科学

を構成する主たる分野は，工学，医薬・保健学，文

学（哲学・倫理学・宗教学，歴史学，文化人類学），

社会学・社会福祉学により構成していることから，

本研究科の名称を，「医療 統合科学 研究科」とす

る。なお，専攻の名称についても同様に，「医療 統

合科学 専攻」とする。 

 

 

３ 設置を計画する研究科・専攻の名称，授与す

る学位等 

 

 医療統合科学研究科は「医療統合科学」の名称を

冠する。「医療」を対象として「統合」的な「科学」

を推進していく人材を育成するという意である。 

 

３ 設置を計画する研究科・専攻の名称，授与する

学位等 

 

学位名称の英語については，博士号は一般に用いら

れる Doctor of Philosophy, PhD を踏襲し，修士号は， 
Master of Sciences in interdisciplinary studies, MSc
とする。 

 
特に修士の学位名称の理由として，本研究科の目

指す，医療を構成する人々やしくみにおける課題を

対象として，諸科学領域を統合した研究を通じて社

会に活用される新規アイディアの創出を行うという

意味合いについて，諸外国により高い頻度で用いら

れている語を探索したところ，前述のとおり，

interdisciplinary studies の語がふさわしいという結論

となった。 
類語に multidisciplinary，transdisciplinary があるが，

前者は諸領域が存在することまでを意味し連携は意

 

３ 設置を計画する研究科・専攻の名称，授与す

る学位等 

 
 学位名称の英語については，博士号は一般に用い

られる Doctor of Philosophy, PhD を踏襲し，修士号

は， Master of Sciences and Engineering, MSciEng
とする。 
 
＜追加＞ 
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味せず，後者は科学のみならず科学以外の社会セク

ターとも協働することを意味すること，また学位名

称としては interdisciplinary のみ使用例が見られ，他

2 語は使用例がないために，Master of Science in 
Interdisciplinary Studies がふさわしいと考えた。その

他の類義語としては，これも前述のとおり integrated 
studies があり，これはほぼ interdisciplinary と同義に

用いられている。しかし本研究科では「他者との協

働」すなわち「分野を連携させる」意味を強く出した

く，interdisciplinary studies の語を使うこととした。 
 
なお，「医療」分野を対象とするという意味では，

in clinical affairs あるいは in medical affairs をさらに末

尾に加える可能性も考えられるが，これらの用例は

諸外国では現状見られないようであるので，通用性

を考えて，付け加えないこととした。 
 
学位名称における Interdisciplinary studiesについて，

具体的に諸外国における実例としては， 
・The University of British Columbia (カナダ)におけ

る Master of Science in Interdisciplinary Studies， 
・Oregon State University（以下米国）における Master 

of Arts in Interdisciplinary Studies， 
・Texas State University の Master of Science in 

Interdisciplinary Studies,  
・the California State University における Master of 

Arts/Master of Science in Interdisciplinary Studies， 
・ Indiana University に お け る Master of 

Interdisciplinary Studies， 
・University of Washington Tacoma の the School of 

Interdisciplinary Arts and Sciences における Master of 
Arts in Interdisciplinary Studies， 
・University of South Dakota における Master of Arts 

in Interdisciplinary Studies， 
・The University of Texas at Dallas の School of 

Interdisciplinary Studies における Master of Arts in 
Interdisciplinary Studies， 
・University of Northern British Columbia における

Interdisciplinary Studies (MA and MSc Programs)， 
・York University（カナダ）の Graduate Program in 

Interdisciplinary Studies における MA Interdisciplinary 
Studies 
など，数多くの事例がある。 
それらの教育内容も，いずれの取組を確かめても

本研究科が目指すところと同様である。例えば，こう

した取組においては北米随一の規模と言われ，既に

1970 年代より設置されているブリティッシュ・コロ

ンビア大学（UBC）の場合は次のようである。その主

な目標は，学際的な研究と教育すなわち「境界を超え

たつながり」を進めることである。人文科学，社会科

学，自然科学の学際的な知識構築を理解し，探索する

ための創造的で協調的なアプローチを提供する内容
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が開講されている。このコースでは，知識と価値の相

互関係，学際性に重点が置かれ，体験学習と双方向的

教育が行われる。学際的な研究においては学生に背

景専門知識は必要なく，あらゆる分野の学生が歓迎

されている。このような取組の結果，次のような研究

テーマに取り組む学生がいることが紹介されてい

る。 
・「効果的な医療機器の開発における医師とエンジ

ニアのコミュニケーションの重要性」， 
・「隣人・健康・サポート：高齢者のモビリティ体

験」， 
・「集中治療室における倫理的意思決定と道徳的苦

痛」， 
・「都市コミュニティに居住する中国人及びインド

人カナダ移住者の健康な高齢化と移動」， 
・「バンクーバーの持続可能性を高める手段として

の公共政策と法律との相互作用」， 
このような，本研究科の目指すところと同様な研

究を行う学生に対して審査の上授与されるのが，

Master of Science in Interdisciplinary Studies である。 
以上のことから，修士（医療統合科学）の英語名称

は Master of Science in Interdisciplinary Studies (MSc)と
する。博士号の名称については，改めて，一般に用い

られる，Doctor of Philosophy (PhD)とする。 
 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
 
医療統合科学研究科では，医療現場を構成する

人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，

そして物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個

人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，

社会において活用されるモノやアイディアを他者と

協働して創出することで，課題の解決に貢献しイノ

ベーションの基盤を支える人材の育成を目的として

いる。 
この目的のために，本研究科のカリキュラム

は，工学系，医療系，及び，人文社会科学系を背

景とする人材育成のサイクルを掲げている。この

サイクルは，次の 4 群の活動からなる。すなわ

ち， 
①自然・社会（現場を構成する人々としくみ）に

対して， 
②それを観察解析する学術を行う活動が対応し， 
③構成的な学術を行う活動として，その知見を応

用してものづくりや新制度考案などアイディアを

他者と協働して創出し， 
④その成果であるアイディアを応用して行動する

活動がまた①自然・社会（現場を構成する人々と

しくみ）を相手にしていく（社会での活用）， 
である。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
 
＜追加＞ 
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 これにより，社会において活用されるモノやア

イディアを他者と協働して創出する能力を育成す

ることとしている。 
 
 

 
 
 
医療統合科学研究科では，学則上の２学期（前期・

後期）の区分とは別に，授業を運営する区分とし

て，前期・後期の授業期間をそれぞれ前半・後半に

分けて授業を実施する。これは一学期を分割して，

ほぼ８週間で完結する科目設定を可能にすること

で，教育の質的改善を図るとともに，留学，インタ

ーンシップ，ボランティアなど，学生の多様な社会

体験の機会を確保することを目指している。 

 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
 本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性を

兼ね備えて，医療現場を構成する人々としくみの課

題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人

間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活か

しつつ他分野を理解できた上，社会において活用さ

れるモノやアイディアを他者と協働して創出するこ

とで，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を

支えることができる人材を育成するための研究科で

ある。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
 本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性

を兼ね備えて，医療現場の課題に対し，正確な情報

に基づき社会実装可能なアイディア創出で解決に貢

献できる人材を育成するための研究科である。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 

博士前期課程においては，学部教育で学んだ専門

に重層して他専門領域の手法を学び，課題を創造的

に解決する能力と専門的知識を有することにより，

社会の多様な場で課題解決に貢献できる専門知識

と研究能力を身に付けた人材を育成する。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
 博士前期課程においては，学部教育で学んだ専門

に重層して他専門領域の手法を学び，課題を創造的

に解決する能力と専門的知識を有することにより，社

会の多様な場で課題解決に貢献できる高度専門職業

人を育成する。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
④その成果であるアイディアを応用して行動する活

動がまた①自然・社会（現場）を相手にしていく（社

会での活用），という４群の活動が循環するサイクル

のうちに学修が深化しているようなカリキュラムを

学ぶことになる。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
④その成果であるアイディアを応用して行動する

活動がまた①自然・社会（現場）を相手にしていく

（社会実装），という４群の活動が循環するサイク

ルのうちに学修が深化しているようなカリキュラ

ムを学ぶことになる。 
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４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

２）教育課程の特色 
 

教育課程を編成するに当たっては，学生に医療統

合科学の共通基盤となる専門的知識・スキル・視点を

与えるための「統合科目」，統合科目で得られた学生

個々人の課題意識に従って専門を深化させるための

「専門科目」（必ずしも学部での専門と一致するとは

限らない）。さらに，専門知識とスキルを統合し研究

を通じて課題解決能力を養うための「医療統合科学

特別研究」を置き，大学院修士レベルの専門知識と研

究能力を修得できるようにしている。 

博士前期課程では，人材育成のサイクルをなす活

動に対応連携させて，医療統合科学専攻の統合科目

（必修・必修選択）と専門科目（選択）からなる統一

カリキュラムを編成する。特に統合科目では，学部で

どのような専門分野の背景があるにせよ，学生がこ

れらを学修することで無理なく，①自然・社会（現場

を構成する人々としくみ）に対して，②それを観察解

析する学術を行う活動が対応し，③構成的な学術を

行う活動として，その知見を応用してものづくりや

新制度考案などアイディアを他者と協働して創出

し，④その成果であるアイディアを応用して行動す

る活動がまた①自然・社会（現場を構成する人々とし

くみ）を相手にしていく（社会での活用），という4群

の活動が循環するサイクルを深化できるような分野

横断的なカリキュラムを構成する。 

 
 

以上のように，課題解決の４群の活動からなるサ

イクルを意識して，分野横断的に自然科学，人文社会

科学双方の知性を兼ね備え，社会での活用が可能な

アイディアを創出するという新しい視点で教育課程

を編成することをカリキュラムポリシーとするとこ

ろに，本研究科の特色がある。  
 

また，人材育成のサイクルに対応した博士前期課

程の具体的な統合科目としては， 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

２）教育課程の特色 
 

教育課程を編成するに当たっては，学生に医療統

合科学の共通基盤となる専門的知識・スキル・視点

を与えるための「共通科目」，共通科目で得られた学

生個々人の課題意識に従って専門を深化させるた

めの「専門科目」（必ずしも学部での専門と一致する

とは限らない）。さらに，専門知識とスキルを統合し

研究を通じて課題解決能力を養うための「医療統合

科学特別研究」を置き，大学院修士レベルの専門知

識と研究能力を修得できるようにしている。 

博士前期課程では，人材育成のサイクルをなす活

動に対応連携させて，医療統合科学専攻の共通科

目（必修・必修選択）と専門科目（選択）からなる

統一カリキュラムを編成する。特に共通科目では，

学部でどのような専門分野の背景があるにせよ，

学生がこれらを学修することで無理なく，①現場

から，②観察・解析活動，③構成型活動，④行動型

活動，そして現場へとめぐるサイクル循環を深化

できるような分野横断的なカリキュラムを構成す

る。 

 

 

 

 

 

医療統合科学演習

課題の本質の分析
調査・分析手法
モデル化手法

社会実装を見据え
た課題解決力

医療統合科学総論Ⅰ
医療統合科学総論Ⅱ

倫理総論

バイオ・創薬科学概論
医療機器材料学概論

ヒューマンイノベーション・
ヘルスケア科学概論

実践医療統合科学
医療統合科学特別研究

現場の理解
多様な視座，
倫理

医療統合科学
アドバンスト

インターンシップ

医療統合科学特論

博士論文研究

医療統合科学総合演習

博士論文研究

実務
インターンシップ

ニーズや課題の
発見と解決策考案

真の要件記述
設計

医療系
専門科目

工学系
専門科目

人文社会科学系
専門科目

1. 現場3. 構成型活動

2. 観察・解析型
活動

4. 行動型活動

カリキュラムの考え方

1〜4の活動に必要な知識
と能力を育成するために，
必修科目，選択科目を
適切に配置

人材育成のサイクルとカリキュラムの関係（前期課程）

博士前期・後期課程一貫コース

博士前期課程

博士後期課程

 

以上のように，課題解決の４群の活動からなるサ

イクルを意識して，分野横断的に自然科学，人文社

会科学双方の知性を兼ね備え，社会実装可能なアイ

ディアを創出するという新しい視点で教育課程を

編成することをカリキュラムポリシーとするとこ

ろに，本研究科の特色がある。 
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『現場』に対応して，自然・社会（現場を構成

する人々としくみ）を多様な視座及び倫理観を

通して理解し修得するために「医療管理」，

「医療政策」，「先進病院実習」，「医療統合

科学総論Ⅰ」，「医療統合科学総論Ⅱ」，「倫

理総論」，「ケアの比較文化論」を配置し， 
『観察・解析』に対応して，自然・社会を観察

解析する学術を行う活動として課題の本質を分

析する能力を培うために，「医学研究概論」，

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学

概論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルス

ケア科学概論」を配置している。さらに， 
『構成』に対応して，構成的な学術を行う活動

としてニーズや課題の発見と解決策を考案する

立場に立って真の要件記述や設計を行う方法を

「医療統合科学演習」において学修する。そし

て， 
『行動』に対応して，①〜③を通して学修した

成果からアイディアを創出し社会へ応用して行

動する活動を学修するために「実践医療統合科

学」，「医療統合科学特別研究」を配置して実

践的な課題解決能力である「社会において活用

されるモノやアイディアを創出」する能力を修

得させる。 
専門科目は，①〜④の過程を学生が持つ個人の

知識や能力により，異なる形でこれを補完してカ

リキュラムの修得を完成させようとするものであ

る。 
 

また，人材育成のサイクルに対応した博士前期課

程の共通科目と専門科目のカリキュラム構成科目の

具体例としては， 

①〈現場に定位して〉「医療統合科学総論Ⅰ，Ⅱ」：

医療や介護の現場での問題を取り上げ，医薬保健学

系・工学系・人文社会科学系の教員が協働して様々

なアプローチからの解決事例の講義から現場への

課題に目を開く。また，「倫理総論」で研究者とし

ての倫理観を涵養する。 

②〈観察・解析の立場から〉「医療統合科学に関

する概論」：医療統合科学に関連する科学や技術の

動向を知り，これまでのアプローチの特質とその限

界，学生が知らずに放置してきた分野（例えば，工

学系の学生は人文社会科学系のヒトやモノの捉え

方）からの新鮮な発想を学び，現場の課題解決の次

の活動へとつなげる。 

③〈構成型活動の観点から〉「医療統合科学演習」：

医療や介護の現場や医療統合科学関連企業の訪問

調査やヒアリング等を通して，現状の認識とともに

ニーズや課題を発見し，更に発見した課題に対して

複数の解決策を考案する力を育成する。 

④〈行動・社会実装を見据えて〉「実践医療統合

科学」：上記の演習を引き継いで，分野横断的なグ

ループの一員として，ユーザーを含め関係するステ

イクホルダーへの提案・フィードバック，更に得ら

れたフィードバックを活かした追加調査や議論，解

決策の改定を試行的に実践することにより，社会実

装を見据えた分野統合的な課題解決力を育成する。

専門科目では，上述のサイクルを深めるのに資す

る医療統合科学の個々の専門知識やスキルを深め，

「医療統合科学特別研究」を通じて学位論文として

完成させる。 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
イ．カリキュラム 
 

医療統合科学研究科 

【博士前期課程】 

医療統合科学専攻 

統合科目（合計26単位以上） 
（必修13単位） 

 [分野を横断した医療統合科学の専門的視座
を身に付ける科目， 

社会実装を見据えた課題解決力を身に付けるた
めの科目， 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
イ．カリキュラム 

 

医療統合科学研究科 

【博士前期課程】 

医療統合科学専攻 

共通科目 
（必修10単位） 

 [分野を横断した視座を身に付ける科目， 
社会実装を見据えた課題解決力を身に付けるた

めの科目， 
医療統合科学をリードできる人材になるための

科目] 
医療統合科学特別研究（必修10単位） 
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専攻での教育目的に対応させて，医療統合科学を

構成する諸分野の専門的内容の統合科目，分野ごと

の内容をさらに深化させるための専門科目，特別研

究指導科目，という科目分類を定め体系的な科目構

成にする。また，修了要件34単位以上の内，26単位

以上の統合科目を履修することにより，専門性と領

域横断性の両方を担保する。 

 

 

医療統合科学をリードできる人材になるための
科目] 

医療統合科学特別研究（必修10単位） 
[医療統合科学の修士号の能力を獲得するた

めの科目] 
（選択科目3単位以上） 

専門科目 
（合計８単位以上） 

[専門を深化させるための科目] 

修了要件単位数34単位以上 

 
 
 専攻での教育目的に対応させた共通科目，専門科

目，特別研究指導科目，という科目分類を定め体系

的な科目構成にする。また，修了要件 30 単位中 10

単位の共通科目を置くことにより，専門性と領域横

断性の両方を担保する。 

[医療統合科学の修士号の能力を獲得するた
めの科目] 

（選択科目2単位以上） 

専門科目 
（合計８単位以上） 

[専門を深化させるための科目] 

修了要件単位数30単位以上 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
 
ロ．統合科目の内容と目的 

知識・スキル・視点を与えるための科目を必修と

選択で構成する。統合科目設置の目的は，工学系，

医薬保健学系，人文社会科学系の基礎を持つ学士ま

での学修の背景から，教員の属する「バイオ・創薬」，

「医療機器医用材料」，「ヘルスケアサイエンス」，

「ヒューマンケアイノベーション」のいずれかに軸

足を置いている学生が，課題解決の活動のサイクル

を意識した統合科目を重層的に学ぶ中で，これまで

の専門以外についての視座を高め，「医療」にかかわ

る「統合科学」の方法に習熟することにある。また，

国際的な活動にも対応できる人材となるための基

盤となる知識やスキルを学ぶ科目も配置した。専門

分野の異なる研究科生全員が一緒に授業を受け，デ

ィスカッションやグループワークを行うことによ

り，異分野から対象をみる視点を培うとともに，外

国語を含むコミュニケーションスキルを身に付け

させる。 

なお，「統合科目」と「専門科目」の選択科目の履

修に当たっては，個々の学生のバックグラウンド，関

心及び本研究科での研究領域を考慮しながら適切に

指導を行うこととする。これにより，専門を深化させ

ながら異分野の理解を深める，すなわち統合科学を

身に付けることができ，「医療現場を構成する人々と

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
 
ロ．共通科目の内容と目的 

知識・スキル・視点を与えるための科目を必修と

選択で構成する。共通科目設置の目的は，工学系，

医薬保健学系，人文社会科学系の基礎を持つ学士

までの学修の背景から，教員の属する「バイオ・創

薬」，「医療機器医用材料」，「ヘルスケアサイエン

ス」，「ヒューマンケアイノベーション」のいずれか

に軸足を置いている学生が，課題解決の活動のサ

イクルを意識した共通科目を重層的に学ぶ中で，

これまでの専門以外についての視座を高め，「医

療」にかかわる「統合科学」の方法に習熟すること

にある。また，国際的な活動にも対応できる人材と

なるための基盤となる知識やスキルを学ぶ科目も

配置した。専門分野の異なる研究科生全員が一緒

に授業を受け，ディスカッションやグループワー

クを行うことにより，異分野から対象をみる視点

を培うとともに，外国語を含むコミュニケーショ

ンスキルを身に付けさせる。 

＜追加＞ 
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しくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そして物

質面及び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門

分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会にお

いて活用されるモノやアイディアを他者と協働して

創出することで，課題の解決に貢献しイノベーショ

ンの基盤を支える人材」の育成を実現する。 

 

① 「医療政策」（必修） 

医療制度は各国の歴史的背景に強く制約される

が，投入する資源には制約があり改革が行われてい

る。望ましい医療提供体制には効果，効率とともに

公正も求められる。一方，疾病の頻度は社会的要因

に影響を受け，罹患にかかわる健康政策も重要であ

る。共生社会の形成におけるユニバーサルデザイン

やアクセシビリティの考え方，さらには医療を取り

巻く地域公共政策の視点を学んだ上で，望ましい医

療制度に求められる基本的機能について認識する。

 

② 「医学研究概論」（必修） 

画期的な次世代新薬や革新的医療技術を創出す

るため，多様な分野の研究機関や，医療機関と連携

し，基礎研究の成果を臨床研究へと橋渡し（トラン

スレーショナル・リサーチ），さらに産業化までシ

ームレスに繋げる研究のプロセスを学習する。そし

て，それらを俯瞰的にマネージメントすることの重

要性を理解することを目的とする。基礎研究手法，

研究デザイン，データ解析の方法論，知財管理，研

究倫理，法的事項等について概説する。 

 

③ 「ケアの比較文化論」（必修） 

本授業では，人が病むということとケアすること

について，その意味と実践の多様性を，文化・医療人

類学の視点から学ぶ。世界の様々な国や地域におけ

る病とケアをめぐる文化的差異に焦点を当て，その

社会文化的側面について理解することを通して，医

療を相対的に捉える視座を獲得する。 

 

④ 医療統合科学に関連する概論（必修） 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概論」，

「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科学概論」

の３科目からなり，医療統合科学に関連する科学や

技術の動向とともに，工学系（物理分野，生物・化学

分野），薬学系，医学系，保健学系，人文社会科学系

のそれぞれから医療統合科学にアプローチする基本

的視座を把握させる。これを通じて，工学系を専門と

して学んできた学生は，内科・外科・薬学・看護学・

保健学等の医薬保健学系固有の現場への観察解析的

アプローチと「ケアと看取りをめぐる死生学と日本

文化論」,「モノとヒトをめぐる科学技術論とソーシ

ャルイノベーション」及び「統合科学における法学と

医療人類学」から見えてくる人文社会科学系の研究

 

 

 

 

 

 

 

＜追加＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜追加＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜追加＞ 

 

 

 

 

 

 

 

①  医療統合科学に関連する概論（必修） 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概

論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科学

概論」の３科目からなり，医療統合科学に関連する

科学や技術の動向とともに，工学系（物理分野，生

物・化学分野），薬学系，医学系，保健学系，人文社

会科学系のそれぞれから医療統合科学にアプロー

チする基本的視座を把握させる。これを通じて，工

学系を専門として学んできた学生は，内科・外科・

薬学・看護学・保健学等の医薬保健学系固有の現場

への観察解析的アプローチと「ケアと看取りをめぐ

る死生学と日本文化論」,「モノとヒト」をめぐる科

学技術論とソーシャルイノベーション」および「統

合科学における価値論と法学的アプローチ」から見
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法と統合的思考法に迫れるようにする。また，医薬保

健学系や人文社会科学系を専門としてきた学生は，

バイオ技術と創薬研究などの生命医用科学と医療機

器材料などの生命医用工学分野の基礎と応用につい

て工学的解析のアプローチの特質を知ることで，医

療統合科学における基礎的知識を確認するとともに

先端技術・医用技術への応用について理解する。 

 

 

⑤ 「医療統合科学演習」（必修） 

 

 

 （省略） 

 

 

  

 

⑥ 「実践医療統合科学」（必修） 

 

 

 （省略） 

 

 

 

⑦ 「医療統合科学総論 I」，「医療統合科学総論

II」（必修） 

医療や介護のスタッフや企業技術者などが直面

する現場での問題を取り上げ，様々なアプローチか

らの解決事例の講義により，現場に定位する基本的

視座の「統合」方法を理解させる。複数の部門に属

する教員が協働して各授業を展開する。Ⅰ，Ⅱいず

れも，近年の大きな医療上の課題となっている疾患

を中心として，その疾患をめぐる各分野の視点を講

義する。 

医療統合科学総論Ⅰでは，がんを中心的な対象疾

患として，関係する視点を講義する。まず，疾患の概

要を提示し，その後，がんを取り巻いて内視鏡・手術

用機械・機能欠損を補完する機器・リハビリ機器など

どんな機器開発がなされているかその歴史，とりわ

け病院での医療においての薬剤の使用，緩和ケアに

おける倫理や意思決定などの視点を論じた後に，そ

れらのまとめを行う。医療統合科学総論Ⅱでは，認知

症を中心的な対象疾患として，関係する視点を講義

する。まず，疾患の概要を在宅ケアや国際・地域社会

の視点から提示し，それに対してどんな検査，機器，

技術開発ができるか，それらの国際比較，ケアの現場

の課題に対する生活支援についての質的調査法の視

点と技術論的視点，及び認知症患者の人格と尊厳に

関する臨床死生学的視点，そしてまとめを行う。 

 

 

えてくる人文社会科学系の研究法と統合的思考法

に迫れるようにする。また，医薬保健学系や人文社

会科学系を専門としてきた学生は，バイオ技術と創

薬研究などの生命医用科学と医療機器材料などの

生命医用工学分野の基礎と応用について工学的解

析のアプローチの特質を知ることで，医療統合科学

における基礎的知識を確認するとともに先端技術・

医用技術への応用について理解する。 

 

② 「医療統合科学演習」（必修） 

 

 

 （省略） 

 

 

 

 

③ 「実践医療統合科学」（必修） 

 

 

 （省略） 

 

 

 

④ 「医療統合科学総論 I」，「医療統合科学総論

II」（必修） 

医療や介護のスタッフや企業技術者などが直面

する現場での問題を取り上げ，様々なアプローチ

からの解決事例の講義により，現場に定位する基

本的視座の「統合」方法を理解させる。複数の部門

に属する教員が協働して各授業を展開する。Ⅰ，Ⅱ

いずれも，近年の大きな医療上の課題となっている

疾患を中心として，その疾患をめぐる各分野の視点

を講義する。 

医療統合科学総論Ⅰでは，がんを中心的な対象疾

患として，関係する視点を講義する。まず，疾患の

概要を提示し，その後，がんを取り巻いて内視鏡・

手術用機械・機能欠損を補完する機器・リハビリ機

器などどんな機器開発がなされているかその歴史，

とりわけ病院での医療においての薬剤の使用，緩和

ケアにおける倫理や意思決定などの視点を論じた

後に，それらのまとめを行う。医療統合科学総論Ⅱ

では，認知症を中心的な対象疾患として，関係する

視点を講義する。まず，疾患の概要を在宅ケアや国

際・地域社会の視点から提示し，それに対してどん

な検査，機器，技術開発ができるか，それらの国際

比較，認知症やケアに対する見方の歴史的考察，ケ

アの現場の課題に対する生活支援の視点と技術論

的視点からのアプローチ，そしてまとめを行う。 
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⑧ 「倫理総論」（必修） 

 

 

 （省略） 

 

 

 

⑨ 「技術表現発表学」（必修） 

 

 

 （省略） 

 

 

⑩ 「医療統合科学専門英語」（必修） 

専門分野（医療統合科学を構成する各教員の専門

領域）の英語文献を講読してその概要を英語でプレ

ゼンテーションすることにより，専門的な英語語彙

や英語表現を学び，専門的知識の向上とともに英語

での文章表現能力を向上させる。この科目は，専門分

野ごとに個別に開講する。 

 

⑪ 「医療管理」（選択） 

我が国の医療を取り巻く環境は急速に変化し，自

らの状況を分析し，戦略を策定し，行動するという

民間企業であれば当たり前の経営管理活動が医療

機関においても求められている。医療に対する多様

化した社会的ニーズに応え，機能分化，連携など戦

略的な経営を行い，質が高く効率的な医療を提供す

るため，幅広い医療経営学の知識を有し，指導的立

場で活躍する人材を養成する。①医療経営戦略，②

医療組織管理，③組織行動・管理者行動，④人的資

源管理，⑤財務会計管理，⑥医療マーケティング，

⑦医療品質・安全管理について概説する。 

 

⑫ 「先進病院実習」（選択） 

先進的医療を提供している本学の大学病院にお

いて，統合科目として開設し，様々な分野の背景

を持つ学生に医療現場での課題を探求・理解させ

る。なお，医療系学部で病院実習等を履修してい

る学生の入学も想定しているため，選択科目とし

て開講する。 
「先進病院実習」においては，はじめに，病院長

らから先進病院についての講義を行い，先進病院で

ある岡山大学病院における実習の意義を説明する。

これに続いて， 
・履修する学生の全員が実習を行う部署（緩和ケ

アチームなど） 
・学生のテーマや視点に応じて７～８名程度か

らなるチーム（10 程度）に分かれて実習を行う部

署（機器関連，治療関連など）を設け，医療現場

を見聞する。この際，本科目担当教員以外に，本

⑤ 「倫理総論」（必修） 

 

 

 （省略） 

 

 

 

⑥ 「技術表現発表学」（必修） 

 

 

 （省略） 

 

 

⑦ 「医療統合科学専門英語」（必修） 

＜補足説明追記＞ 

 

 

 

 

 

 

＜追加＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜追加＞ 
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研究科教員が各チームのモデレーター役となる。

これに基づいて，学生は担当教員やモデレーター

教員と医療現場のスタッフとともに，「患者・家

族」，「医療機器」，「医療従事者」のそれぞれの視

点から，どんな課題が見出されるか，グループワ

ークを中心とした演習において，チームごと，さ

らに学生全体として，ディスカッションを十分に

行う。 

なお，倫理問題やリスク回避に十分配慮して実習

を行う。 

 

⑬ 「医療統合科学インターンシップ」（選択） 

⑤⑥と類似ではあるが，長期にわたって実習，研究

等に従事する機会を与え，学部で学んだ専門が異な

る学生でグループを構成し，医療，介護，製品開発等

の現場で現場の体験に基づいて見出した課題をグル

ープディスカッションさせて，社会実装を見据えた

基本的視座の「統合」力と課題解決力を育成する。

 

 

⑭ 「ビッグデータ構築・解析学」，「ビッグデータ

学」（選択） 

 

 

 （省略） 

 

 

⑮ 「安全インタフェースシステム学」（選択） 

 

 

 （省略） 

 

 

⑯ ｢医療ビジネスマネジメント概論｣（選択） 

 

 

 （省略） 

 

 

⑰ 「老いと看取りと死の文化論」（選択） 

本授業は，過去から現在まで，人類社会に蓄積さ

れた老い・看取り・死に関する「知」，及び現代の医

療やケアに関わる諸問題の歴史的・文化論的考察を

行うものである。具体的には，社会言語学，文化人類

学，西洋史，日本美術史を専門とする教員が，オムニ

ス形式で授業を担当し，古今東西の老い・看取り・死

に関する視座と分析の方法を解説する。また，受講

生と担当教員とのディスカッションの時間を設け，

受講生の問題意識を深化させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 「医療統合科学インターンシップ」（選択）

②③と類似ではあるが，長期にわたって実習，研

究等に従事する機会を与え，学部で学んだ専門が異

なる学生でグループを構成し，医療，介護，製品開

発等の現場で現場の体験に基づいて見出した課題

をグループディスカッションさせて，社会実装を見

据えた基本的視座の「統合」力と課題解決力を育成

する。 

 

⑨ 「ビッグデータ構築・解析学」，「ビッグデー

タ学」（選択） 

 

 

 （省略） 

 

 

⑩ 「安全インタフェースシステム学」（選択）

 

 

 （省略） 

 

 

⑪ ｢医療ビジネスマネジメント概論｣（選択） 

 

 

 （省略） 

 

 

＜追加＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－ 30 － 

⑱ 「死生観の宗教社会学」（選択） 

本授業は，在宅ホスピス遺族調査から得られた知

見を出発点にし，宗教社会学的及び宗教史的な考察

を介して，その知見をより広い文脈の下に位置付け

る。そこから飜って，ケアの問題を含めた，死をめぐ

る現代的問題について考察を深める。 

 

⑲ ｢ケア学｣（選択） 

 

 

 （省略） 

 

 

⑳ ｢ケア学演習｣（選択） 

援助技術体験を通し，社会実装に向けて援助を受

ける側・援助する側の視点に立ち,それぞれの立場か

ら何が求められているかを探求する。「ケア学」で学

んだ生活援助に関する知識を基に，本科目では患者

への日常生活援助としての体位変換や移動，口腔ケ

ア及び洗髪を取り上げ，学生同士で患者役・看護師役

を体験する学内演習を行う。後半は看護ケアの方法

を，模擬患者による演習，実験実習を通して，エビデ

ンスとともに学ばせる。ここで取り上げる主な項目

は食行動，排泄，罨法である。 

なお，学内実習では，直接患者へケアを行うこと

はせず，学生同士での体験に限る。学生への指導は

7 名の看護専門職の教員が個別に当たる。さらに臨

床場面で想定されるリスクについては，事前に危険

予知訓練を用いて安全教育を行い，必要な場合はシ

ミュレーターを活用することなどにより，特に倫理

的問題やリスク回避に配慮する。 

 

＜追加＞ 

 

 

 

 

 

 

⑫ ｢ケア学｣（選択） 

 

 

 （省略） 

 

 

⑬ ｢ケア学演習｣（選択） 

援助技術体験を通し，社会実装に向けて援助を受

ける側・援助する側の視点に立ち,それぞれの立場

から何が求められているかを探求する。「ケア学」で

学んだ生活援助に関する知識を基に，本科目では患

者への日常生活援助としての体位変換や移動，口腔

ケア及び洗髪を取り上げ，演習を行う。後半は看護

ケアの方法を，模擬患者による演習，実験実習を通

して，エビデンスとともに学ばせる。ここで取り上

げる主な項目は食行動，排泄，罨法である。 

 

＜追加＞ 

 

 

 

 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ハ．養成する人材像と対応する統合科目 

 

統合科目は，本研究科が目指す人材が有している

べき能力に資するための科目であり，以下のような

対応となっている。 

 

① 分野を横断した医療統合科学の専門的
視座を身に付けるための科目 
「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概論」，

「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科学概

論」，「実践医療統合科学」，「医療統合科学総論Ⅰ」，

「医療統合科学総論Ⅱ」，「医学研究概論」，「老いと看

取りと死の文化論」，「死生観の宗教社会学」，「ケアの

比較文化論」 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ハ．養成する人材像と対応する共通科目 

 

共通科目は，本研究科が目指す人材が有している

べき能力に資するための科目であり，以下のような

対応となっている。 

 

① 分野を横断した視座を身に付けるための科

目 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概

論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科学

概論」，「実践医療統合科学」，「医療統合科学総論

Ⅰ」，「医療統合科学総論Ⅱ」＜追加＞ 
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② 社会実装を見据えた課題解決力を身に付ける

ための科目 

「医療政策」，「医療管理」，「先進病院実習」，「医療

統合科学演習」，「医療統合科学インターンシップ」，

「倫理総論」，「ビッグデータ構築・解析学」，「ビッグ

データ学」,「安全インタフェースシステム学」，｢医

療ビジネスマネジメント概論｣，「ケア学」，「ケア学演

習」 

 

③ 医療統合科学をリードできる人材になるため

の科目 

「技術表現発表学」，「医療統合科学専門英語」 

 

② 社会実装を見据えた課題解決力を身に付け

るための科目 

＜追加＞「医療統合科学演習」，「医療統合科学イ

ンターンシップ」，「倫理総論」，「ビッグデータ構築・

解析学」，「ビッグデータ学」,「安全インタフェース

システム学」，｢医療ビジネスマネジメント概論｣，

「ケア学」，「ケア学演習」 

 

 

③ 医療統合科学をリードできる人材になるた

めの科目 

「技術表現発表学」，「医療統合科学専門英語」 

 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ニ．医療統合科学特別研究の位置付け 

 

 専門分野での修士論文作成を通じて自律的に課

題を発見する能力と課題解決のための研究力を培

う科目として，「医療統合科学特別研究」を置く。１

年次末に研究に関する中間審査を研究科の教員に

加えて企業等から実務経験者が参加して行う。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ニ．医療統合科学特別研究の位置付け 

 

専門分野での修士論文作成を通じて自律的に課

題を発見する能力と課題解決のための研究力を培

う科目として，「医療統合科学特別研究」を置く。

１年次末に研究に関する中間発表会を研究科の教

員が参加して行う。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性を

兼ね備えて，医療現場を構成する人々としくみの課

題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人

間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活か

しつつ他分野を理解できた上，社会において活用さ

れるモノやアイディアを他者と協働して創出するこ

とで，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を

支えることができる人材を育成するための研究科で

ある。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 
 本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性

を兼ね備えて，医療現場の課題に対し，正確な情報

に基づき社会実装可能なアイディア創出で解決に貢

献できる人材を育成するための研究科である。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 
このために医療現場を構成する人々としくみの課

題を把握し整理できるのみでなく，関連する過去の

様々な知識を体系化して把握し，それによって未来

の課題を知り，結果として解決への貢献を主体的に

進めて行けることが必要である。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 
このために医療現場の課題を把握し整理できるの

みでなく，関連する過去の様々な知識を体系化し

て把握し，それによって未来の課題を知り，結果と

して解決への貢献を主体的に進めて行けることが

必要である。 
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４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 
つまり，医療現場を構成する人々としくみの課題を

把握し整理できるのみでなく，関連する過去の様々

な知識を体系化して把握し，それによって未来の課

題を知り，結果として解決への貢献を主体的に進め

て行ける人材を育成する。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 
つまり，医療現場の課題を把握し整理できるのみ

でなく，関連する過去の様々な知識を体系化して

把握し，それによって未来の課題を知り，結果とし

て解決への貢献を主体的に進めて行ける人材を育

成する。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 
このため，博士前期課程と同様に，工学，医薬保健

学，人文社会科学の多様なバックグラウンドを持つ

学生に門戸を拡げ，学生が融合した教育を受ける

「統合科目」を設け，また「医療統合科学」の視点

からの「専門科目」を選択していく。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 
このため，博士前期課程と同様に，工学，医薬保健

学，人文社会科学の多様なバックグラウンドを持つ

学生に門戸を拡げ，学生が融合した教育を受ける

「共通科目」を設け，また「医療統合科学」の視点

からの「専門科目」を選択していく。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 
 これを通じて，医療に対する独自の視点，医療統合

科学に特徴的な複数の視座を持って問題解決や社会

でのアイディア活用を行える能力を身に付けさせ

る。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 
 これを通じて，医療に対する独自の視点，医療統

合科学に特徴的な複数の視座を持って問題解決や

社会実装を行える能力を身に付けさせる。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
２）教育課程の特色 
 
 博士前期課程と同様に，統合科目と専門科目から

なる教育課程を編成した。博士後期課程は知識を修

得する能力に加えて，医療統合科学全般の課題把握

力，課題解決のための新パラダイム構築能力，新パラ

ダイムに基づく企画力を養成する。  

 教育課程を編成するに当たっては，異なる基盤を

持つ学生に医療統合科学の共通基盤となる専門的知

識・スキル・視点を与えるための「統合科目」，それ

ぞれの専門を深化させるための「専門科目」を置き，

大学院博士レベルの専門知識と研究能力を修得でき

るようにしている。 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
２）教育課程の特色 
 
 博士前期課程と同様に，共通科目と専門科目から

なる教育課程を編成した。博士後期課程は知識を修

得する能力に加えて，医療統合科学全般の課題把握

力，課題解決のための新パラダイム構築能力，新パラ

ダイムに基づく企画力を養成する。  

 教育課程を編成するに当たっては，異なる基盤を

持つ学生に医療統合科学の共通基盤となる専門的

知識・スキル・視点を与えるための「共通科目」，そ

れぞれの専門を深化させるための「専門科目」を置

き，大学院博士レベルの専門知識と研究能力を修得

できるようにしている。 
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４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
２）教育課程の特色 
 
分野横断的に自然科学，人文社会科学双方の知性を

兼ね備え，社会での活用可能なアイディアを創出す

るという 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
２）教育課程の特色 
 
分野横断的に自然科学，人文社会科学双方の知性を

兼ね備え，社会実装可能なアイディアを創出すると

いう 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 

２）教育課程の特色 

 
新しい視点から４つの人材育成の活動を連携させる

総合的な能力を高められるように教育課程を編成する

 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

（２）博士後期課程 

２）教育課程の特色 

 
…新しい視点から複数の人材育成の活動を連携さ

せる総合的な能力を高められるように教育課程を編

成する… 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
２）教育課程の特色 
 
 人材育成の活動に対応した博士後期課程の統合

科目と専門科目のカリキュラム構成科目は，博士前

期課程での科目群が人材育成の４つのうちの２つ

以上の活動に対する能力を個々に育成することを

基本としていることに対して，専門の知識や能力を

高めるとともに，医療関連の現場を直視して自然科

学及び人文社会科学双方の知性を兼ね備え，４つの

人材育成の活動を連携させる総合的な能力を高め

られるように編成されている。 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
２）教育課程の特色 
 
 人材育成の活動に対応した博士後期課程の共通

科目と専門科目のカリキュラム構成科目は，博士

前期課程での科目群が人材育成の４つの活動に対

する能力を個々に育成することを基本としている

ことに対して，専門の知識や能力を高めるととも

に，医療関連の現場を直視して自然科学及び人文

社会科学双方の知性を兼ね備え，複数の人材育成

の活動を連携させる総合的な能力を高められるよ

うに編成されている。 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
２）教育課程の特色 
 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
２）教育課程の特色 

医療統合科学演習

課題の本質の分析
調査・分析手法
モデル化手法

社会実装を見据え
た課題解決力

医療統合科学総論Ⅰ
医療統合科学総論Ⅱ

倫理総論

バイオ・創薬科学概論
医療機器材料学概論

ヒューマンイノベーション・
ヘルスケア科学概論

実践医療統合科学
医療統合科学特別研究

現場の理解
多様な視座，
倫理

医療統合科学
アドバンスト

インターンシップ

医療統合科学特論

博士論文研究

医療統合科学総合演習

博士論文研究

実務
インターンシップ

ニーズや課題の
発見と解決策考案

真の要件記述
設計

医療系
専門科目

工学系
専門科目

人文社会科学系
専門科目

1. 現場3. 構成型活動

2. 観察・解析型
活動

4. 行動型活動

カリキュラムの考え方

1〜4の活動に必要な知識
と能力を育成するために，
必修科目，選択科目を
適切に配置

人材育成のサイクルとカリキュラムの関係（後期課程）

博士前期・後期課程一貫コース

博士前期課程

博士後期課程
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人材育成の活動「現場の理解と課題の抽出」，「観

察型・解析型活動」，「構成型活動」，「行動型活動」の

サイクルの中で，博士後期課程の統合科目の複数要

素と専門科目を組み合わせて課題解決し，新しいモノ・

アイディアを社会で活用する力を自立的に身に付けて

表現できることを目指すために，４群の活動のうち連接

する２つの活動を含む統合科目を履修する。具体的に

は， 

『現場』と『観察・解析』に対応して，「医療統合

科学総合演習」， 
『観察・解析』と『構成』に対応して，「医療統合

科学特論」， 
『構成』と『行動』に対応して，「医療統合科学ア

ドバンストインターンシップ」を履修する。 
またこれらに加えて，各学生の軸足に当たる専門

の深化と，その軸足の周辺分野を補強するために，

各分野から専門科目を履修する。 
 

 
 人材育成のサイクルの中で，博士後期課程の共通

科目の複数要素と専門科目を組み合わせる活動を通

じて課題解決・社会実装力を自立的に身に付けて表現

できることを目指すためのカリキュラム構成科目の具

体例としては， 

 

 

 

①〈現場に定位して〉「医療統合科学総合演習」：

医療や介護の現場や医療統合科学関連企業の訪問

調査し，オムニバス形式の講義「医療統合科学特

論」の中で，最近の医療等の現場状況の学びと結び

付け，「医療統合科学アドバンストインターンシッ

プ」において，現場の体験に基づいた課題の抽出を

実践する。 

②〈観察・解析の立場から〉「医療統合科学特論」

の中で，医療統合科学に関連する人文社会科学系

の最新のイノベーションのアプローチと分析の方

法論を学び，「医療統合科学アドバンストインター

ンシップ」において，現場の人とのディスカッショ

ンを通して抽出した課題を分析する能力を養う。

さらに，人文社会学系の専門選択科目（「科学技術

開発論」，「臨床死生学特論」など）により，観察や

解析の方法論に関する知識を深める。 

③〈構成型活動の観点から〉「医療統合科学特論」

の中で，医療統合科学に関連する科学や技術の最

新動向を把握する。また，「医療統合科学アドバン

ストインターンシップ」において，モノやサービス

として具現化する課題解決力を養い，これを工学

系の専門選択科目（「シグナル伝達創薬」，「センサ

デバイス工学」，「機能ロボット設計論」など）に繋

げて，薬剤を含めたモノやサービスを開発する能

力を高める。 

④〈行動・社会実装を見据えて〉「医療統合科学

アドバンストインターンシップ」の実施において

は，社会実装を意識させて，基本視座の「統合力」

を養う。 

 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
３）科目の配置と履修 
イ．カリキュラム 

 

医療統合科学研究科 

【博士後期課程】 

医療統合科学専攻 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
３）科目の配置と履修 
イ．カリキュラム 

 

医療統合科学研究科 

【博士後期課程】 

医療統合科学専攻 
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統合科目 
（必修５単位） 

[分野を横断した医療統合科学の専門的視座
を身に付ける科目 

社会実装を見据えた課題解決力を身に付ける
ための科目] 

専門科目 
（合計７単位以上） 

[専門を深化させるための科目] 

修了要件単位数12単位以上 

 

専攻での教育目的に対応させた統合科目と専門科

目という科目分類を定め体系的な科目構成にする。

また，修了要件 12単位以上の内，５単位の統合科目

を履修することにより，専門性と領域横断性の両方

を担保する。 

 

 

ロ．統合科目の内容と目的 

統合科目設置の目的は，「医療」にかかわる分野横

断的な「統合科学」の方法について学術の最先端のレ

ベルの知見を広め，現場のニーズをくみ取ったアイ

ディア構築・創出やそのアイディアの社会での活用

に関する総合的スキルを高めることにある。博士前

期課程までの学生の知識・スキル・視点をより高度な

見地から捉え直させる内容の必修科目から構成さ

れ，専門科目との緊密な連携を図る内容とする。 
 

共通科目 
（必修５単位） 

[分野を横断した視座を身に付ける科目 
社会実装を見据えた課題解決力を身に付ける

ための科目] 

専門科目 
（合計７単位以上） 

[専門を深化させるための科目] 

修了要件単位数12単位以上 

 

 

専攻での教育目的に対応させた共通科目と専門

科目という科目分類を定め体系的な科目構成にす

る。また，修了要件 12 単位中５単位の共通科目を

置くことにより，専門性と領域横断性の両方を担保

する。 

 

 

ロ．共通科目の内容と目的 

共通科目設置の目的は，「医療」にかかわる分野横

断的な「統合科学」の方法について学術の最先端の

レベルの知見を広め，現場のニーズをくみ取ったア

イディア構築・創出やそのアイディアの社会実装に

関する総合的スキルを高めることにある。博士前期

課程までの学生の知識・スキル・視点をより高度な

見地から捉え直させる内容の必修科目から構成さ

れ，専門科目との緊密な連携を図る内容とする。 

 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
３）科目の配置と履修 

ハ．養成する人材像と対応する統合科目 

 

統合科目は，本研究科が目指す人材が有している

べき能力に資するための科目であり，以下のような

対応となっている。 

①  分野を横断した医療統合科学の専門的視座

を身に付ける科目 

「医療統合科学特論」 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
３）科目の配置と履修 

ハ．養成する人材像と対応する共通科目 

 

共通科目は，本研究科が目指す人材が有している

べき能力に資するための科目であり，以下のような

対応となっている。 

①  分野を横断した視座を身に付けるための科

目 

「医療統合科学特論」 
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４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（３）博士前期・後期課程一貫コースの設定 
１）趣旨・目的 

 
 

医療統合科学研究科 

【博士前期・後期課程一貫コース】 

医療統合科学専攻 

博士後期課程開講統合科目 
（必修５単位及び実務インターンシップ（海外

研修を含む）１単位） 
[医療統合科学に必要な分野を横断した視座

を身に付けるための科目 
社会実装を見据えた課題解決力を身に付

けるための科目] 

博士前期課程開講統合科目 
（必修13単位，選択3単位以上） 

[医療統合科学の分野を横断した視座を身に
付けるための科目 

社会実装を見据えた課題解決力を身に付ける
ための科目 

医療統合科学をリードできる人材になるため
の科目] 

医療統合科学特別課題研究（必修10単位） 
[医療統合科学修士と同等な能力を獲得する

ための科目] 

博士後期課程開講専門科目 
（合計６単位以上） 

[専門を深化させるための科目] 

博士前期課程開講専門科目 
（合計８単位以上） 

［専門を深化させるための科目］ 

修了要件単位数：博士後期課程開講科目か
ら12単位以上 

修了要件単位数：博士前期課程開講科目か
ら34単位以上 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（３）博士前期・後期課程一貫コースの設定 
１）趣旨・目的 
 
 

医療統合科学研究科 

【博士前期・後期課程一貫コース】 

医療統合科学専攻 

博士後期課程開講共通科目 
（必修５単位及び実務インターンシップ（海外

研修を含む）１単位） 
[医療統合科学に必要な分野を横断した視座

を身に付けるための科目 
社会実装を見据えた課題解決力を身に付

けるための科目] 

博士前期課程開講共通科目 
（必修10単位，選択2単位以上） 

[医療統合科学の分野を横断した視座を身に
付けるための科目 

社会実装を見据えた課題解決力を身に付ける
ための科目 

医療統合科学をリードできる人材になるため
の科目] 

医療統合科学特別課題研究（必修10単位） 
[医療統合科学修士と同等な能力を獲得する

ための科目] 

博士後期課程開講専門科目 
（合計６単位以上） 

[専門を深化させるための科目] 

博士前期課程開講専門科目 
（合計８単位以上） 

［専門を深化させるための科目］ 

修了要件単位数：博士後期課程開講科目か
ら12単位以上 

修了要件単位数：博士前期課程開講科目か
ら30単位以上 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（３）博士前期・後期課程一貫コースの設定 
２）カリキュラムの特徴 
 
 また，本コースでは，修士論文に代えて，特定の

課題についての研究成果による修了を可能とし，特

別課題研究として，研究の発展性を重視した特定の

課題に関連する論文が主著１報以上あるいは共著

２報以上が査読付き論文として学術誌に掲載ある

いは受理されていることを条件とし，この内容につ

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（３）博士前期・後期課程一貫コースの設定 
２）カリキュラムの特徴 
 

また，本コースでは，修士論文に代えて，特定の

課題についての研究成果による修了を可能とし，

特別課題研究として，研究の発展性を重視した特

定の課題研究報告書を提出させ審査及び最終試験

を受けて合格の後，修士の学位を授与する 
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いて研究報告書を提出させ審査及び最終試験を受

けて合格後，修士の学位を授与する。 
 
 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
 医療統合科学研究科は，「医療現場を構成する

人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，

そして物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個

人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，

社会において活用されるモノやアイディアを他者

と協働して創出することで，課題の解決に貢献しイ

ノベーションの基盤を支えることができる人材」の

育成を目指し，体系的なカリキュラムを構成してい

る。 
 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
 医療統合科学研究科は，「医療現場の課題に対

し，正確な情報に基づき社会実装可能なアイディ

ア創出で解決に貢献できる人材」の育成を目指し，

体系的なカリキュラムを構成している。 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
研究科には，専任教員 39 名(※新規採用予定 3名を

含む。教授 19 名，准教授・講師 16 名，助教 4名）

が配置され，専門科目と統合科目を担当するととも

に研究指導に当たる。 
 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
研究科には，専任教員 36 名(※新規採用予定 3 名

を含む。教授 19 名，准教授・講師 14 名，助教 3名)

が配置され，専門科目と共通科目を担当するとと

もに研究指導に当たる。 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
自然科学的な分野から，とりわけモノの創出においてバ

イオ系を専門とする教員群（主に工学系）を「バイオ・創

薬部門」に，機器や材料開発を専門とする教員群（主に

工学系）を「医療機器医用材料部門」に，また，患者に

相対しアイディアを活用していくことを専門とする教員群

（主に医療系）を「ヘルスケアサイエンス部門」に，ヒトや

地域社会の課題や価値観，活動の面についての解析

やアイディア創出・社会でのアイディア活用を専門とす

る教員群（主に人文社会科学系）を「ヒューマンケアイノ

ベーション部門」に配置する。 

 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
自然科学的な分野から，とりわけモノの創出において

バイオ系を専門とする教員群（主に工学系）を「バイオ・

創薬部門」に，機器や材料開発を専門とする教員群

（主に工学系）を「医療機器医用材料部門」に，また，

患者に相対しアイディアを活用していくことを専門とす

る教員群（主に医療系）を「ヘルスケアサイエンス部

門」に，ヒトや地域社会の課題や価値観，活動の面に

ついての解析やアイディア創出・社会実装を専門とす

る教員群（主に人文社会科学系）を「ヒューマンケアイ

ノベーション部門」に配置する。 

 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 

このことは，部門を超えた教員同士が協力して

「医療統合科学総論」や「実践医療統合科学」等の

「統合科目」を実施することにおいて学生に可視化

されると共に，そのような授業展開を一つの専攻一

つの講座の下に企画準備することから教員同士の

連携が深まり，「医療統合科学」が目指す「社会で

活用可能なアイディア創出」を教員が率先して推進

することを容易にしていく教員配置である。なお，

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
このことは，部門を超えた教員同士が協力して

「医療統合科学総論」や「実践医療統合科学」等の

「共通科目」を実施することにおいて学生に可視

化されると共に，そのような授業展開を一つの専

攻一つの講座の下に企画準備することから教員同

士の連携が深まり，「医療統合科学」が目指す「社

会実装可能なアイディア創出」を教員が率先して

推進することを容易にしていく教員配置である。

なお，各部門の専任教員が担当する教育研究分野
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各部門の専任教員の教育研究分野及び兼担教員の

主な担当科目は下表のとおりである。 

 

 

なお，本研究科の授業は， 
 

専攻・
講座 

部門 教育研究分野等 

医療統
合科学 

バイオ・創
薬 

生体機能分子設計学，１
分子生物化学，細胞機能
設計学，無機バイオ材料
工学，生体分子工学，蛋
白質医用工学，ナノバイ
オシステム分子設計学，
オルガネラシステム工学 

医療機器
医用材料 

人間情報処理学，医用情
報ネットワーク学，先端
医用電子工学，インタフ
ェースシステム学，認知
神経科学 

ヘルスケ
アサイエ
ンス 

医療管理，医療政策，医
学研究概論，先進病院実
習，臨床応用看護学，生
体情報科学，放射線健康
支援科学，基礎看護学，
生体機能再生再建医学，
医療技術臨床応用学 

ヒューマ
ンケアイ
ノベーシ
ョン 

老いと看取りと死の文化
論，死生観の宗教社会
学，ケアの比較文化論，
人間文化論，キリスト教
文化論，医療人類学，日
本文化論，医事法学，科
学史技術論，臨床死生
学，ソーシャルイノベー
ション論 

＜追加＞ の主なものは下表のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，本研究科の授業は， 

 

専攻・
講座 

部門 教育研究分野 

医療 
統合 
科学 

バイオ・創
薬 

生体機能分子設計学，１分
子生物化学，細胞機能設計
学，無機バイオ材料工学，
生体分子工学，蛋白質医用
工学，ナノバイオシステム
分子設計学，オルガネラシ
ステム工学 

医療機器
医用材料 

人間情報処理学，医用情報
ネットワーク学，先端医用
電子工学，インタフェース
システム学，認知神経科学 

ヘルスケ
アサイエ
ンス 

＜追加＞ 臨床応用看護
学，生体情報科学，放射線
健康支援科学，基礎看護
学，生体機能再生再建医
学，医療技術臨床応用学 

ヒューマ
ンケアイ
ノベーシ
ョン 

＜追加＞ 人間文化論，＜
追加＞ 日本文化論，医事
法学，科学史技術論，臨床
死生学，ソーシャルイノベ
ーション論 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 

専任教員の年齢分布 

 30 代 40 代 
50･60 

代
計 

教授 0名 3名 16名 19名

准教授・

講師 
2名 9名 5名 16名

助教 1名 3名 0名 4名

計 3名 15名 21名 39名

※新規採用予定者 3名を含む。年齢は，H29.6.30 現

在 

 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 

専任教員の年齢分布 

 30 代 40 代 
50･60 

代
計 

教授 0名 4名 15名 19名

准教

授・講

師 

2名 7名 5名 14名

助教 0名 3名 0名 3名

計 2名 14名 20名 36名

※新規採用予定者 3名を含む。年齢は，H29.3.1

現在 
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６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
 医療統合科学研究科は，「医療現場を構成する

人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，

そして物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個

人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，

社会において活用されるモノやアイディアを他者

と協働して創出することで，課題の解決に貢献しイ

ノベーションの基盤を支えることができる人材」を

育成する。 
 

 

６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
 医療統合科学研究科は，「医療現場の課題に対

し，正確な情報に基づき社会実装可能なアイディア創

出で解決に貢献できる人材」を育成する。 

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
このような文理統合教育による広い視野の涵養

と，それにより社会に真に実装される方法や技術の

開発を支える人材の養成を目指す統合的教育を行

うため，博士前期課程においては，人材育成のサイ

クルをなす活動に対応連携させて，医療統合科学専

攻の統合科目（必修・必修選択）と専門科目（選択）

からなる統一カリキュラムを編成する。 

＜削除＞ 

 

 

 

 

統合科目のうち，学士までの各専門分野（部門）

だけでなく他の専門分野（部門）の学生にとっても

受講する価値が高いと考えられる医療系科目「医療

管理」（１単位），「医療政策」（１単位），「医

学研究概論」（１単位），「先進病院実習」（１単

位），一般性の高い総論的な内容を中心とした「概

説」講義（３単位）をはじめ，現場の課題に即して

正確な情報を得てそこからのアイディア創出の方

法を学ぶ「医療統合科学総論Ⅰ･Ⅱ」（２単位），「医

療統合科学演習」と「実践医療統合科学」（合わせ

て２単位）や倫理意識を涵養する「倫理総論」（１

単位），文化人類学（医療人類学）の視座と方法を

身に付ける「ケアの比較文化論」（１単位）さらに

「技術表現発表学」，「医療統合科学専門英語」の

計 14 単位の必修及び「医療統合科学インターンシ

ップ」，「ビッグデータ構築・解析学」，「安全イ

ンタフェースシステム学」や「ケア学」等を２単位

選択必修とすることにより，統合的に既存諸科学の

思考法を理解する力を養成する。 
 

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
 このような文理統合教育による広い視野の涵養

と，それにより社会に真に実装される方法や技術の

開発を支える人材の養成を目指す統合的教育を行

うため，博士前期課程においては，人材育成のサイ

クルをなす活動に対応連携させて，医療統合科学

専攻の共通科目（必修・必修選択）と専門科目（選

択）からなる統一カリキュラムを編成する。特に共

通科目では学部でどのような専門分野の背景があ

るにせよ，学生がこれらを学修することで無理な

く，①現場から，②観察・解析活動，③構成型活動，

④行動型活動，そして現場へとめぐるサイクル循

環を深化できるような分野横断的なカリキュラム

を構成する。共通科目のうち，学士までの各専門分

野（部門）だけでなく他の専門分野（部門）の学生

にとっても受講する価値が高いと考えられる ＜

追加＞ 一般性の高い総論的な内容を中心とした

「概説」講義（３単位）をはじめ，現場の課題に即

して正確な情報を得てそこからのアイディア創出

の方法を学ぶ「医療統合科学総論Ⅰ･Ⅱ」（２単位），

「医療統合科学演習」と「実践医療統合科学」（合

わせて２単位）や倫理意識を涵養する「倫理総論」

（１単位），＜追加＞ さらに「技術表現発表学」，

「医療統合科学専門英語」の計 10 単位の必修及び

「医療統合科学インターンシップ」，「ビッグデー

タ構築・解析学」，「安全インタフェースシステム

学」や「ケア学」等を２単位選択必修とすることに

より，統合的に既存諸科学の思考法を理解する力

を養成する。 
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６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
 また，博士後期課程においては，専門の知識や能

力を高めるとともに，医療関連の現場を直視して自

然科学および人文社会科学双方の知性を兼ね備え，

複数の人材育成の活動を緊密に連携させる総合的な

能力を高められるように分野を横断した視座を身に

つけるための科目や社会実装を見据えた課題解決

力を身につけるための科目から構成される合計５

単位の統合科目を必修とし，専門を深化させる専門

科目の７単位と合わせて合計 12 単位以上を履修し

て，専門性と領域横断性の両方を担保する形で教育

し，博士論文作成に向けての個別的な研究指導を豊

かにしていく方法を取る。 

 

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
 また，博士後期課程においては，専門の知識や能

力を高めるとともに，医療関連の現場を直視して

自然科学および人文社会科学双方の知性を兼ね備

え，複数の人材育成の活動を緊密に連携させる総合

的な能力を高められるように分野を横断した視座を

身につけるための科目や社会実装を見据えた課題

解決力を身につけるための科目から構成される合

計５単位の共通科目を必修とし，専門を深化させ

る専門科目の７単位と合わせて合計12単位以上を

履修して，専門性と領域横断性の両方を担保する

形で教育し，博士論文作成に向けての個別的な研

究指導を豊かにしていく方法を取る。 

 
 
６ 教育課程及び修了要件 
（２）履修指導 
 

入学時に履修ガイダンスを行い，人材育成のサイ

クルをなす課題解決活動に対応連携させた「統合科

目」と「専門科目」の科目編成に関する考え方等に

ついて説明し，修了するための要件等について周知

を図る。博士前期課程においては統合科目の中から

適切な科目を選択必修し，博士後期課程においては

必修の統合科目を履修し，さらにそれぞれの専門科

目を履修することとしているため，丁寧な履修指導

が必要である。このため，想定される標準的な学生

のバックグラウンドと関心及び本研究科での研究

領域を考慮して，履修モデル（例：資料６）をあら

かじめ作成・整備しておく。学生の履修指導におい

ては，この履修モデルを示しながら，指導教員が適

切なアドバイスを行う。 

 

特に統合科目では学部でどのような専門分野の

背景があるにせよ，学生自身が「統合科学」という

観点から，医療という側面において現代社会が抱え

る課題を客観的に見つめ，その課題を解決する方法

を見出し社会に還元できる能力を身に付けるため

に，これら統合科目が4つの人材育成の活動 ①「現

場の理解と課題の抽出」，②「観察型・解析型活動」，

③「構成型活動」，④「行動型活動」のサイクルの中

で，①医療統合科学総論Ⅰ，医療統合科学総論Ⅱ，

②医療統合科学に関する概論，③医療統合科学演習

と④実践医療統合科学が「人材育成の4つの活動」の

それぞれに対応するように位置付けられているこ

とを理解し，順序だって学修することは大変重要で

ある。 

 

 
６ 教育課程及び修了要件 
（２）履修指導 
 
 入学時に履修ガイダンスを行い，人材育成のサ

イクルをなす課題解決活動に対応連携させた「共

通科目」と「専門科目」の科目編成に関する考え方

等について説明し，修了するための要件等につい

て周知を図る。博士前期課程においては共通科目

の中から適切な科目を選択必修し，博士後期課程

においては必修の共通科目を履修し，さらにそれ

ぞれの専門科目を履修することとしているため，

丁寧な履修指導が必要である。このため，想定され

る標準的な学生のバックグラウンドと関心及び本

研究科での研究領域を考慮して，履修モデル（例：

資料６）をあらかじめ作成・整備しておく。学生の

履修指導においては，この履修モデルを示しなが

ら，指導教員が適切なアドバイスを行う。 

 

＜追加＞ 
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それを体系的，段階的に，学生にわかりやすく明

確にするために， 
１）入学時ガイダンスで学生に統合科目の構成に

ついて周知徹底する。 
２）これらを順序良く学べるように，1 年次後半

3，4 学期の③医療統合科学演習と④実践医療統

合科学，両科目の受講に先立って，1 年次前半

1，2 学期で①医療統合科学総論Ⅰ，医療統合科

学総論Ⅱ，及び②医療統合科学に関する概論が

設定されていることを周知して，そのことがわ

かるように，これらの科目のシラバスで必ず受

講しておくようにと明確にする。この点，入学

時ガイダンスでも履修指導する。 
３）これらに加えて，新規に必修科目として開講

することとした１年次前半１学期の②「医学研

究概論」において，医療統合科学の方法論を受

講させる。 
４）③医療統合科学演習と④実践医療統合科学に

必要な方法論，及び，医療統合科学を構成する

各専門分野の特性や要素を学べる科目として，

①医療統合科学総論Ⅰ，医療統合科学総論Ⅱと

②医療統合科学に関する概論の合計 5 単位の授

業が設定されている。その内容として，①医療

統合科学総論Ⅰ，医療統合科学総論Ⅱでは，演

習や実践で直面してくる現場のモデルケースか

らそこで必要となる方法の実際例から統合科学

の方法を学び，それを踏まえて，②医療統合科

学に関する概論では，それぞれの分野の研究ア

プローチによる基礎的解析から応用についての

方法を理解する中でその特性が習得される。研

究者倫理の学修を含む倫理総論もこれに関係す

るものである。 
５）いずれの総論や概論も，その学修が③「構成

型活動」，④「行動型活動」を身に付ける演習

や実践医療統合科学につながって，全体として 4
群のサイクルをなす「統合科学」の方法を示す

もので在り方法論も既に教育する内容に含まれ

るものであることを，シラバスに明記し，その

中で「質的調査」，「量的分析」，「設計学的

アプローチ」などの方法論が学べることを説明

する。 
６）③医療統合科学演習と④実践医療統合科学の

各第 1 回目のオリエンテーションにおいて，上

記で学んだ方法論について復習確認して次回以

降の展開を準備するように学生に促す。 
 



 

－ 42 － 

 

６ 教育課程及び修了要件 

（４）修了要件 
１）博士前期課程 
 

博士前期課程に２年以上在学し，34単位以上を

修得し，かつ必要な研究指導を受けた上，当該課

程の目的に応じ，修士論文または特定の課題につ

いての研究の成果の審査及び最終試験に合格する

こと。ただし，在学期間に関しては，優れた研究

業績を上げた者については１年以上在学すれば足

りるものとする。 

博士前期・後期課程一貫コースについては，博士

前期課程に２年以上在学し，34 単位以上（統合科目

については，必修科目 23 単位，選択科目３単位以

上，専門科目については，８単位以上）を修得し，

かつ必要な研究指導を受けた上，当該課程の目的に

応じ，特定の課題についての研究の成果の審査及び

最終試験に合格すること。 
 

 

６ 教育課程及び修了要件 

（４）修了要件 
１）博士前期課程 
 

博士前期課程に２年以上在学し，30単位以上を

修得し，かつ必要な研究指導を受けた上，当該課

程の目的に応じ，修士論文または特定の課題につ

いての研究の成果の審査及び最終試験に合格する

こと。ただし，在学期間に関しては，優れた研究

業績を上げた者については１年以上在学すれば足

りるものとする。 

博士前期・後期課程一貫コースについては，博

士前期課程に２年以上在学し，30単位以上（共通

科目については，必修科目20単位，選択科目２単

位以上，専門科目については，８単位以上）を修

得し，かつ必要な研究指導を受けた上，当該課程

の目的に応じ，特定の課題についての研究の成果

の審査及び最終試験に合格すること。 

 
 

６ 教育課程及び修了要件 

（９）学位に付記する専攻分野の名称及び学位審査

体制について 

 
すなわち，医療現場を構成する人々としくみの課題

を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人

間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活か

しつつ他分野を理解できた上，社会において活用さ

れるモノやアイディアを他者と協働して創出する

ことで，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤

を支えることができる人材の育成に当たる本研究科

において，博士前期課程においては，学部教育で学ん

だ専門に重層して他専門領域の手法を学び，課題を

創造的に解決する能力と専門的知識を有することによ

り，社会の多様な場で課題解決に貢献できる専門知

識と研究能力を身に付けた人材に達することをもっ

て「修士（医療統合科学）」の学位授与方針（ディ

プロマポリシー）としている。 
 この学位授与方針に基づき， 
 

 

６ 教育課程及び修了要件 

（９）学位に付記する専攻分野の名称及び学位審

査体制について 

 
すなわち，医療現場の課題に対し，正確な情報に基

づき社会実装可能なアイディア創出で解決に貢献で

きる人材の育成に当たる本研究科において，博士前

期課程においては，学部教育で学んだ専門に重層し

て他専門領域の手法を学び，課題を創造的に解決す

る能力と専門的知識を有することにより，社会の多様

な場で課題解決に貢献できる高度専門職業人を育成

する。すなわち，学生が学部教育において専門とし

た諸分野の基礎知識を貯えた上で，高齢化社会が

抱える介護，医療，福祉に関連する技術的課題を，

諸科学における領域の手法を組み合わせながら創

造的に解決する能力とそれを支える専門的知識を

有する人材に達することをもって「修士（医療統合

科学）」の学位授与方針（ディプロマポリシー）と

する。具体的には， 

 

６ 教育課程及び修了要件 

（９）学位に付記する専攻分野の名称及び学位審査

体制について 

 

これにより，現場課題を整理して建設的な仮説を立

てられ，その仮説を諸専門の手法を組み合わせなが

ら適切な科学的方法で証明できる研究能力を有す

ることにより，社会の多様な場で自ら方針を示して

課題解決に貢献する専門知識と研究能力を身に付

 

６ 教育課程及び修了要件 

（９）学位に付記する専攻分野の名称及び学位審

査体制について 

 

これにより，社会が抱える困難な課題を建設的に

整理し，その構成を明らかにして，創造的に解決す

る能力とそれを支える高度な科学的知識の基盤を

有し，これを通じて，博士号を有して国際的にもリ

ーダーシップを発揮して活躍できる自立した人材
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けた中核的人材に達することをもって「博士（医療

統合科学）」の学位授与方針（ディプロマポリシー）

とする。 
 

に達することをもって「博士（医療統合科学）」の学

位授与方針（ディプロマポリシー）とする。 

 
９ 既設の学部（修士課程）との関係 

 
後期課程への入学に関しては，医療統合科学研究

科前期課程の修了者がその中心となるが，その他自

然科学研究科，社会文化科学研究科，医歯薬学総合

研究科，保健学研究科などからの進学も考えられ

る。 

新設の医療統合科学研究科が目的とするのは，生

命科学をその基盤として医療現場に直接携わる人材

の育成を主とする既設の医歯薬学総合研究科と大き

く異なり，医工の連携さらに人文社会科学を含めた

広い素養を持ちながら，社会ニーズを発見・抽出し，

社会において活用されるモノやアイディアを他者と

協働して創出することで，課題の解決に貢献しイノ

ベーションの基盤を支える人材の育成である。 

他方，医療統合科学研究科は，医歯薬学総合研究科

及び保健学研究科から専任教員を迎え入れるととも

にこれらの研究科からは兼担教員が参画して授業を

行う。これにより医療統合科学研究科は，両大学院と

連携し，大学病院等を基盤とする医療現場を活用し

て学生を教育する。 

具体的には，統合科目である「医療管理」，「医

療政策」，「医学研究概論」について，いずれも医

歯薬学総合研究科の教員が兼担で教育を行うなど，

両研究科が連携し取り組む。また，統合科目である

「先進病院実習」については大学病院長をはじめと

した兼担を含む体制で実施する。 

 

 
９ 既設の学部（修士課程）との関係 
 
後期課程への入学に関しては，医療統合科学研

究科前期課程の修了者がその中心となるが，その

他自然科学研究科，社会文化科学研究科，医歯薬学

総合研究科，保健学研究科などからの進学も考え

られる。 

＜追加＞ 

 

 
10 入学者選抜の概要  
（１）入学者選抜方法 
１）アドミッションポリシー 
 
大学院医療統合科学研究科のアドミッションポリ

シーは下記のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
10 入学者選抜の概要  
（１）入学者選抜方法 
１）アドミッションポリシー 
 
本研究科では，「医療現場の課題に対し，正確な

情報に基づき社会実装可能なアイディア創出で解

決に貢献できる人材」を育成する。すなわち，学部，

大学院，あるいは社会で学んだ専門分野の知識や技

術を軸として，既存諸科学の思考法も取り入れなが

ら，高齢化・少子化社会での身体的精神的な健やか

さを保つ医療の向上に向けた諸課題を多面的な視点

から把握し，どのように人間社会によって受容される

かを科学的に取り扱うことにより社会実装を見据

えた上で，課題を解決できる新たな方法・機器・物
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博士前期課程：次のいずれかの資質を持つ者を求め

る。 
 
・それぞれの出身学部における分野で必要とされ

た知識を修得しており，分野を超えた学際的研

究に強い意欲を持つ者。 
なお，出身学部における分野で必要とされた知

識とは，例えば，工学系では生命医用工学分野

等，医療系では創薬科学分野，または保健学分

野等，人文社会科学系においては哲学，倫理

学，宗教学，歴史学，人類学，または法学等で

ある。 
・自ら選んだ研究分野における基礎研究や応用研

究に止まらず，異なる分野の研究手法を積極的

に取り入れることに強い興味と意欲を持つ者。

・医療現場を構成する人々やしくみの課題解決に

向けて，社会での活用可能なアイディアを現場

と連携して創出することに強い興味と意欲を持

つ者。 
 
博士後期課程：次のいずれかの資質を持つ者を求め

る。 

・豊かな教養と高い倫理意識を持って医療統合科

学の博士前期課程レベルでの専門的知識を修得

した者で，医療現場を構成する人々やしくみの

諸課題を学際的手法により解決することで，人

類の幸福に貢献しようとする強い意欲がある

者。 
・出身学問分野は問わないが，それぞれの分野に

おける修士の専門を修得しており，豊かな教養

と高い倫理意識を持って医療現場を構成する

人々やしくみの諸課題に関して分野を超えた学

際的研究に強い意欲と十分な能力を持つ者。 
・医療現場を構成する人々やしくみの課題解決に

向けて，自ら選んだ研究分野における基礎研究

や応用研究に止まらず，豊かな教養と高い倫理

意識を持って社会での活用可能なアイディアを

自ら創出することに強い興味と意欲を持つ者。

 

質・サービスを科学・技術を適用して考案・創出でき

る人材の育成を目指す。 

上記の人材養成の目標を踏まえ，博士前期課程

においては，次のいずれかの資質をもつ学生を求

める。 

・出身学問分野は問わないが，それぞれの分野にお

ける基礎知識を修得しており，分野を超えた学際的

研究に強い意欲を持つ学生。＜追加＞ 
 
 

 

 

 

・自ら選んだ研究分野における基礎研究や応用研究

に止まらず，異なる分野の研究手法を積極的に取

り入れることに強い興味と意欲を持つ学生。 

・医療現場の課題解決に向けて，社会実装可能なア

イディアを現場と連携して創出することに強い

興味と意欲を持つ学生。 

 

 

 また，博士後期課程においては，次のいずれか

の資質をもつ学生を求める。 

・豊かな教養と高い倫理意識を持って医療統合科学

の専門的知識を修得し，医療現場の諸課題を学際

的手法により解決することで，人類の幸福に貢献

しようとする強い意欲がある学生。 

・出身学問分野は問わないが，それぞれの分野にお

ける修士の専門を修得しており，豊かな教養と高

い倫理意識を持って医療現場の諸課題に関して

分野を超えた学際的研究に強い意欲を持つ学生。

・医療現場の課題解決に向けて，自ら選んだ研究分

野における基礎研究や応用研究に止まらず，豊か

な教養と高い倫理意識を持って社会実装可能な

アイディアを自ら創出することに強い興味と意

欲を持つ学生。 

 
10 入学者選抜の概要  
（１）入学者選抜方法 
２）入学定員及び募集人員 
 
 博士前期・後期課程一貫コースにおいては，入学

当初から博士の学位取得を目指す成績優秀な学生

に対して，グローバルな社会での活用に対する意識

がより高まる機会を提供するものである。したがっ

て，本コースを選択する素養として，本コースで博

士の学位を取得する意志が強く，学士課程の学業成

 
10 入学者選抜の概要  
（１）入学者選抜方法 
２）入学定員及び募集人員 
 

博士前期・後期課程一貫コースにおいては，入

学当初から博士の学位取得を目指す成績優秀な学

生に対して，グローバルな社会実装に対する意識

がより高まる機会を提供するものである。したが

って，本コースを選択する素養として，本コースで

博士の学位を取得する意志が強く，学士課程の学
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績が優秀であり，必修科目である実務インターンシ

ップを履修する意志が強いことが必要である。効果

的なグローバル体験を積むために英語の能力が

TOEIC800 点相当以上あるいは留学生にあっては

日本語の能力が日本語検定 N1 同等以上であること

が期待される。このように優秀な学生を毎年一定数

確保できるというものではないことから，募集人員

は若干名とし，博士前期課程及び博士後期課程のそ

れぞれの内数とする。なお，博士前期・後期課程一

貫コースの学生に対するメリットとして，学位取得

修了を見通した計画的な学修ができること，通常で

あれば修士論文作成に割くべき時間を学生が社会

でのアイディア活用を学修するための活動に充てる

ことができることなどが挙げられる。 

 

業成績が優秀であり，必修科目である実務インタ

ーンシップを履修する意志が強いことが必要であ

る。効果的なグローバル体験を積むために英語の

能力がTOEIC800点相当以上あるいは留学生にあっ

ては日本語の能力が日本語検定N1同等以上である

ことが期待される。このように優秀な学生を毎年

一定数確保できるというものではないことから，

募集人員は若干名とし，博士前期課程及び博士後

期課程のそれぞれの内数とする。なお，博士前期・

後期課程一貫コースの学生に対するメリットとし

て，学位取得修了を見通した計画的な学修ができ

ること，通常であれば修士論文作成に割くべき時

間を学生が社会実装を学修するための活動に充て

ることができることなどが挙げられる。 

 
 
12 ２つ以上の校地において教育研究を行う場合 
 

授業は，津島キャンパス（工学系，薬学系，法学

系，文学系，環境生命科学系等）及び鹿田キャンパ

ス（医学系，歯学系，保健学系等，岡山大学病院）

において実施される。 

各キャンパスの間は，交通機関を利用して約40分

程度の距離がある。本研究科を担当する教員 39 名

のうち 34 名は津島キャンパス，５名は鹿田キャン

パスを教育研究活動の拠点としている。 
 

 
12 ２つ以上の校地において教育研究を行う場合

 
授業は，津島キャンパス（工学系，薬学系，法学

系，文学系，環境生命科学系等）及び鹿田キャンパ

ス（医学系，歯学系，保健学系等 ＜追加＞）にお

いて実施される。 

 各キャンパスの間は，交通機関を利用して約 40

分程度の距離がある。本研究科を担当する教員 36

名のうち 31 名は津島キャンパス，５名は鹿田キャ

ンパスを教育研究活動の拠点としている 
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医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（教育課程等） 

(1) 本研究科の育成する人材像として，「医療現場の課題に対し，正確な情報に基づき社会実装可能な

アイディア創出で解決に貢献できる人材」を掲げているが，設置の趣旨を記載した書類 p25 に記

載されている「ヘルスケアサイエンス」部門の研究分野では，例えば，「医療管理」「医療政策」「医学

研究概論」など医療に関する基本的な科目が開設されていない。このため，育成する人材像を踏まえて，

医療に関する基本的な科目を開設するよう改善すること。 

 
（対応） 

育成する人材像は，以下に示すように語句の修正を加えてより明確にした。 
「医療現場を構成する人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間の理解

を併せ持つことで，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会において活用されるモノや

アイディアを他者と協働して創出することで，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支えることが

できる人材」。 

 

博士前期課程： 

学部教育で学んだ専門に重層して他専門領域の手法を学び，課題を創造的に解決する能力と専門的知

識を有することにより，社会の多様な場で課題解決に貢献できる専門知識と研究能力を身に付けた人材。 

 

博士後期課程： 

現場課題を整理して建設的な仮説を立てられ，その仮説を諸専門の手法を組み合わせながら適切な科

学的方法で証明できる研究能力を有することにより，社会の多様な場で自ら方針を示して課題解決に貢

献する専門知識と研究能力を身に付けた中核的人材。 

 

これにより育成された人材が実現することは，例えば，以下のとおりである。 
工学系： 
・患者の QOL を損なわないあるいは向上させる機器の創出，病巣を効率的に制御でき体への負担の

少ない材料の創出，家族の負担が減るハードやソフトの創出，医療者の負担を減らす機器の創出，

ミスを誘発しにくい機器の創出 
医療系： 
・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の共同開発，病巣を効率的に制御でき体への負担の少な

い薬剤や治療技術の共同開発，医療者の負担を減らす技術の共同開発，ミスを防ぐための医療ハー

ドやソフトの共同開発，ワークライフバランスを実現できる働き方のための制度の共同開発 
人文社会科学系： 
・患者の QOL を損なわないための要件の発見，死を迎える間際の心のよりどころの解析，家族の在

宅介護における負担を軽減するしくみの案出や，人口減少・超高齢化社会における生き方を支える

価値観やしくみの案出，患者をケアできる施設を増やすしくみの案出，医療者の負担を減らす要件

の発見，ミスを防止する要件の発見，適切な医療リスクマネジメント体制の構築，終末期における

意思決定の在り方の案出 
 
 

この育成する人材像を踏まえ，「統合科目」（「共通科目」から変更）に，ヘルスケアサイエンス部門に関

連する教員により医療に関する必修科目として，「医療政策」（担当：中瀨克己，原田 新，岩淵 泰），

「医学研究概論」（担当：那須保友，渡邉豊彦），選択科目として，「医療管理」（担当：渡邉豊彦），「先進

病院実習」（担当：松岡順治，兵藤好美，金澤 右）を博士前期課程に開設する。 
特に，「医療政策」に関しては，高齢者医療等で重要な役割を果たす地方自治体の役割を含む地域公共

政策の内容，及び，様々な身体の状況を持つ人々が持てる能力を活かすことを社会で実現するために必要

な考え方であるユニバーサルデザインについてまず講義し，これを踏まえた医療政策を講義する。 
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なお，博士後期課程のアドミッションポリシーにおいては，上記の新たに追加した科目を学修した素

養のある者を入学させるものとする。 
 

新 旧 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
（枠の中の文章） 
 
本研究科が育成を目標とする人材像： 
「医療現場を構成する人々としくみの課題を理解

し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間の理

解を併せ持つことで，個人の専門分野を活かしつつ

他分野を理解できた上，社会において活用されるモ

ノやアイディアを他者と協働して創出することで，

課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支える

ことができる人材」  
 
   （中略） 
 
医療系： 
・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の共同

開発，病巣を効率的に制御でき体への負担の少ない

薬剤や治療技術の共同開発，医療者の負担を減らす

技術の共同開発，ミスを防ぐための医療ハードやソ

フトの共同開発，ワークライフバランスを実現でき

る働き方のための制度の共同開発 
 
   （中略） 
 
医療統合科学研究科の構想： 

博士前期課程及び博士後期課程の同時設置 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
（枠の中の文章） 

 

本研究科が育成を目標とする人材像： 

「医療現場の課題に対し，正確な情報に基づき社

会実装可能なアイディア創出で解決に貢献できる

人材」 

 

 

 

 

 

 

 

   （追加） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療統合科学研究科の構想： 

博士前期課程及び博士後期課程の同時設置 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
ここまでにも述べてきたことから，本研究科が育

成を目標とする「医療現場を構成する人々としくみ

の課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面

及び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野

を活かしつつ他分野を理解できた上，社会において

活用されるモノやアイディアを他者と協働して創出

することで，課題の解決に貢献しイノベーションの

基盤を支えることができる人材」への期待は高まっ

ている。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
ここまでにも述べてきたことから，本研究科が育

成を目標とする「医療現場の課題に対し，正確な情報

に基づき社会実装可能なアイディア創出で解決に貢

献できる人材」への期待は高まっている。 
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１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 
① 人材育成目標 

 
本研究科全体としての目標は，「医療現場を構成す

る人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，

そして物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個

人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，

社会において活用されるモノやアイディアを他者と

協働して創出することで，課題の解決に貢献しイノ

ベーションの基盤を支えることができる人材」の育

成である。 
 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞ 
 
 
   （字句追加） 
 
本研究科全体としての目標は，「医療現場の課題に

対し，正確な情報に基づき社会実装可能なアイディア創

出で解決に貢献できる人材」の育成である。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 
以上より，「医療現場を構成する人々としくみの課

題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び

人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活

かしつつ他分野を理解できた上，社会において活用

されるモノやアイディアを他者と協働して創出する

ことで，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤

を支えることができる人材」を育成するための，前

期課程，後期課程の人材育成目標は，より詳細に述

べれば次のとおりである。 
 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞ 
 
 

以上より，「医療現場の課題に対し，正確な情報に

基づき社会実装可能なアイディア創出で解決に貢献で

きる人材」を育成するための，前期課程，後期課程の

人材育成目標は，より詳細に述べれば次のとおりで

ある。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性

を兼ね備えて，医療現場を構成する人々としくみの

課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及

び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を

活かしつつ他分野を理解できた上，社会において活

用されるモノやアイディアを他者と協働して創出す

ることで，課題の解決に貢献しイノベーションの基

盤を支えることができる人材を育成するための研究

科である。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性を

兼ね備えて，医療現場の課題に対し，正確な情報に基

づき社会実装可能なアイディア創出で解決に貢献でき

る人材を育成するための研究科である。 
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４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ロ．統合科目の内容と目的 
 
知識・スキル・視点を与えるための科目を必修と

選択で構成する。統合科目設置の目的は，工学系，

医薬保健学系，人文社会科学系の基礎を持つ学士ま

での学修の背景から，教員の属する「バイオ・創薬」，

「医療機器医用材料」，「ヘルスケアサイエンス」，「ヒ

ューマンケアイノベーション」のいずれかに軸足を

置いている学生が，課題解決の活動のサイクルを意

識した統合科目を重層的に学ぶ中で，これまでの専

門以外についての視座を高め，「医療」にかかわる「統

合科学」の方法に習熟することにある。また，国際

的な活動にも対応できる人材となるための基盤とな

る知識やスキルを学ぶ科目も配置した。専門分野の

異なる研究科生全員が一緒に授業を受け，ディスカ

ッションやグループワークを行うことにより，異分

野から対象をみる視点を培うとともに，外国語を含

むコミュニケーションスキルを身に付けさせる。 
 
なお，「統合科目」と「専門科目」の選択科目の履

修に当たっては，個々の学生のバックグラウンド，

関心及び本研究科での研究領域を考慮しながら適切

に指導を行うこととする。これにより，専門を深化

させながら異分野の理解を深める，すなわち統合科

学を身に付けることができ，「医療現場を構成する

人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，

そして物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個

人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，

社会において活用されるモノやアイディアを他者と

協働して創出することで，課題の解決に貢献しイノ

ベーションの基盤を支える人材」の育成を実現する。

 
① 「医療政策」（必修） 

医療制度は各国の歴史的背景に強く制約さ

れるが，投入する資源には制約があり改革が行

われている。望ましい医療提供体制には効果，

効率とともに公正も求められる。一方，疾病の

頻度は社会的要因に影響を受け，罹患にかかわ

る健康政策も重要である。共生社会の形成にお

けるユニバーサルデザインやアクセシビリテ

ィの考え方，さらには医療を取り巻く地域公共

政策の視点を学んだ上で，望ましい医療制度に

求められる基本的機能について認識する。 
 
② 「医学研究概論」（必修） 

画期的な次世代新薬や革新的医療技術を創

出するため，多様な分野の研究機関や，医療機

関と連携し，基礎研究の成果を臨床研究へと橋

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ロ．共通科目の内容と目的 
 
知識・スキル・視点を与えるための科目を必修と選

択で構成する。共通科目設置の目的は，工学系，医薬

保健学系，人文社会科学系の基礎を持つ学士までの学

修の背景から，教員の属する「バイオ・創薬」，「医療

機器医用材料」，「ヘルスケアサイエンス」，「ヒューマ

ンケアイノベーション」のいずれかに軸足を置いてい

る学生が，課題解決の活動のサイクルを意識した共通

科目を重層的に学ぶ中で，これまでの専門以外につい

ての視座を高め，「医療」にかかわる「統合科学」の方

法に習熟することにある。また，国際的な活動にも対

応できる人材となるための基盤となる知識やスキル

を学ぶ科目も配置した。専門分野の異なる研究科生全

員が一緒に授業を受け，ディスカッションやグループ

ワークを行うことにより，異分野から対象をみる視点

を培うとともに，外国語を含むコミュニケーションス

キルを身に付けさせる。 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
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渡し（トランスレーショナル・リサーチ），さら

に産業化までシームレスに繋げる研究のプロ

セスを学習する。そして，それらを俯瞰的にマ

ネージメントすることの重要性を理解するこ

とを目的とする。基礎研究手法，研究デザイン，

データ解析の方法論，知財管理，研究倫理，法

的事項等について概説する。 
 
③ 「ケアの比較文化論」（必修） 

本授業では，人が病むということとケアする

ことについて，その意味と実践の多様性を，文

化・医療人類学の視点から学ぶ。世界の様々な

国や地域における病とケアをめぐる文化的差

異に焦点を当て，その社会文化的側面について

理解することを通して，医療を相対的に捉える

視座を獲得する。 
 
④ 医療統合科学に関連する概論（必修） 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学

概論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケ

ア科学概論」の３科目からなり，医療統合科学

に関連する科学や技術の動向とともに，工学系

（物理分野，生物・化学分野），薬学系，医学系，

保健学系，人文社会科学系のそれぞれから医療

統合科学にアプローチする基本的視座を把握

させる。これを通じて，工学系を専門として学

んできた学生は，内科・外科・薬学・看護学・

保健学等の医薬保健学系固有の現場への観察

解析的アプローチと「ケアと看取りをめぐる死

生学と日本文化論」,「モノとヒトをめぐる科学

技術論とソーシャルイノベーション」及び「統

合科学における法学と医療人類学」から見えて

くる人文社会科学系の研究法と統合的思考法

に迫れるようにする。また，医薬保健学系や人

文社会科学系を専門としてきた学生は，バイオ

技術と創薬研究などの生命医用科学と医療機

器材料などの生命医用工学分野の基礎と応用

について工学的解析のアプローチの特質を知

ることで，医療統合科学における基礎的知識を

確認するとともに先端技術・医用技術への応用

について理解する。 

 
⑤ 「医療統合科学演習」（必修） 

 
 （省略） 
  

 
⑥ 「実践医療統合科学」（必修） 

 
（省略） 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 医療統合科学に関連する概論（必修） 
「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概

論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科

学概論」の３科目からなり，医療統合科学に関連

する科学や技術の動向とともに，工学系（物理分

野，生物・化学分野），薬学系，医学系，保健学系，

人文社会科学系のそれぞれから医療統合科学に

アプローチする基本的視座を把握させる。これを

通じて，工学系を専門として学んできた学生は，

内科・外科・薬学・看護学・保健学等の医薬保健

学系固有の現場への観察解析的アプローチと「ケ

アと看取りをめぐる死生学と日本文化論」,「モノ

とヒト」をめぐる科学技術論とソーシャルイノベ

ーション」および「統合科学における価値論と法

学的アプローチ」から見えてくる人文社会科学系

の研究法と統合的思考法に迫れるようにする。ま

た，医薬保健学系や人文社会科学系を専門として

きた学生は，バイオ技術と創薬研究などの生命医

用科学と医療機器材料などの生命医用工学分野

の基礎と応用について工学的解析のアプローチ

の特質を知ることで，医療統合科学における基礎

的知識を確認するとともに先端技術・医用技術へ

の応用について理解する。 

 
 

② 「医療統合科学演習」（必修） 
 
（省略） 
 
 

③ 「実践医療統合科学」（必修） 
 
（省略） 
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⑦ 「医療統合科学総論 I」，「医療統合科学総論

II」（必修） 
医療や介護のスタッフや企業技術者などが

直面する現場での問題を取り上げ，様々なアプ

ローチからの解決事例の講義により，現場に定

位する基本的視座の「統合」方法を理解させる。

複数の部門に属する教員が協働して各授業を

展開する。Ⅰ，Ⅱいずれも，近年の大きな医療

上の課題となっている疾患を中心として，その

疾患をめぐる各分野の視点を講義する。 

医療統合科学総論Ⅰでは，がんを中心的な対

象疾患として，関係する視点を講義する。まず，

疾患の概要を提示し，その後，がんを取り巻い

て内視鏡・手術用機械・機能欠損を補完する機

器・リハビリ機器などどんな機器開発がなされ

ているかその歴史，とりわけ病院での医療にお

いての薬剤の使用，緩和ケアにおける倫理や意

思決定などの視点を論じた後に，それらのまと

めを行う。医療統合科学総論Ⅱでは，認知症を

中心的な対象疾患として，関係する視点を講義

する。まず，疾患の概要を在宅ケアや国際・地

域社会の視点から提示し，それに対してどんな

検査，機器，技術開発ができるか，それらの国

際比較，ケアの現場の課題に対する生活支援に

ついての質的調査法の視点と技術論的視点，及

び認知症患者の人格と尊厳に関する臨床死生

学的視点，そしてまとめを行う。 

 
⑧ 「倫理総論」（必修） 

 
（省略） 
 

 
⑨ 「技術表現発表学」（必修） 

 
（省略） 
 

 
⑩ 「医療統合科学専門英語」（必修） 

専門分野（医療統合科学を構成する各教員の

専門領域）の英語文献を講読してその概要を英

語でプレゼンテーションすることにより，専門

的な英語語彙や英語表現を学び，専門的知識の

向上とともに英語での文章表現能力を向上さ

せる。この科目は，専門分野ごとに個別に開講

する。 
 
⑪ 「医療管理」（選択） 

我が国の医療を取り巻く環境は急速に変化

し，自らの状況を分析し，戦略を策定し，行動

するという民間企業であれば当たり前の経営

管理活動が医療機関においても求められてい

④ 「医療統合科学総論 I」，「医療統合科学総論 II」
（必修） 

医療や介護のスタッフや企業技術者などが直

面する現場での問題を取り上げ，様々なアプロ

ーチからの解決事例の講義により，現場に定位

する基本的視座の「統合」方法を理解させる。複

数の部門に属する教員が協働して各授業を展開

する。Ⅰ，Ⅱいずれも，近年の大きな医療上の課

題となっている疾患を中心として，その疾患をめ

ぐる各分野の視点を講義する。 

医療統合科学総論Ⅰでは，がんを中心的な対象

疾患として，関係する視点を講義する。まず，疾

患の概要を提示し，その後，がんを取り巻いて内

視鏡・手術用機械・機能欠損を補完する機器・リ

ハビリ機器などどんな機器開発がなされている

かその歴史，とりわけ病院での医療においての薬

剤の使用，緩和ケアにおける倫理や意思決定など

の視点を論じた後に，それらのまとめを行う。医

療統合科学総論Ⅱでは，認知症を中心的な対象疾

患として，関係する視点を講義する。まず，疾患

の概要を在宅ケアや国際・地域社会の視点から提

示し，それに対してどんな検査，機器，技術開発

ができるか，それらの国際比較，認知症やケアに

対する見方の歴史的考察，ケアの現場の課題に対

する生活支援の視点と技術論的視点からのアプ

ローチ，そしてまとめを行う。 

 
 

⑤ 「倫理総論」（必修） 
 
（省略） 
 
 

⑥ 「技術表現発表学」（必修） 
 
（省略） 
 
 

⑦ 「医療統合科学専門英語」（必修） 
 
（補足説明追記） 

 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
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る。医療に対する多様化した社会的ニーズに応

え，機能分化，連携など戦略的な経営を行い，

質が高く効率的な医療を提供するため，幅広い

医療経営学の知識を有し，指導的立場で活躍す

る人材を養成する。①医療経営戦略，②医療組

織管理，③組織行動・管理者行動，④人的資源

管理，⑤財務会計管理，⑥医療マーケティング，

⑦医療品質・安全管理について概説する。 
 
⑫ 「先進病院実習」（選択） 

先進的医療を提供している本学の大学病院

において，統合科目として開設し，様々な分野

の背景を持つ学生に医療現場での課題を探求・

理解させる。なお，医療系学部で病院実習等を

履修している学生の入学も想定しているため，

選択科目として開講する。 
「先進病院実習」においては，はじめに，病

院長らから先進病院についての講義を行い，先

進病院である岡山大学病院における実習の意

義を説明する。これに続いて， 
・履修する学生の全員が実習を行う部署（緩

和ケアチームなど） 
・学生のテーマや視点に応じて７～８名程度

からなるチーム（10 程度）に分かれて実習を行

う部署（機器関連，治療関連など）を設け，医

療現場を見聞する。この際，本科目担当教員以

外に，本研究科教員が各チームのモデレーター

役となる。これに基づいて，学生は担当教員や

モデレーター教員と医療現場のスタッフとと

もに，「患者・家族」，「医療機器」，「医療従事者」

のそれぞれの視点から，どんな課題が見出され

るか，グループワークを中心とした演習におい

て，チームごと，さらに学生全体として，ディ

スカッションを十分に行う。 
なお，倫理問題やリスク回避に十分配慮して

実習を行う。 
 
⑬ 「医療統合科学インターンシップ」（選択）

⑤⑥と類似ではあるが，長期にわたって実

習，研究等に従事する機会を与え，学部で学ん

だ専門が異なる学生でグループを構成し，医

療，介護，製品開発等の現場で現場の体験に基

づいて見出した課題をグループディスカッシ

ョンさせて，社会実装を見据えた基本的視座の

「統合」力と課題解決力を育成する。 
 
⑭ 「ビッグデータ構築・解析学」，「ビッグデー

タ学」（選択） 
 
（省略） 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ 「医療統合科学インターンシップ」（選択） 
②③と類似ではあるが，長期にわたって実習，

研究等に従事する機会を与え，学部で学んだ専門

が異なる学生でグループを構成し，医療，介護，

製品開発等の現場で現場の体験に基づいて見出

した課題をグループディスカッションさせて，社

会実装を見据えた基本的視座の「統合」力と課題

解決力を育成する。 
 
 

⑨ 「ビッグデータ構築・解析学」，「ビッグデータ

学」（選択） 
 
（省略） 
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⑮ 「安全インタフェースシステム学」（選択）

 
（省略） 
 

 
⑯ ｢医療ビジネスマネジメント概論｣（選択） 

 
（省略） 
 

 
⑰ 「老いと看取りと死の文化論」（選択） 

本授業は，過去から現在まで，人類社会に蓄

積された老い・看取り・死に関する「知」，及び

現代の医療やケアに関わる諸問題の歴史的・文

化論的考察を行うものである。具体的には，社

会言語学，文化人類学，西洋史，日本美術史を

専門とする教員が，オムニス形式で授業を担当

し，古今東西の老い・看取り・死に関する視座

と分析の方法を解説する。また，受講生と担当

教員とのディスカッションの時間を設け，受講

生の問題意識を深化させる。 
 
⑱ 「死生観の宗教社会学」（選択） 

本授業は，在宅ホスピス遺族調査から得られ

た知見を出発点にし，宗教社会学的及び宗教史

的な考察を介して，その知見をより広い文脈の

下に位置付ける。そこから飜って，ケアの問題

を含めた，死をめぐる現代的問題について考察

を深める。 
 
⑲ ｢ケア学｣（選択） 

 
（省略） 
 

 
⑳ ｢ケア学演習｣（選択） 

援助技術体験を通し，社会実装に向けて援助

を受ける側・援助する側の視点に立ち,それぞれ

の立場から何が求められているかを探求する。

「ケア学」で学んだ生活援助に関する知識を基

に，本科目では患者への日常生活援助としての

体位変換や移動，口腔ケア及び洗髪を取り上

げ，学生同士で患者役・看護師役を体験する学

内演習を行う。後半は看護ケアの方法を，模擬

患者による演習，実験実習を通して，エビデン

スとともに学ばせる。ここで取り上げる主な項

目は食行動，排泄，罨法である。 
なお，学内実習では，直接患者へケアを行う

ことはせず，学生同士での体験に限る。学生へ

の指導は 7 名の看護専門職の教員が個別に当た

る。さらに臨床場面で想定されるリスクについ

ては，事前に危険予知訓練を用いて安全教育を

� 「安全インタフェースシステム学」（選択） 
 
（省略） 
 
 

� ｢医療ビジネスマネジメント概論｣（選択） 
 
（省略） 
 
  
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 

⑫ ｢ケア学｣（選択） 
 
（省略） 
 
 

⑬ ｢ケア学演習｣（選択） 
援助技術体験を通し，社会実装に向けて援助を

受ける側・援助する側の視点に立ち,それぞれの

立場から何が求められているかを探求する。「ケ

ア学」で学んだ生活援助に関する知識を基に，本

科目では患者への日常生活援助としての体位変

換や移動，口腔ケア及び洗髪を取り上げ，演習を

行う。後半は看護ケアの方法を，模擬患者による

演習，実験実習を通して，エビデンスとともに学

ばせる。ここで取り上げる主な項目は食行動，排

泄，罨法である。 
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行い，必要な場合はシミュレーターを活用する

ことなどにより，特に倫理的問題やリスク回避

に配慮する。 
 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ハ．養成する人材像と対応する統合科目 

 

統合科目は，本研究科が目指す人材が有している

べき能力に資するための科目であり，以下のような

対応となっている。 

 

② 分野を横断した医療統合科学の専門的
視座を身に付けるための科目 
「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概論」，

「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科学概

論」，「実践医療統合科学」，「医療統合科学総論Ⅰ」，

「医療統合科学総論Ⅱ」，「医学研究概論」，「老いと

看取りと死の文化論」，「死生観の宗教社会学」，「ケ

アの比較文化論」 

 

② 社会実装を見据えた課題解決力を身に付け

るための科目 

「医療政策」，「医療管理」，「先進病院実習」，「医

療統合科学演習」，「医療統合科学インターンシッ

プ」，「倫理総論」，「ビッグデータ構築・解析学」，「ビ

ッグデータ学」,「安全インタフェースシステム学」，

｢医療ビジネスマネジメント概論｣，「ケア学」，「ケア

学演習」 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ハ．養成する人材像と対応する共通科目 

 

共通科目は，本研究科が目指す人材が有しているべ

き能力に資するための科目であり，以下のような対応

となっている。 

 

① 分野を横断した視座を身に付けるための科目 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概論」，

「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科学概論」，

「実践医療統合科学」，「医療統合科学総論Ⅰ」，「医療

統合科学総論Ⅱ」＜追加＞ 

 

 

 

 

② 社会実装を見据えた課題解決力を身に付ける

ための科目 

＜追加＞「医療統合科学演習」，「医療統合科学イン

ターンシップ」，「倫理総論」，「ビッグデータ構築・解

析学」，「ビッグデータ学」,「安全インタフェースシス

テム学」，｢医療ビジネスマネジメント概論｣，「ケア

学」，「ケア学演習」 

 

 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 

本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性

を兼ね備えて，医療現場を構成する人々としくみの

課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及

び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を

活かしつつ他分野を理解できた上，社会において活

用されるモノやアイディアを他者と協働して創出す

ることで，課題の解決に貢献しイノベーションの基

盤を支えることができる人材を育成するための研究

科である。 
 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性を

兼ね備えて，医療現場の課題に対し，正確な情報に基

づき社会実装可能なアイディア創出で解決に貢献でき

る人材を育成するための研究科である。 
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５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 

医療統合科学研究科は，「医療現場を構成する人々

としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そし

て物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個人の

専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会

において活用されるモノやアイディアを他者と協働

して創出することで，課題の解決に貢献しイノベー

ションの基盤を支えることができる人材」の育成を

目指し，体系的なカリキュラムを構成している。 
 

 
５ 教員組織の編成の考え 
 
医療統合科学研究科は，「医療現場の課題に対し，

正確な情報に基づき社会実装可能なアイディア創出

で解決に貢献できる人材」の育成を目指し，体系的な

カリキュラムを構成している。 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 

このことは，部門を超えた教員同士が協力して

「医療統合科学総論」や「実践医療統合科学」等の

「統合科目」を実施することにおいて学生に可視化

されると共に，そのような授業展開を一つの専攻一

つの講座の下に企画準備することから教員同士の

連携が深まり，「医療統合科学」が目指す「社会で

活用可能なアイディア創出」を教員が率先して推進

することを容易にしていく教員配置である。なお，

各部門の専任教員の教育研究分野及び兼担教員の

主な担当科目は下表のとおりである。 

 

専攻・

講座 

部門 教育研究分野等 

医療統
合科学 

バイオ・創
薬 

生体機能分子設計学，１
分子生物化学，細胞機能
設計学，無機バイオ材料
工学，生体分子工学，蛋
白質医用工学，ナノバイ
オシステム分子設計学，
オルガネラシステム工学 

医療機器
医用材料 

人間情報処理学，医用情
報ネットワーク学，先端
医用電子工学，インタフ
ェースシステム学，認知
神経科学 

ヘルスケ
アサイエ
ンス 

医療管理，医療政策，医
学研究概論，先進病院実
習，臨床応用看護学，生
体情報科学，放射線健康
支援科学，基礎看護学，
生体機能再生再建医学，
医療技術臨床応用学 

ヒューマ
ンケアイ
ノベーシ
ョン 

老いと看取りと死の文化
論，死生観の宗教社会
学，ケアの比較文化論，
人間文化論，キリスト教
文化論，医療人類学，日

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
このことは，部門を超えた教員同士が協力して「医

療統合科学総論」や「実践医療統合科学」等の「共通

科目」を実施することにおいて学生に可視化される

と共に，そのような授業展開を一つの専攻一つの講

座の下に企画準備することから教員同士の連携が深

まり，「医療統合科学」が目指す「社会実装可能なア

イディア創出」を教員が率先して推進することを容

易にしていく教員配置である。なお，各部門の専任教

員が担当する教育研究分野の主なものは下表のとお

りである。 

 

 

 

 

 

専攻・
講座 

部門 教育研究分野 

医療 
統合 
科学 

バイオ・創
薬 

生体機能分子設計学，１分
子生物化学，細胞機能設計
学，無機バイオ材料工学，
生体分子工学，蛋白質医用
工学，ナノバイオシステム
分子設計学，オルガネラシ
ステム工学 

医療機器
医用材料 

人間情報処理学，医用情報
ネットワーク学，先端医用
電子工学，インタフェース
システム学，認知神経科学 

ヘルスケ
アサイエ
ンス 

臨床応用看護学，生体情報
科学，放射線健康支援科
学，基礎看護学，生体機能
再生再建医学，医療技術臨
床応用学 

ヒューマ
ンケアイ
ノベーシ
ョン 

人間文化論，日本文化論，
医事法学，科学史技術論，
臨床死生学，ソーシャルイ
ノベーション論 
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なお，本研究科の授業は， 
 

本文化論，医事法学，科
学史技術論，臨床死生
学，ソーシャルイノベー
ション論 

 

 

 

 

 

なお，本研究科の授業は， 

 

６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
医療統合科学研究科は，「医療現場を構成する人々

としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そし

て物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個人の

専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会

において活用されるモノやアイディアを他者と協働

して創出することで，課題の解決に貢献しイノベー

ションの基盤を支えることができる人材」を育成す

る。 
 

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
医療統合科学研究科は，「医療現場の課題に対し，正

確な情報に基づき社会実装可能なアイディア創出で解

決に貢献できる人材」を育成する。 

 

６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
このような文理統合教育による広い視野の涵養

と，それにより社会に真に実装される方法や技術の

開発を支える人材の養成を目指す統合的教育を行う

ため，博士前期課程においては，人材育成のサイク

ルをなす活動に対応連携させて，医療統合科学専攻

の統合科目（必修・必修選択）と専門科目（選択）

からなる統一カリキュラムを編成する。 
 

統合科目のうち，学士までの各専門分野（部門）

だけでなく他の専門分野（部門）の学生にとっても

受講する価値が高いと考えられる医療系科目「医療

管理」（１単位），「医療政策」（１単位），「医学研究

概論」（１単位），「先進病院実習」（１単位），一般性

の高い総論的な内容を中心とした「概説」講義（３

単位）をはじめ，現場の課題に即して正確な情報を

得てそこからのアイディア創出の方法を学ぶ「医療

統合科学総論Ⅰ･Ⅱ」（２単位），「医療統合科学演習」

と「実践医療統合科学」（合わせて２単位）や倫理意

識を涵養する「倫理総論」（１単位），文化人類学（医

療人類学）の視座と方法を身に付ける「ケアの比較

文化論」（１単位），さらに「技術表現発表学」，「医

療統合科学専門英語」の計 14 単位の必修及び「医療

統合科学インターンシップ」，「ビッグデータ構築・

解析学」，「安全インタフェースシステム学」や「ケ

ア学」等を２単位選択必修とすることにより，統合

的に既存諸科学の思考法を理解する力を養成する。

 

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
このような文理統合教育による広い視野の涵養と，

それにより社会に真に実装される方法や技術の開発

を支える人材の養成を目指す統合的教育を行うため，

博士前期課程においては，人材育成のサイクルをな

す活動に対応連携させて，医療統合科学専攻の共通

科目（必修・必修選択）と専門科目（選択）からなる

統一カリキュラムを編成する。 

 

特に共通科目では学部でどのような専門分野の背

景があるにせよ，学生がこれらを学修することで無

理なく，①現場から，②観察・解析活動，③構成型活

動，④行動型活動，そして現場へとめぐるサイクル循

環を深化できるような分野横断的なカリキュラムを

構成する。共通科目のうち，学士までの各専門分野

（部門）だけでなく他の専門分野（部門）の学生にと

っても受講する価値が高いと考えられる一般性の高

い総論的な内容を中心とした「概説」講義（３単位）

をはじめ，現場の課題に即して正確な情報を得てそ

こからのアイディア創出の方法を学ぶ「医療統合科

学総論Ⅰ･Ⅱ」（２単位），「医療統合科学演習」と

「実践医療統合科学」（合わせて２単位）や倫理意識

を涵養する「倫理総論」（１単位），さらに「技術表

現発表学」，「医療統合科学専門英語」の計 10 単位

の必修及び「医療統合科学インターンシップ」，「ビ

ッグデータ構築・解析学」，「安全インタフェースシ

ステム学」や「ケア学」等を２単位選択必修とするこ

とにより，統合的に既存諸科学の思考法を理解する

力を養成する。 
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10 入学者選抜の概要 
（１）入学者選抜方法 
１）アドミッションポリシー 
 

大学院医療統合科学研究科のアドミッションポリ

シーは下記のとおりである。 
 
博士前期課程：次のいずれかの資質を持つ者を求

める。 
・それぞれの出身学部における分野で必要とされ

た知識を修得しており，分野を超えた学際的研

究に強い意欲を持つ者。 
なお，出身学部における分野で必要とされた知

識とは，例えば，工学系では生命医用工学分野

等，医療系では創薬科学分野，または保健学分

野等，人文社会科学系においては哲学，倫理学，

宗教学，歴史学，人類学，または法学等である。

・自ら選んだ研究分野における基礎研究や応用研

究に止まらず，異なる分野の研究手法を積極的

に取り入れることに強い興味と意欲を持つ者。

・医療現場を構成する人々やしくみの課題解決に

向けて，社会での活用可能なアイディアを現場

と連携して創出することに強い興味と意欲を持

つ者。 
 
博士後期課程：次のいずれかの資質を持つ者を求

める。 
・豊かな教養と高い倫理意識を持って医療統合科

学の博士前期課程レベルでの専門的知識を修得

した者で，医療現場を構成する人々やしくみの

諸課題を学際的手法により解決することで，人

類の幸福に貢献しようとする強い意欲がある

者。 
・出身学問分野は問わないが，それぞれの分野に

おける修士の専門を修得しており，豊かな教養

と高い倫理意識を持って医療現場を構成する

人々やしくみの諸課題に関して分野を超えた学

際的研究に強い意欲と十分な能力を持つ者。 
・医療現場を構成する人々やしくみの課題解決に

向けて，自ら選んだ研究分野における基礎研究

や応用研究に止まらず，豊かな教養と高い倫理

意識を持って社会での活用可能なアイディアを

自ら創出することに強い興味と意欲を持つ者。

 
 

 
10 入学者選抜の概要 
（１）入学者選抜方法 
１）アドミッションポリシー 
 
本研究科では，「医療現場の課題に対し，正確な情

報に基づき社会実装可能なアイディア創出で解決に

貢献できる人材」を育成する。すなわち，学部，大学

院，あるいは社会で学んだ専門分野の知識や技術を軸

として，既存諸科学の思考法も取り入れながら，高齢

化・少子化社会での身体的精神的な健やかさを保つ医

療の向上に向けた諸課題を多面的な視点から把握し，

どのように人間社会によって受容されるかを科学的に

取り扱うことにより社会実装を見据えた上で，課題を

解決できる新たな方法・機器・物質・サービスを科学・

技術を適用して考案・創出できる人材の育成を目指す。

上記の人材養成の目標を踏まえ，博士前期課程に

おいては，次のいずれかの資質をもつ学生を求め

る。 

・出身学問分野は問わないが，それぞれの分野にお

ける基礎知識を修得しており，分野を超えた学際

的研究に強い意欲を持つ学生。 

・自ら選んだ研究分野における基礎研究や応用研究

に止まらず，異なる分野の研究手法を積極的に取

り入れることに強い興味と意欲を持つ学生。 

・医療現場の課題解決に向けて，社会実装可能なア

イディアを現場と連携して創出することに強い

興味と意欲を持つ学生。 

 

また，博士後期課程においては，次のいずれかの資

質をもつ学生を求める。 

・豊かな教養と高い倫理意識を持って医療統合科学

の専門的知識を修得し，医療現場の諸課題を学際

的手法により解決することで，人類の幸福に貢献

しようとする強い意欲がある学生。 

・出身学問分野は問わないが，それぞれの分野にお

ける修士の専門を修得しており，豊かな教養と高

い倫理意識を持って医療現場の諸課題に関して

分野を超えた学際的研究に強い意欲を持つ学生。

・医療現場の課題解決に向けて，自ら選んだ研究分

野における基礎研究や応用研究に止まらず，豊か

な教養と高い倫理意識を持って社会実装可能な

アイディアを自ら創出することに強い興味と意

欲を持つ学生。 
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医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（教育課程等） 

(2) 医療統合を行う研究科とした場合，演習科目などで医療現場におけるディスカッションを十分に

行うことが重要である。このため，病院における演習科目を開設するなど，医療統合を行うために必

要な教育課程となるよう改善すること。 

 
（対応） 

本研究科の目的は「医療統合」ではなく，あくまで「統合科学」という観点から，医療という側面にお

いて現代社会が抱える課題を客観的に見つめ，その課題を解決する方法を見出し社会に還元できる人材を

育成しようとするものである。 
しかしながら，そのような立場にあっても医療現場におけるディスカッションを十分に行うことは重要

であるので，先進的医療を提供している本学大学病院の標準的な診療部門等を含め，「患者・家族」，「医

療機器」，「医療従事者」の視点において，「先進病院実習」（担当：松岡順治，兵藤好美，金澤 右）を「統

合科目」（「共通科目」から変更）の選択科目として開設して，様々な分野の背景を持つ学生に医療現場で

の課題を探求・理解させるよう教育課程を改善した。選択科目とした理由は，既に社会人として医療現場

を経験している学生，あるいは，医療系学部で病院実習等を履修している学生の入学も想定しているから

である。 
 

「先進病院実習」においては，はじめに，病院長らから先進病院についての講義を行い，先進病院であ

る岡山大学病院における実習の意義を説明する。これに続いて， 
・履修する学生の全員が実習を行う部署（緩和ケアチームなど） 
・学生のテーマや視点に応じて７～８名程度からなるチーム（10 程度）に分かれて実習を行う部署（機

器関連，治療関連など） 
を設け，医療現場を見聞する。この際，本科目担当教員以外に，本研究科教員が各チームのモデレータ

ー役となる。なお，実習受入れ先の部署については，その部署のスタッフ，設備等の規模を考慮するとと

もに，実習の時期については，既に行っている学内外の実習の実施期間や，本研究科で先に開講すべき科

目の時期を考慮して設定する。すなわち，効果的な実習となるよう，入学直後ではなく夏季休暇期間中に

実施する。 
 

これに基づいて，学生は担当教員やモデレーター教員と医療現場のスタッフとともに，「患者・家族」，

「医療機器」，「医療従事者」のそれぞれの視点から，どんな課題が見出されるか，グループワークを中心

とした演習において，チームごと，さらに学生全体として，ディスカッションを十分に行う。 
 
（新旧対照表） 
 

新 旧 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ロ．統合科目の内容と目的 
 
知識・スキル・視点を与えるための科目を必修と

選択で構成する。統合科目設置の目的は，工学系，

医薬保健学系，人文社会科学系の基礎を持つ学士ま

での学修の背景から，教員の属する「バイオ・創薬」，

「医療機器医用材料」，「ヘルスケアサイエンス」，

「ヒューマンケアイノベーション」のいずれかに軸

足を置いている学生が，課題解決の活動のサイクル

を意識した統合科目を重層的に学ぶ中で，これまで

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ロ．共通科目の内容と目的 
 
知識・スキル・視点を与えるための科目を必修と

選択で構成する。共通科目設置の目的は，工学系，

医薬保健学系，人文社会科学系の基礎を持つ学士ま

での学修の背景から，教員の属する「バイオ・創薬」，

「医療機器医用材料」，「ヘルスケアサイエンス」，

「ヒューマンケアイノベーション」のいずれかに軸

足を置いている学生が，課題解決の活動のサイクル

を意識した共通科目を重層的に学ぶ中で，これまで
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の専門以外についての視座を高め，「医療」にかか

わる「統合科学」の方法に習熟することにある。ま

た，国際的な活動にも対応できる人材となるための

基盤となる知識やスキルを学ぶ科目も配置した。専

門分野の異なる研究科生全員が一緒に授業を受け，

ディスカッションやグループワークを行うことに

より，異分野から対象をみる視点を培うとともに，

外国語を含むコミュニケーションスキルを身に付

けさせる。 
なお，「統合科目」と「専門科目」の選択科目の

履修に当たっては，個々の学生のバックグラウン

ド，関心及び本研究科での研究領域を考慮しながら

適切に指導を行うこととする。これにより，専門を

深化させながら異分野の理解を深める，すなわち統

合科学を身に付けることができ，「医療現場を構成

する人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開

発，そして物質面及び人間の理解を併せ持つこと

で，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解でき

た上，社会において活用されるモノやアイディアを

他者と協働して創出することで，課題の解決に貢献

しイノベーションの基盤を支える人材」の育成を実

現する。 
 
① 「医療政策」（必修） 

医療制度は各国の歴史的背景に強く制約さ

れるが，投入する資源には制約があり改革が行

われている。望ましい医療提供体制には効果，

効率とともに公正も求められる。一方，疾病の

頻度は社会的要因に影響を受け，罹患にかかわ

る健康政策も重要である。共生社会の形成にお

けるユニバーサルデザインやアクセシビリテ

ィの考え方，さらには医療を取り巻く地域公共

政策の視点を学んだ上で，望ましい医療制度に

求められる基本的機能について認識する。 
 
② 「医学研究概論」（必修） 

画期的な次世代新薬や革新的医療技術を創

出するため，多様な分野の研究機関や，医療機

関と連携し，基礎研究の成果を臨床研究へと橋

渡し（トランスレーショナル・リサーチ），さ

らに産業化までシームレスに繋げる研究のプ

ロセスを学習する。そして，それらを俯瞰的に

マネージメントすることの重要性を理解する

ことを目的とする。基礎研究手法，研究デザイ

ン，データ解析の方法論，知財管理，研究倫理，

法的事項等について概説する。 
 
③ 「ケアの比較文化論」（必修） 

本授業では，人が病むということとケアする

ことについて，その意味と実践の多様性を，文

化・医療人類学の視点から学ぶ。世界の様々な

の専門以外についての視座を高め，「医療」にかかわ

る「統合科学」の方法に習熟することにある。また，

国際的な活動にも対応できる人材となるための基

盤となる知識やスキルを学ぶ科目も配置した。専門

分野の異なる研究科生全員が一緒に授業を受け，デ

ィスカッションやグループワークを行うことによ

り，異分野から対象をみる視点を培うとともに，外

国語を含むコミュニケーションスキルを身に付け

させる。 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
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国や地域における病とケアをめぐる文化的差

異に焦点を当て，その社会文化的側面について

理解することを通して，医療を相対的に捉える

視座を獲得する。 
 
④ 医療統合科学に関連する概論（必修） 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学

概論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケ

ア科学概論」の３科目からなり，医療統合科学

に関連する科学や技術の動向とともに，工学系

（物理分野，生物・化学分野），薬学系，医学

系，保健学系，人文社会科学系のそれぞれから

医療統合科学にアプローチする基本的視座を

把握させる。これを通じて，工学系を専門とし

て学んできた学生は，内科・外科・薬学・看護

学・保健学等の医薬保健学系固有の現場への観

察解析的アプローチと「ケアと看取りをめぐる

死生学と日本文化論」,「モノとヒトをめぐる

科学技術論とソーシャルイノベーション」及び

「統合科学における法学と医療人類学」から見

えてくる人文社会科学系の研究法と統合的思

考法に迫れるようにする。また，医薬保健学系

や人文社会科学系を専門としてきた学生は，バ

イオ技術と創薬研究などの生命医用科学と医

療機器材料などの生命医用工学分野の基礎と

応用について工学的解析のアプローチの特質

を知ることで，医療統合科学における基礎的知

識を確認するとともに先端技術・医用技術への

応用について理解する。 

 
⑤ 「医療統合科学演習」（必修） 

 
 （省略） 
  

 
⑥ 「実践医療統合科学」（必修） 

 
（省略） 
 

 
⑦ 「医療統合科学総論 I」，「医療統合科学総論

II」（必修） 
医療や介護のスタッフや企業技術者などが

直面する現場での問題を取り上げ，様々なア

プローチからの解決事例の講義により，現場

に定位する基本的視座の「統合」方法を理解

させる。複数の部門に属する教員が協働して

各授業を展開する。Ⅰ，Ⅱいずれも，近年の大

きな医療上の課題となっている疾患を中心と

して，その疾患をめぐる各分野の視点を講義す

る。 

 
 
 
 
 

① 医療統合科学に関連する概論（必修） 
「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学

概論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケ

ア科学概論」の３科目からなり，医療統合科学

に関連する科学や技術の動向とともに，工学系

（物理分野，生物・化学分野），薬学系，医学系，

保健学系，人文社会科学系のそれぞれから医療

統合科学にアプローチする基本的視座を把握

させる。これを通じて，工学系を専門として学

んできた学生は，内科・外科・薬学・看護学・

保健学等の医薬保健学系固有の現場への観察

解析的アプローチと「ケアと看取りをめぐる死

生学と日本文化論」,「モノとヒト」をめぐる科

学技術論とソーシャルイノベーション」および

「統合科学における価値論と法学的アプロー

チ」から見えてくる人文社会科学系の研究法と

統合的思考法に迫れるようにする。また，医薬

保健学系や人文社会科学系を専門としてきた

学生は，バイオ技術と創薬研究などの生命医用

科学と医療機器材料などの生命医用工学分野

の基礎と応用について工学的解析のアプロー

チの特質を知ることで，医療統合科学における

基礎的知識を確認するとともに先端技術・医用

技術への応用について理解する。 

 
② 「医療統合科学演習」（必修） 

 
（省略） 
 
 

③ 「実践医療統合科学」（必修） 
 
（省略） 
 
 

④ 「医療統合科学総論 I」，「医療統合科学総論

II」（必修） 
医療や介護のスタッフや企業技術者などが

直面する現場での問題を取り上げ，様々なア

プローチからの解決事例の講義により，現場

に定位する基本的視座の「統合」方法を理解さ

せる。複数の部門に属する教員が協働して各

授業を展開する。Ⅰ，Ⅱいずれも，近年の大き

な医療上の課題となっている疾患を中心とし

て，その疾患をめぐる各分野の視点を講義す

る。 
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医療統合科学総論Ⅰでは，がんを中心的な対

象疾患として，関係する視点を講義する。まず，

疾患の概要を提示し，その後，がんを取り巻い

て内視鏡・手術用機械・機能欠損を補完する機

器・リハビリ機器などどんな機器開発がなされ

ているかその歴史，とりわけ病院での医療にお

いての薬剤の使用，緩和ケアにおける倫理や意

思決定などの視点を論じた後に，それらのまと

めを行う。医療統合科学総論Ⅱでは，認知症を

中心的な対象疾患として，関係する視点を講義

する。まず，疾患の概要を在宅ケアや国際・地

域社会の視点から提示し，それに対してどんな

検査，機器，技術開発ができるか，それらの国

際比較，ケアの現場の課題に対する生活支援に

ついての質的調査法の視点と技術論的視点，及

び認知症患者の人格と尊厳に関する臨床死生

学的視点，そしてまとめを行う。 

 
⑧ 「倫理総論」（必修） 

 
（省略） 
 

 
⑨ 「技術表現発表学」（必修） 

 
（省略） 
 

 
⑩ 「医療統合科学専門英語」（必修） 

専門分野（医療統合科学を構成する各教員の

専門領域）の英語文献を講読してその概要を英

語でプレゼンテーションすることにより，専門

的な英語語彙や英語表現を学び，専門的知識の

向上とともに英語での文章表現能力を向上さ

せる。この科目は，専門分野ごとに個別に開講

する。 
 
⑪ 「医療管理」（選択） 

我が国の医療を取り巻く環境は急速に変化

し，自らの状況を分析し，戦略を策定し，行動

するという民間企業であれば当たり前の経営

管理活動が医療機関においても求められてい

る。医療に対する多様化した社会的ニーズに応

え，機能分化，連携など戦略的な経営を行い，

質が高く効率的な医療を提供するため，幅広い

医療経営学の知識を有し，指導的立場で活躍す

る人材を養成する。①医療経営戦略，②医療組

織管理，③組織行動・管理者行動，④人的資源

管理，⑤財務会計管理，⑥医療マーケティング，

⑦医療品質・安全管理について概説する。 
 
 

医療統合科学総論Ⅰでは，がんを中心的な対

象疾患として，関係する視点を講義する。まず，

疾患の概要を提示し，その後，がんを取り巻い

て内視鏡・手術用機械・機能欠損を補完する機

器・リハビリ機器などどんな機器開発がなされ

ているかその歴史，とりわけ病院での医療にお

いての薬剤の使用，緩和ケアにおける倫理や意

思決定などの視点を論じた後に，それらのまと

めを行う。医療統合科学総論Ⅱでは，認知症を

中心的な対象疾患として，関係する視点を講義

する。まず，疾患の概要を在宅ケアや国際・地

域社会の視点から提示し，それに対してどんな

検査，機器，技術開発ができるか，それらの国

際比較，認知症やケアに対する見方の歴史的考

察，ケアの現場の課題に対する生活支援の視点

と技術論的視点からのアプローチ，そしてまと

めを行う。 

 
⑤ 「倫理総論」（必修） 

 
（省略） 
 
 

⑥ 「技術表現発表学」（必修） 
 
（省略） 
 
 

⑦ 「医療統合科学専門英語」（必修） 
 
（補足説明追記） 

 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
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⑫ 「先進病院実習」（選択） 
先進的医療を提供している本学の大学病院

において，統合科目として開設し，様々な分野

の背景を持つ学生に医療現場での課題を探求・

理解させる。なお，医療系学部で病院実習等を

履修している学生の入学も想定しているため，

選択科目として開講する。 
「先進病院実習」においては，はじめに，病

院長らから先進病院についての講義を行い，先

進病院である岡山大学病院における実習の意

義を説明する。これに続いて， 
・履修する学生の全員が実習を行う部署（緩

和ケアチームなど） 
・学生のテーマや視点に応じて７～８名程

度からなるチーム（10 程度）に分かれて実習

を行う部署（機器関連，治療関連など）を設け，

医療現場を見聞する。この際，本科目担当教員

以外に，本研究科教員が各チームのモデレータ

ー役となる。これに基づいて，学生は担当教員

やモデレーター教員と医療現場のスタッフと

ともに，「患者・家族」，「医療機器」，「医療従

事者」のそれぞれの視点から，どんな課題が見

出されるか，グループワークを中心とした演習

において，チームごと，さらに学生全体として，

ディスカッションを十分に行う。 
なお，倫理問題やリスク回避に十分配慮して

実習を行う。 
 
⑬ 「医療統合科学インターンシップ」（選択）

⑤⑥と類似ではあるが，長期にわたって実

習，研究等に従事する機会を与え，学部で学ん

だ専門が異なる学生でグループを構成し，医

療，介護，製品開発等の現場で現場の体験に基

づいて見出した課題をグループディスカッシ

ョンさせて，社会実装を見据えた基本的視座の

「統合」力と課題解決力を育成する。 
 
 
⑭ 「ビッグデータ構築・解析学」，「ビッグデー

タ学」（選択） 
 
（省略） 
 

 
⑮ 「安全インタフェースシステム学」（選択）

 
（省略） 
 

 
⑯ ｢医療ビジネスマネジメント概論｣（選択） 

 
（省略） 

 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ 「医療統合科学インターンシップ」（選択） 
②③と類似ではあるが，長期にわたって実

習，研究等に従事する機会を与え，学部で学ん

だ専門が異なる学生でグループを構成し，医

療，介護，製品開発等の現場で現場の体験に基

づいて見出した課題をグループディスカッシ

ョンさせて，社会実装を見据えた基本的視座の

「統合」力と課題解決力を育成する。 
 
 

⑨ 「ビッグデータ構築・解析学」，「ビッグデー

タ学」（選択） 
 
（省略） 
 
 

⑩ 「安全インタフェースシステム学」（選択） 
 
（省略） 
 
 

⑪ ｢医療ビジネスマネジメント概論｣（選択） 
 
（省略） 
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⑰ 「老いと看取りと死の文化論」（選択） 

本授業は，過去から現在まで，人類社会に蓄

積された老い・看取り・死に関する「知」，及

び現代の医療やケアに関わる諸問題の歴史的・

文化論的考察を行うものである。具体的には，

社会言語学，文化人類学，西洋史，日本美術史

を専門とする教員が，オムニス形式で授業を担

当し，古今東西の老い・看取り・死に関する視

座と分析の方法を解説する。また，受講生と担

当教員とのディスカッションの時間を設け，受

講生の問題意識を深化させる。 
 
⑱ 「死生観の宗教社会学」（選択） 

本授業は，在宅ホスピス遺族調査から得られ

た知見を出発点にし，宗教社会学的及び宗教史

的な考察を介して，その知見をより広い文脈の

下に位置付ける。そこから飜って，ケアの問題

を含めた，死をめぐる現代的問題について考察

を深める。 
 
⑲ ｢ケア学｣（選択） 

 
（省略） 
 

 
⑳ ｢ケア学演習｣（選択） 

援助技術体験を通し，社会実装に向けて援助

を受ける側・援助する側の視点に立ち,それぞ

れの立場から何が求められているかを探求す

る。「ケア学」で学んだ生活援助に関する知識

を基に，本科目では患者への日常生活援助とし

ての体位変換や移動，口腔ケア及び洗髪を取り

上げ，学生同士で患者役・看護師役を体験する

学内演習を行う。後半は看護ケアの方法を，模

擬患者による演習，実験実習を通して，エビデ

ンスとともに学ばせる。ここで取り上げる主な

項目は食行動，排泄，罨法である。 
なお，学内実習では，直接患者へケアを行う

ことはせず，学生同士での体験に限る。学生へ

の指導は 7 名の看護専門職の教員が個別に当

たる。さらに臨床場面で想定されるリスクにつ

いては，事前に危険予知訓練を用いて安全教育

を行い，必要な場合はシミュレーターを活用す

ることなどにより，特に倫理的問題やリスク回

避に配慮する。 
 

 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 

⑫ ｢ケア学｣（選択） 
 
（省略） 
 
 

⑬ ｢ケア学演習｣（選択） 
援助技術体験を通し，社会実装に向けて援

助を受ける側・援助する側の視点に立ち,それ

ぞれの立場から何が求められているかを探求

する。「ケア学」で学んだ生活援助に関する知

識を基に，本科目では患者への日常生活援助

としての体位変換や移動，口腔ケア及び洗髪

を取り上げ，演習を行う。後半は看護ケアの方

法を，模擬患者による演習，実験実習を通し

て，エビデンスとともに学ばせる。ここで取り

上げる主な項目は食行動，排泄，罨法である。
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４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ハ．養成する人材像と対応する統合科目 

 

統合科目は，本研究科が目指す人材が有している

べき能力に資するための科目であり，以下のような

対応となっている。 

 

③ 分野を横断した医療統合科学の専門的
視座を身に付けるための科目 
「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概

論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科学

概論」，「実践医療統合科学」，「医療統合科学総論

Ⅰ」，「医療統合科学総論Ⅱ」，「医学研究概論」，「老

いと看取りと死の文化論」，「死生観の宗教社会学」，

「ケアの比較文化論」 

 

② 社会実装を見据えた課題解決力を身に付け

るための科目 

「医療政策」，「医療管理」，「先進病院実習」，「医

療統合科学演習」，「医療統合科学インターンシッ

プ」，「倫理総論」，「ビッグデータ構築・解析学」，

「ビッグデータ学」,「安全インタフェースシステ

ム学」，｢医療ビジネスマネジメント概論｣，「ケア

学」，「ケア学演習」 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ハ．養成する人材像と対応する共通科目 

 

共通科目は，本研究科が目指す人材が有している

べき能力に資するための科目であり，以下のような

対応となっている。 

 

① 分野を横断した視座を身に付けるための科

目 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概

論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科学

概論」，「実践医療統合科学」，「医療統合科学総論

Ⅰ」，「医療統合科学総論Ⅱ」＜追加＞ 

 

 

 

② 社会実装を見据えた課題解決力を身に付け

るための科目 

＜追加＞「医療統合科学演習」，「医療統合科学イ

ンターンシップ」，「倫理総論」，「ビッグデータ構築・

解析学」，「ビッグデータ学」,「安全インタフェース

システム学」，｢医療ビジネスマネジメント概論｣，

「ケア学」，「ケア学演習」 

 

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
このような文理統合教育による広い視野の涵養

と，それにより社会に真に実装される方法や技術

の開発を支える人材の養成を目指す統合的教育を

行うため，博士前期課程においては，人材育成の

サイクルをなす活動に対応連携させて，医療統合

科学専攻の統合科目（必修・必修選択）と専門科

目（選択）からなる統一カリキュラムを編成する。

＜削除＞ 

 

 

 

 

統合科目のうち，学士までの各専門分野（部門）

だけでなく他の専門分野（部門）の学生にとって

も受講する価値が高いと考えられる医療系科目

「医療管理」（１単位），「医療政策」（１単位），

「医学研究概論」（１単位），「先進病院実習」（１

単位），一般性の高い総論的な内容を中心とした

「概説」講義（３単位）をはじめ，現場の課題に即

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
 このような文理統合教育による広い視野の涵

養と，それにより社会に真に実装される方法や技術

の開発を支える人材の養成を目指す統合的教育を

行うため，博士前期課程においては，人材育成のサ

イクルをなす活動に対応連携させて，医療統合科

学専攻の共通科目（必修・必修選択）と専門科目（選

択）からなる統一カリキュラムを編成する。特に共

通科目では学部でどのような専門分野の背景があ

るにせよ，学生がこれらを学修することで無理な

く，①現場から，②観察・解析活動，③構成型活動，

④行動型活動，そして現場へとめぐるサイクル循

環を深化できるような分野横断的なカリキュラム

を構成する。共通科目のうち，学士までの各専門分

野（部門）だけでなく他の専門分野（部門）の学生

にとっても受講する価値が高いと考えられる ＜

追加＞ 一般性の高い総論的な内容を中心とした

「概説」講義（３単位）をはじめ，現場の課題に即

して正確な情報を得てそこからのアイディア創出

の方法を学ぶ「医療統合科学総論Ⅰ･Ⅱ」（２単位），
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して正確な情報を得てそこからのアイディア創出

の方法を学ぶ「医療統合科学総論Ⅰ･Ⅱ」（２単位），

「医療統合科学演習」と「実践医療統合科学」（合

わせて２単位）や倫理意識を涵養する「倫理総論」

（１単位），文化人類学（医療人類学）の視座と方

法を身に付ける「ケアの比較文化論」（１単位）さ

らに「技術表現発表学」，「医療統合科学専門英

語」の計 14 単位の必修及び「医療統合科学インタ

ーンシップ」，「ビッグデータ構築・解析学」，「安

全インタフェースシステム学」や「ケア学」等を２

単位選択必修とすることにより，統合的に既存諸

科学の思考法を理解する力を養成する。 
 

「医療統合科学演習」と「実践医療統合科学」（合

わせて２単位）や倫理意識を涵養する「倫理総論」

（１単位），＜追加＞ さらに「技術表現発表学」，

「医療統合科学専門英語」の計 10 単位の必修及び

「医療統合科学インターンシップ」，「ビッグデー

タ構築・解析学」，「安全インタフェースシステム

学」や「ケア学」等を２単位選択必修とすることに

より，統合的に既存諸科学の思考法を理解する力

を養成する。 

 
12 ２つ以上の校地において教育研究を行う場合

 
授業は，津島キャンパス（工学系，薬学系，法学

系，文学系，環境生命科学系等）及び鹿田キャン

パス（医学系，歯学系，保健学系等，岡山大学病

院）において実施される。 

各キャンパスの間は，交通機関を利用して約 40

分程度の距離がある。本研究科を担当する教員 39

名のうち 34 名は津島キャンパス，５名は鹿田キャ

ンパスを教育研究活動の拠点としている。 
 

 
12 ２つ以上の校地において教育研究を行う場合

 
授業は，津島キャンパス（工学系，薬学系，法学

系，文学系，環境生命科学系等）及び鹿田キャンパ

ス（医学系，歯学系，保健学系等 ＜追加＞）にお

いて実施される。 

各キャンパスの間は，交通機関を利用して約 40

分程度の距離がある。本研究科を担当する教員 36

名のうち 31 名は津島キャンパス，５名は鹿田キャ

ンパスを教育研究活動の拠点としている 
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医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（教育課程等） 

(3) 育成する人材像について，医療現場の課題に対し，正確な情報に基づき社会実装可能なアイディア

創出で解決に貢献できる人材」を掲げているが，「社会実装可能なアイディアを創出」するために必要

となる科目が整備されていることを明確にすること。 

 
（対応） 

育成する人材像を，以下に示すような語句の修正を加えてより明確にした。 
 

「医療現場を構成する人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間の理解

を併せ持つことで，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会において活用されるモノや

アイディアを他者と協働して創出することで，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支えることが

できる人材を育成する。」 
 

この修正された「育成する人材像」では，「社会実装可能なアイディアを創出」は「社会において活用さ

れるモノやアイディアを創出」と言い換えた。 
 

その意図するところは， 
・育成された人材が，必ずしも，個人でアイディアを創出する，ということではない。 

それよりは 
・他分野の他者と協働しながら，こうしたアイディアの創出につながる能力を身に付けることを目的とし

ている。 
そのために，下記の 4 群のサイクルを回すことを通じて， 

・社会において活用されるモノやアイディアの創出を他者とともに支える方法論・考え方を 
習得することである。 
 

この目的のために，本研究科のカリ

キュラムは，工学系，医療系，及び，人

文社会科学系を背景とする人材育成の

サイクルを掲げている。このサイクル

は，次の 4 群の活動からなる。すなわ

ち， 
①自然・社会（現場を構成する人々と

しくみ）に対して， 
②それを観察解析する学術を行う活動

が対応し， 
③構成的な学術を行う活動として，そ

の知見を応用してものづくりや新制度

考案などアイディア創出を行い， 
④その成果であるアイディアを応用し

て行動する活動がまた①自然・社会

（現場現場を構成する人々としくみ）

を相手にしていく（社会での活用）， 
という 4 群の活動が循環するサイクルである。したがって，「社会において活用されるモノやアイディ

アを創出」するために，このサイクルを意識した「統合科目」（「共通科目」から変更）を必修で図に示す

ように配置している。 
 

博士前期課程においては， 
① 『現場』に対応して，自然・社会（現場を構成する人々としくみ）を多様な視座及び倫理観を通し

て理解し修得するために「医療管理」，「医療政策」，「先進病院実習」，「医療統合科学総論Ⅰ」，
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「医療統合科学総論Ⅱ」，「倫理総論」，「ケアの比較文化論」を配置し， 
② 『観察・解析』に対応して，自然・社会を観察解析する学術を行う活動として課題の本質を分析す

る能力を培うために，「医学研究概論」，「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概論」，

「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科学概論」を配置している。さらに， 
③ 『構成』に対応して，構成的な学術を行う活動としてニーズや課題の発見と解決策を考案する立場

に立って真の要件記述や設計を行う方法を「医療統合科学演習」において学修する。そして， 
④ 『行動』に対応して，①〜③を通して学修した成果からアイディアを創出し社会へ応用して行動す

る活動を学修するために「実践医療統合科学」，「医療統合科学特別研究」を配置して，異分野の

他者とともに「社会において活用されるモノやアイディアの創出」に資することができる考え方や

方法といった能力を修得させる。 
専門科目は①〜④  の過程を学生が持つ個人の知識や能力により，異なる形でこれを補完してカリキ

ュラムの修得を完成させようとするものである。 
 

同様に，博士後期課程においては， 

『現場』と『観察・解析』に対応して，「医療統合科学特論」， 
『観察・解析』と『構成』に対応して，「医療統合科学総合演習」， 
『構成』と『行動』に対応して，「医療統合科学アドバンストインターンシップ」を履修する。 
またこれらに加えて，各学生の軸足に当たる専門の深化と，その軸足の周辺分野を補強するために，各

分野から専門科目を履修する。 
 
 

このように博士後期課程でも４群の活動が緊密に連環するカリキュラムを学ぶ。重層して博士学位論文

の作成を通じ，知識を修得する能力に加え，医療統合科学全般の課題把握力，課題解決のための新パラダ

イム構築能力，新パラダイムに基づく企画力を身に付け，その成果を発信していくことを促す。 
 

①から②の過程を総合的に修得するために「医療統合科学特論」を配置し，②から③の過程を総合的に

学修して実践力を備えるために「医療統合科学総合演習」を配置した。さらに，③から④の過程を総合的

に実践する能力を養うために「医療統合科学アドバンストインターンシップ」を配置した。前期後期一

貫コースでは，更なる充実を目指し，加えて「実務インターンシップ」を配置した。課程全体として①か

ら④を修得した成果として「社会において活用されるモノやアイディア」を博士論文により完成させるこ

とを意図している。 
 
 
（新旧対照表） 

新 旧 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨 
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 
 
（枠の中の文章） 
国の施策及び国際的な社会の課題あるいは学術

の動向から敷衍して，これまでの自然科学的な発想

に基づいた医工連携の成果が，社会において活用さ

れる必要がある。 
このためには，医療現場を構成する人々としくみ

の課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面

及び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野

を活かしつつ他分野を理解できた上，社会において

活用されるモノやアイディアを他者と協働して創

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨 
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 
 
（枠の中の文章） 
国の施策及び国際的な社会の課題あるいは学術

の動向から敷衍して，これまでの自然科学的な発

想に基づいた医工連携の成果を，社会に役立てて

いくためには，医療系・工学系といった自然科学出

身者への各自然科学の専門的教育だけでなく，そ

の成果を受容する人間や社会の側の立場を知るた

めの人文社会科学的な方法や知識を並行して教育

する必要がある。 
また，研究成果を社会に役立てていく活動を共に支
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出することで，課題の解決に貢献しイノベーション

の基盤を支えることができる人材が必要である。 
こうした人材の育成には科学諸分野を統合した

「統合科学」的アプローチが必要であり，この必要

にかんがみて，本「医療 統合科学 研究科」を設

置する。 
本学が構想する医療統合科学を構成する主たる

分野は，工学，医薬・保健学，文学（哲学・倫理学・

宗教学，歴史学，文化人類学），社会学・社会福祉

学である。 
本研究科の出身者の活躍の途としては，下記のよ

うな内容が考えられる。 
工学系： 
・患者の QOL を損なわないあるいは向上させる機

器の創出，病巣を効率的に制御でき体への負担の

少ない材料の創出，家族の負担が減るハードやソ

フトの創出，医療者の負担を減らす機器の創出，

ミスを誘発しにくい機器の創出 
医療系： 
・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の共同

開発，病巣を効率的に制御でき体への負担の少な

い薬剤や治療技術の共同開発，医療者の負担を減

らす技術の共同開発，ミスを防ぐための医療ハー

ドやソフトの共同開発，ワークライフバランスを

実現できる働き方のための制度の共同開発 
人文社会科学系： 
・患者の QOL を損なわないための要件の発見，死

を迎える間際の心のよりどころの解析，家族の在

宅介護における負担を軽減するしくみの案出や，

人口減少・超高齢化社会における生き方を支える

価値観やしくみの案出，患者をケアできる施設を

増やすしくみの案出，医療者の負担を減らす要件

の発見，ミスを防止する要件の発見，適切な医療

リスクマネジメント体制の構築，終末期における

意思決定の在り方の案出 
 
 

えていく人材として，人文社会科学の出身者には自然

科学の思考法を教育した上で，そのような幅広い視野

に基づいて各学生が専門を伸ばしていく教育を行う必

要がある。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨 
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 
 
課題に対応しながら，その課題に応える技術・

製品開発を行い，さらにその産物を「社会実装」

すなわち社会での活用を実現するために，医療や

関連した「現場」における必要や制限すなわち産

物を人間の精神活動がどのように受容するか（満

足度，QOL，社会受容，歴史的・文化的側面，倫

理，法規制の在り方など）を知って進めることが

必須となってくる。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨 
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 
 
課題に対応しながら，その課題に応える技術・製

品開発を行い，さらにその産物を「社会実装」する

ために，医療や関連した「現場」における必要や制限

すなわち産物を人間の精神活動がどのように受容す

るか（満足度，QOL，社会受容，歴史的側面，倫理，法

規制の在り方など）を知って進めることが必須となっ

てくる。 
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１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
２）岡山大学における組織再編等の状況  
 
社会が求める，多面的な視点を持ち専門的な解決

策を創造して社会での活用を実現できる人材の育

成を目指す。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
２）岡山大学における組織再編等の状況 
 

社会が求める，多面的な視点を持ち専門的な解決

策を創造して社会実装できる人材の育成を目指す。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
（枠の中の文章） 
 
本研究科が育成を目標とする人材像： 
「医療現場を構成する人々としくみの課題を理

解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間の

理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活かしつ

つ他分野を理解できた上，社会において活用される

モノやアイディアを他者と協働して創出すること

で，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支

えることができる人材」  
 本研究科で育成された人材は，様々な課題に応え

られる。例えば，下記のような内容が考えられる。

・患者の立場からは，QOL を向上させるあるいは

損なわない手法の不足，病巣を効率的に制御できる

体への負担の少ない材料の不足，死を迎える間際の

心のよりどころの不足。 
・家族の立場からは，介護負担が減る機器の不足，

家族が継続的に患者をケアできるなど介護におけ

る支援環境の充実（制度の整備など）の必要。 
・医療者の立場からは，高度な医療を提供しつつ現

場の負担を減らすことができる技術の不足，医療ミ

スを防ぐためのハードやソフトの改良，医療リスク

マネジメント体制の不足，終末期における意思決定

の在り方への疑問，新規医療技術開発環境の不足。

 
これらを，それぞれの出身背景を持つ学生が取り

組む課題とその方向として記載すれば，下記のよう

な内容が挙げられる。 
工学系： 
・患者の QOL を損なわないあるいは向上させる機

器の創出，病巣を効率的に制御でき体への負担の少

ない材料の創出，家族の負担が減るハードやソフト

の創出，医療者の負担を減らす機器の創出，ミスを

誘発しにくい機器の創出 
医療系： 
・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の共同

開発，病巣を効率的に制御でき体への負担の少ない

薬剤や治療技術の共同開発，医療者の負担を減らす

技術の共同開発，ミスを防ぐための医療ハードやソ

フトの共同開発，ワークライフバランスを実現でき

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
（枠の中の文章） 
 

本研究科が育成を目標とする人材像： 

「医療現場の課題に対し，正確な情報に基づき

社会実装可能なアイディア創出で解決に貢献で

きる人材」 

 

 

 

 

 

 

（追加） 
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る働き方のための制度の共同開発 
人文社会科学系： 
・患者の QOL を損なわないための要件の発見，死

を迎える間際の心のよりどころの解析，家族の在宅

介護における負担を軽減するしくみの案出や，人口

減少・超高齢化社会における生き方を支える価値観

やしくみの案出，患者をケアできる施設を増やすし

くみの案出，医療者の負担を減らす要件の発見，ミ

スを防止する要件の発見，適切な医療リスクマネジ

メント体制の構築，終末期における意思決定の在り

方の案出 
 
医療統合科学研究科の構想： 

博士前期課程及び博士後期課程の同時設置 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療統合科学研究科の構想： 

博士前期課程及び博士後期課程の同時設置 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 

ここまでにも述べてきたことから，本研究科が

育成を目標とする「医療現場を構成する人々とし

くみの課題を理解し，研究及び技術開発，そして

物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個人の

専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社

会において活用されるモノやアイディアを他者と

協働して創出することで，課題の解決に貢献しイ

ノベーションの基盤を支えることができる人材」

への期待は高まっている。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
ここまでにも述べてきたことから，本研究科が

育成を目標とする「医療現場の課題に対し，正確な

情報に基づき社会実装可能なアイディア創出で解

決に貢献できる人材」へ待は高まっている。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
具現化されたアイディアが，自然界や人間社会に活

用される状況が，ここでいう「社会での活用」である。

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
具現化されたアイディアが，自然界や人間社会に活用

される状況が，ここでいう「社会実装」である。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
④その成果であるアイディアを応用して行動す

る活動がまた①自然・社会（現場）を相手にしてい

く（社会での活用），という４群の活動が循環する

サイクルである。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
④その成果であるアイディアを応用して行動す

る活動がまた①自然・社会（現場）を相手にしてい

く（社会実装），という４群の活動が循環するサイク

ルである。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 

本研究科では，少なくともそれら活動要素間の違い

を理解して連絡と連携を支えることができる人材（前

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 

本研究科では，少なくともそれら活動要素間の違い

を理解して連絡と連携を支えることができる人材（前
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期・修士課程）を，さらに理想的にはこのサイクルを自

ら俯瞰的に回していける人材（後期・博士課程）を育成

することを目指す。 

このために，論文指導の段階ではインターンシ

ップ科目により，案出されるアイディアが「社会

で活用される」ための素養を学修する。同時に，

修士及び博士の学位論文の中間審査において，企

業等から実務経験者を予備審査委員として参画を

依頼する。なお，予備審査委員の資格は，実務経

験及び業績をあらかじめ教授会で審議し，予備審

査を行う資格を教授会において認定する。 
本審査では，研究指導教員が審査委員として学

位論文を審査するが，審査委員会は中間審査にお

ける，アイディアが「社会で活用される」ための

観点からの予備審査委員からの意見を考慮するこ

とにより，社会実装につなげられる人材を育成す

る。 

実質的には，最終的な学位論文は，例えば直ち

に社会に活用することができる内容であってもよ

いし，少なくとも従来の学位論文の内容に加えて，

考察として，論文の内容はどのように社会に活用

できるのか，あるいは社会で活用できるようにす

るためにはどのような内容を加える必要があるの

かを論じてあることを要件とする。 

 この人材育成目標を別の言い方で詳細に説明す

れば，「学部や修士課程までに学んだ専門分野の知

識や技術を軸としながら，他の諸科学の思考法も取り

入れ，高齢化・少子化社会での身体的精神的な健や

かさを保つ医療の向上に向けた諸課題を多面的な視

点から把握し，アイディアの社会での活用のために人

間社会がどのように受容するかを科学的に取り扱うこ

とにより，課題を解決できる新たな方法・機器・物質・

サービスを科学・技術を適用して考案・創出できる」人

材育成である。将来的には，地域で起業したり，町

おこしや高齢者ケアを担う NPO に進んだりする

人材の育成も視野に入れる。 
 

期・修士課程）を，さらに理想的にはこのサイクルを自

ら俯瞰的に回していける人材（後期・博士課程）を育成

することを目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この人材育成目標を別の言い方で詳細に説明す

れば，「学部や修士課程までに学んだ専門分野の知識

や技術を軸としながら，他の諸科学の思考法も取り入

れ，高齢化・少子化社会での身体的精神的な健やかさ

を保つ医療の向上に向けた諸課題を多面的な視点か

ら把握し，社会実装のために人間社会がどのように受

容するかを科学的に取り扱うことにより，課題を解決で

きる新たな方法・機器・物質・サービスを科学・技術を

適用して考案・創出できる」人材育成である。将来的に

は，地域で起業したり，町おこしや高齢者ケアを担

う NPO に進んだりする人材の育成も視野に入れ

る。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 

① 人材育成目標 

本研究科全体としての目標は，「医療現場を構成

する人々としくみの課題を理解し，研究及び技術

開発，そして物質面及び人間の理解を併せ持つこ

とで，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解

できた上，社会において活用されるモノやアイデ

ィアを他者と協働して創出することで，課題の解

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞ 
 
 

（追加） 
 本研究科全体としての目標は，「医療現場の課題

に対し，正確な情報に基づき社会実装可能なアイディ

ア創出で解決に貢献できる人材」の育成である。 
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決に貢献しイノベーションの基盤を支えることが

できる人材」の育成である。 

② ディプロマポリシー 
医療現場を構成する人々としくみの課題を理解

し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間の

理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活かし

つつ他分野を理解できた上，社会において活用さ

れるモノやアイディアを他者と協働して創出する

ことで，課題の解決に貢献しイノベーションの基

盤を支えることができる専門知識と研究能力を身

に付けた学生に「修士（医療統合科学）」あるい

は「博士（医療統合科学）」の学位を授与する。 

 
博士前期課程： 
学部教育で学んだ専門に重層して他専門領域の

手法を学び，課題を創造的に解決する能力と専門

的知識を有することにより，社会の多様な場で課

題解決に貢献できる専門知識と研究能力を身に付

けた人材 
博士後期課程： 
現場課題を整理して建設的な仮説を立てられ，

その仮説を諸専門の手法を組み合わせながら適切

な科学的方法で証明できる研究能力を有すること

により，社会の多様な場で自ら方針を示して課題

解決に貢献する専門知識と研究能力を身に付けた

中核的人材 
 
本研究科で育成された人材は，様々な課題に応

えられる。例えば，下記のような内容が考えられ

る。 
・患者の立場からは，QOL を向上させるあるい

は損なわない手法の不足，病巣を効率的に制

御できる体への負担の少ない材料の不足，死

を迎える間際の心のよりどころの不足。 
・家族の立場からは，介護負担が減る機器の不

足，家族が継続的に患者をケアできるなど介

護における支援環境の充実（制度の整備など）

の必要。 
・医療者の立場からは，高度な医療を提供しつ

つ現場の負担を減らすことができる技術の不

足，医療ミスを防ぐためのハードやソフトの

改良，医療リスクマネジメント体制の不足，

終末期における意思決定の在り方への疑問，

新規医療技術開発環境の不足。 
 

これらを，それぞれの出身背景を持つ学生が取り

組むテーマ，履修内容，進路の可能性として記載す

れば，下記のような内容が挙げられる。 

工学系では 
・患者の QOL を損なわないあるいは向上させ

る機器の創出，病巣を効率的に制御でき体へ

 
（追加） 
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の負担の少ない材料の創出，家族の負担が減

るハードやソフトの創出，医療者の負担を減

らす機器の創出，ミスを誘発しにくい機器の

創出 
例えば，情報工学を卒業した学生，とりわけ音

声処理に関する研究を主として進めてきた学生

は，「統合科目」を履修することで医療者の負担軽

減や患者の QOL 向上のためのアプローチ法を理

解するとともに人文社会科学系の視座や手法を習

得する。また，「専門科目」を履修することで音声

情報処理，ネットワーク技術，ヒューマンインタ

フェース技術などの知識や技術を深化させる。そ

の結果，患者の QOL 向上や医療者の負担を軽減

できる医療向けの情報機器や情報システムが創出

できる能力が身に付き，医療情報システムや医療

機関向けのアプリケーションソフトウェアを開発

するメーカ等で活躍可能な人材となる。 
 
医療系では 
・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の

共同開発，病巣を効率的に制御でき体への負

担の少ない薬剤や治療技術の共同開発，医療

者の負担を減らす技術の共同開発，ミスを防

ぐための医療ハードやソフトの共同開発，ワ

ークライフバランスを実現できる働き方のた

めの制度の共同開発 
例えば，保健学を卒業した学生，とりわけ医療

技術学に関する研究を主として進めてきた学生

は，「統合科目」を履修することで医療に対する工

学・人文社会科学の基本視座を習得し，「専門科目」

を履修することで医学・工学・人文社会科学など

学部で学んだ分野とは異なる学際的専門知識を習

得した結果，医療現場で考えつかなかったアプロ

ーチで斬新な解決法を創出・提案できる能力が身

に付き，病院開発部門や医療系企業の開発部門で

活躍可能な人材となる。 
 
人文社会科学系では 
・患者の QOL を損なわないための要件の発見，

死を迎える間際の心のよりどころの解析，家

族の在宅介護における負担を軽減するしくみ

の案出や，人口減少・超高齢化社会における

生き方を支える価値観やしくみの案出，患者

をケアできる施設を増やすしくみの案出，医

療者の負担を減らす要件の発見，ミスを誘発

しにくい要件の発見，適切な医療リスクマネ

ジメント体制の構築，終末期における意思決

定の在り方の案出 
 例えば，哲学・倫理学を卒業した学生，とりわ

け文献研究を主として進めてきた学生は，「統合科

目」を履修することで，医療現場を構成する人々

 

（追加） 
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としくみの課題（病気，障害，死を前にした人の

不安など）を理解し，専門科目を履修することで，

哲学を中心とした人文社会科学の専門性を深める

とともに，異分野を統合して課題解決に当たるた

めに必要な専門性（医療系，工学系の専門科目）

を会得することで，病気，障害，死を前にした人

間の生き方を支えるアイディアを創出することが

でき，公務員などとして活躍可能な人材となる。

 
なお，ここで用いる語の定義を，改めて以下に振り

返っておくと，「医療」とは，従来的な，病院での外

来診療・入院診療を主体とした医療にとどまらず，

在宅，介護，健康寿命延伸のための予防的医療，あ

るいは終末期の生き方を含めた，人間の生老病死に

かかわる困難や課題を包括した概念とする。 

 

 

（追加） 
 

 

 

 

 

 

 

なお，ここで用いる語の定義を，改めて以下に振り

返っておくと，「医療」とは，従来的な，病院での外

来診療・入院診療を主体とした医療にとどまらず，

在宅，介護，健康寿命延伸のための予防的医療，あ

るいは終末期の生き方を含めた，人間の生老病死に

かかわる困難や課題を包括した概念とする。 

 
 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 
「現場」とは，学術がまだどのように取り扱えば

よいか理解が進んでいない，理論どおりでない事象

を生み出す場と定義する。「社会での活用」とは，

信頼できる証拠に基づいて新しいアイディアを正

確化していき，そうして具現化されたアイディアが

自然界や人間社会に活用される状況が，ここでいう

「社会での活用」である。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞ 
 
「現場」とは，学術がまだどのように取り扱えば

よいか理解が進んでいない，理論どおりでない事象

を生み出す場と定義する。「社会実装」とは，信頼で

きる証拠に基づいて新しいアイディアを正確化してい

き，そうして具現化されたアイディアが自然界や人間社

会に活用される状況が，ここでいう「社会実装」である。

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 
人文社会科学系はこの解析を地域社会における

イノベーション・プロセスを含め人間の精神的活動

の分析面を中心として豊かにして社会での活用へ

の道筋を明らかにし，これらを踏まえながら工学系

は最先端の技術開発を行い，また，医療現場に返し

人文社会科学系の解析を受けてフィードバックル

ープを形成する。 
 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞ 
 
 
人文社会科学系はこの解析を地域社会における

イノベーション・プロセスを含め人間の精神的活動

の分析面を中心として豊かにして社会実装への道

筋を明らかにし，これらを踏まえながら工学系は最

先端の技術開発を行い，また，医療現場に返し人文

社会科学系の解析を受けてフィードバックループ

を形成する。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
③カリキュラムポリシー 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞ 
 

（字句追加） 
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以上の人材育成を目標として，以下のカリキュ

ラムポリシーの下でカリキュラムを編成する。 

 

博士前期課程： 
前述の人材育成のサイクルをなす４群の活動に

対応連携させて， 
医療統合科学としての前期課程レベルの専門を

扱う「統合科目」 
医療統合科学を構成する専門分野の知識や思考

を前期課程レベルに深化させる「専門科目」 
の二種類の科目からなる統一カリキュラムを編成

する。 
 その上で， 
・医療現場を構成する人々としくみの課題を理解

し，課題を解決して社会に応用されるアイディ

アを他者と協働して創出する能力を涵養し，医

療統合科学を構成する諸領域に関して横断的な

内容を，統合科目の必修科目とする。 
・学部で学んだ専門領域を考慮して履修できる医

療統合科学において重要な科目を，統合科目に

おける選択科目とする。 
・専門科目は，医療統合科学を構成する諸領域の

知識や能力を深化させる内容とする。各学生で

深化させる専門は異なるため，選択科目として

位置付ける。 
 

「統合科目」では，①現場から，②観察・解析活

動，③構成型活動，④行動型活動，そして現場へ，

という課題解決の活動のサイクル循環を意図した

分野横断的なカリキュラムを構成し，これを踏ま

えつつ「専門科目」の履修や修士論文作成「医療

統合科学特別研究」を進める。この循環しつつ深

化するプロセスを経ることによって，工学系，医

療系，人文社会科学系それぞれの教育を受けてき

た学生は，学生の専門分野の知識と能力に加えて，

以下のような知識と能力を涵養することができ

る。 

「工学系の教育を受けてきた者」は，医療系・

人文社会科学系の哲学的・人類学的に科学の在り

方を捉える視座と方法（臨床死生学・医療人類学），

科学技術の在り方を歴史学的手法と実地調査によ

って捉える視座と方法（科学技術論），科学技術の

在り方を医療に関わる法やシステムの視座から捉

える法学的思考方法（医事法学）及び創出したア

イディアや技術を社会で活用する視座と方法（ソ

ーシャルイノベーション論）を学ぶことにより，

医療・介護というヒトとモノが複雑に関係し合う

現場を改善するための課題を抽出して，薬剤を含

めた人工物の使用者に配慮して，新規の化学物質

や機器，サービス，方法論を開発して社会での活

用を実現する上での理論構築，設計要件や技術要

以上の人材育成を目標として，本研究科博士前

期課程においては，前述の人材育成のサイクルをな

す４群の活動に対応連携させて，医療統合科学専

攻の「共通科目（必修・必修選択）」と「専門科目

（選択）」からなる統一カリキュラムを編成する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「共通科目」では，①現場から，②観察・解析活

動，③構成型活動，④行動型活動，そして現場へ，

という課題解決の活動のサイクル循環を意図した

分野横断的なカリキュラムを構成し，これを踏ま

えつつ「専門科目」の履修や修士論文作成「医療統

合科学特別研究」を進める。この循環しつつ深化す

るプロセスを経ることによって，工学系，医療系，

人文社会科学系それぞれの教育を受けてきた学生

は，学生の専門分野の知識と能力に加えて，以下の

ような知識と能力を涵養することができる。 

 

「工学系の教育を受けてきた者」は，医療系・人文

社会科学系の思考や分析の方法を学ぶことによ

り，医療・介護というヒトとモノが複雑に関係し合

う現場を改善するための課題を抽出して，薬剤を

含めた人工物の使用者に配慮して，新規の化学物

質や機器，サービス，方法論を開発して社会実装を

行う上での理論構築，設計要件や技術要件を導い

て課題解決するための能力を獲得できる。「医療系

特に薬学や保健学などの教育を受けてきた者」は，

工学系の知識や人文社会科学系からの科学技術論

やイノベーションに関する動向の理解を深めるこ

とにより，開発技術側からの助言を理解し洞察す

ることが可能になり，その接点から人間工学をは

じめとする新たな知識や応用技術を見いだし，そ
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件を導いて課題解決するための能力を獲得でき

る。 

医療系特に薬学や保健学などの教育を受けてき

た者は，工学系の知識や人文社会科学系から病気，

障害，死などを哲学的・人類学的に捉える視座と

方法（臨床死生学・医療人類学），医療技術の在り

方などを歴史学的手法と実地調査によって捉える

視座と方法（科学技術論），医療的な問題を法やシ

ステムの視座から捉える法学的思考方法（医事法

学），及び新しいサービスなどを生み出し社会で活

用するための視座と方法（ソーシャルイノベーシ

ョン論）を学ぶことにより，開発技術側からの助

言を理解し洞察することが可能になり，その接点

から人間工学をはじめとする新たな知識や応用技

術を見いだし，それらを現場適用する能力を獲得

して，新たな学問体系の構築と工学の手法を取り

入れた「可視化」による専門的な課題解決を図る

ことができる。 

人文社会科学系の教育を受けてきた者は，医療

系・工学系のモノに対する思考や分析の方法，ま

た，医療現場のヒトに関する課題を医療系・工学

系とともに学ぶことにより，新しい機器・薬・ケ

アの方法などをよりよく現場に導入するための新

たなシステムや価値観の創出と，それらを具体的

説得的に医療現場に提言する方法を獲得し，社会

システムや人間の心に配慮した社会での活用の側

面を支える能力を持てるようになる。 

これらにより，いずれの学系の教育を受けた者

も，元の学系の専門をより豊かにする多様な科学的

思考の方法とそこから導かれる視座を得ることが

でき，修士課程修了者においては企業や官公庁の即

戦力として巣立っていく。 

 

博士後期課程： 
 人材育成の４つの活動に対する個々の専門の知

識や能力をさらに高めるとともに，医療関連の現

場を直視して自然科学及び人文社会科学双方の知

性を兼ね備え，サイクルの中の複数の人材育成の

活動を連携させる総合的な能力を高められるよう

に， 
医療統合科学としての後期課程レベルの専門を扱

う「統合科目」 
医療統合科学を構成する専門分野の知識や思考を

後期課程レベルに深化させる「専門科目」 
の二種類の科目からなる体系的・段階的なカリキ

ュラムを編成する。 
 その上で， 
・医療現場を構成する人々としくみの課題を理解

し，課題を解決して社会に応用されるアイディ

アの創出を他者と協働して先導できる能力を涵

養するための，医療統合科学を構成する諸領域

れらを現場適用する能力を獲得して，新たな学問

体系の構築と工学の手法を取り入れた「可視化」に

よる専門的な課題解決を図ることができる。「人文

社会科学系の教育を受けてきた者」は，医療系・工

学系のモノに対する思考や分析の方法，また，医療

現場のヒトに関する課題を医療系・工学系ととも

に学ぶことにより，新しい機器・薬・ケアの方法な

どをよりよく現場に導入するための新たなシステ

ムや価値観の創出と，それらを具体的説得的に医

療現場に提言する方法を獲得し，社会システムや

人間の心に配慮した社会実装の側面を支える能力

を持てるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらにより，いずれの学系の教育を受けた者

も，元の学系の専門をより豊かにする多様な科学的

思考の方法とそこから導かれる視座を得ることが

でき，修士課程修了者においては企業や官公庁の即

戦力として巣立っていく。 

 

博士後期課程においては，人材育成の４つの活動

に対する個々の専門の知識や能力をさらに高める

とともに，医療関連の現場を直視して自然科学及

び人文社会科学双方の知性を兼ね備え，サイクル

の中の複数の人材育成の活動を連携させる総合的

な能力を高められるようにカリキュラムを編成す

る。 
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に関して横断的な内容を，統合科目における必

修科目とする。 
・専門科目は，医療統合科学を構成する諸領域の

先端的な知識や能力を深化させる内容とする。

専門科目は個々人により深化させる専門が異な

るため，選択科目として位置付ける。 
 

「統合科目」として，「医療統合科学特論」で改め

て独自の視点を持って，医療統合科学に関連する科

学や技術の最新動向を把握し，「医療統合科学総合

演習」で，独自の視点を持って，医療や介護の現場

や医療統合科学関連企業の訪問調査し，現状の認識

とともに課題発見力を育成する。また，「医療統合

科学アドバンストインターンシップ」によって，独

自の視点を持って，医療，介護，製品開発等の現場

を選択し，長期にわたって実習，研究等に従事させ，

現場の体験に基づいて見出した課題を現場の人と

ディスカッションさせて，社会実装を見据えた基本

的視座の「統合」力と課題解決力を育成する。これ

らの「統合科目」に加えて「専門科目」を選択して，

博士の学位論文作成を通じて上記の人材育成の活

動を自らの力のみで，困難なく，発案し牽引できる

能力を身に付けることを目標とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「共通科目」として，「医療統合科学特論」で改

めて独自の視点を持って，医療統合科学に関連する

科学や技術の最新動向を把握し，「医療統合科学総

合演習」で，独自の視点を持って，医療や介護の現

場や医療統合科学関連企業の訪問調査し，現状の認

識とともに課題発見力を育成する。また，「医療統合

科学アドバンストインターンシップ」によって，独

自の視点を持って，医療，介護，製品開発等の現場

を選択し，長期にわたって実習，研究等に従事させ，

現場の体験に基づいて見出した課題を現場の人と

ディスカッションさせて，社会実装を見据えた基本

的視座の「統合」力と課題解決力を育成する。これ

らの「共通科目」に加えて「専門科目」を選択して，

博士の学位論文作成を通じて上記の人材育成の活

動を自らの力のみで，困難なく，発案し牽引できる

能力を身に付けることを目標とする。 

 
 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 

以上より，「医療現場を構成する人々としくみの

課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面

及び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分

野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会にお

いて活用されるモノやアイディアを他者と協働し

て創出することで，課題の解決に貢献しイノベー

ションの基盤を支えることができる人材」を育成

するための，前期課程，後期課程の人材育成目標

は，より詳細に述べれば次のとおりである。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞ 
 
 

以上より，「医療現場の課題に対し，正確な情

報に基づき社会実装可能なアイディア創出で解決に

貢献できる人材」を育成するための，前期課程，後

期課程の人材育成目標は，より詳細に述べれば

次のとおりである。 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
博士前期課程 

 省 略 
博士後期課程 

博士後期課程においては，現場課題を整理して

建設的な仮説を立てられ，その仮説を諸専門の手

法を組み合わせながら適切な科学的方法で証明

できる研究的能力を有することにより，社会の多様

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞ 

① 博士前期課程 

 省 略 
② 博士後期課程 

博士後期課程においては，現場課題を整理して

建設的な仮説を立てられ，その仮説を諸専門の手

法を組み合わせながら適切な科学的方法で証明で

きる研究的能力を有することにより，社会の多様な

場で自ら方針を示して課題解決に貢献する中核的
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な場で自ら方針を示して課題解決に貢献する中核

的人材を育成する。このために医療現場を構成

する人々としくみの課題題を把握し整理できる

のみでなく，関連する過去の様々な知識を体系

化して把握し，それによって未来の課題を知り，

結果として解決への貢献を主体的に進めて行け

ることが必要である。 
 
 

人材を育成する。このために医療現場の課題を

把握し整理できるのみでなく，関連する過去の

様々な知識を体系化して把握し，それによって

未来の課題を知り，結果として解決への貢献を

主体的に進めて行けることが必要である。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 
なお，これらの観点からは，「社会人を経て入学

する学生は，既に「現場的に根差した視座」を持ち合

わせていると考えられる」ために，学士や本研究科以

外の前期課程から直接入学する者に比較してこの点

では入学時より一日の長を持ち合わせていると理解

されるが，本研究科での学修を通じて，自らの経験を

新たな複合的な視点で見直し，医療現場を構成する

人々としくみの課題を把握し整理できるのみでなく，

関連する過去の様々な知識を体系化して把握し，そ

れによって未来の課題を知り，結果として解決への

貢献を主体的に進めて行ける能力を獲得できるよう

になる。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞ 
 
 
なお，これらの観点からは，社会人を経て入学

する学生は，既に「現場的に根差した視座」を持ち合

わせていると考えられるために，学士や本研究科以

外の前期課程から直接入学する者に比較してこの

点では入学時より一日の長を持ち合わせていると

理解されるが，本研究科での学修を通じて，自ら

の経験を新たな複合的な視点で見直し，医療現場

の課題を把握し整理できるのみでなく，関連する

過去の様々な知識を体系化して把握し，それによ

って未来の課題を知り，結果として解決への貢献

を主体的に進めて行ける能力を獲得できるように

なる。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
 
医療統合科学研究科では，医療現場を構成する

人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開

発，そして物質面及び人間の理解を併せ持つこと

で，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解で

きた上，社会において活用されるモノやアイディ

アを他者と協働して創出することで，課題の解決

に貢献しイノベーションの基盤を支える人材の育

成を目的としている。 
この目的のために，本研究科のカリキュラム

は，工学系，医療系，及び，人文社会科学系を背

景とする人材育成のサイクルを掲げている。この

サイクルは，次の 4 群の活動からなる。すなわ

ち， 
① 自然・社会（現場を構成する人々としくみ）

に対して， 
② それを観察解析する学術を行う活動が対応

し， 
③ 構成的な学術を行う活動として，その知見を

応用してものづくりや新制度考案などアイ

ディア創出を行い， 
④ その成果であるアイディアを応用して行動

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （追加） 
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する活動がまた①自然・社会（現場現場を構

成する人々としくみ）を相手にしていく（社

会での活用），である。 
これにより，社会において活用されるモノやア

イディアを他者と協働して創出する能力を育成す

ることとしている。 
 
医療統合科学研究科では，学則上の２学期（前

期・後期）の区分とは別に，授業を運営する区分

として，前期・後期の授業期間をそれぞれ前半・

後半に分けて授業を実施する。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
医療統合科学研究科では，学則上の２学期（前期・

後期）の区分とは別に，授業を運営する区分とし

て，前期・後期の授業期間をそれぞれ前半・後半に

分けて授業を実施する。 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性

を兼ね備えて，医療現場を構成する人々としくみの

課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及

び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を

活かしつつ他分野を理解できた上，社会において活

用されるモノやアイディアを他者と協働して創出

することで，課題の解決に貢献しイノベーションの

基盤を支えることができる人材を育成するための

研究科である 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性

を兼ね備えて，医療現場の課題に対し，正確な情報

に基づき社会実装可能なアイディア創出で解決に貢

献できる人材を育成するための研究科である。 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
博士前期課程においては，学部教育で学んだ専門

に重層して他専門領域の手法を学び，課題を創造的

に解決する能力と専門的知識を有することにより，

社会の多様な場で課題解決に貢献できる専門知識

と研究能力を身に付けた人材を育成する。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 

博士前期課程においては，学部教育で学んだ専門

に重層して他専門領域の手法を学び，課題を創造的

に解決する能力と専門的知識を有することにより，社

会の多様な場で課題解決に貢献できる高度専門職業

人を育成する。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
④その成果であるアイディアを応用して行動す

る活動がまた①自然・社会（現場）を相手にしてい

く（社会での活用），という４群の活動が循環する

サイクルのうちに学修が深化しているようなカリ

キュラムを学ぶことになる。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
④その成果であるアイディアを応用して行動す

る活動がまた①自然・社会（現場）を相手にしてい

く（社会実装），という４群の活動が循環するサイク

ルのうちに学修が深化しているようなカリキュラ

ムを学ぶことになる。 
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４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

２）教育課程の特色 
 

教育課程を編成するに当たっては，学生に医療統

合科学の共通基盤となる専門的知識・スキル・視点

を与えるための「統合科目」，統合科目で得られた

学生個々人の課題意識に従って専門を深化させる

ための「専門科目」（必ずしも学部での専門と一致

するとは限らない）。さらに，専門知識とスキルを

統合し研究を通じて課題解決能力を養うための「医

療統合科学特別研究」を置き，大学院修士レベルの

専門知識と研究能力を修得できるようにしている。

博士前期課程では，人材育成のサイクルをなす

活動に対応連携させて，医療統合科学専攻の統合

科目（必修・必修選択）と専門科目（選択）からな

る統一カリキュラムを編成する。特に統合科目で

は，学部でどのような専門分野の背景があるにせ

よ，学生がこれらを学修することで無理なく，①

自然・社会（現場を構成する人々としくみ）に対

して，②それを観察解析する学術を行う活動が対

応し，③構成的な学術を行う活動として，その知

見を応用してものづくりや新制度考案などアイ

ディア創出を行い，④その成果であるアイディア

を応用して行動する活動がまた①自然・社会（現

場現場を構成する人々としくみ）を相手にしてい

く（社会での活用），という 4 群の活動が循環す

るサイクルを深化できるような分野横断的なカリ

キュラムを構成する。 

以上のように，課題解決の４群の活動からなるサ

イクルを意識して，分野横断的に自然科学，人文社

会科学双方の知性を兼ね備え，社会での活用が可能

なアイディアを創出するという新しい視点で教育

課程を編成することをカリキュラムポリシーとす

るところに，本研究科の特色がある。 

また，人材育成のサイクルに対応した博士前期課

程の具体的な統合科目としては， 

① 『現場』に対応して，自然・社会（現場を構

成する人々としくみ）を多様な視座及び倫理

観を通して理解し修得するために「医療管

理」，「医療政策」，「先進病院実習」，

「医療統合科学総論Ⅰ」，「医療統合科学総

論Ⅱ」，「倫理総論」，「ケアの比較文化

論」を配置し， 
② 『観察・解析』に対応して，自然・社会を観

察解析する学術を行う活動として課題の本質

を分析する能力を培うために，「医学研究概

論」，「バイオ・創薬科学概論」，「医療機

器材料学概論」，「ヒューマンイノベーショ

ン・ヘルスケア科学概論」を配置している。

 

４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

（１）博士前期課程  

２）教育課程の特色 

 

教育課程を編成するに当たっては，学生に医療統

合科学の共通基盤となる専門的知識・スキル・視点

を与えるための「共通科目」，共通科目で得られた学

生個々人の課題意識に従って専門を深化させるた

めの「専門科目」（必ずしも学部での専門と一致する

とは限らない）。さらに，専門知識とスキルを統合し

研究を通じて課題解決能力を養うための「医療統合

科学特別研究」を置き，大学院修士レベルの専門知

識と研究能力を修得できるようにしている。 

博士前期課程では，人材育成のサイクルをなす活

動に対応連携させて，医療統合科学専攻の共通科目

（必修・必修選択）と専門科目（選択）からなる統

一カリキュラムを編成する。特に共通科目では，学

部でどのような専門分野の背景があるにせよ，学生

がこれらを学修することで無理なく，①現場から，

②観察・解析活動，③構成型活動，④行動型活動，

そして現場へとめぐるサイクル循環を深化できる

ような分野横断的なカリキュラムを構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

以上のように，課題解決の４群の活動からなるサ

イクルを意識して，分野横断的に自然科学，人文社

会科学双方の知性を兼ね備え，社会実装可能なアイ

ディアを創出するという新しい視点で教育課程を

編成することをカリキュラムポリシーとするとこ

ろに，本研究科の特色がある。 

また，人材育成のサイクルに対応した博士前期課

程の共通科目と専門科目のカリキュラム構成科目

の具体例としては， 

① 〈現場に定位して〉「医療統合科学総論Ⅰ，

Ⅱ」：医療や介護の現場での問題を取り上げ，

医薬保健学系・工学系・人文社会科学系の教員

が協働して様々なアプローチからの解決事例の

講義から現場への課題に目を開く。また，「倫

理総論」で研究者としての倫理観を涵養する。

② 〈観察・解析の立場から〉「医療統合科学に関す

る概論」：医療統合科学に関連する科学や技術

の動向を知り，これまでのアプローチの特質と

その限界，学生が知らずに放置してきた分野

（例えば，工学系の学生は人文社会科学系のヒ

トやモノの捉え方）からの新鮮な発想を学び，
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さらに， 
③ 『構成』に対応して，構成的な学術を行う活

動としてニーズや課題の発見と解決策を考案

する立場に立って真の要件記述や設計を行う

方法を「医療統合科学演習」において学修す

る。そして， 
④ 『行動』に対応して，①〜③を通して学修し

た成果からアイディアを創出し社会へ応用し

て行動する活動を学修するために「実践医療

統合科学」，「医療統合科学特別研究」を配

置して実践的な課題解決能力である「社会に

おいて活用されるモノやアイディアを創出」

する能力を修得させる。 
 
 

専門科目は①〜④  の過程を学生が持つ個人

の知識や能力により，異なる形でこれを補完して

カリキュラムの修得を完成させようとするもの

である。 

現場の課題解決の次の活動へとつなげる。 

③ 〈構成型活動の観点から〉「医療統合科学演

習」：医療や介護の現場や医療統合科学関連企

業の訪問調査やヒアリング等を通して，現状の

認識とともにニーズや課題を発見し，更に発見

した課題に対して複数の解決策を考案する力を

育成する。 

④ 〈行動・社会実装を見据えて〉「実践医療統合科

学」：上記の演習を引き継いで，分野横断的な

グループの一員として，ユーザーを含め関係す

るステイクホルダーへの提案・フィードバッ

ク，更に得られたフィードバックを活かした追

加調査や議論，解決策の改定を試行的に実践す

ることにより，社会実装を見据えた分野統合的

な課題解決力を育成する。 

専門科目では，上述のサイクルを深めるのに資す

る医療統合科学の個々の専門知識やスキルを深め，

「医療統合科学特別研究」を通じて学位論文として

完成させる。 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ロ．統合科目の内容と目的 
 
知識・スキル・視点を与えるための科目を必修と

選択で構成する。統合科目設置の目的は，工学系，

医薬保健学系，人文社会科学系の基礎を持つ学士ま

での学修の背景から，教員の属する「バイオ・創薬」，

「医療機器医用材料」，「ヘルスケアサイエンス」，

「ヒューマンケアイノベーション」のいずれかに軸

足を置いている学生が，課題解決の活動のサイクル

を意識した統合科目を重層的に学ぶ中で，これまで

の専門以外についての視座を高め，「医療」にかか

わる「統合科学」の方法に習熟することにある。ま

た，国際的な活動にも対応できる人材となるための

基盤となる知識やスキルを学ぶ科目も配置した。専

門分野の異なる研究科生全員が一緒に授業を受け，

ディスカッションやグループワークを行うことに

より，異分野から対象をみる視点を培うとともに，

外国語を含むコミュニケーションスキルを身に付

けさせる。 
なお，「統合科目」と「専門科目」の選択科目の

履修に当たっては，個々の学生のバックグラウン

ド，関心及び本研究科での研究領域を考慮しながら

適切に指導を行うこととする。これにより，専門を

深化させながら異分野の理解を深める，すなわち統

合科学を身に付けることができ，「医療現場を構成

する人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開

発，そして物質面及び人間の理解を併せ持つこと

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ロ．共通科目の内容と目的 
 
知識・スキル・視点を与えるための科目を必修と

選択で構成する。共通科目設置の目的は，工学系，

医薬保健学系，人文社会科学系の基礎を持つ学士ま

での学修の背景から，教員の属する「バイオ・創薬」，

「医療機器医用材料」，「ヘルスケアサイエンス」，

「ヒューマンケアイノベーション」のいずれかに軸

足を置いている学生が，課題解決の活動のサイクル

を意識した共通科目を重層的に学ぶ中で，これまで

の専門以外についての視座を高め，「医療」にかかわ

る「統合科学」の方法に習熟することにある。また，

国際的な活動にも対応できる人材となるための基

盤となる知識やスキルを学ぶ科目も配置した。専門

分野の異なる研究科生全員が一緒に授業を受け，デ

ィスカッションやグループワークを行うことによ

り，異分野から対象をみる視点を培うとともに，外

国語を含むコミュニケーションスキルを身に付け

させる。 
 
（追加） 
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で，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解でき

た上，社会において活用されるモノやアイディアを

他者と協働して創出することで，課題の解決に貢献

しイノベーションの基盤を支える人材」の育成を実

現する。 
 
① 「医療政策」（必修） 

医療制度は各国の歴史的背景に強く制約さ

れるが，投入する資源には制約があり改革が行

われている。望ましい医療提供体制には効果，

効率とともに公正も求められる。一方，疾病の

頻度は社会的要因に影響を受け，罹患にかかわ

る健康政策も重要である。共生社会の形成にお

けるユニバーサルデザインやアクセシビリテ

ィの考え方，さらには医療を取り巻く地域公共

政策の視点を学んだ上で，望ましい医療制度に

求められる基本的機能について認識する。 
 
② 「医学研究概論」（必修） 

画期的な次世代新薬や革新的医療技術を創

出するため，多様な分野の研究機関や，医療機

関と連携し，基礎研究の成果を臨床研究へと橋

渡し（トランスレーショナル・リサーチ），さ

らに産業化までシームレスに繋げる研究のプ

ロセスを学習する。そして，それらを俯瞰的に

マネージメントすることの重要性を理解する

ことを目的とする。基礎研究手法，研究デザイ

ン，データ解析の方法論，知財管理，研究倫理，

法的事項等について概説する。 
 
③ 「ケアの比較文化論」（必修） 

本授業では，人が病むということとケアする

ことについて，その意味と実践の多様性を，文

化・医療人類学の視点から学ぶ。世界の様々な

国や地域における病とケアをめぐる文化的差

異に焦点を当て，その社会文化的側面について

理解することを通して，医療を相対的に捉える

視座を獲得する。 
 
④ 医療統合科学に関連する概論（必修） 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学

概論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケ

ア科学概論」の３科目からなり，医療統合科学

に関連する科学や技術の動向とともに，工学系

（物理分野，生物・化学分野），薬学系，医学

系，保健学系，人文社会科学系のそれぞれから

医療統合科学にアプローチする基本的視座を

把握させる。これを通じて，工学系を専門とし

て学んできた学生は，内科・外科・薬学・看護

学・保健学等の医薬保健学系固有の現場への観

察解析的アプローチと「ケアと看取りをめぐる

死生学と日本文化論」,「モノとヒトをめぐる

 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 医療統合科学に関連する概論（必修） 
「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学

概論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケ

ア科学概論」の３科目からなり，医療統合科学

に関連する科学や技術の動向とともに，工学系

（物理分野，生物・化学分野），薬学系，医学系，

保健学系，人文社会科学系のそれぞれから医療

統合科学にアプローチする基本的視座を把握

させる。これを通じて，工学系を専門として学

んできた学生は，内科・外科・薬学・看護学・

保健学等の医薬保健学系固有の現場への観察

解析的アプローチと「ケアと看取りをめぐる死

生学と日本文化論」,「モノとヒト」をめぐる科
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科学技術論とソーシャルイノベーション」及び

「統合科学における法学と医療人類学」から見

えてくる人文社会科学系の研究法と統合的思

考法に迫れるようにする。また，医薬保健学系

や人文社会科学系を専門としてきた学生は，バ

イオ技術と創薬研究などの生命医用科学と医

療機器材料などの生命医用工学分野の基礎と

応用について工学的解析のアプローチの特質

を知ることで，医療統合科学における基礎的知

識を確認するとともに先端技術・医用技術への

応用について理解する。 

 
⑤ 「医療統合科学演習」（必修） 

 
 （省略） 
  

 
⑥ 「実践医療統合科学」（必修） 

 
（省略） 
 

 
⑦ 「医療統合科学総論 I」，「医療統合科学総論

II」（必修） 
医療や介護のスタッフや企業技術者などが

直面する現場での問題を取り上げ，様々なア

プローチからの解決事例の講義により，現場

に定位する基本的視座の「統合」方法を理解

させる。複数の部門に属する教員が協働して

各授業を展開する。Ⅰ，Ⅱいずれも，近年の大

きな医療上の課題となっている疾患を中心と

して，その疾患をめぐる各分野の視点を講義す

る。 

医療統合科学総論Ⅰでは，がんを中心的な

対象疾患として，関係する視点を講義する。ま

ず，疾患の概要を提示し，その後，がんを取り

巻いて内視鏡・手術用機械・機能欠損を補完す

る機器・リハビリ機器などどんな機器開発がな

されているかその歴史，とりわけ病院での医療

においての薬剤の使用，緩和ケアにおける倫理

や意思決定などの視点を論じた後に，それらの

まとめを行う。医療統合科学総論Ⅱでは，認知

症を中心的な対象疾患として，関係する視点を

講義する。まず，疾患の概要を在宅ケアや国際・

地域社会の視点から提示し，それに対してどん

な検査，機器，技術開発ができるか，それらの

国際比較，ケアの現場の課題に対する生活支援

についての質的調査法の視点と技術論的視点，

及び認知症患者の人格と尊厳に関する臨床死

生学的視点，そしてまとめを行う。 

 
 

学技術論とソーシャルイノベーション」および

「統合科学における価値論と法学的アプロー

チ」から見えてくる人文社会科学系の研究法と

統合的思考法に迫れるようにする。また，医薬

保健学系や人文社会科学系を専門としてきた

学生は，バイオ技術と創薬研究などの生命医用

科学と医療機器材料などの生命医用工学分野

の基礎と応用について工学的解析のアプロー

チの特質を知ることで，医療統合科学における

基礎的知識を確認するとともに先端技術・医用

技術への応用について理解する。 

 
② 「医療統合科学演習」（必修） 

 
（省略） 
 
 

③ 「実践医療統合科学」（必修） 
 
（省略） 
 
 

④ 「医療統合科学総論 I」，「医療統合科学総論

II」（必修） 
医療や介護のスタッフや企業技術者などが

直面する現場での問題を取り上げ，様々なア

プローチからの解決事例の講義により，現場

に定位する基本的視座の「統合」方法を理解さ

せる。複数の部門に属する教員が協働して各

授業を展開する。Ⅰ，Ⅱいずれも，近年の大き

な医療上の課題となっている疾患を中心とし

て，その疾患をめぐる各分野の視点を講義す

る。 

医療統合科学総論Ⅰでは，がんを中心的な対

象疾患として，関係する視点を講義する。まず，

疾患の概要を提示し，その後，がんを取り巻い

て内視鏡・手術用機械・機能欠損を補完する機

器・リハビリ機器などどんな機器開発がなされ

ているかその歴史，とりわけ病院での医療にお

いての薬剤の使用，緩和ケアにおける倫理や意

思決定などの視点を論じた後に，それらのまと

めを行う。医療統合科学総論Ⅱでは，認知症を

中心的な対象疾患として，関係する視点を講義

する。まず，疾患の概要を在宅ケアや国際・地

域社会の視点から提示し，それに対してどんな

検査，機器，技術開発ができるか，それらの国

際比較，認知症やケアに対する見方の歴史的考

察，ケアの現場の課題に対する生活支援の視点

と技術論的視点からのアプローチ，そしてまと

めを行う。 
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⑧ 「倫理総論」（必修） 
 
（省略） 
 

 
⑨ 「技術表現発表学」（必修） 

 
（省略） 
 

 
⑩ 「医療統合科学専門英語」（必修） 

専門分野（医療統合科学を構成する各教員の

専門領域）の英語文献を講読してその概要を英

語でプレゼンテーションすることにより，専門

的な英語語彙や英語表現を学び，専門的知識の

向上とともに英語での文章表現能力を向上さ

せる。この科目は，専門分野ごとに個別に開講

する。 
 
⑪ 「医療管理」（選択） 

我が国の医療を取り巻く環境は急速に変化

し，自らの状況を分析し，戦略を策定し，行動

するという民間企業であれば当たり前の経営

管理活動が医療機関においても求められてい

る。医療に対する多様化した社会的ニーズに応

え，機能分化，連携など戦略的な経営を行い，

質が高く効率的な医療を提供するため，幅広い

医療経営学の知識を有し，指導的立場で活躍す

る人材を養成する。①医療経営戦略，②医療組

織管理，③組織行動・管理者行動，④人的資源

管理，⑤財務会計管理，⑥医療マーケティング，

⑦医療品質・安全管理について概説する。 
 
⑫ 「先進病院実習」（選択） 

先進的医療を提供している本学の大学病院

において，統合科目として開設し，様々な分野

の背景を持つ学生に医療現場での課題を探求・

理解させる。なお，医療系学部で病院実習等を

履修している学生の入学も想定しているため，

選択科目として開講する。 
「先進病院実習」においては，はじめに，病

院長らから先進病院についての講義を行い，先

進病院である岡山大学病院における実習の意

義を説明する。これに続いて， 
・履修する学生の全員が実習を行う部署（緩

和ケアチームなど） 
・学生のテーマや視点に応じて７～８名程

度からなるチーム（10 程度）に分かれて実習

を行う部署（機器関連，治療関連など）を設け，

医療現場を見聞する。この際，本科目担当教員

以外に，本研究科教員が各チームのモデレータ

ー役となる。これに基づいて，学生は担当教員

⑤ 「倫理総論」（必修） 
 
（省略） 
 
 

⑥ 「技術表現発表学」（必修） 
 
（省略） 
 
 

⑦ 「医療統合科学専門英語」（必修） 
 
（補足説明追記） 

 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
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やモデレーター教員と医療現場のスタッフと

ともに，「患者・家族」，「医療機器」，「医療従

事者」のそれぞれの視点から，どんな課題が見

出されるか，グループワークを中心とした演習

において，チームごと，さらに学生全体として，

ディスカッションを十分に行う。 
なお，倫理問題やリスク回避に十分配慮して

実習を行う。 
 
⑬ 「医療統合科学インターンシップ」（選択）

⑤⑥と類似ではあるが，長期にわたって実

習，研究等に従事する機会を与え，学部で学ん

だ専門が異なる学生でグループを構成し，医

療，介護，製品開発等の現場で現場の体験に基

づいて見出した課題をグループディスカッシ

ョンさせて，社会実装を見据えた基本的視座の

「統合」力と課題解決力を育成する。 
 
 
⑭ 「ビッグデータ構築・解析学」，「ビッグデー

タ学」（選択） 
 
（省略） 
 

 
⑮ 「安全インタフェースシステム学」（選択）

 
（省略） 
 

 
⑯ ｢医療ビジネスマネジメント概論｣（選択） 

 
（省略） 
 

 
⑰ 「老いと看取りと死の文化論」（選択） 

本授業は，過去から現在まで，人類社会に蓄

積された老い・看取り・死に関する「知」，及

び現代の医療やケアに関わる諸問題の歴史的・

文化論的考察を行うものである。具体的には，

社会言語学，文化人類学，西洋史，日本美術史

を専門とする教員が，オムニス形式で授業を担

当し，古今東西の老い・看取り・死に関する視

座と分析の方法を解説する。また，受講生と担

当教員とのディスカッションの時間を設け，受

講生の問題意識を深化させる。 
 
⑱ 「死生観の宗教社会学」（選択） 

本授業は，在宅ホスピス遺族調査から得られ

た知見を出発点にし，宗教社会学的及び宗教史

的な考察を介して，その知見をより広い文脈の

下に位置付ける。そこから飜って，ケアの問題

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ 「医療統合科学インターンシップ」（選択） 
②③と類似ではあるが，長期にわたって実

習，研究等に従事する機会を与え，学部で学ん

だ専門が異なる学生でグループを構成し，医

療，介護，製品開発等の現場で現場の体験に基

づいて見出した課題をグループディスカッシ

ョンさせて，社会実装を見据えた基本的視座の

「統合」力と課題解決力を育成する。 
 
 

⑨ 「ビッグデータ構築・解析学」，「ビッグデー

タ学」（選択） 
 
（省略） 
 
 

⑩ 「安全インタフェースシステム学」（選択） 
 
（省略） 
 
 

⑪ ｢医療ビジネスマネジメント概論｣（選択） 
 
（省略） 
 
  
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
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を含めた，死をめぐる現代的問題について考察

を深める。 
 
⑲ ｢ケア学｣（選択） 

 
（省略） 
 

 
⑳ ｢ケア学演習｣（選択） 

援助技術体験を通し，社会実装に向けて援助

を受ける側・援助する側の視点に立ち,それぞ

れの立場から何が求められているかを探求す

る。「ケア学」で学んだ生活援助に関する知識

を基に，本科目では患者への日常生活援助とし

ての体位変換や移動，口腔ケア及び洗髪を取り

上げ，学生同士で患者役・看護師役を体験する

学内演習を行う。後半は看護ケアの方法を，模

擬患者による演習，実験実習を通して，エビデ

ンスとともに学ばせる。ここで取り上げる主な

項目は食行動，排泄，罨法である。 
なお，学内実習では，直接患者へケアを行う

ことはせず，学生同士での体験に限る。学生へ

の指導は 7 名の看護専門職の教員が個別に当

たる。さらに臨床場面で想定されるリスクにつ

いては，事前に危険予知訓練を用いて安全教育

を行い，必要な場合はシミュレーターを活用す

ることなどにより，特に倫理的問題やリスク回

避に配慮する。 
 

 

 
 
 

⑫ ｢ケア学｣（選択） 
 
（省略） 
 
 

⑬ ｢ケア学演習｣（選択） 
援助技術体験を通し，社会実装に向けて援

助を受ける側・援助する側の視点に立ち,それ

ぞれの立場から何が求められているかを探求

する。「ケア学」で学んだ生活援助に関する知

識を基に，本科目では患者への日常生活援助

としての体位変換や移動，口腔ケア及び洗髪

を取り上げ，演習を行う。後半は看護ケアの方

法を，模擬患者による演習，実験実習を通し

て，エビデンスとともに学ばせる。ここで取り

上げる主な項目は食行動，排泄，罨法である。

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ハ．養成する人材像と対応する統合科目 

 

統合科目は，本研究科が目指す人材が有している

べき能力に資するための科目であり，以下のような

対応となっている。 

 

④ 分野を横断した医療統合科学の専門的
視座を身に付けるための科目 
「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概

論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科学

概論」，「実践医療統合科学」，「医療統合科学総論

Ⅰ」，「医療統合科学総論Ⅱ」，「医学研究概論」，「老

いと看取りと死の文化論」，「死生観の宗教社会学」，

「ケアの比較文化論」 

 

② 社会実装を見据えた課題解決力を身に付け

るための科目 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ハ．養成する人材像と対応する共通科目 

 

共通科目は，本研究科が目指す人材が有している

べき能力に資するための科目であり，以下のような

対応となっている。 

 

① 分野を横断した視座を身に付けるための科

目 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概

論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科学

概論」，「実践医療統合科学」，「医療統合科学総論

Ⅰ」，「医療統合科学総論Ⅱ」＜追加＞ 

 

 

 

② 社会実装を見据えた課題解決力を身に付け

るための科目 
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「医療政策」，「医療管理」，「先進病院実習」，「医

療統合科学演習」，「医療統合科学インターンシッ

プ」，「倫理総論」，「ビッグデータ構築・解析学」，

「ビッグデータ学」,「安全インタフェースシステ

ム学」，｢医療ビジネスマネジメント概論｣，「ケア

学」，「ケア学演習」 

 

＜追加＞「医療統合科学演習」，「医療統合科学イ

ンターンシップ」，「倫理総論」，「ビッグデータ構築・

解析学」，「ビッグデータ学」,「安全インタフェース

システム学」，｢医療ビジネスマネジメント概論｣，

「ケア学」，「ケア学演習」 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 

本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性

を兼ね備えて，医療現場を構成する人々としくみの

課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及

び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を

活かしつつ他分野を理解できた上，社会において活

用されるモノやアイディアを他者と協働して創出

することで，課題の解決に貢献しイノベーションの

基盤を支えることができる人材を育成するための

研究科である。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性

を兼ね備えて，医療現場の課題に対し，正確な情報

に基づき社会実装可能なアイディア創出で解決に貢

献できる人材を育成するための研究科である。 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 

つまり，医療現場を構成する人々としくみの課

題を把握し整理できるのみでなく，関連する過去

の様々な知識を体系化して把握し，それによって

未来の課題を知り，結果として解決への貢献を主

体的に進めて行ける人材を育成する。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 

つまり，医療現場の課題を把握し整理できるの

みでなく，関連する過去の様々な知識を体系化し

て把握し，それによって未来の課題を知り，結果と

して解決への貢献を主体的に進めて行ける人材を

育成する。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 
 このため，博士前期課程と同様に，工学，医薬保

健学，人文社会科学の多様なバックグラウンドを

持つ学生に門戸を拡げ，学生が融合した教育を受

ける「統合科目」を設け，また「医療統合科学」の

視点からの「専門科目」を選択していく。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 

このため，博士前期課程と同様に，工学，医薬保

健学，人文社会科学の多様なバックグラウンドを持

つ学生に門戸を拡げ，学生が融合した教育を受ける

「共通科目」を設け，また「医療統合科学」の視点

からの「専門科目」を選択していく。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 
 これを通じて，医療に対する独自の視点，医療統

合科学に特徴的な複数の視座を持って問題解決や

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
１）教育課程編成の基本的な考え方 
 

これを通じて，医療に対する独自の視点，医療統

合科学に特徴的な複数の視座を持って問題解決や

社会実装を行える能力を身に付けさせる。 
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社会でのアイディア活用を行える能力を身に付け

させる。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
２）教育課程の特色 
 
 博士前期課程と同様に，統合科目と専門科目から

なる教育課程を編成した。博士後期課程は知識を修

得する能力に加えて，医療統合科学全般の課題把握

力，課題解決のための新パラダイム構築能力，新パ

ラダイムに基づく企画力を養成する。  

 教育課程を編成するに当たっては，異なる基盤を

持つ学生に医療統合科学の共通基盤となる専門的

知識・スキル・視点を与えるための「統合科目」，

それぞれの専門を深化させるための「専門科目」を

置き，大学院博士レベルの専門知識と研究能力を修

得できるようにしている。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
２）教育課程の特色 
 
 博士前期課程と同様に，共通科目と専門科目から

なる教育課程を編成した。博士後期課程は知識を修

得する能力に加えて，医療統合科学全般の課題把握

力，課題解決のための新パラダイム構築能力，新パラ

ダイムに基づく企画力を養成する。  

 教育課程を編成するに当たっては，異なる基盤を

持つ学生に医療統合科学の共通基盤となる専門的

知識・スキル・視点を与えるための「共通科目」，そ

れぞれの専門を深化させるための「専門科目」を置

き，大学院博士レベルの専門知識と研究能力を修得

できるようにしている。 

 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
  ２）教育課程の特色 
 
分野横断的に自然科学，人文社会科学双方の知性

を兼ね備え，社会での活用可能なアイディアを創出

するという 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
  ２）教育課程の特色 
 
分野横断的に自然科学，人文社会科学双方の知性

を兼ね備え，社会実装可能なアイディアを創出する

という 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 

２）教育課程の特色 

 
新しい視点から４つの人材育成の活動を連携させ

る総合的な能力を高められるように教育課程を編

成する 
 
 
 人材育成の活動に対応した博士後期課程の統合

科目と専門科目のカリキュラム構成科目は，博士

前期課程での科目群が人材育成の４つのうちの２

つ以上の活動に対する能力を個々に育成すること

を基本としていることに対して，専門の知識や能

力を高めるとともに，医療関連の現場を直視して

自然科学及び人文社会科学双方の知性を兼ね備

え，４つの人材育成の活動を連携させる総合的な

能力を高められるように編成されている。 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

（２）博士後期課程 

２）教育課程の特色 

 

＜語句修正＞ 
…新しい視点から複数の人材育成の活動を連携さ

せる総合的な能力を高められるように教育課程を編

成する… 
 
 人材育成の活動に対応した博士後期課程の共通

科目と専門科目のカリキュラム構成科目は，博士

前期課程での科目群が人材育成の４つの活動に対

する能力を個々に育成することを基本としている

ことに対して，専門の知識や能力を高めるととも

に，医療関連の現場を直視して自然科学及び人文

社会科学双方の知性を兼ね備え，複数の人材育成

の活動を連携させる総合的な能力を高められるよ

うに編成されている。 
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人材育成の活動「現場の理解と課題の抽出」，「観

察型・解析型活動」，「構成型活動」，「行動型活動」

のサイクルの中で，博士後期課程の統合科目の複数

要素と専門科目を組み合わせて課題解決し，新しい

モノ・アイディアを社会で活用する力を自立的に身

に付けて表現できることを目指すために，４群の活

動のうち連接する２つの活動を含む統合科目を履

修する。具体的には， 

『現場』と『観察・解析』に対応して，「医療統

合科学総合演習」， 
『観察・解析』と『構成』に対応して，「医療統

合科学特論」， 
『構成』と『行動』に対応して，「医療統合科学

アドバンストインターンシップ」を履修する。 
また，これらに加えて，各学生の軸足に当たる専

門の深化と，その軸足の周辺分野を補強するため

に，各分野から専門科目を履修する。 
このように博士後期課程でも４群の活動が緊密

に連環するカリキュラムを学ぶ。重層して博士学

位論文の作成を通じ，知識を修得する能力に加え，

医療統合科学全般の課題把握力，課題解決のため

の新パラダイム構築能力，新パラダイムに基づく

企画力を身に付け，その成果を発信していくこと

を促す。 
 

 
 

 

 

 

 

医療統合科学演習

課題の本質の分析
調査・分析手法
モデル化手法

社会実装を見据え
た課題解決力

医療統合科学総論Ⅰ
医療統合科学総論Ⅱ

倫理総論

バイオ・創薬科学概論
医療機器材料学概論

ヒューマンイノベーション・
ヘルスケア科学概論

実践医療統合科学
医療統合科学特別研究

現場の理解
多様な視座，
倫理

医療統合科学
アドバンスト

インターンシップ

医療統合科学特論

博士論文研究

医療統合科学総合演習

博士論文研究

実務
インターンシップ

ニーズや課題の
発見と解決策考案

真の要件記述
設計

医療系
専門科目

工学系
専門科目

人文社会科学系
専門科目

1. 現場3. 構成型活動

2. 観察・解析型
活動

4. 行動型活動

カリキュラムの考え方

1〜4の活動に必要な知識
と能力を育成するために，
必修科目，選択科目を
適切に配置

人材育成のサイクルとカリキュラムの関係（後期課程）

博士前期・後期課程一貫コース

博士前期課程

博士後期課程

 
 
人材育成のサイクルの中で，博士後期課程の共通

科目の複数要素と専門科目を組み合わせる活動を通

じて課題解決・社会実装力を自立的に身に付けて表現

できることを目指すためのカリキュラム構成科目の具

体例としては， 

①〈現場に定位して〉「医療統合科学総合演習」：

医療や介護の現場や医療統合科学関連企業の

訪問調査し，オムニバス形式の講義「医療統

合科学特論」の中で，最近の医療等の現場状

況の学びと結び付け，「医療統合科学アドバン

ストインターンシップ」において，現場の体

験に基づいた課題の抽出を実践する。 

②〈観察・解析の立場から〉「医療統合科学特論」

の中で，医療統合科学に関連する人文社会科

学系の最新のイノベーションのアプローチと

分析の方法論を学び，「医療統合科学アドバン

ストインターンシップ」において，現場の人

とのディスカッションを通して抽出した課題

を分析する能力を養う。さらに，人文社会学

系の専門選択科目（「科学技術開発論」，「臨床

死生学特論」など）により，観察や解析の方

法論に関する知識を深める。 

③〈構成型活動の観点から〉「医療統合科学特論」

の中で，医療統合科学に関連する科学や技術

の最新動向を把握する。また，「医療統合科学

アドバンストインターンシップ」において，

モノやサービスとして具現化する課題解決力

を養い，これを工学系の専門選択科目（「シグ

ナル伝達創薬」，「センサデバイス工学」，「機

能ロボット設計論」など）に繋げて，薬剤を

含めたモノやサービスを開発する能力を高め

る。 

④〈行動・社会実装を見据えて〉「医療統合科学

アドバンストインターンシップ」の実施にお
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いては，社会実装を意識させて，基本視座の

「統合力」を養う。 

このように博士後期課程でも４群の活動が緊密

に連環するカリキュラムを学ぶ。重層して博士学

位論文の作成を通じ，知識を修得する能力に加え，

医療統合科学全般の課題把握力，課題解決のため

の新パラダイム構築能力，新パラダイムに基づく

企画力を身に付け，その成果を発信していくこと

を促す。 
 

 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
ハ．養成する人材像と対応する統合科目 

統合科目は，本研究科が目指す人材が有しているべ

き能力に資するための科目であり，以下のような対

応となっている。 

①  分野を横断した医療統合科学の専門的視座を

身に付ける科目 

「医療統合科学特論」 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
ハ．養成する人材像と対応する共通科目 

共通科目は，本研究科が目指す人材が有しているべ

き能力に資するための科目であり，以下のような対

応となっている。 

①  分野を横断した視座を身に付けるための科目

「医療統合科学特論」 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（３）博士前期・後期課程一貫コースの設定 

 
原則として，4 群の活動が循環するサイクルの更

なる充実を目指し，在学期間中に１学期以上の実

務インターンシップ（海外研修を含む）の実施を

博士の学位を授与する要件とする。通常であれば

… 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

（３）博士前期・後期課程一貫コースの設定 

 

医療統合科学演習

課題の本質の分析
調査・分析手法
モデル化手法

社会実装を見据え
た課題解決力

医療統合科学総論Ⅰ
医療統合科学総論Ⅱ

倫理総論

バイオ・創薬科学概論
医療機器材料学概論

ヒューマンイノベーション・
ヘルスケア科学概論

実践医療統合科学
医療統合科学特別研究

現場の理解
多様な視座，
倫理

医療統合科学
アドバンスト

インターンシップ

医療統合科学特論

博士論文研究

医療統合科学総合演習

博士論文研究

実務
インターンシップ

ニーズや課題の
発見と解決策考案

真の要件記述
設計

医療系
専門科目

工学系
専門科目

人文社会科学系
専門科目

1. 現場3. 構成型活動

2. 観察・解析型
活動

4. 行動型活動

カリキュラムの考え方

1〜4の活動に必要な知識
と能力を育成するために，
必修科目，選択科目を
適切に配置

人材育成のサイクルとカリキュラムの関係（一貫コース）

博士前期・後期課程

一貫コース

博士前期課程

博士後期課程

 
 

原則として，＜文追加＞，在学期間中に１学期以上

の実務インターンシップ （海外研修を含む）の実施を

博士の学位を授与する要件とする。通常であれば

… 
 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 

医療統合科学研究科は，「医療現場を構成する

人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，

そして物質面及び人間の理解を併せ持つことで，

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
医療統合科学研究科は，「医療現場の課題に対

し，正確な情報に基づき社会実装可能なアイディ

ア創出で解決に貢献できる人材」の育成を目指し，
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個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた

上，社会において活用されるモノやアイディアを

他者と協働して創出することで，課題の解決に貢

献しイノベーションの基盤を支えることができる

人材」の育成を目指し，体系的なカリキュラムを

構成している。 
 

体系的なカリキュラムを構成している。 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 

このことは，部門を超えた教員同士が協力して

「医療統合科学総論」や「実践医療統合科学」等

の「統合科目」を実施することにおいて学生に可

視化されると共に，そのような授業展開を一つの

専攻一つの講座の下に企画準備することから教員

同士の連携が深まり，「医療統合科学」が目指す

「社会で活用可能なアイディア創出」を教員が率

先して推進することを容易にしていく教員配置で

ある。なお，各部門の専任教員の教育研究分野及

び兼担教員の主な担当科目は下表のとおりであ

る。 

 

なお，本研究科の授業は， 

専攻・

講座 

部門 教育研究分野等 

医療統
合科学 

バイオ・創
薬 

生体機能分子設計学，１
分子生物化学，細胞機能
設計学，無機バイオ材料
工学，生体分子工学，蛋
白質医用工学，ナノバイ
オシステム分子設計学，
オルガネラシステム工学 

医療機器
医用材料 

人間情報処理学，医用情
報ネットワーク学，先端
医用電子工学，インタフ
ェースシステム学，認知
神経科学 

ヘルスケ
アサイエ
ンス 

医療管理，医療政策，医
学研究概論，先進病院実
習，臨床応用看護学，生
体情報科学，放射線健康
支援科学，基礎看護学，
生体機能再生再建医学，
医療技術臨床応用学 

ヒューマ
ンケアイ
ノベーシ
ョン 

老いと看取りと死の文化
論，死生観の宗教社会
学，ケアの比較文化論，
人間文化論，キリスト教
文化論，医療人類学，日
本文化論，医事法学，科
学史技術論，臨床死生
学，ソーシャルイノベー
ション論 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
このことは，部門を超えた教員同士が協力して

「医療統合科学総論」や「実践医療統合科学」等の

「共通科目」を実施することにおいて学生に可視

化されると共に，そのような授業展開を一つの専

攻一つの講座の下に企画準備することから教員同

士の連携が深まり，「医療統合科学」が目指す「社

会実装可能なアイディア創出」を教員が率先して

推進することを容易にしていく教員配置である。

なお，各部門の専任教員が担当する教育研究分野

の主なものは下表のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお，本研究科の授業は， 

専攻・
講座 

部門 教育研究分野 

医療 
統合 
科学 

バイオ・創
薬 

生体機能分子設計学，１分
子生物化学，細胞機能設計
学，無機バイオ材料工学，
生体分子工学，蛋白質医用
工学，ナノバイオシステム
分子設計学，オルガネラシ
ステム工学 

医療機器
医用材料 

人間情報処理学，医用情報
ネットワーク学，先端医用
電子工学，インタフェース
システム学，認知神経科学 

ヘルスケ
アサイエ
ンス 

臨床応用看護学，生体情報
科学，放射線健康支援科
学，基礎看護学，生体機能
再生再建医学，医療技術臨
床応用学 

ヒューマ
ンケアイ
ノベーシ
ョン 

人間文化論，日本文化論，
医事法学，科学史技術論，
臨床死生学，ソーシャルイ
ノベーション論 
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６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
 医療統合科学研究科は，「医療現場を構成する

人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，

そして物質面及び人間の理解を併せ持つことで，

個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた

上，社会において活用されるモノやアイディアを

他者と協働して創出することで，課題の解決に貢

献しイノベーションの基盤を支えることができる

人材」を育成する。 
 

 

６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
 医療統合科学研究科は，「医療現場の課題に対

し，正確な情報に基づき社会実装可能なアイディア創

出で解決に貢献できる人材」を育成する。 

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
このような文理統合教育による広い視野の涵養

と，それにより社会に真に実装される方法や技術

の開発を支える人材の養成を目指す統合的教育を

行うため，博士前期課程においては，人材育成の

サイクルをなす活動に対応連携させて，医療統合

科学専攻の統合科目（必修・必修選択）と専門科

目（選択）からなる統一カリキュラムを編成する。

＜削除＞ 

 

 

 

 

統合科目のうち，学士までの各専門分野（部門）

だけでなく他の専門分野（部門）の学生にとって

も受講する価値が高いと考えられる医療系科目

「医療管理」（１単位），「医療政策」（１単位），

「医学研究概論」（１単位），「先進病院実習」（１

単位），一般性の高い総論的な内容を中心とした

「概説」講義（３単位）をはじめ，現場の課題に即

して正確な情報を得てそこからのアイディア創出

の方法を学ぶ「医療統合科学総論Ⅰ･Ⅱ」（２単位），

「医療統合科学演習」と「実践医療統合科学」（合

わせて２単位）や倫理意識を涵養する「倫理総論」

（１単位），文化人類学（医療人類学）の視座と方

法を身に付ける「ケアの比較文化論」（１単位）さ

らに「技術表現発表学」，「医療統合科学専門英

語」の計 14 単位の必修及び「医療統合科学インタ

ーンシップ」，「ビッグデータ構築・解析学」，「安

全インタフェースシステム学」や「ケア学」等を２

単位選択必修とすることにより，統合的に既存諸

科学の思考法を理解する力を養成する。 
 

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
このような文理統合教育による広い視野の涵養

と，それにより社会に真に実装される方法や技術の

開発を支える人材の養成を目指す統合的教育を行

うため，博士前期課程においては，人材育成のサイ

クルをなす活動に対応連携させて，医療統合科学

専攻の共通科目（必修・必修選択）と専門科目（選

択）からなる統一カリキュラムを編成する。特に共

通科目では学部でどのような専門分野の背景があ

るにせよ，学生がこれらを学修することで無理な

く，①現場から，②観察・解析活動，③構成型活動，

④行動型活動，そして現場へとめぐるサイクル循

環を深化できるような分野横断的なカリキュラム

を構成する。共通科目のうち，学士までの各専門分

野（部門）だけでなく他の専門分野（部門）の学生

にとっても受講する価値が高いと考えられる ＜

追加＞ 一般性の高い総論的な内容を中心とした

「概説」講義（３単位）をはじめ，現場の課題に即

して正確な情報を得てそこからのアイディア創出

の方法を学ぶ「医療統合科学総論Ⅰ･Ⅱ」（２単位），

「医療統合科学演習」と「実践医療統合科学」（合

わせて２単位）や倫理意識を涵養する「倫理総論」

（１単位），＜追加＞ さらに「技術表現発表学」，

「医療統合科学専門英語」の計 10 単位の必修及び

「医療統合科学インターンシップ」，「ビッグデー

タ構築・解析学」，「安全インタフェースシステム

学」や「ケア学」等を２単位選択必修とすることに

より，統合的に既存諸科学の思考法を理解する力

を養成する。 



 

－ 93 － 

 
６ 教育課程及び修了要件 
（２）履修指導 
 

入学時に履修ガイダンスを行い，人材育成のサ

イクルをなす課題解決活動に対応連携させた「統

合科目」と「専門科目」の科目編成に関する考え

方等について説明し，修了するための要件等につ

いて周知を図る。博士前期課程においては統合科

目の中から適切な科目を選択必修し，博士後期課

程においては必修の統合科目を履修し，さらにそ

れぞれの専門科目を履修することとしているた

め，丁寧な履修指導が必要である。このため，想

定される標準的な学生のバックグラウンドと関心

及び本研究科での研究領域を考慮して，履修モデ

ル（例：資料６）をあらかじめ作成・整備してお

く。学生の履修指導においては，この履修モデル

を示しながら，指導教員が適切なアドバイスを行

う。 

 

特に統合科目では学部でどのような専門分野の

背景があるにせよ，学生自身が「統合科学」とい

う観点から，医療という側面において現代社会が

抱える課題を客観的に見つめ，その課題を解決す

る方法を見出し社会に還元できる能力を身に付け

るために，これら統合科目が4つの人材育成の活動

①「現場の理解と課題の抽出」，②「観察型・解析

型活動」，③「構成型活動」，④「行動型活動」のサ

イクルの中で，①医療統合科学総論Ⅰ，医療統合

科学総論Ⅱ，②医療統合科学に関する概論，③医

療統合科学演習と④実践医療統合科学が「人材育

成の4つの活動」のそれぞれに対応するように位置

付けられていることを理解し，順序だって学修す

ることは大変重要である。 

 
それを体系的，段階的に，学生にわかりやすく

明確にするために， 
１）入学時ガイダンスで学生に統合科目の構成に

ついて周知徹底する。 
２）これらを順序良く学べるように，1 年次後半

3，4 学期の③医療統合科学演習と④実践医療統

合科学，両科目の受講に先立って，1 年次前半

1，2 学期で①医療統合科学総論Ⅰ，医療統合科

学総論Ⅱ，及び②医療統合科学に関する概論が設

定されていることを周知して，そのことがわかる

ように，これらの科目のシラバスで必ず受講して

おくようにと明確にする。この点，入学時ガイダ

ンスでも履修指導する。 
３）これらに加えて，新規に必修科目として開講

することとした１年次前半１学期の②「医学研究

 
６ 教育課程及び修了要件 
（２）履修指導 
 
入学時に履修ガイダンスを行い，人材育成のサ

イクルをなす課題解決活動に対応連携させた「共

通科目」と「専門科目」の科目編成に関する考え方

等について説明し，修了するための要件等につい

て周知を図る。博士前期課程においては共通科目

の中から適切な科目を選択必修し，博士後期課程

においては必修の共通科目を履修し，さらにそれ

ぞれの専門科目を履修することとしているため，

丁寧な履修指導が必要である。このため，想定され

る標準的な学生のバックグラウンドと関心及び本

研究科での研究領域を考慮して，履修モデル（例：

資料６）をあらかじめ作成・整備しておく。学生の

履修指導においては，この履修モデルを示しなが

ら，指導教員が適切なアドバイスを行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （追加） 
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概論」において，医療統合科学の方法論を受講さ

せる。 
４）③医療統合科学演習と④実践医療統合科学に

必要な方法論，及び，医療統合科学を構成する各

専門分野の特性や要素を学べる科目として，①医

療統合科学総論Ⅰ，医療統合科学総論Ⅱと②医療

統合科学に関する概論の合計 5 単位の授業が設定

されている。その内容として，①医療統合科学総

論Ⅰ，医療統合科学総論Ⅱでは，演習や実践で直

面してくる現場のモデルケースからそこで必要と

なる方法の実際例から統合科学の方法を学び，そ

れを踏まえて，②医療統合科学に関する概論で

は，それぞれの分野の研究アプローチによる基礎

的解析から応用についての方法を理解する中でそ

の特性が習得される。研究者倫理の学修を含む倫

理総論もこれに関係するものである。 
５）いずれの総論や概論も，その学修が③「構成

型活動」，④「行動型活動」を身に付ける演習や

実践医療統合科学につながって，全体として 4 群

のサイクルをなす「統合科学」の方法を示すもの

で在り方法論も既に教育する内容に含まれるもの

であることを，シラバスに明記し，その中で「質

的調査」，「量的分析」，「設計学的アプロー

チ」などの方法論が学べることを説明する。 
６）③医療統合科学演習と④実践医療統合科学の

各第1回目のオリエンテーションにおいて，上記で

学んだ方法論について復習確認して次回以降の展

開を準備するように学生に促す。 
 

 
 

６ 教育課程及び修了要件 

（４）修了要件 
１）博士前期課程 
 

博士前期課程に２年以上在学し，34単位以上を

修得し，かつ必要な研究指導を受けた上，当該課

程の目的に応じ，修士論文または特定の課題につ

いての研究の成果の審査及び最終試験に合格する

こと。ただし，在学期間に関しては，優れた研究

業績を上げた者については１年以上在学すれば足

りるものとする。 

博士前期・後期課程一貫コースについては，博士

前期課程に２年以上在学し，34 単位以上（統合科

目については，必修科目 23 単位，選択科目３単位

以上，専門科目については，８単位以上）を修得

し，かつ必要な研究指導を受けた上，当該課程の

目的に応じ，特定の課題についての研究の成果の

審査及び最終試験に合格すること。 
 

 

６ 教育課程及び修了要件 

（４）修了要件 
１）博士前期課程 
 

博士前期課程に２年以上在学し，30単位以上を

修得し，かつ必要な研究指導を受けた上，当該課

程の目的に応じ，修士論文または特定の課題につ

いての研究の成果の審査及び最終試験に合格する

こと。ただし，在学期間に関しては，優れた研究

業績を上げた者については１年以上在学すれば足

りるものとする。 

博士前期・後期課程一貫コースについては，博

士前期課程に２年以上在学し，30単位以上（共通

科目については，必修科目20単位，選択科目２単

位以上，専門科目については，８単位以上）を修

得し，かつ必要な研究指導を受けた上，当該課程

の目的に応じ，特定の課題についての研究の成果

の審査及び最終試験に合格すること。 
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医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（教育課程等） 

(4) 学位審査においては，「その課題に対していかなる仮説を立てたのか，その新規性はどこにあるの

か」「その仮説に対していかなる方法でエビデンスをつけたのか」などの審査を行うこととしているが，

これらの審査方法は従来的なサイエンスの手法である。このため，設置の趣旨を記載した書類 p7 で示

されている「大学院医療統合科学研究科の人材育成の活動」で示されている社会実装ができる人材を

育成するためにふさわしい審査方法になっているのか，また論文指導の段階において，どのように指

導することにより，社会実装ができる人材を育成していくのか明確にすること。 

 
（対応） 

医療統合科学における「社会実装」の語の意味は，人材育成目標の表現を変更して明確化したとおり，

「社会で活用すること」「社会で活用されること」への配慮ができることであって，必ずしも実際の産業

化・商品化の意味のみではない。 
また，この意味を踏まえて，学位審査においては，社会で実際に活用されるかどうかを審査するのでは

なく，社会での活用を見据えた考察がなされているかどうかを審査する。 
 

具体的には，論文指導の段階ではインターンシップ科目により，案出されるアイディアが「社会で活用

される」ための素養を学修する。同時に，修士及び博士の学位論文の中間審査において，企業等から実務

経験者を予備審査委員として参画を依頼する。なお，予備審査委員の資格は，実務経験及び業績をあらか

じめ教授会で審議し，予備審査を行う資格を教授会において認定する。 
 

学位審査では，研究指導教員が審査委員として学位論文を審査するが，審査委員会は中間審査における，

アイディアが「社会で活用される」ための観点からの予備審査委員からの意見を考慮することにより，社

会実装につなげられる人材を育成することとしたい。 
 

実質的には，最終的な学位論文は，例えば直ちに社会に活用することができる内容であってもよいが，

少なくとも従来の学位論文の内容に加えて，考察として，論文の内容はどのように社会に活用できるのか，

あるいは社会で活用できるようにするためにはどのような内容を加える必要があるのかを論じてあるこ

とを要件とした。すなわち，修士論文の審査における指標に 
「６．学位論文に著わされた成果はどのようにすれば社会で活用されるに至るか。」 

を追加し，博士論文の審査における指標に 
「７．学位論文に著わされた成果は，どのように異分野の他者と協働を可能とし，また社会で活用され

るか。」 
を追加した。 
 
 なお，本学の既存の工学系講座での研究指導や学位審査においては，以下の点が徹底されていないこ

とに注意が必要である。  
① 博士前期課程及び博士後期課程の中間審査会において，企業等から実務経験者を予備審査委員と

して参画を依頼し，アイディアが「社会で活用される」ための観点からの意見を求め，その意見

を考慮して学位審査を行うこと。 
② 学位論文審査の指標に社会実装を踏まえた考察を明示的に含めていること。すなわち，博士前期

課程においては「その成果はどのようにすれば社会で活用されるに至るか」，博士後期課程にお

いては「その（研究の）内容は，どのように異分野の他者と協働を必要とし，また社会で活用さ

れるか」の指標に基づいて学位論文が審査されること。 
③ 博士後期課程では，企業等へ出向いて現場等の課題の解決に取り組む「アドバンストインターン

シップ」（統合科目，必修）により，社会実装に関連する活動の実際を経験させること。 
④ 博士後期課程での研究指導においては，２名の副指導教員のうちの１名に他分野の教員をできる

だけ積極的に配置することとして，「異分野の他者」からの視点も採り入れた指導を行うこと。 
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（新旧対照表） 
 

新 旧 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
本研究科では，少なくともそれら活動要素間の違いを

理解して連絡と連携を支えることができる人材（前期・

修士課程）を，さらに理想的にはこのサイクルを自ら俯

瞰的に回していける人材（後期・博士課程）を育成する

ことを目指す。 

このために，論文指導の段階ではインターンシッ

プ科目により，案出されるアイディアが「社会で活

用される」ための素養を学修する。同時に，修士及

び博士の学位論文の中間審査において，企業等から

実務経験者を予備審査委員として参画を依頼する。

なお，予備審査委員の資格は，実務経験及び業績を

あらかじめ教授会で審議し，予備審査を行う資格を

教授会において認定する。 
学位審査では，審査委員が学位論文を審査する

が，審査委員会は中間審査における，アイディアが

「社会で活用される」ための観点からの予備審査委

員からの意見を考慮することにより，社会実装につ

なげられる人材を育成する。 

実質的には，最終的な学位論文は，例えば直ちに

社会に活用することができる内容であることが望

ましいが，少なくとも従来の学位論文の内容に加え

て，考察として，論文の内容はどのように社会に活

用できるのか，あるいは社会で活用できるようにす

るためにはどのような内容を加える必要があるの

かを論じてあることを要件とする。 

 この人材育成目標を別の言い方で詳細に説明すれ

ば，「学部や修士課程までに学んだ専門分野の知識や

技術を軸としながら，他の諸科学の思考法も取り入れ，

高齢化・少子化社会での身体的精神的な健やかさを保

つ医療の向上に向けた諸課題を多面的な視点から把

握し，アイディアの社会での活用のために人間社会が

どのように受容するかを科学的に取り扱うことにより，

課題を解決できる新たな方法・機器・物質・サービスを

科学・技術を適用して考案・創出できる」人材育成であ

る。 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
本研究科では，少なくともそれら活動要素間の違いを

理解して連絡と連携を支えることができる人材（前

期・修士課程）を，さらに理想的にはこのサイクルを

自ら俯瞰的に回していける人材（後期・博士課程）を

育成することを目指す。 

＜追加＞ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この人材育成目標を別の言い方で詳細に説明す

れば，「学部や修士課程までに学んだ専門分野の知

識や技術を軸としながら，他の諸科学の思考法も取

り入れ，高齢化・少子化社会での身体的精神的な健

やかさを保つ医療の向上に向けた諸課題を多面的な

視点から把握し，社会実装のために人間社会がどの

ように受容するかを科学的に取り扱うことにより，課

題を解決できる新たな方法・機器・物質・サービスを

科学・技術を適用して考案・創出できる」人材育成で

ある。 

 

４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ニ．医療統合科学特別研究の位置付け 

 

専門分野での修士論文作成を通じて自律的に課

題を発見する能力と課題解決のための研究力を培

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  
３）科目の配置と履修 
ニ．医療統合科学特別研究の位置づけ 

 

専門分野での修士論文作成を通じて自律的に

課題を発見する能力と課題解決のための研究力
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う科目として，「医療統合科学特別研究」を置く。

１年次末に研究に関する中間審査を研究科の教員

に加えて企業等から実務経験者が参加して行う。 

 

を培う科目として，「医療統合科学特別研究」を

置く。１年次末に研究に関する中間発表会を研

究科の教員が参加して行う。 

 

 
６ 教育課程及び修了要件 

（９）学位に付記する専攻分野の名称及び学位審査

体制について 

 
 
 
 
６．学位論文に著わされた成果はどのようにすれ

ば社会で活用されるに至るか。 
 

上記の学位審査指標に基づき，講座の教員によ

り構成される学位審査委員会による審査を経て教

授会で決定し，学位論文の内容に基づいて「修士

（医療統合科学）」を授与する。 
なお，中間審査において，企業等から実務経験

者を予備審査委員として参画を依頼する。なお，

予備審査委員の資格は，実務経験及び業績をあら

かじめ教授会で審議し，予備審査を行う資格を教

授会において認定する。 
 
 

 
６ 教育課程及び修了要件 
（９）学位に付記する専攻分野の名称及び学位審

査体制について 
       … 
５．その妥当性は広く諸科学のいずれに位置づ

けられる方法で示されたものか。 
 
（項目６の追加） 
 
 

上記の学位審査指標に基づき，講座の教員に

より構成される学位審査委員会による審査を経

て教授会で決定し，学位論文の内容に基づいて

「修士（医療統合科学）」を授与する。 
 
（追加） 
 
 
 
 

また，本研究科の博士後期課程においては，現

場課題を整理して建設的な仮説を立てられ，その仮

説を諸専門の手法を… 

 
 
６ 教育課程及び修了要件 

（９）学位に付記する専攻分野の名称及び学位審

査体制について 

 
６社会に発信でき，７他者との協働の方策と社

会での活用を視野に入れていることを指標とし

て，学位論文を審査するものとする。 
１．医療に関連する課題のいずれを，なぜ，扱っ

たのか。 
２．その課題に対していかなる仮説を立てたの

か，その新規性はどこにあるのか。 
３．その仮説に対していかなる方法でエビデンス

を付けたのか。 
４．そのエビデンスの妥当性はどうか。 
５．その妥当性は広く諸科学のいずれに位置付け

られる方法で示されたものか。 
６．その内容を広く社会に発信できているか。 

 

 
６ 教育課程及び修了要件 
（９）学位に付記する専攻分野の名称及び学位審

査体制について 
 
６社会に発信でき（語句追加）ることを指標

として，学位論文を審査するものとする。 
 
１．医療に関連する課題のいずれを，なぜ，扱

ったのか。 
２．その課題に対していかなる仮説を立てたの

か，その新規性はどこにあるのか。 
３．その仮説に対していかなる方法でエビデン

スを付けたのか。 
４．そのエビデンスの妥当性はどうか。 
５．その妥当性は広く諸科学のいずれに位置付

けられる方法で示されたものか。 
６．その内容を広く社会に発信できているか。

 
（項目７追加） 
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７．学位論文に著わされた成果は，どのように異

分野の他者と協働を可能とし，また社会で活

用されるか。 
 

上記の学位審査指標に基づいて，主査１名，副

査２名以上から構成される学位審査委員会による

審査を経て教授会で決定して，学位論文の内容に

基づいて，博士（医療統合科学）を授与する。 
なお，中間審査において，企業等から実務経験

者を予備審査委員として参画を依頼する。なお，

予備審査委員の資格は，実務経験及び業績をあら

かじめ教授会で審議し，予備審査を行う資格を教

授会において認定する。 
学位審査では，研究指導教員が審査委員として

学位論文を審査するが，審査委員会は中間審査に

おける，アイディアが「社会で活用される」ため

の観点からの予備審査委員からの意見を考慮する

ことにより，社会実装につなげられる人材を育成

する。主査は主指導教員以外の 
 
 

 
 
 
 
上記の学位審査指標に基づいて，主査１名，

副査２名以上から構成される学位審査委員会に

よる審査を経て教授会で決定して，学位論文の

内容に基づいて，博士（医療統合科学）を授与

する。 
なお，（文章追加）主査査は主指導教員以外

の… 
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医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（教育課程等） 

(5) 「医療統合科学演習」と「実践医療統合科学」の受講に際して，学生自身が，これらの授業内容が

「大学院医療統合科学研究科の人材育成の活動」に示されている 4 つの活動とどのように位置付けら

れるのかを理解することが重要であり，さらに，必要となる方法論を事前に学んでおくことが教育上重

要と考えられる。このため，演習等の前に必要となる方法論等を学ぶ科目等がどのように提供されてい

るのか明確にすること。 

 
（対応） 

学生自身が「統合科学」という観点から，医療という側面において現代社会が抱える課題を客観的に見

つめ，その課題を解決する方法を見出し社会に還元できる能力を身に付けるために，これら統合科目（「共

通科目」から変更）が 4 つの人材育成の活動 ①「現場の理解と課題の抽出」，②「観察型・解析型活動」，

③「構成型活動」，④「行動型活動」のサイクルの中で，①医療統合科学総論Ⅰ，医療統合科学総論Ⅱ，

②医療統合科学に関する概論，③医療統合科学演習と④実践医療統合科学が「人材育成の 4 つの活動」の

それぞれに対応するように位置付けられていることを理解し，順序だって学修することは大変重要である。 
 

それを，体系的，段階的に，学生にわかりやすく明確にするために， 
１）入学時ガイダンスで学生に統合科目の構成について周知徹底する。 
２）これらを順序良く学べるように，1 年次後半 3，4 学期の③医療統合科学演習と④実践医療統合科学，

両科目の受講に先立って，1 年次前半 1，2 学期で①医療統合科学総論Ⅰ，医療統合科学総論Ⅱ，及び

②医療統合科学に関する概論が設定されていることを周知して，そのことがわかるように，これらの科

目のシラバスで必ず受講しておくことをシラバスにおいて明確に記載した。この点，入学時ガイダンス

でも履修指導する。 
３）これらに加えて，新規に必修科目として開講することとした１年次前半１学期の②「医学研究概論」

において，医療統合科学の方法論を受講させる。 
４）③医療統合科学演習と④実践医療統合科学に必要な方法論，及び，医療統合科学を構成する各専門分

野の特性や要素を学べる科目として，①医療統合科学総論Ⅰ，医療統合科学総論Ⅱと②医療統合科学に

関する概論の合計 5 単位の授業が設定されている。その内容として，①医療統合科学総論Ⅰ，医療統合

科学総論Ⅱでは，演習や実践で直面してくる現場のモデルケースからそこで必要となる方法の実際例か

ら統合科学の方法を学び，それを踏まえて，②医療統合科学に関する概論では，それぞれの分野の研究

アプローチによる基礎的解析から応用についての方法を理解する中でその特性が習得される。研究者倫

理の学修を含む倫理総論もこれに関係するものである。 
５）いずれの総論や概論も，当初の計画より，その学修が③「構成型活動」，④「行動型活動」を身に付け

る演習や実践医療統合科学につながって，全体として 4 群のサイクルをなす「統合科学」の方法を示す

ものであり，方法論も既に教育する内容に含まれるものであったが，これを学生に明確に意識させるた

めに，「医療統合科学総論Ⅰ・Ⅱ」のシラバスに追記を行い，その中で「質的調査」，「量的分析」，「設計

学的アプローチ」などの方法論が学べることを明確にした。 
６）なお，③医療統合科学演習と④実践医療統合科学の各第 1 回目のオリエンテーションにおいて，上記

で学んだ方法論について復習確認して次回以降の展開を準備するように学生に促す。（「方法論の確認，

復習」についてシラバスに加筆した。） 
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（新旧対照表） 
 

新 旧 

 
６ 教育課程及び修了要件 
（２）履修指導 
 

入学時に履修ガイダンスを行い，人材育成のサイ

クルをなす課題解決活動に対応連携させた「統合科

目」と「専門科目」の科目編成に関する考え方等に

ついて説明し，修了するための要件等について周知

を図る。博士前期課程においては統合科目の中から

適切な科目を選択必修し，博士後期課程においては

必修の統合科目を履修し，さらにそれぞれの専門科

目を履修することとしているため，丁寧な履修指導

が必要である。このため，想定される標準的な学生

のバックグラウンドと関心及び本研究科での研究

領域を考慮して，履修モデル（例：資料６）をあら

かじめ作成・整備しておく。学生の履修指導におい

ては，この履修モデルを示しながら，指導教員が適

切なアドバイスを行う。 

 

特に統合科目では学部でどのような専門分野の

背景があるにせよ，学生自身が「統合科学」という

観点から，医療という側面において現代社会が抱え

る課題を客観的に見つめ，その課題を解決する方法

を見出し社会に還元できる能力を身に付けるため

に，これら統合科目が4つの人材育成の活動 ①「現

場の理解と課題の抽出」，②「観察型・解析型活動」，

③「構成型活動」，④「行動型活動」のサイクルの中

で，①医療統合科学総論Ⅰ，医療統合科学総論Ⅱ，

②医療統合科学に関する概論，③医療統合科学演習

と④実践医療統合科学が「人材育成の4つの活動」

のそれぞれに対応するように位置付けられている

ことを理解し，順序だって学修することは大変重要

である。 

 
それを体系的，段階的に，学生にわかりやすく明

確にするために， 
１）入学時ガイダンスで学生に統合科目の構成に

ついて周知徹底する。 
２）これらを順序良く学べるように，1 年次後半

3，4 学期の③医療統合科学演習と④実践医療統

合科学，両科目の受講に先立って，1 年次前半

1，2 学期で①医療統合科学総論Ⅰ，医療統合科

学総論Ⅱ，及び②医療統合科学に関する概論が

設定されていることを周知して，そのことがわ

かるように，これらの科目のシラバスで必ず受

講しておくようにと明確にする。この点，入学

時ガイダンスでも履修指導する。 

 
６ 教育課程及び修了要件 
（２）履修指導 
 
 入学時に履修ガイダンスを行い，人材育成のサ

イクルをなす課題解決活動に対応連携させた「共

通科目」と「専門科目」の科目編成に関する考え

方等について説明し，修了するための要件等につ

いて周知を図る。博士前期課程においては共通科

目の中から適切な科目を選択必修し，博士後期課

程においては必修の共通科目を履修し，さらにそ

れぞれの専門科目を履修することとしているた

め，丁寧な履修指導が必要である。このため，想

定される標準的な学生のバックグラウンドと関

心及び本研究科での研究領域を考慮して，履修モ

デル（例：資料６）をあらかじめ作成・整備して

おく。学生の履修指導においては，この履修モデ

ルを示しながら，指導教員が適切なアドバイスを

行う。 

 

＜追加＞ 

 



 

－ 101 － 

３）これらに加えて，新規に必修科目として開講

することとした１年次前半１学期の②「医学研

究概論」において，医療統合科学の方法論を受

講させる。 
４）③医療統合科学演習と④実践医療統合科学に

必要な方法論，及び，医療統合科学を構成する

各専門分野の特性や要素を学べる科目として，

①医療統合科学総論Ⅰ，医療統合科学総論Ⅱと

②医療統合科学に関する概論の合計 5 単位の授

業が設定されている。その内容として，①医療

統合科学総論Ⅰ，医療統合科学総論Ⅱでは，演

習や実践で直面してくる現場のモデルケースか

らそこで必要となる方法の実際例から統合科学

の方法を学び，それを踏まえて，②医療統合科

学に関する概論では，それぞれの分野の研究ア

プローチによる基礎的解析から応用についての

方法を理解する中でその特性が習得される。研

究者倫理の学修を含む倫理総論もこれに関係す

るものである。 
５）いずれの総論や概論も，その学修が③「構成

型活動」，④「行動型活動」を身に付ける演習

や実践医療統合科学につながって，全体として

4 群のサイクルをなす「統合科学」の方法を示

すもので在り方法論も既に教育する内容に含ま

れるものであることを，シラバスに明記し，そ

の中で「質的調査」，「量的分析」，「設計学

的アプローチ」などの方法論が学べることを説

明する。 
６）③医療統合科学演習と④実践医療統合科学の

各第 1 回目のオリエンテーションにおいて，上

記で学んだ方法論について復習確認して次回以

降の展開を準備するように学生に促す。 
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医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（教育課程等） 

(6) 「設置の趣旨を記載した書類」p7 に記載のある「理想的にはこのサイクルを自ら俯瞰的に回して

いける人材（後期・博士課程）を育成する」とあるが，履修モデルで示された履修により，このような

人材がどのようにして育成されるのか不明であるため明確にすること。 

 
（対応） 

後期・博士課程の履修モデルの修正を行って，どの履修科目がサイクル中 4群のいずれに相当するかを

明確に説明し，それらの履修によってサイクルを回していく人材が育成されていくことを説明した。 

具体的には，人材育成のサイクルの中で，博士後期課程の統合科目（「共通科目」から変更）の複数要素と

専門科目を組み合わせる活動を通じて課題解決し，新しいモノ・アイディアを社会で活用する力を自立的

に身に付けて表現できることを目指すことを，履修モデルで明確にした。 

 

特に，修士課程に比した博士課程の目標である，このサイクルを自立的に回していける能力の涵養を行

うために，下記の統合科目（必修）の内容を設定している。 

「医療統合科学特論」においては，医療統合科学にアプローチする研究姿勢を習得させる。 

「医療統合科学総合演習」においては，現場の現状の認識能力とともに課題発見力を育成する。 

「医療統合科学アドバンストインターンシップ」では，これまでに学んだ知識を基礎とする独自の視点や

アプローチをもって，社会実装を見据えた基本的視座の「統合」力と課題解決力を一層高める。 

 

これらを踏まえて，履修モデルに明確にしたカリキュラム構成科目としては， 

・『現場』について「医療統合科学特論」の対応する要素，「医療統合科学総合演習」の対応する要素，

「医療統合科学アドバンストインターンシップ」の対応する要素を履修し， 

・『観察・解析』に相当する「医療統合科学特論」の要素，「医療統合科学総合演習」の要素， 

・『構成』に相当する「医療統合科学総合演習」の要素，「医療統合科学アドバンストインターンシップ」

の要素などにつなげ， 

・『行動』に相当する「医療統合科学アドバンストインターンシップ」の要素の履修につなげる。 

 

また，これらに加えて，軸足の専門を深化し，また軸足の周囲分野を補強するために，例えば主にバイ

オ創薬系に軸足を置いた学生（履修モデル５）では， 

・軸足に相当する工学系から「１分子生理学」，「シグナル伝達創薬」，「生体ナノ分子工学」を履修し，

これに加えて，軸足の周囲を補強するために，医療系から「臨床研究学」，人文社会科学系から「地域

ヒューマンケア論」，「科学技術開発論」，「臨床死生学特論」を履修する。 

 

このようにして，博士後期課程でも 4群の活動が緊密に連環するカリキュラムを学び，重層して博士

学位論文の作成を通じ，知識を修得する能力に加え，医療統合科学全般の課題把握力，課題解決のため

の新パラダイム構築能力，新パラダイムに基づく企画力を身に付けることで，４群の活動が循環するサ

イクルを自ら俯瞰的に回していける人材を育成する。 

 

以上の内容を，履修モデルに反映した。 
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（新旧対照表） 
 

新 旧 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

医療統合科学研究科では，医療現場を構成する

人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，

そして物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個

人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，

社会において活用されるモノやアイディアを他者と

協働して創出することで，課題の解決に貢献しイノ

ベーションの基盤を支える人材の育成を目的として

いる。 
この目的のために，本研究科のカリキュラム

は，工学系，医療系，及び，人文社会科学系を背

景とする人材育成のサイクルを掲げている。この

サイクルは，次の 4 群の活動からなる。すなわ

ち， 
①自然・社会（現場を構成する人々としくみ）に

対して， 
②それを観察解析する学術を行う活動が対応し， 
③構成的な学術を行う活動として，その知見を応

用してものづくりや新制度考案などアイディア創

出を行い， 
④その成果であるアイディアを応用して行動する

活動がまた①自然・社会（現場現場を構成する

人々としくみ）を相手にしていく（社会での活

用）， 
である。 
 これにより，社会において活用されるモノやアイ

ディアを他者と協働して創出する能力を育成するこ

ととしている。 
 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療統合科学研究科では，学則上の２学期（前期・

後期）の区分… 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 

２）教育課程の特色 

 
新しい視点から４つの人材育成の活動を連携させる総

合的な能力を高められるように教育課程を編成する 
 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

（２）博士後期課程 

２）教育課程の特色 

 
…新しい視点から複数の人材育成の活動を連携さ

せる総合的な能力を高められるように教育課程を編

成する… 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 

２）教育課程の特色 

 
博士前期課程での科目群が人材育成の４つのうち

の２つ以上の活動に対する能力を個々に育成するこ

P20 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

（２）博士後期課程 

２）教育課程の特色 
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とを基本としていることに対して，専門の知識や能

力を高めるとともに，医療関連の現場を直視して自

然科学及び人文社会科学双方の知性を兼ね備え，４

つの人材育成の活動を連携させる総合的な能力を高

められるように編成されている。 

 

  
  

人材育成の活動「現場の理解と課題の抽出」，「観察

型・解析型活動」，「構成型活動」，「行動型活動」のサ

イクルの中で，博士後期課程の統合科目の複数要素と

専門科目を組み合わせて課題解決し，新しいモノ・アイ

ディアを社会で活用する力を自立的に身に付けて表現

できることを目指すために，４群の活動のうち連接する

２つの活動を含む統合科目を履修する。具体的には， 

『現場』と『観察・解析』に対応して，「医療統合

科学総合演習」， 
『観察・解析』と『構成』に対応して，「医療統合

科学特論」， 
『構成』と『行動』に対応して，「医療統合科学ア

ドバンストインターンシップ」を履修する。 
またこれらに加えて，各学生の軸足に当たる専門

の深化と，その軸足の周辺分野を補強するために，

各分野から専門科目を履修する。 
 
 

博士前期課程での科目群が人材育成の４つの

活動に対する能力を個々に育成することを基本

としていることに対して，専門の知識や能力を高

めるとともに，医療関連の現場を直視して自然科

学および人文社会科学双方の知性を兼ね備え，複

数の人材育成の活動を連携させる総合的な能力

を高められるように編成されている。 

 

 

人材育成のサイクルの中で，博士後期課程の共

通科目の複数要素と専門科目を組み合わせる活動

を通じて課題解決・社会実装力を自立的に身に付け

て表現できることを目指すためのカリキュラム構成科

目の具体例としては， 

①〈現場に定位して〉「医療統合科学総合演習」：

医療や介護の現場や医療統合科学関連企業の訪

問調査し，オムニバス形式の講義「医療統合科学

特論」の中で，最近の医療等の現場状況の学びと

結び付け，「医療統合科学アドバンストインター

ンシップ」において，現場の体験に基づいた課題

の抽出を実践する。 

②〈観察・解析の立場から〉「医療統合科学特

論」の中で，医療統合科学に関連する人文社会科

学系の最新のイノベーションのアプローチと分

析の方法論を学び，「医療統合科学アドバンスト

インターンシップ」において，現場の人とのディ

スカッションを通して抽出した課題を分析する

能力を養う。さらに，人文社会学系の専門選択科

目（「科学技術開発論」，「臨床死生学特論」など）

により，観察や解析の方法論に関する知識を深め

る。 

③〈構成型活動の観点から〉「医療統合科学特

論」の中で，医療統合科学に関連する科学や技術

の最新動向を把握する。また，「医療統合科学アド

バンストインターンシップ」において，モノやサ

ービスとして具現化する課題解決力を養い，これ

を工学系の専門選択科目（「シグナル伝達創薬」，

「センサデバイス工学」，「機能ロボット設計論」

医療統合科学演習

課題の本質の分析
調査・分析手法
モデル化手法

社会実装を見据え
た課題解決力

医療統合科学総論Ⅰ
医療統合科学総論Ⅱ

倫理総論

バイオ・創薬科学概論
医療機器材料学概論

ヒューマンイノベーション・
ヘルスケア科学概論

実践医療統合科学
医療統合科学特別研究

現場の理解
多様な視座，
倫理

医療統合科学
アドバンスト

インターンシップ

医療統合科学特論

博士論文研究

医療統合科学総合演習

博士論文研究

実務
インターンシップ

ニーズや課題の
発見と解決策考案

真の要件記述
設計

医療系
専門科目

工学系
専門科目

人文社会科学系
専門科目

1. 現場3. 構成型活動

2. 観察・解析型
活動

4. 行動型活動

カリキュラムの考え方

1〜4の活動に必要な知識
と能力を育成するために，
必修科目，選択科目を
適切に配置

人材育成のサイクルとカリキュラムの関係（後期課程）

博士前期・後期課程一貫コース

博士前期課程

博士後期課程
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など）に繋げて，薬剤を含めたモノやサービスを

開発する能力を高める。 

④〈行動・社会実装を見据えて〉「医療統合科学

アドバンストインターンシップ」の実施において

は，社会実装を意識させて，基本視座の「統合力」

を養う。 

このように博士後期課程でも４群の活動… 

 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 

３）科目の配置と履修 

 
 

イ．カリキュラム 

医療統合科学研究科 

【博士後期課程】 

医療統合科学専攻 

統合科目 
（必修５単位） 

[分野を横断した医療統合科学の専門的視座
を身に付ける科目 

社会実装を見据えた課題解決力を身に付ける
ための科目] 

専門科目 
（合計７単位以上） 

[専門を深化させるための科目] 

修了要件単位数12単位以上 

 

専攻での教育目的に対応させた統合科目と

専門科目という科目分類を定め体系的な科目

構成にする。また，修了要件 12単位以上の内，

５単位の統合科目を履修することにより，専門

性と領域横断性の両方を担保する。 

 

 

ロ．統合科目の内容と目的 

統合科目設置の目的は，「医療」にかかわる分

野横断的な「統合科学」の方法について学術の

最先端のレベルの知見を広め，現場のニーズを

くみ取ったアイディア構築・創出やそのアイデ

ィアの社会での活用に関する総合的スキルを

高めることにある。博士前期課程までの学生の

知識・スキル・視点をより高度な見地から捉え

直させる内容の必修科目から構成され，専門科

目との緊密な連携を図る内容とする。 
 
 

（P21，下から 13 行目〜最終行及び P22，1 行〜

9 行） 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

（２）博士後期課程 

３）科目の配置と履修 

 
（語句修正） 

イ．カリキュラム 

医療統合科学研究科 

【博士後期課程】 

医療統合科学専攻 

共通科目 
（必修５単位） 

[分野を横断した視座を身に付けるための科目
社会実装を見据えた課題解決力を身に付けるた

めの科目] 

専門科目 
（合計７単位以上） 

[専門を深化させるための科目] 

修了要件単位数12単位以上 

 
 

専攻での教育目的に対応させた共通科目と

専門科目という科目分類を定め体系的な科

目構成にする。また，修了要件 12 単位中５

単位の共通科目を置くことにより，専門性と

領域横断性の両方を担保する。 

 
ロ．共通科目の内容と目的 

共通科目設置の目的は，「医療」にかかわ

る分野横断的な「統合科学」の方法について

学術の最先端のレベルの知見を広め，現場

のニーズをくみ取ったアイディア構築・創

出やそのアイディアの社会実装に関する総

合的スキルを高めることにある。博士前期

課程までの学生の知識・スキル・視点をより

高度な見地から捉え直させる内容の必修科

目から構成され，専門科目との緊密な連携

を図る内容とする。 
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P30 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 

３）科目の配置と履修 

ハ．養成する人材像と対応する統合科目 

統合科目は，本研究科が目指す人材が有して

いるべき能力に資するための科目であり，以下

のような対応となっている。 

①  分野を横断した医療統合科学の専門的視

座を身に付けるための科目 

「医療統合科学特論」 

 

P22 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

（２）博士後期課程 

３）科目の配置と履修 

ハ．養成する人材像と対応する共通科目 

共通科目は，本研究科が目指す人材が有

しているべき能力に資するための科目であ

り，以下のような対応となっている。 

①  分野を横断した視座を身に付けるため

の科目 

「医療統合科学特論」 
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医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（教育課程等） 

(7) 「設置の趣旨を記載した書類」p20 において，「複数の人材育成の活動を連携させる総合的な能力

を高められるよう教育課程を編成する」と記載されているが，「複数の人材育成の活動を連携させる総

合的な能力」とはどのような能力で，教育課程には具体的にどのように反映しているのか明確にする

こと。 

 
（対応） 

「複数の人材育成の活動を連携させる総合的な能力」について説明を補足し，人文社会科学系の授業科

目を具体的に記載して，教育課程への反映状況を明確にした。 
 

なお，ここで記載されていた「複数」とは，４つの人材育成の活動である「現場の理解と課題の抽出」，

「観察型・解析型活動」，「構成型活動」，「行動型活動」のサイクルの中で，「４つのうちの，２つ以上」を

連携させる総合的能力，という意味であった。説明が不十分であったことを顧みて， 
 

「複数の人材育成の活動を連携させる総合的な能力を高められるよう教育課程を編成する」を 

「４つの人材育成の活動を連携させる総合的な能力を高められるよう教育課程を編成する」に， 

 

「博士前期課程での科目群が人材育成の４つ活動に対する能力を個々に育成する」を 

「博士前期課程での科目群が人材育成の４つのうちの２つ以上の活動に対する能力を個々に育成する」に， 

 
「複数の人材育成の活動を連携させる総合的な能力」を 

「4 つの人材育成の活動を連携させる総合的な能力」に 
 
修正した。 
 

すなわち本教育課程では，４つの人材育成の活動である「現場の理解と課題の抽出」，「観察型・解析型

活動」，「構成型活動」，「行動型活動」のサイクルの中で，博士後期課程の統合科目（「共通科目」から変更）

の複数要素と専門科目を組み合わせて課題解決し，新しいモノ・アイディアを社会で活用する力を自立的

に身に付けて表現できることを目指す。 
 

このためのカリキュラム構成科目の具体例としては， 
博士前期課程では， 
『現場』に対応して，「医療管理」，「医療政策」，「医療統合科学総論Ⅰ」，「医療統合科学総論Ⅱ」，「先進

病院実習」，「倫理総論」，「ケアの比較文化論」， 
『観察・解析』に対応して「医学研究概論」，医療統合科学に関する各概論， 
『構成』に対応して「医療統合科学演習」， 
『行動』に対応して「実践医療統合科学」 
などを履修する。 

これに加えて，専門科目で，上述のサイクルを深めるのに資する医療統合科学の個々の専門知識やス

キルを深め，「医療統合科学特別研究」を通じて学位論文として完成させる。 
 

また，博士後期課程では，  

『現場』と『観察・解析』に対応して，「医療統合科学特論」，  
『観察・解析』と『構成』に対応して，「医療統合科学総合演習」， 
『構成』と『行動』に対応して，「医療統合科学アドバンストインターンシップ」を履修する。 
また，これらに加えて，各学生の軸足に当たる専門の深化と，その軸足の周辺分野を補強するために，

各分野から専門科目を履修する。 
このように博士後期課程でも４群の活動が緊密に連環するカリキュラムを学ぶ。重層して博士学位論文

の作成を通じ，知識を修得する能力に加え，医療統合科学全般の課題把握力，課題解決のための新パラダ
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イム構築能力，新パラダイムに基づく企画力を身に付け，その成果を発信していくことを促す。 
 

このようにして，「４つの人材育成の活動」を教育課程に反映し，それらを「連携させる総合的な能力」

を涵養する。 
 
 
（新旧対照表） 
 

新 旧 

P19 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

医療統合科学研究科では，医療現場を構成する

人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開

発，そして物質面及び人間の理解を併せ持つこ

とで，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理

解できた上，社会において活用されるモノやア

イディアを他者と協働して創出することで，課

題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支え

る人材の育成を目的としている。 
この目的のために，本研究科のカリキュラム

は，工学系，医療系，及び，人文社会科学系を

背景とする人材育成のサイクルを掲げている。

このサイクルは，次の 4 群の活動からなる。す

なわち， 
①自然・社会（現場を構成する人々としくみ）

に対して， 
②それを観察解析する学術を行う活動が対応

し， 
③構成的な学術を行う活動として，その知見を

応用してものづくりや新制度考案などアイディ

ア創出を行い， 
④その成果であるアイディアを応用して行動す

る活動がまた①自然・社会（現場現場を構成す

る人々としくみ）を相手にしていく（社会での

活用）， 
である。 
 これにより，社会において活用されるモノや

アイディアを他者と協働して創出する能力を育

成することとしている。 
 
 

P14 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

 

 

 

 

 

 

 

 

（追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療統合科学研究科では，学則上の２学期（前期・

後期）の区分… 
 

 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

２）教育課程の特色 
 

教育課程を編成するに当たっては，学生に医

療統合科学の共通基盤となる専門的知識・スキ

（P15，28 行〜最終行及び P16，1 行〜20 行） 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  
２）教育課程の特色 

 
教育課程を編成するにあたっては，学生に医療

統合科学の共通基盤となる専門的知識・スキル・
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ル・視点を与えるための「統合科目」，統合科目

で得られた学生個々人の課題意識に従って専門

を深化させるための「専門科目」（必ずしも学部

での専門と一致するとは限らない）。さらに，専

門知識とスキルを統合し研究を通じて課題解決

能力を養うための「医療統合科学特別研究」を

置き，大学院修士レベルの専門知識と研究能力

を修得できるようにしている。 

 

 

博士前期課程では，人材育成のサイクルを

なす活動に対応連携させて，医療統合科学専攻

の統合科目（必修・必修選択）と専門科目（選

択）からなる統一カリキュラムを編成する。特

に統合科目では，学部でどのような専門分野の

背景があるにせよ，学生がこれらを学修するこ

とで無理なく，①自然・社会（現場を構成する

人々としくみ）に対して，②それを観察解析す

る学術を行う活動が対応し，③構成的な学術

を行う活動として，その知見を応用してもの

づくりや新制度考案などアイディア創出を行

い，④その成果であるアイディアを応用して

行動する活動がまた①自然・社会（現場現場を

構成する人々としくみ）を相手にしていく（社

会での活用），という4群の活動が循環するサ

イクルを深化できるような分野横断的なカリ

キュラムを構成する。 

以上のように，課題解決の４群の活動からな

るサイクルを意識して，分野横断的に自然科学，

人文社会科学双方の知性を兼ね備え，社会での

アイディア活用が可能なアイディアを創出する

という新しい視点で教育課程を編成することを

カリキュラムポリシーとするところに，本研究

科の特色がある。  
 

また，人材育成のサイクルに対応した博士前期

課程の具体的な統合科目としては， 

① 『現場』に対応して，自然・社会（現場

を構成する人々としくみ）を多様な視座

及び倫理観を通して理解し修得するため

視点を与えるための「共通科目」，共通科目で得ら

れた学生個々人の課題意識に従って専門を深化さ

せるための「専門科目」（必ずしも学部での専門と

一致するとは限らない）。さらに，専門知識とスキ

ルを統合し研究を通じて課題解決能力を養うため

の「医療統合科学特別研究」を置き，大学院修士

レベルの専門知識と研究能力を修得できるように

している。 

 

 

博士前期課程では，人材育成のサイクルをなす

活動に対応連携させて，医療統合科学専攻の共通

科目（必修・必修選択）と専門科目（選択）から

なる統一カリキュラムを編成する。特に共通科目

では，学部でどのような専門分野の背景があるに

せよ，学生がこれらを学修することで無理なく，

①現場から，②観察・解析活動，③構成型活動，

④行動型活動，そして現場へとめぐるサイクル循

環を深化できるような分野横断的なカリキュラ

ムを構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のように，課題解決の４群の活動からなる

サイクルを意識して，分野横断的に自然科学，人

文社会科学双方の知性を兼ね備え，社会実装可能

なアイディアを創出するという新しい視点で教育

課程を編成することをカリキュラムポリシーとす

るところに，本研究科の特色がある。 
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医療統合科学総論Ⅰ
医療統合科学総論Ⅱ

倫理総論

バイオ・創薬科学概論
医療機器材料学概論

ヒューマンイノベーション・
ヘルスケア科学概論

実践医療統合科学
医療統合科学特別研究

現場の理解
多様な視座，
倫理

医療統合科学
アドバンスト

インターンシップ

医療統合科学特論

博士論文研究

医療統合科学総合演習

博士論文研究

実務
インターンシップ

ニーズや課題の
発見と解決策考案

真の要件記述
設計

医療系
専門科目

工学系
専門科目

人文社会科学系
専門科目

1. 現場3. 構成型活動

2. 観察・解析型
活動

4. 行動型活動

カリキュラムの考え方

1〜4の活動に必要な知識
と能力を育成するために，
必修科目，選択科目を
適切に配置

人材育成のサイクルとカリキュラムの関係（前期課程）

博士前期・後期課程一貫コース

博士前期課程

博士後期課程
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に「医療管理」，「医療政策」，「先進

病院実習」，「医療統合科学総論Ⅰ」，

「医療統合科学総論Ⅱ」，「倫理総

論」，「ケアの比較文化論」を配置し，

② 『観察・解析』に対応して，自然・社会

を観察解析する学術を行う活動として課

題の本質を分析する能力を培うために，

「医学研究概論」，「バイオ・創薬科学

概論」，「医療機器材料学概論」，「ヒ

ューマンイノベーション・ヘルスケア科

学概論」を配置している。さらに， 
③ 『構成』に対応して，構成的な学術を行

う活動としてニーズや課題の発見と解決

策を考案する立場に立って真の要件記述

や設計を行う方法を「医療統合科学演

習」において学修する。そして， 
④ 『行動』に対応して，①〜③を通して学

修した成果からアイディアを創出し社会

へ応用して行動する活動を学修するため

に「実践医療統合科学」，「医療統合科

学特別研究」を配置して実践的な課題解

決能力である「社会において活用される

モノやアイディアを創出」する能力を修

得させる。 
専門科目は①〜④  の過程を学生が持つ個

人の知識や能力により，異なる形でこれを補

完してカリキュラムの修得を完成させようと

するものである。 
 

また，人材育成のサイクルに対応した博士前期課

程の共通科目と専門科目のカリキュラム構成科目

の具体例としては， 

①〈現場に定位して〉「医療統合科学総論Ⅰ，Ⅱ」：

医療や介護の現場での問題を取り上げ，医薬

保健学系・工学系・人文社会科学系の教員が

協働して様々なアプローチからの解決事例の

講義から現場への課題に目を開く。また，「倫

理総論」で研究者としての倫理観を涵養する。

 

②〈観察・解析の立場から〉「医療統合科学に関

する概論」：医療統合科学に関連する科学や

技術の動向を知り，これまでのアプローチの

特質とその限界，学生が知らずに放置してき

た分野（例えば，工学系の学生は人文社会科

学系のヒトやモノの捉え方）からの新鮮な発

想を学び，現場の課題解決の次の活動へとつ

なげる。 

 

③〈構成型活動の観点から〉「医療統合科学演

習」：医療や介護の現場や医療統合科学関連

企業の訪問調査やヒアリング等を通して，現

状の認識とともにニーズや課題を発見し，更

に発見した課題に対して複数の解決策を考案

する力を育成する。 

④〈行動・社会実装を見据えて〉「実践医療統合

科学」：上記の演習を引き継いで，分野横断

的なグループの一員として，ユーザーを含め

関係するステイクホルダーへの提案・フィー

ドバック，更に得られたフィードバックを活

かした追加調査や議論，解決策の改定を試行

的に実践することにより，社会実装を見据え

た分野統合的な課題解決力を育成する。 

専門科目では，上述のサイクルを深めるのに資

する医療統合科学の個々の専門知識やスキルを深

め，「医療統合科学特別研究」を通じて学位論文

として完成させる。 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 

２）教育課程の特色 

 
新しい視点から４つの人材育成の活動を連携させ

る総合的な能力を高められるように教育課程を編成

する 
 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

（２）博士後期課程 

２）教育課程の特色 

 
…新しい視点から複数の人材育成の活動を連携させ

る総合的な能力を高められるように教育課程を編成す

る… 
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４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

（２）博士後期課程 

２）教育課程の特色 

 
博士前期課程での科目群が人材育成の

４つのうちの２つ以上の活動に対する能

力を個々に育成することを基本としてい

ることに対して，専門の知識や能力を高め

るとともに，医療関連の現場を直視して自

然科学及び人文社会科学双方の知性を兼

ね備え，４つの人材育成の活動を連携させ

る総合的な能力を高められるように編成

されている。 

 

 
人材育成の活動「現場の理解と課題の抽

出」，「観察型・解析型活動」，「構成型活

動」，「行動型活動」のサイクルの中で，博士

後期課程の統合科目の複数要素と専門科目

を組み合わせて課題解決し，新しいモノ・アイ

ディアを社会で活用する力を自立的に身に付

けて表現できることを目指すために，４群の活

動のうち連接する２つの活動を含む統合科

目を履修する。具体的には， 

『現場』と『観察・解析』に対応して，

「医療統合科学特論」， 
『観察・解析』と『構成』に対応して，

「医療統合科学総合演習」， 
『構成』と『行動』に対応して，「医療

統合科学アドバンストインターンシップ」

を履修する。 
またこれらに加えて，各学生の軸足に当

たる専門の深化と，その軸足の周辺分野を

補強するために，各分野から専門科目を履

修する。 
 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

（２）博士後期課程 

２）教育課程の特色 

 

博士前期課程での科目群が人材育成の４

つの活動に対する能力を個々に育成するこ

とを基本としていることに対して，専門の知

識や能力を高めるとともに，医療関連の現場

を直視して自然科学および人文社会科学双

方の知性を兼ね備え，複数の人材育成の活動

を連携させる総合的な能力を高められるよ

うに編成されている。 
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博士前期課程

博士後期課程

人材育成のサイクルの中で，博士後期課程

の共通科目の複数要素と専門科目を組み合わ

せる活動を通じて課題解決・社会実装力を自立

的に身に付けて表現できることを目指すための

カリキュラム構成科目の具体例としては， 

①〈現場に定位して〉「医療統合科学総合

演習」：医療や介護の現場や医療統合科学関

連企業の訪問調査し，オムニバス形式の講義

「医療統合科学特論」の中で，最近の医療等

の現場状況の学びと結び付け，「医療統合科

学アドバンストインターンシップ」におい

て，現場の体験に基づいた課題の抽出を実践

する。 

②〈観察・解析の立場から〉「医療統合科学

特論」の中で，医療統合科学に関連する人文

社会科学系の最新のイノベーションのアプ

ローチと分析の方法論を学び，「医療統合科

学アドバンストインターンシップ」におい

て，現場の人とのディスカッションを通して

抽出した課題を分析する能力を養う。さら

に，人文社会学系の専門選択科目（「科学技

術開発論」，「臨床死生学特論」など）により，

観察や解析の方法論に関する知識を深める。
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③〈構成型活動の観点から〉「医療統合科

学特論」の中で，医療統合科学に関連する科

学や技術の最新動向を把握する。また，「医

療統合科学アドバンストインターンシップ」

において，モノやサービスとして具現化する

課題解決力を養い，これを工学系の専門選択

科目（「シグナル伝達創薬」，「センサデバイ

ス工学」，「機能ロボット設計論」など）に繋

げて，薬剤を含めたモノやサービスを開発す

る能力を高める。 

④〈行動・社会実装を見据えて〉「医療統合

科学アドバンストインターンシップ」の実施

においては，社会実装を意識させて，基本視

座の「統合力」を養う。 

このように博士後期課程でも４群の活動

… 

 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（３）博士前期・後期課程一貫コースの設定 

 

 

原則として，4 群の活動が循環するサイクル

のさらなる充実を目指し，在学期間中に１学

期以上の実務インターンシップ（海外研修を

含む）の実施を博士の学位を授与する要件と

する。 
 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

（３）博士前期・後期課程一貫コースの設定 
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原則として，（語句補充），在学期間中に１学

期以上の実務インターンシップ （海外研修を含

む）の実施を博士の学位を授与する要件とする。

通常であれば… 
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医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（教育課程等） 

(8) 「設置の趣旨を記載した書類」p11 において，例えば，「工学系の教育を受けてきた者は，医療系あ

るいは人文社会学系の思考や分析の方法を学ぶ」との記載があるが，特に人文社会科学系のカリキュ

ラム内容や教員組織が不十分にも見えるため，育成する人材像とカリキュラムが一致すること及びカ

リキュラム内容が大学院レベルであること，上述の目的を達成するための 教員組織が整備されている

こと，研究科名称が整合していることを明確にすること。 

 
（対応） 

本研究科は「医療」現場を構成する人々としくみの課題を把握した上で，「分野統合的な科学」活動によ

って取り組む「医療 統合科学 研究科」である。このような「医療統合科学」を構成する主たる人文社

会科学の分野が，文学（哲学・倫理学・宗教学，歴史学，文化人類学），社会学・社会福祉学であることを

明確にし，授業科目の編成，教員組織，及び育成する人材像との対応関係を明確化した。 
 
１．育成する人材像とカリキュラムの対応について 
本研究科の人材育成目標は，「医療現場を構成する人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，

そして物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社

会において活用されるモノやアイディアを他者と協働して創出することで，課題の解決に貢献しイノベー

ションの基盤を支える人材」である。 
ここにみられる養成する人材像と対応させるため，文学（哲学・倫理学・宗教学，歴史学，文化人類学），

社会学・社会福祉学の分野における統合科目（「共通科目」から変更）及び教員組織について，以下のとお

り新たに追加・補充した。 
 
 ①「医療現場を構成する人々としくみの課題を理解」 
   授業科目：「死生観の宗教社会学」（統合科目・選択），「ケアの比較文化論」（統合科目・必修）       

の追加 
専任教員の領域：医療人類学の専門家の追加 

 
 ②「人間の理解」の多角的な考察 

授業科目：「老いと看取りと死の文化論」（統合科目・選択）の追加 
専任教員の領域：キリスト教文化論の専門家の追加 

 
 ③「課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支える」 

専任教員の領域：ソーシャルイノベーション論の専門家の補充 
 
２．大学院レベルのカリキュラム（授業科目）の内容の明確化 
 カリキュラム内容は，当初計画時より大学院レベルであるように構成しており，「共通科目」について

は，医療統合科学を構成する各分野・専門領域を横断した専門科目を設定していた。しかしながら，基礎

的な科目又は入門的な科目との誤解を生じやすいことから，本構想の意図が明確になるように，「統合科

目」と名称変更を行うこととする。 
なお，専門科目についても，一つ一つの課題をより深化・探求させることを念頭に講義・研究指導を行

うこととしている。 
 
３．教員組織の充実 
 本研究科の目的を達成するための教員組織として，医療統合科学を構成する人文社会科学系の分野であ

る文学分野について，「哲学・倫理学，歴史学」の教員に加えて，以下のように教員組織を充実させるとと

もに，人材育成目標に対応する授業科目の担当を明確化させた。 
① 「医療現場を構成する人々としくみの課題を理解」に関わる科目を担う教員として，文学分野の「医

療人類学」を専門とする専任教員１名，及び文化人類学と宗教社会学の兼担教員をそれぞれ１名追

加。 



 

－ 114 － 

② 「人間の理解」を多角的に考察することに関わる科目を担う教員として，文学分野（宗教学）の「キ

リスト教文化論」を専門とする専任教員１名と兼担教員４名を追加。 
③ 「課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支える」ことに関わる科目を担う教員として，社会

学・社会福祉学分野の「ソーシャルイノベーション論」を専門とする専任教員１名，兼担教員１名

を補充。 
 
４．研究科名称との整合性 
 ご意見を踏まえ，上記１～３の修正により，本研究科の人材育成目標，医療統合科学を構成する分野，

カリキュラム内容，教員組織は，研究科名称「医療 統合科学 研究科」に，より整合するものになった

と考える。 
 
 
（新旧対照表） 
 

新 旧 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

（枠の中の文章） 
国の施策及び国際的な社会の課題あるいは学

術の動向から敷衍して，これまでの自然科学的な

発想に基づいた医工連携の成果が，社会において

活用される必要がある。 
このためには，医療現場を構成する人々としく

みの課題を理解し，研究及び技術開発，そして物

質面及び人間の理解を併せ持つことで，個人の専

門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会

において活用されるモノやアイディアを他者と

協働して創出することで，課題の解決に貢献しイ

ノベーションの基盤を支えることができる人材

が必要である。 
こうした人材の育成には科学諸分野を統合し

た「統合科学」的アプローチが必要であり，この

必要にかんがみて，本「医療 統合科学 研究科」

を設置する。 
本学が構想する医療統合科学を構成する主た

る分野は，工学，医薬・保健学，文学（哲学・倫

理学・宗教学，歴史学，文化人類学），社会学・社

会福祉学である。 
本研究科の出身者の活躍の途としては，下記の

ような内容が考えられる。 
人文社会科学系： 
・患者の QOL を損なわないための要件の発見，

死を迎える間際の心のよりどころの解析，家族

の在宅介護における負担を軽減するしくみの

案出や，人口減少・超高齢化社会における生き

方を支える価値観やしくみの案出，患者をケア

できる施設を増やすしくみの案出，医療者の負

担を減らす要件の発見，ミスを防止する要件の

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨 
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 
（枠の中の文章） 
国の施策及び国際的な社会の課題あるいは学術の

動向から敷衍して，これまでの自然科学的な発想に基

づいた医工連携の成果を，社会に役立てていくために

は，医療系・工学系といった自然科学出身者への各自

然科学の専門的教育だけでなく，その成果を受容する

人間や社会の側の立場を知るための人文社会科学的

な方法や知識を並行して教育する必要がある。 
また，研究成果を社会に役立てていく活動を共に支え

ていく人材として，人文社会科学の出身者には自然科学

の思考法を教育した上で，そのような幅広い視野に基づ

いて各学生が専門を伸ばしていく教育を行う必要がある。
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発見，適切な医療リスクマネジメント体制の構

築，終末期における意思決定の在り方の案出 
 

 

 

１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
 
① 国の施策と社会の課題 

課題に対応しながら，その課題に応える技術・製

品開発を行い，さらにその産物を「社会実装」す

なわち社会での活用を実現するために，医療や関

連した「現場」における必要や制限すなわち産物

を人間の精神活動がどのように受容するか（満足

度，QOL，社会受容，歴史的・文化的側面，倫理，

法規制の在り方など）を知って進めることが必須

となってくる。 

 

 

１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
 
① 国の施策と社会の課題 

課題に対応しながら，その課題に応える技術・製品開発

を行い，さらにその産物を「社会実装」するために，医

療や関連した「現場」における必要や制限すなわち産物

を人間の精神活動がどのように受容するか（満足度，

QOL，社会受容，歴史的側面，倫理，法規制の在り方な

ど）を知って進めることが必須となってくる。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

 
他方で近隣のアジアを含めた途上国では，制度と

しての医療や福祉が未発達にも関わらず，高齢者

が家族や地域社会に支えられ，地域の中で役割を

持つことによって，尊厳ある生活を過ごす姿も見

られる。そのような事例は我が国においても今

後，より国民の幸せを増やすための対応を考えて

いく上での参考となると考える。以上の諸問題を

考察するに当たり，哲学・倫理学・宗教学をはじ

め，歴史学（科学技術論），文化人類学（医療人

類学）が有効に機能すると考える。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 
 
他方で近隣のアジアを含めた途上国では，制度として

の医療や福祉が未発達にも関わらず，高齢者が家族や

地域社会に支えられ，地域の中で役割を持つことによ

って，尊厳ある生活を過ごす姿も見られる。そのような

事例は我が国においても今後，より国民の幸せを増や

すための対応を考えていく上での参考となると考え

る。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

 
具体的なリスク管理の例を挙げれば，法律上の

リスク管理の方策としては，研究開発の誘発・促

進と両立しうる法規制技術の開発，倫理上のリ

スク管理の方策としては，既存の倫理原則の見

直しなどが考えられる（哲学・倫理学・宗教学な

ど）。加えて， 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

 

具体的なリスク管理の例を挙げれば，法律上のリスク

管理の方策としては，研究開発の誘発・促進と両立し

うる法規制技術の開発，倫理上のリスク管理の方策と

しては，既存の倫理原則の見直しなどが考えられる。

加えて， 
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１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
 

その場合に用いることができる手法として，一般

的な量的研究に加えて，社会学や文化人類学にお

いて活用される質的研究手法であるアンケート

やインタビュー，あるいは参与型社会調査と呼ば

れる方法が活用できよう。 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
 
その場合に用いることができる手法として，一般的な

量的研究に加えて，質的研究手法であるアンケートやイン

タビュー，あるいは参与型社会調査と呼ばれる方法が活用

できよう。 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
（枠の中の文章） 
 
本研究科が育成を目標とする人材像： 
「医療現場を構成する人々としくみの課題を

理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人

間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活

かしつつ他分野を理解できた上，社会において活

用されるモノやアイディアを他者と協働して創

出することで，課題の解決に貢献しイノベーショ

ンの基盤を支えることができる人材」  
 
 
   （中略） 
 
人文社会科学系： 
・患者の QOL を損なわないための要件の発見，

死を迎える間際の心のよりどころの解析，家族の

在宅介護における負担を軽減するしくみの案出

や，人口減少・超高齢化社会における生き方を支

える価値観やしくみの案出，患者をケアできる施

設を増やすしくみの案出，医療者の負担を減らす

要件の発見，ミスを防止する要件の発見，適切な

医療リスクマネジメント体制の構築，終末期にお

ける意思決定の在り方の案出 
 
 
医療統合科学研究科の構想： 

博士前期課程及び博士後期課程の同時設置 

 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
（枠の中の文章） 

 

本研究科が育成を目標とする人材像： 

「医療現場の課題に対し，正確な情報に基づき社会

実装可能なアイディア創出で解決に貢献できる人

材」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （追加） 

 

 

 

 

 

 

医療統合科学研究科の構想： 

博士前期課程及び博士後期課程の同時設置 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
ここまでにも述べてきたことから，本研究科が

育成を目標とする「医療現場を構成する人々と

しくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そし

て物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
ここまでにも述べてきたことから，本研究科が育成

を目標とする「医療現場の課題に対し，正確な情報

に基づき社会実装可能なアイディア創出で解決に貢

献できる人材」への期待は高まっている。 
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人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた

上，社会において活用されるモノやアイディア

を他者と協働して創出することで，課題の解決

に貢献しイノベーションの基盤を支えることが

できる人材」への期待は高まっている。 
 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
１）医療統合科学研究科の教育研究上の理念・目

的 
 
これとともに，高齢社会への方策を文学分野（哲

学・倫理学・宗教学，歴史学〈科学技術論〉，文

化人類学〈医療人類学〉，社会学・社会福祉学分

野（医事法学，ソーシャルイノベーション論）か

ら研究教育を進めていく人文社会科学の教員を

専任で置くことで，人文社会科学のアプローチ

を教育することができる。 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
１）医療統合科学研究科の教育研究上の理念・目的 
 
これとともに，高齢社会への方策を哲学や死生観の思

想史的研究から，国際的比較を含めた地域社会におけ

る医療・ケアの実践，あるいは法学の観点から研究教

育を進めていく人文社会科学の教員を専任で置くこ

とで，人文社会科学のアプローチを教育することがで

きる。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と 3 つの

ポリシー 
①人材育成目標 

本研究科全体としての目標は，「医療現場を構成

する人々としくみの課題を理解し，研究及び技術

開発，そして物質面及び人間の理解を併せ持つこ

とで，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解

できた上，社会において活用されるモノやアイデ

ィアを他者と協働して創出することで，課題の解

決に貢献しイノベーションの基盤を支えること

ができる人材」の育成である。 
 
 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標 
 
 
本研究科全体としての目標は，「医療現場の課題に対

し，正確な情報に基づき社会実装可能なアイディア創

出で解決に貢献できる人材」の育成である。 
 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つの

ポリシー 
 
②ディプロマポリシー 

医療現場を構成する人々としくみの課題を

理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び

人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野

を活かしつつ他分野を理解できた上，社会にお

いて活用されるモノやアイディアを他者と協

働して創出することで，課題の解決に貢献しイ

ノベーションの基盤を支えることができる専

門知識と研究能力を身に付けた学生に「修士

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞ 
 
 
（本文３行目に挿入） 
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（医療統合科学）」あるいは「博士（医療統合科

学）」の学位を授与する。 
 
博士前期課程： 

学部教育で学んだ専門に重層して他専門領

域の手法を学び，課題を創造的に解決する能力

と専門的知識を有することにより，社会の多様

な場で課題解決に貢献できる専門知識と研究

能力を身に付けた人材 
博士後期課程： 

現場課題を整理して建設的な仮説を立てら

れ，その仮説を諸専門の手法を組み合わせなが

ら適切な科学的方法で証明できる研究能力を

有することにより，社会の多様な場で自ら方針

を示して課題解決に貢献する専門知識と研究

能力を身に付けた中核的人材 
 

本研究科で育成された人材は，様々な課題に

応えられる。例えば，下記のような内容が考え

られる。 
・患者の立場からは，QOL を向上させるある

いは損なわない手法の不足，病巣を効率的に制

御できる体への負担の少ない材料の不足，死を

迎える間際の心のよりどころの不足。 
・家族の立場からは，介護負担が減る機器の

不足，家族が継続的に患者をケアできるなど介

護における支援環境の充実（制度の整備など）

の必要。 
・医療者の立場からは，高度な医療を提供し

つつ現場の負担を減らすことができる技術の

不足，医療ミスを防ぐためのハードやソフトの

改良，医療リスクマネジメント体制の不足，終

末期における意思決定の在り方への疑問，新規

医療技術開発環境の不足。 
 

これらを，それぞれの出身背景を持つ学生が

取り組むテーマ，履修内容，進路の可能性とし

て記載すれば，下記のような内容が挙げられ

る。 
工学系では 

・患者の QOL を損なわないあるいは向上さ

せる機器の創出，病巣を効率的に制御でき体へ

の負担の少ない素材の創出，家族の負担が減る

ハードやソフトの創出，医療者の負担を減らす

機器の創出，ミスを誘発しにくい機器の創出 
例えば，情報工学を卒業した学生，とりわけ

音声処理に関する研究を主として進めてきた

学生は，「統合科目」を履修することで医療者の

負担軽減や患者の QOL 向上のためのアプロー

チ法を理解するとともに人文社会科学系の視

座や手法を習得する。また，「専門科目」を履修
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することで音声情報処理，ネットワーク技術，

ヒューマンインタフェース技術などの知識や

技術を深化させる。その結果，患者の QOL 向

上や医療者の負担を軽減できる医療向けの情

報機器や情報システムが創出できる能力が身

に付き，医療情報システムや医療機関向けのア

プリケーションソフトウェアを開発するメー

カ等で活躍可能な人材となる。 
 
医療系では 

・患者の QOL を向上させる看護・医療技術

の共同開発，病巣を効率的に制御でき体への負

担の少ない薬剤や治療技術の共同開発，医療者

の負担を減らす技術の共同開発，ミスを防ぐた

めの医療ハードやソフトの共同開発，ワークラ

イフバランスを実現できる働き方のための制

度の共同開発 
例えば，保健学を卒業した学生，とりわけ医

療技術学に関する研究を主として進めてきた

学生は，「統合科目」を履修することで医療に対

する工学・人文社会科学の基本視座を習得し，

「専門科目」を履修することで医学・工学・人

文社会科学など学部で学んだ分野とは異なる

学際的専門知識を習得した結果，医療現場で考

えつかなかったアプローチで斬新な解決法を

創出・提案できる能力が身に付き，病院開発部

門や医療系企業の開発部門で活躍可能な人材

となる。 
 
人文社会科学系では 

・患者の QOL を損なわないための要件の発

見，死を迎える間際の心のよりどころの解析，

家族の在宅介護における負担を軽減するしく

みの案出や，人口減少・超高齢化社会における

生き方を支える価値観やしくみの案出，患者を

ケアできる施設を増やすしくみの案出，医療者

の負担を減らす要件の発見，ミスを誘発しにく

い要件の発見，適切な医療リスクマネジメント

体制の構築，終末期における意思決定の在り方

の案出 
例えば，哲学・倫理学を卒業した学生，とり

わけ文献研究を主として進めてきた学生は，

「統合科目」を履修することで，医療現場を構

成する人々としくみの課題（病気，障害，死を

前にした人の不安など）を理解し，専門科目を

履修することで，哲学を中心とした人文社会科

学の専門性を深めるとともに，異分野を統合し

て課題解決に当たるために必要な専門性（医療

系，工学系の専門科目）を会得することで，病

気，障害，死を前にした人間の生き方を支える

アイディアを創出することができ，公務員など
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として活躍可能な人材となる。 
 

 

 
 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つの

ポリシー 
 
③カリキュラムポリシー 

以上の人材育成を目標として，以下のカリキ

ュラムポリシーの下でカリキュラムを編成す

る。 

 

 

 

博士前期課程： 
前述の人材育成のサイクルをなす４群の活動

に対応連携させて， 
医療統合科学としての前期課程レベルの専門を

扱う「統合科目」 
医療統合科学を構成する専門分野の知識や思考

を前期課程レベルに深化させる「専門科目」 
の二種類の科目からなる統一カリキュラムを編

成する。 
 その上で， 
・医療現場を構成する人々としくみの課題を理

解し，課題を解決して社会に応用されるアイデ

ィアを他者と協働して創出する能力を涵養し，

医療統合科学を構成する諸領域に関して横断的

な内容を，統合科目の必修科目とする。 
・学部で学んだ専門領域を考慮して履修できる

医療統合科学において重要な科目を，統合科目

における選択科目とする。 
・専門科目は，医療統合科学を構成する諸領域

の知識や能力を深化させる内容とする。各学生

で深化させる専門は異なるため，選択科目とし

て位置付ける。 
 

「統合科目」では，①現場から，②観察・解析

活動，③構成型活動，④行動型活動，そして現場

へ，という課題解決の活動のサイクル循環を意

図した分野横断的なカリキュラムを構成し，こ

れを踏まえつつ「専門科目」の履修や修士論文作

成「医療統合科学特別研究」を進める。この循環

しつつ深化するプロセスを経ることによって，

工学系，医療系，人文社会科学系それぞれの教育

 
 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞ 
 
 

 （字句追加） 

以上の人材育成を目標として，本研究科博士前期課

程においては，前述の人材育成のサイクルをなす４群

の活動に対応連携させて，医療統合科学専攻の「共通

科目（必修・必修選択）」と「専門科目（選択）」から

なる統一カリキュラムを編成する。 

 

 

 

 

 

 

 

   （追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「共通科目」では，①現場から，②観察・解析活動，

③構成型活動，④行動型活動，そして現場へ，という

課題解決の活動のサイクル循環を意図した分野横断

的なカリキュラムを構成し，これを踏まえつつ「専門

科目」の履修や修士論文作成「医療統合科学特別研究」

を進める。この循環しつつ深化するプロセスを経るこ

とによって，工学系，医療系，人文社会科学系それぞ

れの教育を受けてきた学生は，学生の専門分野の知識
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を受けてきた学生は，学生の専門分野の知識と

能力に加えて，以下のような知識と能力を涵養

することができる。 

 

工学系の教育を受けてきた者は，医療系・人文

社会科学系の哲学的・人類学的に科学の在り方

を捉える視座と方法（臨床死生学・医療人類学），

科学技術の在り方を歴史学的手法と実地調査に

よって捉える視座と方法（科学技術論），科学技

術の在り方を医療に関わる法やシステムの視座

から捉える法学的思考方法（医事法学）及び創出

したアイディアや技術を社会で活用する視座と

方法（ソーシャルイノベーション論）を学ぶこと

により，医療・介護というヒトとモノが複雑に関

係し合う現場を改善するための課題を抽出し

て，薬剤を含めた人工物の使用者に配慮して，新

規の化学物質や機器，サービス，方法論を開発し

て社会での活用を実現する上での理論構築，設

計要件や技術要件を導いて課題解決するための

能力を獲得できる。 

 

医療系特に薬学や保健学などの教育を受けて

きた者は，工学系の知識や人文社会科学系から

病気，障害，死などを哲学的・人類学的に捉える

視座と方法（臨床死生学・医療人類学），医療技

術の在り方などを歴史学的手法と実地調査によ

って捉える視座と方法（科学技術論），医療的な

問題を法やシステムの視座から捉える法学的思

考方法（医事法学），及び新しいサービスなどを

生み出し社会で活用するための視座と方法（ソ

ーシャルイノベーション論）を学ぶことにより，

開発技術側からの助言を理解し洞察することが

可能になり，その接点から人間工学をはじめと

する新たな知識や応用技術を見いだし，それら

を現場適用する能力を獲得して，新たな学問体

系の構築と工学の手法を取り入れた「可視化」に

よる専門的な課題解決を図ることができる。 

 

人文社会科学系の教育を受けてきた者は，医

療系・工学系のモノに対する思考や分析の方法，

また，医療現場のヒトに関する課題を医療系・工

学系とともに学ぶことにより，新しい機器・薬・

ケアの方法などをよりよく現場に導入するため

の新たなシステムや価値観の創出と，それらを

具体的説得的に医療現場に提言する方法を獲得

し，社会システムや人間の心に配慮した社会で

の活用の側面を支える能力を持てるようにな

る。 

これらにより，いずれの学系の教育を受けた者

も，元の学系の専門をより豊かにする多様な科学

的思考の方法とそこから導かれる視座を得るこ

と能力に加えて，以下のような知識と能力を涵養する

ことができる。 

 

 

工学系の教育を受けてきた者は，医療系・人文社会科

学系の思考や分析の方法を学ぶことにより，医療・介

護というヒトとモノが複雑に関係し合う現場を改善

するための課題を抽出して，薬剤を含めた人工物の使

用者に配慮して，新規の化学物質や機器，サービス，

方法論を開発して社会実装を行う上での理論構築，設

計要件や技術要件を導いて課題解決するための能力

を獲得できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療系特に薬学や保健学などの教育を受けてきた者

は，工学系の知識や人文社会科学系からの科学技術論

やイノベーションに関する動向の理解を深めること

により，開発技術側からの助言を理解し洞察すること

が可能になり，その接点から人間工学をはじめとする

新たな知識や応用技術を見いだし，それらを現場適用

する能力を獲得して，新たな学問体系の構築と工学の

手法を取り入れた「可視化」による専門的な課題解決

を図ることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人文社会科学系の教育を受けてきた者は，医療系・工

学系のモノに対する思考や分析の方法，また，医療現

場のヒトに関する課題を医療系・工学系とともに学ぶ

ことにより，新しい機器・薬・ケアの方法などをより

よく現場に導入するための新たなシステムや価値観

の創出と，それらを具体的説得的に医療現場に提言す

る方法を獲得し，社会システムや人間の心に配慮した

社会実装の側面を支える能力を持てるようになる。 

これらにより，いずれの学系の教育を受けた者も，元

の学系の専門をより豊かにする多様な科学的思考の方

法とそこから導かれる視座を得ることができ，修士課

程修了者においては企業や官公庁の即戦力として巣立

っていく。 
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とができ，修士課程修了者においては企業や官公

庁の即戦力として巣立っていく。 

 

 

博士後期課程： 
 人材育成の４つの活動に対する個々の専門の

知識や能力をさらに高めるとともに，医療関連

の現場を直視して自然科学及び人文社会科学双

方の知性を兼ね備え，サイクルの中の複数の人

材育成の活動を連携させる総合的な能力を高め

られるように， 
医療統合科学としての後期課程レベルの専門を

扱う「統合科目」 
医療統合科学を構成する専門分野の知識や思考

を後期課程レベルに深化させる「専門科目」 
の二種類の科目からなる体系的・段階的なカリ

キュラムを編成する。 
 その上で， 
・医療現場を構成する人々としくみの課題を理

解し，課題を解決して社会に応用されるアイデ

ィアの創出を他者と協働して先導できる能力を

涵養するための，医療統合科学を構成する諸領

域に関して横断的な内容を，統合科目における

必修科目とする。 
・専門科目は，医療統合科学を構成する諸領域

の先端的な知識や能力を深化させる内容とす

る。専門科目は個々人により深化させる専門が

異なるため，選択科目として位置付ける。 
 

「統合科目」として，「医療統合科学特論」で

改めて独自の視点を持って，医療統合科学に関連

する科学や技術の最新動向を把握し，「医療統合

科学総合演習」で，独自の視点を持って，医療や

介護の現場や医療統合科学関連企業の訪問調査

し，現状の認識とともに課題発見力を育成する。

また，「医療統合科学アドバンストインターンシ

ップ」によって，独自の視点を持って，医療，介

護，製品開発等の現場を選択し，長期にわたって

実習，研究等に従事させ，現場の体験に基づいて

見出した課題を現場の人とディスカッションさ

せて，社会実装を見据えた基本的視座の「統合」

力と課題解決力を育成する。これらの「統合科目」

に加えて「専門科目」を選択して，博士の学位論

文作成を通じて上記の人材育成の活動を自らの

力のみで，困難なく，発案し牽引できる能力を身

に付けることを目標とする。 

こうして，博士課程修了者は企業や官公庁で新

しくより正確な指針を提示できる能力を持ち，あ

るいはこれからの新しい学術を大学で教育して

人材育成に携わったり，研究機関等で社会実装に

近い研究開発に携わったりすることができる。 

 

 

 

 

博士後期課程においては，人材育成の４つの活動に

対する個々の専門の知識や能力をさらに高めるとと

もに，医療関連の現場を直視して自然科学及び人文社

会科学双方の知性を兼ね備え，サイクルの中の複数の

人材育成の活動を連携させる総合的な能力を高めら

れるようにカリキュラムを編成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「共通科目」として，「医療統合科学特論」で改めて

独自の視点を持って，医療統合科学に関連する科学や

技術の最新動向を把握し，「医療統合科学総合演習」で，

独自の視点を持って，医療や介護の現場や医療統合科

学関連企業の訪問調査し，現状の認識とともに課題発

見力を育成する。また，「医療統合科学アドバンストイ

ンターンシップ」によって，独自の視点を持って，医

療，介護，製品開発等の現場を選択し，長期にわたって

実習，研究等に従事させ，現場の体験に基づいて見出し

た課題を現場の人とディスカッションさせて，社会実

装を見据えた基本的視座の「統合」力と課題解決力を育

成する。これらの「共通科目」に加えて「専門科目」を

選択して，博士の学位論文作成を通じて上記の人材育

成の活動を自らの力のみで，困難なく，発案し牽引でき

る能力を身に付けることを目標とする。 

 
こうして，博士課程修了者は企業や官公庁で新しく

より正確な指針を提示できる能力を持ち，あるいはこ

れからの新しい学術を大学で教育して人材育成に携わ

ったり，研究機関等で社会実装に近い研究開発に携わ

ったりすることができる。 

以上より，「医療現場の課題に対し，正確な情報に基



 

－ 123 － 

以上より，「医療現場を構成する人々としくみ

の課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質

面及び人間の理解を併せ持つことで，個人の専

門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社

会において活用されるモノやアイディアを他者

と協働して創出することで，課題の解決に貢献

しイノベーションの基盤を支えることができる

人材」を育成するための，前期課程，後期課程の

人材育成目標は，より詳細に述べれば次のとお

りである。 

 

博士前期課程： 
博士前期課程においては，学部教育で学んだ専

門に重層して他専門領域の手法を学び，課題を創

造的に解決する能力と専門的知識を有することに

より，社会の多様な場で課題解決に貢献できる高

度専門職業人を育成する。すなわち，学生が学部

教育において専門とした諸分野の基礎知識を貯

えた上で，高齢化社会が抱える介護，医療，福祉

に関連する技術的課題を，諸科学における領域

の手法を組み合わせながら創造的に解決する能

力とそれを支える専門的知識を有する人材を育

成する。 

このような人材の主な進路は製造業をはじめ

民間企業になると考えられる。事前に実施した

企業向けヒアリングの結果からも，特に高齢者

福祉等を含む医療現場において，商品やサービス

を提供する側としての製品開発とともに，受ける

側となる現場の顧客や社会のニーズを理解でき

る人材に対する需要は大きく，安定した進路と

なると考えられる。また，地域で医療課題等に取

り組む NPO や社会的企業に就職する，あるいは

自ら立ち上げる「起業家」的な進路をとることも

期待される。 
 

博士後期課程： 
博士後期課程においては，現場課題を整理して

建設的な仮説を立てられ，その仮説を諸専門の手

法を組み合わせながら適切な科学的方法で証明で

きる研究的能力を有することにより，社会の多様な

場で自ら方針を示して課題解決に貢献する中核的

人材を育成する。このために医療現場を構成す

る人々としくみの課題を把握し整理できるのみ

でなく，関連する過去の様々な知識を体系化し

て把握し，それによって未来の課題を知り，結果

として解決への貢献を主体的に進めて行けるこ

とが必要である。 

すなわち，高齢化社会が抱える介護，医療，福

祉に関連する様々な困難から，学術によって応

えうる問いや課題を設定でき，これに対応して

仮説を立てられ，その仮説を適切な科学的方法

づき社会実装可能なアイディア創出で解決に貢献できる

人材」を育成するための，前期課程，後期課程の人材

育成目標は，より詳細に述べれば次のとおりである。

 

 

 

 

 

 

 
 

① 博士前期課程 
博士前期課程においては，学部教育で学んだ専門に

重層して他専門領域の手法を学び，課題を創造的に解

決する能力と専門的知識を有することにより，社会の多

様な場で課題解決に貢献できる高度専門職業人を育成

する。すなわち，学生が学部教育において専門とした

諸分野の基礎知識を貯えた上で，高齢化社会が抱える

介護，医療，福祉に関連する技術的課題を，諸科学に

おける領域の手法を組み合わせながら創造的に解決

する能力とそれを支える専門的知識を有する人材を

育成する。 

このような人材の主な進路は製造業をはじめ民間

企業になると考えられる。事前に実施した企業向けヒ

アリングの結果からも，特に高齢者福祉等を含む医療

現場において，商品やサービスを提供する側としての

製品開発とともに，受ける側となる現場の顧客や社会

のニーズを理解できる人材に対する需要は大きく，安

定した進路となると考えられる。また，地域で医療課

題等に取り組む NPO や社会的企業に就職する，あるい

は自ら立ち上げる「起業家」的な進路をとることも期

待される。 
 
 
 

② 博士後期課程 
博士後期課程においては，現場課題を整理して建設

的な仮説を立てられ，その仮説を諸専門の手法を組み合

わせながら適切な科学的方法で証明できる研究的能力

を有することにより，社会の多様な場で自ら方針を示して

課題解決に貢献する中核的人材を育成する。このため

に医療現場の課題を把握し整理できるのみでなく，関

連する過去の様々な知識を体系化して把握し，それに

よって未来の課題を知り，結果として解決への貢献を

主体的に進めて行けることが必要である。 

 

すなわち，高齢化社会が抱える介護，医療，福祉に

関連する様々な困難から，学術によって応えうる問い

や課題を設定でき，これに対応して仮説を立てられ，

その仮説を適切な科学的方法で証明していくことが

できる人材を養成する。これにより，社会が抱える困
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で証明していくことができる人材を養成する。

これにより，社会が抱える困難な課題を建設的

に整理し，その構成を明らかにして，創造的に解

決する能力とそれを支える高度な科学的知識の

基盤を有し，これを通じて，博士号を有して国際

的にもリーダーシップを発揮して活躍できる自

立した人材を養成する。  

博士後期課程修了者の主な進路の１つは大

学，企業，シンクタンク等の研究機関，医療関連

機関等における研究者としての道であり，これ

らの組織において博士課程の修了は必須条件と

なる。こうした研究の場においても，大学や企

業，あるいは社会のそれぞれを理解できる人材

が不足しており，それらを俯瞰的に見られる人

材に対する需要は大きい。ベンチャーキャピタ

ル・ファンドやコンサルティング会社において

も，開発される技術とともに，商品やサービスの

提供を受ける側となる市場，つまり現場を理解で

きる人は少なく，高度な知識に基づいた総合的な

判断のできる人材が必要とされている。更に海

外の国際機関等においては，博士号が実務家と

してステップアップしていく上で必須となるこ

とが多く，高度な専門性を持った人材としての

活躍が期待される。実際に，特にアカデミアに関

係する仕事で，一定以上のポストに就任する，あ

るいは一定以上のポストの人たちと仕事をする

ならば，博士号が必須である。すなわち，就職後

に，例えば産学連携支援の仕事であっても，国際

共同研究や国際共同治験に携わるレベルまでや

りたいなら，博士課程まで進むべきと考えられ

る。加えて，国内であっても政府系機関を含めて

アカデミアに関わりの深い仕事では，特に医学

系と工学系では博士号を持つことが望まれると

いう状況がある。 

なお，これらの観点からは，社会人を経て入学

する学生は，既に「現場的に根差した視座」を持ち

合わせていると考えられるために，学士や本研究

科以外の前期課程から直接入学する者に比較し

てこの点では入学時より一日の長を持ち合わせ

ていると理解されるが，本研究科での学修を通

じて，自らの経験を新たな複合的な視点で見直

し，医療現場を構成する人々としくみの課題を

把握し整理できるのみでなく，関連する過去の

様々な知識を体系化して把握し，それによって

未来の課題を知り，結果として解決への貢献を

主体的に進めて行ける能力を獲得できるように

なる。 

 

 

難な課題を建設的に整理し，その構成を明らかにし

て，創造的に解決する能力とそれを支える高度な科学

的知識の基盤を有し，これを通じて，博士号を有して

国際的にもリーダーシップを発揮して活躍できる自

立した人材を養成する。  

 

 

博士後期課程修了者の主な進路の１つは大学，企

業，シンクタンク等の研究機関，医療関連機関等にお

ける研究者としての道であり，これらの組織において

博士課程の修了は必須条件となる。こうした研究の場

においても，大学や企業，あるいは社会のそれぞれを

理解できる人材が不足しており，それらを俯瞰的に見

られる人材に対する需要は大きい。ベンチャーキャピ

タル・ファンドやコンサルティング会社においても，

開発される技術とともに，商品やサービスの提供を受

ける側となる市場，つまり現場を理解できる人は少な

く，高度な知識に基づいた総合的な判断のできる人材

が必要とされている。更に海外の国際機関等において

は，博士号が実務家としてステップアップしていく上

で必須となることが多く，高度な専門性を持った人材

としての活躍が期待される。実際に，特にアカデミア

に関係する仕事で，一定以上のポストに就任する，あ

るいは一定以上のポストの人たちと仕事をするなら

ば，博士号が必須である。すなわち，就職後に，例え

ば産学連携支援の仕事であっても，国際共同研究や国

際共同治験に携わるレベルまでやりたいなら，博士課

程まで進むべきと考えられる。加えて，国内であって

も政府系機関を含めてアカデミアに関わりの深い仕

事では，特に医学系と工学系では博士号を持つことが

望まれるという状況がある。 

なお，これらの観点からは，社会人を経て入学する

学生は，すでに「現場的に根差した視座」を持ち合わせて

いると考えられるために，学士や本研究科以外の前期課

程から直接入学する者に比較してこの点では入学時

より一日の長を持ち合わせていると理解されるが，本

研究科での学修を通じて，自らの経験を新たな複合的

な視点で見直し，医療現場の課題を把握し整理できる

のみでなく，関連する過去の様々な知識を体系化して

把握し，それによって未来の課題を知り，結果として

解決への貢献を主体的に進めて行ける能力を獲得で

きるようになる。 
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１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つの

ポリシー 
 

以上より，「医療現場を構成する人々としく

みの課題を理解し，研究及び技術開発，そして

物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個人

の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた

上，社会において活用されるモノやアイディア

を他者と協働して創出することで，課題の解決

に貢献しイノベーションの基盤を支えることが

できる人材」を育成するための，前期課程，後

期課程の人材育成目標は，より詳細に述べれば

次のとおりである。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標 
 

以上より，「医療現場の課題に対し，正確な情報に基

づき社会実装可能なアイディア創出で解決に貢献できる

人材」を育成するための，前期課程，後期課程の人材

育成目標は，より詳細に述べれば次のとおりである。

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つの

ポリシー 
 

④アドミッションポリシー 

上記のディプロマポリシー，カリキュラムポ

リシーを達成するために，本研究科は以下の資

質を持つ者を求める。 

 

博士前期課程：次のいずれかの資質を持つ者を求

める。 

・それぞれの出身学部における分野で必要とされ

た知識を修得しており，分野を超えた学際的研究

に強い意欲を持つ者。 
なお，出身学部における分野で必要とされた知識

とは，例えば，工学系では生命医用工学分野等，

医療系では創薬科学分野，または保健学分野等，

人文社会科学系においては哲学，倫理学，宗教学，

歴史学，人類学，または法学等である。 
・自ら選んだ研究分野における基礎研究や応用研

究に止まらず，異なる分野の研究手法を積極的に

取り入れることに強い興味と意欲を持つ者。 
・医療現場を構成する人々やしくみの課題解決に

向けて，社会での活用可能なアイディアを現場と

連携して創出することに強い興味と意欲を持つ

者。 
 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標 
 
 

（追加） 
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３ 設置を計画する研究科・専攻の名称，授与

する学位等 

 

医療現場を構成する人々としくみの課題を理解

し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間の

理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活か

しつつ他分野を理解できた上，社会において活

用されるモノやアイディアを他者と協働して創

出することで，課題の解決に貢献しイノベーシ

ョンの基盤を支えることができる人材が必要で

ある。こうした人材の育成には科学諸分野を統

合した「統合科学」的アプローチが必要であり，

本学が構想する医療統合科学を構成する主たる

分野は，工学，医薬・保健学，文学（哲学・倫理

学・宗教学，歴史学，文化人類学），社会学・社

会福祉学により構成していることから，本研究

科の名称を，「医療 統合科学 研究科」とする。

なお，専攻の名称についても同様に，「医療 統

合科学 専攻」とする。 

 
 

 
３ 設置を計画する研究科・専攻の名称，授与する学

位等 
 
医療統合科学研究科は「医療統合科学」の名称を冠す

る。「医療」を対象として「統合」的な「科学」を推進

していく人材を育成するという意である。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 

本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の

知性を兼ね備えて，医療現場を構成する人々と

しくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そ

して物質面及び人間の理解を併せ持つことで，

個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解で

きた上，社会において活用されるモノやアイデ

ィアを他者と協働して創出することで，課題の

解決に貢献しイノベーションの基盤を支える

ことができる人材を育成するための研究科で

ある。 
 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性を兼

ね備えて，医療現場の課題に対し，正確な情報に基づき

社会実装可能なアイディア創出で解決に貢献できる人材

を育成するための研究科である。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
 
ロ．統合科目の内容と目的 

知識・スキル・視点を与えるための科目を

必修と選択で構成する。統合科目設置の目的

は，工学系，医薬保健学系，人文社会科学系

の基礎を持つ学士までの学修の背景から，教

員の属する「バイオ・創薬」，「医療機器医用

材料」，「ヘルスケアサイエンス」，「ヒューマ

ンケアイノベーション」のいずれかに軸足を

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
 
ロ．共通科目の内容と目的 

知識・スキル・視点を与えるための科目を必修と

選択で構成する。共通科目設置の目的は，工学系，医

薬保健学系，人文社会科学系の基礎を持つ学士まで

の学修の背景から，教員の属する「バイオ・創薬」，

「医療機器医用材料」，「ヘルスケアサイエンス」，「ヒ

ューマンケアイノベーション」のいずれかに軸足を

置いている学生が，課題解決の活動のサイクルを意
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置いている学生が，課題解決の活動のサイク

ルを意識した統合科目を重層的に学ぶ中で，

これまでの専門以外についての視座を高め，

「医療」にかかわる「統合科学」の方法に習

熟することにある。また，国際的な活動にも

対応できる人材となるための基盤となる知

識やスキルを学ぶ科目も配置した。専門分野

の異なる研究科生全員が一緒に授業を受け，

ディスカッションやグループワークを行う

ことにより，異分野から対象をみる視点を培

うとともに，外国語を含むコミュニケーショ

ンスキルを身に付けさせる。 
なお，「統合科目」と「専門科目」の選択科

目の履修に当たっては，個々の学生のバック

グラウンド，関心及び本研究科での研究領域

を考慮しながら適切に指導を行うこととす

る。これにより，専門を深化させながら異分

野の理解を深める，すなわち統合科学を身に

付けることができ，「医療現場を構成する

人々としくみの課題を理解し，研究及び技術

開発，そして物質面及び人間の理解を併せ持

つことで，個人の専門分野を活かしつつ他分

野を理解できた上，社会において活用される

モノやアイディアを他者と協働して創出す

ることで，課題の解決に貢献しイノベーショ

ンの基盤を支える人材」の育成を実現する。

 
   （中略） 
 
 
③ 「ケアの比較文化論」（必修） 

本授業では，人が病むということとケアす

ることについて，その意味と実践の多様性

を，文化・医療人類学の視点から学ぶ。世界

の様々な国や地域における病とケアをめぐ

る文化的差異に焦点を当て，その社会文化的

側面について理解することを通して，医療を

相対的に捉える視座を獲得する。 
 

 
④ 医療統合科学に関連する概論（必修） 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料

学概論」，「ヒューマンイノベーション・ヘル

スケア科学概論」の３科目からなり，医療統

合科学に関連する科学や技術の動向ととも

に，工学系（物理分野，生物・化学分野），薬

学系，医学系，保健学系，人文社会科学系の

それぞれから医療統合科学にアプローチす

る基本的視座を把握させる。これを通じて，

工学系を専門として学んできた学生は，内

科・外科・薬学・看護学・保健学等の医薬保

健学系固有の現場への観察解析的アプロー

識した共通科目を重層的に学ぶ中で，これまでの専

門以外についての視座を高め，「医療」にかかわる「統

合科学」の方法に習熟することにある。また，国際的

な活動にも対応できる人材となるための基盤となる

知識やスキルを学ぶ科目も配置した。専門分野の異

なる研究科生全員が一緒に授業を受け，ディスカッ

ションやグループワークを行うことにより，異分野

から対象をみる視点を培うとともに，外国語を含む

コミュニケーションスキルを身に付けさせる。 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   （中略） 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
① 医療統合科学に関連する概論（必修） 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概

論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科

学概論」の３科目からなり，医療統合科学に関連

する科学や技術の動向とともに，工学系（物理分

野，生物・化学分野），薬学系，医学系，保健学系，

人文社会科学系のそれぞれから医療統合科学にア

プローチする基本的視座を把握させる。これを通

じて，工学系を専門として学んできた学生は，内

科・外科・薬学・看護学・保健学等の医薬保健学系

固有の現場への観察解析的アプローチと「ケアと
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チと「ケアと看取りをめぐる死生学と日本文

化論」,「モノとヒトをめぐる科学技術論とソ

ーシャルイノベーション」及び「統合科学に

おける法学と医療人類学」から見えてくる人

文社会科学系の研究法と統合的思考法に迫

れるようにする。また，医薬保健学系や人文

社会科学系を専門としてきた学生は，バイオ

技術と創薬研究などの生命医用科学と医療

機器材料などの生命医用工学分野の基礎と

応用について工学的解析のアプローチの特

質を知ることで，医療統合科学における基礎

的知識を確認するとともに先端技術・医用技

術への応用について理解する。 

 
（中略） 

 
 
⑰ 「老いと看取りと死の文化論」（選択） 

本授業は，過去から現在まで，人類社会に

蓄積された老い・看取り・死に関する「知」，

及び現代の医療やケアに関わる諸問題の歴

史的・文化論的考察を行うものである。具体

的には，社会言語学，文化人類学，西洋史，

日本美術史を専門とする教員が，オムニス形

式で授業を担当し，古今東西の老い・看取り・

死に関する視座と分析の方法を解説する。ま

た，受講生と担当教員とのディスカッション

の時間を設け，受講生の問題意識を深化させ

る。 
 
（中略） 

 
 
⑱ 「死生観の宗教社会学」（選択） 

本授業は，在宅ホスピス遺族調査から得ら

れた知見を出発点にし，宗教社会学的及び宗

教史的な考察を介して，その知見をより広い

文脈の下に位置付ける。そこから飜って，ケ

アの問題を含めた，死をめぐる現代的問題に

ついて考察を深める。 
 
 

看取りをめぐる死生学と日本文化論」,「モノとヒ

ト」をめぐる科学技術論とソーシャルイノベーシ

ョン」および「統合科学における価値論と法学的

アプローチ」から見えてくる人文社会科学系の研

究法と統合的思考法に迫れるようにする。また，

医薬保健学系や人文社会科学系を専門としてきた

学生は，バイオ技術と創薬研究などの生命医用科

学と医療機器材料などの生命医用工学分野の基礎

と応用について工学的解析のアプローチの特質を

知ることで，医療統合科学における基礎的知識を

確認するとともに先端技術・医用技術への応用に

ついて理解する。 

 
 
（中略） 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（中略） 

 
 

（追加） 
 
 
 
 
 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
 
ハ．養成する人材像と対応する統合科目 

統合科目は，本研究科が目指す人材が有してい

るべき能力に資するための科目であり，以下のよ

うな対応となっている。 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
 
ハ．養成する人材像と対応する共通科目 

共通科目は，本研究科が目指す人材が有しているべ

き能力に資するための科目であり，以下のような対応

となっている。 
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① 分野を横断した医療統合科学の専門的視

座を身に付ける科目 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概

論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科

学概論」，「実践医療統合科学」，「医療統合科学総

論Ⅰ」，「医療統合科学総論Ⅱ」，「医学研究概論」，

「老いと看取りと死の文化論」，「死生観の宗教社

会学」，「ケアの比較文化論」 

 

② 社会実装を見据えた課題解決力を身に付

けるための科目 

「医療政策」，「医療管理」，「先進病院実習」，「医

療統合科学演習」，「医療統合科学インターンシッ

プ」，「倫理総論」，「ビッグデータ構築・解析学」，

「ビッグデータ学」,「安全インタフェースシステ

ム学」，｢医療ビジネスマネジメント概論｣，「ケア

学」，「ケア学演習」 

 

 

① 分野を横断した視座を身に付けるための科目 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概論」，

「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科学概論」，

「実践医療統合科学」，「医療統合科学総論Ⅰ」，「医療

統合科学総論Ⅱ」 

 

 

 

 

 

② 社会実装を見据えた課題解決力を身に付けるた

めの科目 

「医療統合科学演習」，「医療統合科学インターンシ

ップ」，「倫理総論」，「ビッグデータ構築・解析学」，「ビ

ッグデータ学」,「安全インタフェースシステム学」，

｢医療ビジネスマネジメント概論｣，「ケア学」，「ケア学

演習」 

 

 
 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 
このため，博士前期課程と同様に，工学，医薬保

健学，人文社会科学の多様なバックグラウンド

を持つ学生に門戸を拡げ，学生が融合した教育

を受ける「統合科目」を設け，また「医療統合科

学」の視点からの「専門科目」を選択していく。

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 
このため，博士前期課程と同様に，工学，医薬保健学，

人文社会科学の多様なバックグラウンドを持つ学生に

門戸を拡げ，学生が融合した教育を受ける「共通科目」

を設け，また「医療統合科学」の視点からの「専門科目」

を選択していく。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 

博士前期課程と同様に，統合科目と専門科目か

らなる教育課程を編成した。博士後期課程は知識

を修得する能力に加えて，医療統合科学全般の課

題把握力，課題解決のための新パラダイム構築能

力，新パラダイムに基づく企画力を養成する。 

 教育課程を編成するに当たっては，異なる基盤

を持つ学生に医療統合科学の共通基盤となる専

門的知識・スキル・視点を与えるための「統合科

目」，それぞれの専門を深化させるための「専門科

目」を置き，大学院博士レベルの専門知識と研究

能力を修得できるようにしている。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 
博士前期課程と同様に，共通科目と専門科目からな

る教育課程を編成した。博士後期課程は知識を修得す

る能力に加えて，医療統合科学全般の課題把握力，課題

解決のための新パラダイム構築能力，新パラダイムに基

づく企画力を養成する。  

 教育課程を編成するに当たっては，異なる基盤を持

つ学生に医療統合科学の共通基盤となる専門的知識・

スキル・視点を与えるための「共通科目」，それぞれの

専門を深化させるための「専門科目」を置き，大学院博

士レベルの専門知識と研究能力を修得できるようにし

ている。 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
医療統合科学研究科は，「医療現場を構成する

人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開

発，そして物質面及び人間の理解を併せ持つこ

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
医療統合科学研究科は，「医療現場の課題に対し，正

確な情報に基づき社会実装可能なアイディア創出で

解決に貢献できる人材」の育成を目指し，体系的なカ
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とで，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理

解できた上，社会において活用されるモノやア

イディアを他者と協働して創出することで，課

題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支え

ることができる人材」の育成を目指し，体系的な

カリキュラムを構成している。 
 

リキュラムを構成している。 
 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
研究科には，専任教員 39 名(※新規採用予定 3名

を含む。教授 19 名，准教授・講師 16 名，助教 4

名）が配置され，専門科目と統合科目を担当する

とともに研究指導に当たる。 
 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
研究科には，専任教員 36 名(※新規採用予定 3名を含

む。教授 19 名，准教授・講師 14 名，助教 3名）が配

置され，専門科目と共通科目を担当するとともに研究

指導に当たる。 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 

このことは，部門を超えた教員同士が協力

して「医療統合科学総論」や「実践医療統合科

学」等の「統合科目」を実施することにおいて

学生に可視化されると共に，そのような授業

展開を一つの専攻一つの講座の下に企画準備

することから教員同士の連携が深まり，「医療

統合科学」が目指す「社会で活用可能なアイデ

ィア創出」を教員が率先して推進することを

容易にしていく教員配置である。なお，各部門

の専任教員の教育研究分野及び兼担教員の主

な担当科目は下表のとおりである。 

なお，本研究科の授業は， 

専

攻・

講座 

部門 教育研究分野等 

医療
統合
科学 

バイ
オ・
創薬 

  （省略） 

医療
機器
医用
材料 

  （省略） 

ヘル
スケ
アサ
イエ
ンス 

  （省略） 

ヒュ
ーマ
ンケ
アイ
ノベ
ーシ
ョン 

老いと看取りと死の文化論，
死生観の宗教社会学，ケアの
比較文化論，人間文化論，キ
リスト教文化論，医療人類
学，日本文化論，医事法学，
科学史技術論，臨床死生学，
ソーシャルイノベーション論 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
このことは，部門を超えた教員同士が協力して「医

療統合科学総論」や「実践医療統合科学」等の「共通

科目」を実施することにおいて学生に可視化されると

共に，そのような授業展開を一つの専攻一つの講座の

下に企画準備することから教員同士の連携が深まり，

「医療統合科学」が目指す「社会実装可能なアイディ

ア創出」を教員が率先して推進することを容易にして

いく教員配置である。なお，各部門の専任教員が担当

する教育研究分野の主なものは下表のとおりである。
 
 

なお，本研究科の授業は， 

専

攻・

講座

部門 教育研究分野 

医療
統合
科学 

バ イ
オ ・
創薬

  （省略） 

医 療
機 器
医 用
材料

  （省略） 

ヘ ル
ス ケ
ア サ
イ エ
ンス

  （省略） 

ヒ ュ
ー マ
ン ケ
ア イ
ノ ベ
ー シ
ョン

人間文化論，日本文化論，医事
法学，科学史技術論，臨床死生
学，ソーシャルイノベーション
論 
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５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 

専任教員の年齢分布 

 30 代 40 代 
50･60 

代
計 

教授 0名 3名 16名 19名

准教授・

講師 
2名 9名 5名 16名

助教 1名 3名 0名 4名

計 3名 15名 21名 39名

※新規採用予定者 3名を含む。年齢は，H29.6.30

現在 

 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 

専任教員の年齢分布 

 30 代 40 代 
50･60 

代
計 

教授 0名 4名 15名 19名

准教授・
講師 

2名 7名 5名 14名

助教 0名 3名 0名 3名

計 2名 14名 20名 36名

※新規採用予定者 3名を含む。年齢は，H29.3.1 現在

 

 

６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
医療統合科学研究科は，「医療現場を構成する

人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開

発，そして物質面及び人間の理解を併せ持つこ

とで，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理

解できた上，社会において活用されるモノやア

イディアを他者と協働して創出することで，課

題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支え

ることができる人材」を育成する。 
 

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 
 
医療統合科学研究科は，「医療現場の課題に対し，正確

な情報に基づき社会実装可能なアイディア創出で解決に

貢献できる人材」を育成する。 

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
このような文理統合教育による広い視野の涵

養と，それにより社会に真に実装される方法や

技術の開発を支える人材の養成を目指す統合的

教育を行うため，博士前期課程においては，人材

育成のサイクルをなす活動に対応連携させて，

医療統合科学専攻の統合科目（必修・必修選択）

と専門科目（選択）からなる統一カリキュラムを

編成する。 

 

 

 

 

統合科目のうち，学士までの各専門分野（部門）

だけでなく他の専門分野（部門）の学生にとって

も受講する価値が高いと考えられる医療系科目

「医療管理」（１単位），「医療政策」（１単位），

「医学研究概論」（１単位），「先進病院実習」

（１単位），一般性の高い総論的な内容を中心と

した「概説」講義（３単位）をはじめ，現場の課

題に即して正確な情報を得てそこからのアイデ

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
 このような文理統合教育による広い視野の涵養と，

それにより社会に真に実装される方法や技術の開発を

支える人材の養成を目指す統合的教育を行うため，博

士前期課程においては，人材育成のサイクルをなす活

動に対応連携させて，医療統合科学専攻の共通科目

（必修・必修選択）と専門科目（選択）からなる統一

カリキュラムを編成する。特に共通科目では学部でど

のような専門分野の背景があるにせよ，学生がこれら

を学修することで無理なく，①現場から，②観察・解

析活動，③構成型活動，④行動型活動，そして現場へ

とめぐるサイクル循環を深化できるような分野横断

的なカリキュラムを構成する。 

共通科目のうち，学士までの各専門分野（部門）だ

けでなく他の専門分野（部門）の学生にとっても受講

する価値が高いと考えられる一般性の高い総論的な

内容を中心とした「概説」講義（３単位）をはじめ，

現場の課題に即して正確な情報を得てそこからのア

イディア創出の方法を学ぶ「医療統合科学総論Ⅰ･Ⅱ」

（２単位），「医療統合科学演習」と「実践医療統合

科学」（合わせて２単位）や倫理意識を涵養する「倫
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ィア創出の方法を学ぶ「医療統合科学総論Ⅰ･Ⅱ」

（２単位），「医療統合科学演習」と「実践医療

統合科学」（合わせて２単位）や倫理意識を涵養

する「倫理総論」（１単位），文化人類学（医療

人類学）の視座と方法を身に付ける「ケアの比較

文化論」（１単位）さらに「技術表現発表学」，

「医療統合科学専門英語」の計 14 単位の必修及

び「医療統合科学インターンシップ」，「ビッグ

データ構築・解析学」，「安全インタフェースシ

ステム学」や「ケア学」等を２単位選択必修とす

ることにより，統合的に既存諸科学の思考法を理

解する力を養成する。 
 

理総論」（１単位），さらに「技術表現発表学」，「医

療統合科学専門英語」の計 10 単位の必修及び「医療

統合科学インターンシップ」，「ビッグデータ構築・

解析学」，「安全インタフェースシステム学」や「ケ

ア学」等を２単位選択必修とすることにより，統合的

に既存諸科学の思考法を理解する力を養成する。 

 

 
10 入学者選抜の概要  
（１）入学者選抜方法 

１）アドミッションポリシー 
 

大学院医療統合科学研究科のアドミッション

ポリシーは下記のとおりである。 
 

博士前期課程：次のいずれかの資質を持つ者を

求める。 
・それぞれの出身学部における分野で必要と

された知識を修得しており，分野を超えた

学際的研究に強い意欲を持つ者。 
なお，出身学部における分野で必要とされ

た知識とは，例えば，工学系では生命医用

工学分野等，医療系では創薬科学分野，ま

たは保健学分野等，人文社会科学系におい

ては哲学，倫理学，宗教学，歴史学，人類

学，または法学等である。 
・自ら選んだ研究分野における基礎研究や応

用研究に止まらず，異なる分野の研究手法

を積極的に取り入れることに強い興味と意

欲を持つ者。 
・医療現場を構成する人々やしくみの課題解

決に向けて，社会での活用可能なアイディ

アを現場と連携して創出することに強い興

味と意欲を持つ者。 
 
博士後期課程：次のいずれかの資質を持つ者を

求める。 

・豊かな教養と高い倫理意識を持って医療統

合科学の博士前期課程レベルでの専門的知

識を修得した者で，医療現場を構成する

人々やしくみの諸課題を学際的手法により

解決することで，人類の幸福に貢献しよう

とする強い意欲がある者。 
・出身学問分野は問わないが，それぞれの分

野における修士の専門を修得しており，豊

かな教養と高い倫理意識を持って医療現場

 
10 入学者選抜の概要  
（１）入学者選抜方法 
  １）アドミッションポリシー 
 
本研究科では，「医療現場の課題に対し，正確な情報

に基づき社会実装可能なアイディア創出で解決に貢

献できる人材」を育成する。すなわち，学部，大学院，

あるいは社会で学んだ専門分野の知識や技術を軸とし

て，既存諸科学の思考法も取り入れながら，高齢化・少

子化社会での身体的精神的な健やかさを保つ医療の向

上に向けた諸課題を多面的な視点から把握し，どのよう

に人間社会によって受容されるかを科学的に取り扱うこ

とにより社会実装を見据えた上で，課題を解決できる

新たな方法・機器・物質・サービスを科学・技術を適用

して考案・創出できる人材の育成を目指す。 

上記の人材養成の目標を踏まえ，博士前期課程に

おいては，次のいずれかの資質をもつ学生を求める。

・出身学問分野は問わないが，それぞれの分野におけ

る基礎知識を修得しており，分野を超えた学際的研

究に強い意欲を持つ学生。 

・自ら選んだ研究分野における基礎研究や応用研究に

止まらず，異なる分野の研究手法を積極的に取り入

れることに強い興味と意欲を持つ学生。 

・医療現場の課題解決に向けて，社会実装可能なアイ

ディアを現場と連携して創出することに強い興味と

意欲を持つ学生。 

 

 また，博士後期課程においては，次のいずれかの資

質をもつ学生を求める。 

・豊かな教養と高い倫理意識を持って医療統合科学の

専門的知識を修得し，医療現場の諸課題を学際的手

法により解決することで，人類の幸福に貢献しよう

とする強い意欲がある学生。 

・出身学問分野は問わないが，それぞれの分野におけ

る修士の専門を修得しており，豊かな教養と高い倫

理意識を持って医療現場の諸課題に関して分野を超

えた学際的研究に強い意欲を持つ学生。 



 

－ 133 － 

を構成する人々やしくみの諸課題に関して

分野を超えた学際的研究に強い意欲と十分

な能力を持つ者。 
・医療現場を構成する人々やしくみの課題解

決に向けて，自ら選んだ研究分野における

基礎研究や応用研究に止まらず，豊かな教

養と高い倫理意識を持って社会での活用可

能なアイディアを自ら創出することに強い

興味と意欲を持つ者。 
 

 

・医療現場の課題解決に向けて，自ら選んだ研究分野

における基礎研究や応用研究に止まらず，豊かな教養

と高い倫理意識を持って社会実装可能なアイディアを

自ら創出することに強い興味と意欲を持つ学生。 
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医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（教育課程等） 

(9) 教育課程について，専門科目が全て選択科目となっており，工学部を卒業した学生が工学関係の

科目の履修のみで修了することが可能となっているため，本研究科の育成する人材像を踏まえて履修

指導をどのようにしていくのか明確にすること。 

 
（対応） 

「共通科目」について，医療統合科学を構成する諸分野の専門的内容の科目であるが，この名称である

と基礎的な内容であるとも解釈できること，また学生から見てこの意義を持つカリキュラム内容を理解し

やすくする必要が考えられるため，本研究科の専門を構成することを明らかにする目的で「統合科目」と

いう名称に変更する。すなわち，この「統合科目」を履修することで，工学部を卒業した学生であっても，

統合科学を身に付けることができるカリキュラムとしている。 
 
 また，「統合科目」には，医療系の科目「医療政策」，「医学研究概論」と，人文社会科学系の科目のうち

「ケアの比較文化論」を必修科目として追加した。医療系の科目「医療管理」，「先進病院実習」及び人文

社会科学系の科目「老いと看取りと死の文化論」，「死生観の宗教社会学」は選択科目として追加した。 
 他方で，「専門科目」については，分野ごとの内容をさらに深化させるための科目である。 
 

「統合科目」と「専門科目」の選択科目の履修に当たっては，個々の学生のバックグラウンド，関心及

び本研究科での研究領域を考慮しながら適切に指導を行うこととする。これにより，専門を深化させなが

ら異分野の理解を深める，すなわち統合科学を身に付けることができ，「医療現場を構成する人々としく

みの課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野

を活かしつつ他分野を理解できた上，社会において活用されるモノやアイディアを他者と協働して創出す

ることで，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支える人材」の育成を実現する。 
 
 
（新旧対照表） 
 

新 旧 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つの

ポリシー 
 
③カリキュラムポリシー 

以上の人材育成を目標として，以下のカリキュ

ラムポリシーの下でカリキュラムを編成する。 

 

 

 

博士前期課程： 
前述の人材育成のサイクルをなす４群の活動に

対応連携させて， 
医療統合科学としての前期課程レベルの専門を

扱う「統合科目」 
医療統合科学を構成する専門分野の知識や思考

を前期課程レベルに深化させる「専門科目」 
の二種類の科目からなる統一カリキュラムを編

成する。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標 
 
 

 （字句追加） 

以上の人材育成を目標として，本研究科博士前期

課程においては，前述の人材育成のサイクルをなす

４群の活動に対応連携させて，医療統合科学専攻の

「共通科目（必修・必修選択）」と「専門科目（選

択）」からなる統一カリキュラムを編成する。 

 

 

 

 

 

 

 

   （追加） 

 



 

－ 135 － 

 その上で， 
・医療現場を構成する人々としくみの課題を理

解し，課題を解決して社会に応用されるアイデ

ィアを他者と協働して創出する能力を涵養し，

医療統合科学を構成する諸領域に関して横断的

な内容を，統合科目の必修科目とする。 
・学部で学んだ専門領域を考慮して履修できる

医療統合科学において重要な科目を，統合科目

における選択科目とする。 
・専門科目は，医療統合科学を構成する諸領域

の知識や能力を深化させる内容とする。各学生

で深化させる専門は異なるため，選択科目とし

て位置付ける。 
 

「統合科目」では，①現場から，②観察・解析

活動，③構成型活動，④行動型活動，そして現場

へ，という課題解決の活動のサイクル循環を意図

した分野横断的なカリキュラムを構成し，これを

踏まえつつ「専門科目」の履修や修士論文作成「医

療統合科学特別研究」を進める。この循環しつつ

深化するプロセスを経ることによって，工学系，

医療系，人文社会科学系それぞれの教育を受けて

きた学生は，学生の専門分野の知識と能力に加え

て，以下のような知識と能力を涵養することがで

きる。 

 

 

工学系の教育を受けてきた者は，医療系・人文

社会科学系の哲学的・人類学的に科学の在り方を

捉える視座と方法（臨床死生学・医療人類学），科

学技術の在り方を歴史学的手法と実地調査によ

って捉える視座と方法（科学技術論），科学技術の

在り方を医療に関わる法やシステムの視座から

捉える法学的思考方法（医事法学）及び創出した

アイディアや技術を社会で活用する視座と方法

（ソーシャルイノベーション論）を学ぶことによ

り，医療・介護というヒトとモノが複雑に関係し

合う現場を改善するための課題を抽出して，薬剤

を含めた人工物の使用者に配慮して，新規の化学

物質や機器，サービス，方法論を開発して社会で

の活用を実現する上での理論構築，設計要件や技

術要件を導いて課題解決するための能力を獲得

できる。 

 

医療系特に薬学や保健学などの教育を受けて

きた者は，工学系の知識や人文社会科学系から病

気，障害，死などを哲学的・人類学的に捉える視

座と方法（臨床死生学・医療人類学），医療技術の

在り方などを歴史学的手法と実地調査によって

捉える視座と方法（科学技術論），医療的な問題を

法やシステムの視座から捉える法学的思考方法

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「共通科目」では，①現場から，②観察・解析活

動，③構成型活動，④行動型活動，そして現場へ，

という課題解決の活動のサイクル循環を意図した

分野横断的なカリキュラムを構成し，これを踏まえ

つつ「専門科目」の履修や修士論文作成「医療統合

科学特別研究」を進める。この循環しつつ深化する

プロセスを経ることによって，工学系，医療系，人

文社会科学系それぞれの教育を受けてきた学生は，

学生の専門分野の知識と能力に加えて，以下のよう

な知識と能力を涵養することができる。 

 

 

工学系の教育を受けてきた者は，医療系・人文社

会科学系の思考や分析の方法を学ぶことにより，医

療・介護というヒトとモノが複雑に関係し合う現場

を改善するための課題を抽出して，薬剤を含めた人

工物の使用者に配慮して，新規の化学物質や機器，

サービス，方法論を開発して社会実装を行う上での

理論構築，設計要件や技術要件を導いて課題解決す

るための能力を獲得できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療系特に薬学や保健学などの教育を受けてきた

者は，工学系の知識や人文社会科学系からの科学技

術論やイノベーションに関する動向の理解を深め

ることにより，開発技術側からの助言を理解し洞察

することが可能になり，その接点から人間工学をは

じめとする新たな知識や応用技術を見いだし，それ

らを現場適用する能力を獲得して，新たな学問体系
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（医事法学），及び新しいサービスなどを生み出

し社会で活用するための視座と方法（ソーシャル

イノベーション論）を学ぶことにより，開発技術

側からの助言を理解し洞察することが可能にな

り，その接点から人間工学をはじめとする新たな

知識や応用技術を見いだし，それらを現場適用す

る能力を獲得して，新たな学問体系の構築と工学

の手法を取り入れた「可視化」による専門的な課

題解決を図ることができる。 

 

人文社会科学系の教育を受けてきた者は，医療

系・工学系のモノに対する思考や分析の方法，ま

た，医療現場のヒトに関する課題を医療系・工学

系とともに学ぶことにより，新しい機器・薬・ケ

アの方法などをよりよく現場に導入するための

新たなシステムや価値観の創出と，それらを具体

的説得的に医療現場に提言する方法を獲得し，社

会システムや人間の心に配慮した社会での活用

の側面を支える能力を持てるようになる。 

これらにより，いずれの学系の教育を受けた者

も，元の学系の専門をより豊かにする多様な科学

的思考の方法とそこから導かれる視座を得ること

ができ，修士課程修了者においては企業や官公庁

の即戦力として巣立っていく。 

 

 

博士後期課程： 
 人材育成の４つの活動に対する個々の専門の

知識や能力をさらに高めるとともに，医療関連

の現場を直視して自然科学及び人文社会科学双

方の知性を兼ね備え，サイクルの中の複数の人

材育成の活動を連携させる総合的な能力を高め

られるように， 
医療統合科学としての後期課程レベルの専門を

扱う「統合科目」 
医療統合科学を構成する専門分野の知識や思考

を後期課程レベルに深化させる「専門科目」 
の二種類の科目からなる体系的・段階的なカリ

キュラムを編成する。 
 その上で， 
・医療現場を構成する人々としくみの課題を理

解し，課題を解決して社会に応用されるアイデ

ィアの創出を他者と協働して先導できる能力を

涵養するための，医療統合科学を構成する諸領

域に関して横断的な内容を，統合科目における

必修科目とする。 
・専門科目は，医療統合科学を構成する諸領域

の先端的な知識や能力を深化させる内容とす

る。専門科目は個々人により深化させる専門が

異なるため，選択科目として位置付ける。 
 

の構築と工学の手法を取り入れた「可視化」による

専門的な課題解決を図ることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
人文社会科学系の教育を受けてきた者は，医療系・

工学系のモノに対する思考や分析の方法，また，医

療現場のヒトに関する課題を医療系・工学系ととも

に学ぶことにより，新しい機器・薬・ケアの方法な

どをよりよく現場に導入するための新たなシステ

ムや価値観の創出と，それらを具体的説得的に医療

現場に提言する方法を獲得し，社会システムや人間

の心に配慮した社会実装の側面を支える能力を持

てるようになる。 

これらにより，いずれの学系の教育を受けた者も，

元の学系の専門をより豊かにする多様な科学的思考

の方法とそこから導かれる視座を得ることができ，

修士課程修了者においては企業や官公庁の即戦力と

して巣立っていく。 

 

 

博士後期課程においては，人材育成の４つの活動

に対する個々の専門の知識や能力をさらに高める

とともに，医療関連の現場を直視して自然科学及び

人文社会科学双方の知性を兼ね備え，サイクルの中

の複数の人材育成の活動を連携させる総合的な能

力を高められるようにカリキュラムを編成する。 
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「統合科目」として，「医療統合科学特論」で改

めて独自の視点を持って，医療統合科学に関連す

る科学や技術の最新動向を把握し，「医療統合科学

総合演習」で，独自の視点を持って，医療や介護の

現場や医療統合科学関連企業の訪問調査し，現状

の認識とともに課題発見力を育成する。また，「医

療統合科学アドバンストインターンシップ」によ

って，独自の視点を持って，医療，介護，製品開発

等の現場を選択し，長期にわたって実習，研究等に

従事させ，現場の体験に基づいて見出した課題を

現場の人とディスカッションさせて，社会実装を

見据えた基本的視座の「統合」力と課題解決力を育

成する。これらの「統合科目」に加えて「専門科目」

を選択して，博士の学位論文作成を通じて上記の

人材育成の活動を自らの力のみで，困難なく，発案

し牽引できる能力を身に付けることを目標とす

る。 

こうして，博士課程修了者は企業や官公庁で新

しくより正確な指針を提示できる能力を持ち，あ

るいはこれからの新しい学術を大学で教育して人

材育成に携わったり，研究機関等で社会実装に近

い研究開発に携わったりすることができる。 

以上より，「医療現場を構成する人々としくみ

の課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質

面及び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門

分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会に

おいて活用されるモノやアイディアを他者と協

働して創出することで，課題の解決に貢献しイノ

ベーションの基盤を支えることができる人材」を

育成するための，前期課程，後期課程の人材育成

目標は，より詳細に述べれば次のとおりである。

 

博士前期課程： 
博士前期課程においては，学部教育で学んだ専

門に重層して他専門領域の手法を学び，課題を創

造的に解決する能力と専門的知識を有することによ

り，社会の多様な場で課題解決に貢献できる高度専

門職業人を育成する。すなわち，学生が学部教育

において専門とした諸分野の基礎知識を貯えた

上で，高齢化社会が抱える介護，医療，福祉に関

連する技術的課題を，諸科学における領域の手法

を組み合わせながら創造的に解決する能力とそ

れを支える専門的知識を有する人材を育成する。

このような人材の主な進路は製造業をはじめ

民間企業になると考えられる。事前に実施した企

業向けヒアリングの結果からも，特に高齢者福祉

等を含む医療現場において，商品やサービスを提

供する側としての製品開発とともに，受ける側と

なる現場の顧客や社会のニーズを理解できる人材

に対する需要は大きく，安定した進路となると考

えられる。また，地域で医療課題等に取り組む NPO

「共通科目」として，「医療統合科学特論」で改

めて独自の視点を持って，医療統合科学に関連する

科学や技術の最新動向を把握し，「医療統合科学総合

演習」で，独自の視点を持って，医療や介護の現場

や医療統合科学関連企業の訪問調査し，現状の認識

とともに課題発見力を育成する。また，「医療統合科

学アドバンストインターンシップ」によって，独自

の視点を持って，医療，介護，製品開発等の現場を

選択し，長期にわたって実習，研究等に従事させ，

現場の体験に基づいて見出した課題を現場の人とデ

ィスカッションさせて，社会実装を見据えた基本的

視座の「統合」力と課題解決力を育成する。これら

の「共通科目」に加えて「専門科目」を選択して，博

士の学位論文作成を通じて上記の人材育成の活動を

自らの力のみで，困難なく，発案し牽引できる能力

を身に付けることを目標とする。 

 
こうして，博士課程修了者は企業や官公庁で新し

くより正確な指針を提示できる能力を持ち，あるい

はこれからの新しい学術を大学で教育して人材育成

に携わったり，研究機関等で社会実装に近い研究開

発に携わったりすることができる。 

以上より，「医療現場の課題に対し，正確な情報

に基づき社会実装可能なアイディア創出で解決に貢

献できる人材」を育成するための，前期課程，後期課

程の人材育成目標は，より詳細に述べれば次のと

おりである。 

 

 

 

 
 

① 博士前期課程 
博士前期課程においては，学部教育で学んだ専門

に重層して他専門領域の手法を学び，課題を創造的

に解決する能力と専門的知識を有することにより，社

会の多様な場で課題解決に貢献できる高度専門職業

人を育成する。すなわち，学生が学部教育において

専門とした諸分野の基礎知識を貯えた上で，高齢化

社会が抱える介護，医療，福祉に関連する技術的課

題を，諸科学における領域の手法を組み合わせなが

ら創造的に解決する能力とそれを支える専門的知

識を有する人材を育成する。 

このような人材の主な進路は製造業をはじめ民

間企業になると考えられる。事前に実施した企業向

けヒアリングの結果からも，特に高齢者福祉等を含

む医療現場において，商品やサービスを提供する側

としての製品開発とともに，受ける側となる現場の

顧客や社会のニーズを理解できる人材に対する需

要は大きく，安定した進路となると考えられる。ま

た，地域で医療課題等に取り組む NPO や社会的企業
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や社会的企業に就職する，あるいは自ら立ち上げ

る「起業家」的な進路をとることも期待される。
 

博士後期課程： 
博士後期課程においては，現場課題を整理して

建設的な仮説を立てられ，その仮説を諸専門の手

法を組み合わせながら適切な科学的方法で証明で

きる研究的能力を有することにより，社会の多様な

場で自ら方針を示して課題解決に貢献する中核的

人材を育成する。このために医療現場を構成する

人々としくみの課題を把握し整理できるのみで

なく，関連する過去の様々な知識を体系化して把

握し，それによって未来の課題を知り，結果とし

て解決への貢献を主体的に進めて行けることが

必要である。 

すなわち，高齢化社会が抱える介護，医療，福

祉に関連する様々な困難から，学術によって応え

うる問いや課題を設定でき，これに対応して仮説

を立てられ，その仮説を適切な科学的方法で証明

していくことができる人材を養成する。これによ

り，社会が抱える困難な課題を建設的に整理し，

その構成を明らかにして，創造的に解決する能力

とそれを支える高度な科学的知識の基盤を有し，

これを通じて，博士号を有して国際的にもリーダ

ーシップを発揮して活躍できる自立した人材を

養成する。  

博士後期課程修了者の主な進路の１つは大学，

企業，シンクタンク等の研究機関，医療関連機関

等における研究者としての道であり，これらの組

織において博士課程の修了は必須条件となる。こ

うした研究の場においても，大学や企業，あるい

は社会のそれぞれを理解できる人材が不足して

おり，それらを俯瞰的に見られる人材に対する需

要は大きい。ベンチャーキャピタル・ファンドや

コンサルティング会社においても，開発される技

術とともに，商品やサービスの提供を受ける側と

なる市場，つまり現場を理解できる人は少なく，

高度な知識に基づいた総合的な判断のできる人

材が必要とされている。更に海外の国際機関等に

おいては，博士号が実務家としてステップアップ

していく上で必須となることが多く，高度な専門

性を持った人材としての活躍が期待される。実際

に，特にアカデミアに関係する仕事で，一定以上

のポストに就任する，あるいは一定以上のポスト

の人たちと仕事をするならば，博士号が必須であ

る。すなわち，就職後に，例えば産学連携支援の

仕事であっても，国際共同研究や国際共同治験に

携わるレベルまでやりたいなら，博士課程まで進

むべきと考えられる。加えて，国内であっても政

府系機関を含めてアカデミアに関わりの深い仕

に就職する，あるいは自ら立ち上げる「起業家」的

な進路をとることも期待される。 
 

② 博士後期課程 
博士後期課程においては，現場課題を整理して建

設的な仮説を立てられ，その仮説を諸専門の手法を

組み合わせながら適切な科学的方法で証明できる研

究的能力を有することにより，社会の多様な場で自ら

方針を示して課題解決に貢献する中核的人材を育成

する。このために医療現場の課題を把握し整理でき

るのみでなく，関連する過去の様々な知識を体系化

して把握し，それによって未来の課題を知り，結果

として解決への貢献を主体的に進めて行けること

が必要である。 

 

すなわち，高齢化社会が抱える介護，医療，福祉

に関連する様々な困難から，学術によって応えうる

問いや課題を設定でき，これに対応して仮説を立て

られ，その仮説を適切な科学的方法で証明していく

ことができる人材を養成する。これにより，社会が

抱える困難な課題を建設的に整理し，その構成を明

らかにして，創造的に解決する能力とそれを支える

高度な科学的知識の基盤を有し，これを通じて，博

士号を有して国際的にもリーダーシップを発揮し

て活躍できる自立した人材を養成する。  

 

博士後期課程修了者の主な進路の１つは大学，企

業，シンクタンク等の研究機関，医療関連機関等に

おける研究者としての道であり，これらの組織にお

いて博士課程の修了は必須条件となる。こうした研

究の場においても，大学や企業，あるいは社会のそ

れぞれを理解できる人材が不足しており，それらを

俯瞰的に見られる人材に対する需要は大きい。ベン

チャーキャピタル・ファンドやコンサルティング会

社においても，開発される技術とともに，商品やサ

ービスの提供を受ける側となる市場，つまり現場を

理解できる人は少なく，高度な知識に基づいた総合

的な判断のできる人材が必要とされている。更に海

外の国際機関等においては，博士号が実務家として

ステップアップしていく上で必須となることが多

く，高度な専門性を持った人材としての活躍が期待

される。実際に，特にアカデミアに関係する仕事で，

一定以上のポストに就任する，あるいは一定以上の

ポストの人たちと仕事をするならば，博士号が必須

である。すなわち，就職後に，例えば産学連携支援

の仕事であっても，国際共同研究や国際共同治験に

携わるレベルまでやりたいなら，博士課程まで進む

べきと考えられる。加えて，国内であっても政府系

機関を含めてアカデミアに関わりの深い仕事では，

特に医学系と工学系では博士号を持つことが望ま

れるという状況がある。 
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事では，特に医学系と工学系では博士号を持つこ

とが望まれるという状況がある。 

なお，これらの観点からは，社会人を経て入学

する学生は，既に「現場的に根差した視座」を持ち合

わせていると考えられるために，学士や本研究科以

外の前期課程から直接入学する者に比較してこ

の点では入学時より一日の長を持ち合わせてい

ると理解されるが，本研究科での学修を通じて，

自らの経験を新たな複合的な視点で見直し，医療

現場を構成する人々としくみの課題を把握し整

理できるのみでなく，関連する過去の様々な知識

を体系化して把握し，それによって未来の課題を

知り，結果として解決への貢献を主体的に進めて

行ける能力を獲得できるようになる。 

 

 

なお，これらの観点からは，社会人を経て入学す

る学生は，すでに「現場的に根差した視座」を持ち合

わせていると考えられるために，学士や本研究科以外

の前期課程から直接入学する者に比較してこの点

では入学時より一日の長を持ち合わせていると理

解されるが，本研究科での学修を通じて，自らの経

験を新たな複合的な視点で見直し，医療現場の課題

を把握し整理できるのみでなく，関連する過去の

様々な知識を体系化して把握し，それによって未来

の課題を知り，結果として解決への貢献を主体的に

進めて行ける能力を獲得できるようになる。 

 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
イ．カリキュラム 
 

 
専攻での教育目的に対応させて，医療統合科学

を構成する諸分野の専門的内容の統合科目，分野

ごとの内容をさらに深化させるための専門科目，

特別研究指導科目，という科目分類を定め体系的

な科目構成にする。また，修了要件 34単位以上の

医療統合科学研究科 

【博士前期課程】 

医療統合科学専攻 

統合科目（合計26単位以上） 
（必修13単位） 

 [分野を横断した医療統合科学の専門的視座
を身に付ける科目， 

社会実装を見据えた課題解決力を身に付けるた
めの科目， 

医療統合科学をリードできる人材になるための
科目] 

医療統合科学特別研究（必修10単位） 
[医療統合科学の修士号の能力を獲得するた

めの科目] 
（選択科目3単位以上） 

専門科目 
（合計８単位以上） 

[専門を深化させるための科目] 

修了要件単位数34単位以上 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
イ．カリキュラム 

 

 

 

専攻での教育目的に対応させた共通科目，専門科

目，特別研究指導科目，という科目分類を定め体系

的な科目構成にする。また，修了要件 30 単位中 10

単位の共通科目を置くことにより，専門性と領域横

断性の両方を担保する。 

医療統合科学研究科 

【博士前期課程】 

医療統合科学専攻 

共通科目 
（必修10単位） 

 [分野を横断した視座を身に付けるための科目， 
社会実装を見据えた課題解決力を身に付けるための

科目， 
医療統合科学をリードできる人材になるための科目]

医療統合科学特別研究（必修10単位） 
[医療統合科学の修士号の能力を獲得するための

科目] 
（選択科目2単位以上） 

専門科目 
（合計８単位以上） 

[専門を深化させるための科目] 

修了要件単位数30単位以上 
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内，26単位以上の統合科目を履修することにより，

専門性と領域横断性の両方を担保する。 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
 
ロ．統合科目の内容と目的 

知識・スキル・視点を与えるための科目を必

修と選択で構成する。統合科目設置の目的は，

工学系，医薬保健学系，人文社会科学系の基礎

を持つ学士までの学修の背景から，教員の属

する「バイオ・創薬」，「医療機器医用材料」，

「ヘルスケアサイエンス」，「ヒューマンケア

イノベーション」のいずれかに軸足を置いて

いる学生が，課題解決の活動のサイクルを意

識した統合科目を重層的に学ぶ中で，これま

での専門以外についての視座を高め，「医療」

にかかわる「統合科学」の方法に習熟すること

にある。また，国際的な活動にも対応できる人

材となるための基盤となる知識やスキルを学

ぶ科目も配置した。専門分野の異なる研究科

生全員が一緒に授業を受け，ディスカッショ

ンやグループワークを行うことにより，異分

野から対象をみる視点を培うとともに，外国

語を含むコミュニケーションスキルを身に付

けさせる。 
なお，「統合科目」と「専門科目」の選択科

目の履修に当たっては，個々の学生のバック

グラウンド，関心及び本研究科での研究領域

を考慮しながら適切に指導を行うこととす

る。これにより，専門を深化させながら異分野

の理解を深める，すなわち統合科学を身に付

けることができ，「医療現場を構成する人々と

しくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そ

して物質面及び人間の理解を併せ持つこと

で，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理

解できた上，社会において活用されるモノや

アイディアを他者と協働して創出すること

で，課題の解決に貢献しイノベーションの基

盤を支える人材」の育成を実現する。 
 
① 「医療政策」（必修） 

医療制度は各国の歴史的背景に強く制約さ

れるが，投入する資源には制約があり改革が

行われている。望ましい医療提供体制には効

果，効率とともに公正も求められる。一方，疾

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
 
ロ．共通科目の内容と目的 

知識・スキル・視点を与えるための科目を必

修と選択で構成する。共通科目設置の目的は，

工学系，医薬保健学系，人文社会科学系の基礎

を持つ学士までの学修の背景から，教員の属す

る「バイオ・創薬」，「医療機器医用材料」，「ヘ

ルスケアサイエンス」，「ヒューマンケアイノベ

ーション」のいずれかに軸足を置いている学生

が，課題解決の活動のサイクルを意識した共通

科目を重層的に学ぶ中で，これまでの専門以外

についての視座を高め，「医療」にかかわる「統

合科学」の方法に習熟することにある。また，

国際的な活動にも対応できる人材となるための

基盤となる知識やスキルを学ぶ科目も配置し

た。専門分野の異なる研究科生全員が一緒に授

業を受け，ディスカッションやグループワーク

を行うことにより，異分野から対象をみる視点

を培うとともに，外国語を含むコミュニケーシ

ョンスキルを身に付けさせる。 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
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病の頻度は社会的要因に影響を受け，罹患に

かかわる健康政策も重要である。共生社会の

形成におけるユニバーサルデザインやアクセ

シビリティの考え方，さらには医療を取り巻

く地域公共政策の視点を学んだ上で，望まし

い医療制度に求められる基本的機能について

認識する。 
 
② 「医学研究概論」（必修） 

画期的な次世代新薬や革新的医療技術を創

出するため，多様な分野の研究機関や，医療機

関と連携し，基礎研究の成果を臨床研究へと

橋渡し（トランスレーショナル・リサーチ），

さらに産業化までシームレスに繋げる研究の

プロセスを学習する。そして，それらを俯瞰的

にマネージメントすることの重要性を理解す

ることを目的とする。基礎研究手法，研究デザ

イン，データ解析の方法論，知財管理，研究倫

理，法的事項等について概説する。 
 
③ 「ケアの比較文化論」（必修） 

本授業では，人が病むということとケアす

ることについて，その意味と実践の多様性を，

文化・医療人類学の視点から学ぶ。世界の様々

な国や地域における病とケアをめぐる文化的

差異に焦点を当て，その社会文化的側面につ

いて理解することを通して，医療を相対的に

捉える視座を獲得する。 
 
④ 医療統合科学に関連する概論（必修） 

 
 （省略） 
 

 
⑤ 「医療統合科学演習」（必修） 

 
 （省略） 
  

 
⑥ 「実践医療統合科学」（必修） 

 
（省略） 
 

 
⑦ 「医療統合科学総論 I」，「医療統合科学総論

II」（必修） 
 
（省略） 
 

 
⑧ 「倫理総論」（必修） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 医療統合科学に関連する概論（必修） 
 
（省略） 
 
 

② 「医療統合科学演習」（必修） 
 
（省略） 
 
 

③ 「実践医療統合科学」（必修） 
 
（省略） 
 
 

④ 「医療統合科学総論 I」，「医療統合科学総論

II」（必修） 
 
（省略） 
 
 

⑤ 「倫理総論」（必修） 
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（省略） 
 

 
⑨ 「技術表現発表学」（必修） 

 
（省略） 
 

 
⑩ 「医療統合科学専門英語」（必修） 

専門分野（医療統合科学を構成する各教員

の専門領域）の英語文献を講読してその概要

を英語でプレゼンテーションすることによ

り，専門的な英語語彙や英語表現を学び，専門

的知識の向上とともに英語での文章表現能力

を向上させる。この科目は，専門分野ごとに個

別に開講する。 
 
⑪ 「医療管理」（選択） 

我が国の医療を取り巻く環境は急速に変化

し，自らの状況を分析し，戦略を策定し，行動

するという民間企業であれば当たり前の経営

管理活動が医療機関においても求められてい

る。医療に対する多様化した社会的ニーズに

応え，機能分化，連携など戦略的な経営を行

い，質が高く効率的な医療を提供するため，幅

広い医療経営学の知識を有し，指導的立場で

活躍する人材を養成する。①医療経営戦略，②

医療組織管理，③組織行動・管理者行動，④人

的資源管理，⑤財務会計管理，⑥医療マーケテ

ィング，⑦医療品質・安全管理について概説す

る。 
 
⑫ 「先進病院実習」（選択） 

先進的医療を提供している本学の大学病院

において，統合科目として開設し，様々な分野

の背景を持つ学生に医療現場での課題を探

求・理解させる。なお，医療系学部で病院実習

等を履修している学生の入学も想定している

ため，選択科目として開講する。 
「先進病院実習」においては，はじめに，病

院長らから先進病院についての講義を行い，

先進病院である岡山大学病院における実習の

意義を説明する。これに続いて， 
・履修する学生の全員が実習を行う部署

（緩和ケアチームなど） 
・学生のテーマや視点に応じて７～８名程

度からなるチーム（10 程度）に分かれて実習

を行う部署（機器関連，治療関連など）を設

け，医療現場を見聞する。この際，本科目担当

教員以外に，本研究科教員が各チームのモデ

レーター役となる。これに基づいて，学生は担

当教員やモデレーター教員と医療現場のスタ

（省略） 
 
 

⑥ 「技術表現発表学」（必修） 
 
（省略） 
 
 

⑦ 「医療統合科学専門英語」（必修） 
 
（補足説明追記） 

 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
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ッフとともに，「患者・家族」，「医療機器」，「医

療従事者」のそれぞれの視点から，どんな課題

が見出されるか，グループワークを中心とし

た演習において，チームごと，さらに学生全体

として，ディスカッションを十分に行う。 
なお，倫理問題やリスク回避に十分配慮し

て実習を行う。 
 
⑬ 「医療統合科学インターンシップ」（選択）

⑤⑥と類似ではあるが，長期にわたって実

習，研究等に従事する機会を与え，学部で学ん

だ専門が異なる学生でグループを構成し，医

療，介護，製品開発等の現場で現場の体験に基

づいて見出した課題をグループディスカッシ

ョンさせて，社会実装を見据えた基本的視座

の「統合」力と課題解決力を育成する。 
 
 
⑭ 「ビッグデータ構築・解析学」，「ビッグデー

タ学」（選択） 
 
（省略） 
 

 
⑮ 「安全インタフェースシステム学」（選択）

（省略） 
 

 
 
⑯ ｢医療ビジネスマネジメント概論｣（選択）

 
（省略） 
 

 
⑰ 「老いと看取りと死の文化論」（選択） 

本授業は，過去から現在まで，人類社会に蓄

積された老い・看取り・死に関する「知」，及

び現代の医療やケアに関わる諸問題の歴史

的・文化論的考察を行うものである。具体的に

は，社会言語学，文化人類学，西洋史，日本美

術史を専門とする教員が，オムニス形式で授

業を担当し，古今東西の老い・看取り・死に関

する視座と分析の方法を解説する。また，受講

生と担当教員とのディスカッションの時間を

設け，受講生の問題意識を深化させる。 
 
⑱ 「死生観の宗教社会学」（選択） 

本授業は，在宅ホスピス遺族調査から得ら

れた知見を出発点にし，宗教社会学的及び宗

教史的な考察を介して，その知見をより広い

文脈の下に位置付ける。そこから飜って，ケア

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ 「医療統合科学インターンシップ」（選択） 
②③と類似ではあるが，長期にわたって実習，

研究等に従事する機会を与え，学部で学んだ専

門が異なる学生でグループを構成し，医療，介

護，製品開発等の現場で現場の体験に基づいて

見出した課題をグループディスカッションさせ

て，社会実装を見据えた基本的視座の「統合」

力と課題解決力を育成する。 
 
 

⑨ 「ビッグデータ構築・解析学」，「ビッグデー

タ学」（選択） 
 
（省略） 
 
 

⑩ 「安全インタフェースシステム学」（選択） 
 
（省略） 
 
 

⑪ ｢医療ビジネスマネジメント概論｣（選択） 
 
（省略） 
 
  
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
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の問題を含めた，死をめぐる現代的問題につ

いて考察を深める。 
 
⑲ ｢ケア学｣（選択） 

 
（省略） 
 

⑳ ｢ケア学演習｣（選択） 
援助技術体験を通し，社会実装に向けて援

助を受ける側・援助する側の視点に立ち,それ

ぞれの立場から何が求められているかを探求

する。「ケア学」で学んだ生活援助に関する知

識を基に，本科目では患者への日常生活援助

としての体位変換や移動，口腔ケア及び洗髪

を取り上げ，学生同士で患者役・看護師役を体

験する学内演習を行う。後半は看護ケアの方

法を，模擬患者による演習，実験実習を通し

て，エビデンスとともに学ばせる。ここで取り

上げる主な項目は食行動，排泄，罨法である。

なお，学内実習では，直接患者へケアを行う

ことはせず，学生同士での体験に限る。学生へ

の指導は 7 名の看護専門職の教員が個別に当

たる。さらに臨床場面で想定されるリスクに

ついては，事前に危険予知訓練を用いて安全

教育を行い，必要な場合はシミュレーターを

活用することなどにより，特に倫理的問題や

リスク回避に配慮する。 
 
 

 
 
 

⑫ ｢ケア学｣（選択） 
 
（省略） 
 

⑬ ｢ケア学演習｣（選択） 
援助技術体験を通し，社会実装に向けて援助

を受ける側・援助する側の視点に立ち,それぞれ

の立場から何が求められているかを探求する。

「ケア学」で学んだ生活援助に関する知識を基

に，本科目では患者への日常生活援助としての

体位変換や移動，口腔ケア及び洗髪を取り上げ，

演習を行う。後半は看護ケアの方法を，模擬患

者による演習，実験実習を通して，エビデンス

とともに学ばせる。ここで取り上げる主な項目

は食行動，排泄，罨法である。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
 
ハ．養成する人材像と対応する統合科目 

統合科目は，本研究科が目指す人材が有してい

るべき能力に資するための科目であり，以下のよ

うな対応となっている。 

 

① 分野を横断した医療統合科学の専門的視座を

身に付ける科目 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概

論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科学

概論」，「実践医療統合科学」，「医療統合科学総論

Ⅰ」，「医療統合科学総論Ⅱ」，「医学研究概論」，「老

いと看取りと死の文化論」，「死生観の宗教社会

学」，「ケアの比較文化論」 

 

② 社会実装を見据えた課題解決力を身に付ける

ための科目 

「医療政策」，「医療管理」，「先進病院実習」，「医

療統合科学演習」，「医療統合科学インターンシッ

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
 
ハ．養成する人材像と対応する共通科目 

共通科目は，本研究科が目指す人材が有している

べき能力に資するための科目であり，以下のような

対応となっている。 

 

①  分野を横断した視座を身に付けるための科目

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概論」，

「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科学概

論」，「実践医療統合科学」，「医療統合科学総論Ⅰ」，

「医療統合科学総論Ⅱ」 （追加） 

 

 

 

 

② 社会実装を見据えた課題解決力を身に付けるた

めの科目 

「医療統合科学演習」，「医療統合科学インターン

シップ」，「倫理総論」，「ビッグデータ構築・解析学」，
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プ」，「倫理総論」，「ビッグデータ構築・解析学」，

「ビッグデータ学」,「安全インタフェースシステ

ム学」，｢医療ビジネスマネジメント概論｣，「ケア

学」，「ケア学演習」 

 
 

「ビッグデータ学」,「安全インタフェースシステム

学」，｢医療ビジネスマネジメント概論｣，「ケア学」，

「ケア学演習」 

 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 
このため，博士前期課程と同様に，工学，医薬保

健学，人文社会科学の多様なバックグラウンドを

持つ学生に門戸を拡げ，学生が融合した教育を受

ける「統合科目」を設け，また「医療統合科学」

の視点からの「専門科目」を選択していく。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 
このため，博士前期課程と同様に，工学，医薬保健

学，人文社会科学の多様なバックグラウンドを持つ

学生に門戸を拡げ，学生が融合した教育を受ける「共

通科目」を設け，また「医療統合科学」の視点から

の「専門科目」を選択していく。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 

教育課程を編成するに当たっては，異なる基盤

を持つ学生に医療統合科学の共通基盤となる専門

的知識・スキル・視点を与えるための「統合科目」，

それぞれの専門を深化させるための「専門科目」を

置き，大学院博士レベルの専門知識と研究能力を

修得できるようにしている。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 
 教育課程を編成するに当たっては，異なる基盤を

持つ学生に医療統合科学の共通基盤となる専門的知

識・スキル・視点を与えるための「共通科目」，それ

ぞれの専門を深化させるための「専門科目」を置き，

大学院博士レベルの専門知識と研究能力を修得でき

るようにしている。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 
ハ．養成する人材像と対応する統合科目 

統合科目は，本研究科が目指す人材が有している

べき能力に資するための科目であり，以下のよう

な対応となっている。 

①  分野を横断した医療統合科学の専門的視座

を身に付ける科目 

「医療統合科学特論」 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 
ハ．養成する人材像と対応する共通科目 

共通科目は，本研究科が目指す人材が有しているべ

き能力に資するための科目であり，以下のような対

応となっている。 

①  分野を横断した視座を身に付けるための科目 

「医療統合科学特論」 

 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
研究科には，専任教員 39 名(※新規採用予定 3名

を含む。教授 19 名，准教授・講師 16 名，助教 4

名）が配置され，専門科目と統合科目を担当する

とともに研究指導に当たる。 
 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
研究科には，専任教員 36 名(※新規採用予定 3名を

含む。教授 19 名，准教授・講師 14 名，助教 3名）

が配置され，専門科目と共通科目を担当するととも

に研究指導に当たる。 
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５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 

このことは，部門を超えた教員同士が協力して

「医療統合科学総論」や「実践医療統合科学」等

の「統合科目」を実施することにおいて学生に可

視化されると共に，そのような授業展開を一つの

専攻一つの講座の下に企画準備することから教

員同士の連携が深まり，「医療統合科学」が目指

す「社会で活用可能なアイディア創出」を教員が

率先して推進することを容易にしていく教員配

置である。なお，各部門の専任教員の教育研究分

野及び兼担教員の主な担当科目は下表のとおり

である。 

 

 

なお，本研究科の授業は， 
 

専攻・

講座 

部門 教育研究分野等 

医療統
合科学 

バイオ・創
薬   （省略） 

医療機器
医用材料   （省略） 

ヘルスケ
アサイエ
ンス 

医療管理，医療政策，医
学研究概論，先進病院実
習，臨床応用看護学，生
体情報科学，放射線健康
支援科学，基礎看護学，
生体機能再生再建医学，
医療技術臨床応用学 

ヒューマ
ンケアイ
ノベーシ
ョン 

老いと看取りと死の文化
論，死生観の宗教社会
学，ケアの比較文化論，
人間文化論，キリスト教
文化論，医療人類学，日
本文化論，医事法学，科
学史技術論，臨床死生
学，ソーシャルイノベー
ション論 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
このことは，部門を超えた教員同士が協力して

「医療統合科学総論」や「実践医療統合科学」等の

「共通科目」を実施することにおいて学生に可視化

されると共に，そのような授業展開を一つの専攻一

つの講座の下に企画準備することから教員同士の

連携が深まり，「医療統合科学」が目指す「社会実

装可能なアイディア創出」を教員が率先して推進す

ることを容易にしていく教員配置である。なお，各

部門の専任教員が担当する教育研究分野の主なも

のは下表のとおりである。 

 

 

なお，本研究科の授業は， 

 

専攻・
講座 

部門 教育研究分野 

医療 
統合 
科学 

バイオ・創
薬 （省略） 

医療機器
医用材料 （省略） 

ヘルスケ
アサイエ
ンス 

臨床応用看護学，生体情報
科学，放射線健康支援科
学，基礎看護学，生体機能
再生再建医学，医療技術臨
床応用学 

ヒューマ
ンケアイ
ノベーシ
ョン 

人間文化論，日本文化論，
医事法学，科学史技術論，
臨床死生学，ソーシャルイ
ノベーション論 

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
このような文理統合教育による広い視野の涵

養と，それにより社会に真に実装される方法や技

術の開発を支える人材の養成を目指す統合的教

育を行うため，博士前期課程においては，人材育

成のサイクルをなす活動に対応連携させて，医療

統合科学専攻の統合科目（必修・必修選択）と専

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
 このような文理統合教育による広い視野の涵養

と，それにより社会に真に実装される方法や技術の

開発を支える人材の養成を目指す統合的教育を行

うため，博士前期課程においては，人材育成のサイ

クルをなす活動に対応連携させて，医療統合科学専

攻の共通科目（必修・必修選択）と専門科目（選択）
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門科目（選択）からなる統一カリキュラムを編成

する。 

 

統合科目のうち，学士までの各専門分野（部門）

だけでなく他の専門分野（部門）の学生にとって

も受講する価値が高いと考えられる医療系科目

「医療管理」（１単位），「医療政策」（１単位），

「医学研究概論」（１単位），「先進病院実習」

（１単位），一般性の高い総論的な内容を中心と

した「概説」講義（３単位）をはじめ，現場の課

題に即して正確な情報を得てそこからのアイデ

ィア創出の方法を学ぶ「医療統合科学総論Ⅰ･Ⅱ」

（２単位），「医療統合科学演習」と「実践医療

統合科学」（合わせて２単位）や倫理意識を涵養

する「倫理総論」（１単位），文化人類学（医療

人類学）の視座と方法を身に付ける「ケアの比較

文化論」（１単位）さらに「技術表現発表学」，

「医療統合科学専門英語」の計 14 単位の必修及

び「医療統合科学インターンシップ」，「ビッグ

データ構築・解析学」，「安全インタフェースシ

ステム学」や「ケア学」等を２単位選択必修とす

ることにより，統合的に既存諸科学の思考法を理

解する力を養成する。 
 

からなる統一カリキュラムを編成する。特に共通科

目では学部でどのような専門分野の背景があるに

せよ，学生がこれらを学修することで無理なく，①

現場から，②観察・解析活動，③構成型活動，④行

動型活動，そして現場へとめぐるサイクル循環を深

化できるような分野横断的なカリキュラムを構成

する。共通科目のうち，学士までの各専門分野（部

門）だけでなく他の専門分野（部門）の学生にとっ

ても受講する価値が高いと考えられる一般性の高

い総論的な内容を中心とした「概説」講義（３単位）

をはじめ，現場の課題に即して正確な情報を得てそ

こからのアイディア創出の方法を学ぶ「医療統合科

学総論Ⅰ･Ⅱ」（２単位），「医療統合科学演習」と

「実践医療統合科学」（合わせて２単位）や倫理意

識を涵養する「倫理総論」（１単位），さらに「技

術表現発表学」，「医療統合科学専門英語」の計 10

単位の必修及び「医療統合科学インターンシップ」，

「ビッグデータ構築・解析学」，「安全インタフェ

ースシステム学」や「ケア学」等を２単位選択必修

とすることにより，統合的に既存諸科学の思考法を

理解する力を養成する。 

 

 
６ 教育課程及び修了要件 
（２）履修指導 
 

入学時に履修ガイダンスを行い，人材育成のサ

イクルをなす課題解決活動に対応連携させた「統

合科目」と「専門科目」の科目編成に関する考え

方等について説明し，修了するための要件等につ

いて周知を図る。博士前期課程においては統合科

目の中から適切な科目を選択必修し，博士後期課

程においては必修の統合科目を履修し，さらにそ

れぞれの専門科目を履修することとしているた

め，丁寧な履修指導が必要である。このため，想

定される標準的な学生のバックグラウンドと関

心及び本研究科での研究領域を考慮して，履修モ

デル（例：資料６）をあらかじめ作成・整備して

おく。学生の履修指導においては，この履修モデ

ルを示しながら，指導教員が適切なアドバイスを

行う。 

 

特に統合科目では学部でどのような専門分野

の背景があるにせよ，学生自身が「統合科学」と

いう観点から，医療という側面において現代社会

が抱える課題を客観的に見つめ，その課題を解決

する方法を見出し社会に還元できる能力を身に

付けるために，これら統合科目が4つの人材育成

の活動 ①「現場の理解と課題の抽出」，②「観察

 
６ 教育課程及び修了要件 
（２）履修指導 
 
入学時に履修ガイダンスを行い，人材育成のサイ

クルをなす課題解決活動に対応連携させた「共通科

目」と「専門科目」の科目編成に関する考え方等に

ついて説明し，修了するための要件等について周知

を図る。博士前期課程においては共通科目の中から

適切な科目を選択必修し，博士後期課程においては

必修の共通科目を履修し，さらにそれぞれの専門科

目を履修することとしているため，丁寧な履修指導

が必要である。このため，想定される標準的な学生

のバックグラウンドと関心及び本研究科での研究

領域を考慮して，履修モデル（例：資料６）をあら

かじめ作成・整備しておく。学生の履修指導におい

ては，この履修モデルを示しながら，指導教員が適

切なアドバイスを行う。 

 
 
 
 
 
 
   （追加） 
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型・解析型活動」，③「構成型活動」，④「行動型

活動」のサイクルの中で，①医療統合科学総論Ⅰ，

医療統合科学総論Ⅱ，②医療統合科学に関する概

論，③医療統合科学演習と④実践医療統合科学が

「人材育成の4つの活動」のそれぞれに対応する

ように位置付けられていることを理解し，順序だ

って学修することは大変重要である。 

 
それを体系的，段階的に，学生にわかりやすく

明確にするために， 
１）入学時ガイダンスで学生に統合科目の構成

について周知徹底する。 
２）これらを順序良く学べるように，1 年次後半

3，4 学期の③医療統合科学演習と④実践医療統

合科学，両科目の受講に先立って，1 年次前半

1，2 学期で①医療統合科学総論Ⅰ，医療統合科

学総論Ⅱ，及び②医療統合科学に関する概論が

設定されていることを周知して，そのことがわ

かるように，これらの科目のシラバスで必ず受

講しておくようにと明確にする。この点，入学

時ガイダンスでも履修指導する。 
３）これらに加えて，新規に必修科目として開

講することとした１年次前半１学期の②「医学

研究概論」において，医療統合科学の方法論を

受講させる。 
４）③医療統合科学演習と④実践医療統合科学

に必要な方法論，及び，医療統合科学を構成す

る各専門分野の特性や要素を学べる科目とし

て，①医療統合科学総論Ⅰ，医療統合科学総論

Ⅱと②医療統合科学に関する概論の合計 5 単位

の授業が設定されている。その内容として，①

医療統合科学総論Ⅰ，医療統合科学総論Ⅱで

は，演習や実践で直面してくる現場のモデルケ

ースからそこで必要となる方法の実際例から統

合科学の方法を学び，それを踏まえて，②医療

統合科学に関する概論では，それぞれの分野の

研究アプローチによる基礎的解析から応用につ

いての方法を理解する中でその特性が習得され

る。研究者倫理の学修を含む倫理総論もこれに

関係するものである。 
５）いずれの総論や概論も，その学修が③「構

成型活動」，④「行動型活動」を身に付ける演

習や実践医療統合科学につながって，全体とし

て 4 群のサイクルをなす「統合科学」の方法を

示すもので在り方法論も既に教育する内容に含

まれるものであることを，シラバスに明記し，

その中で「質的調査」，「量的分析」，「設計

学的アプローチ」などの方法論が学べることを

説明する。 
６）③医療統合科学演習と④実践医療統合科学の

各第1回目のオリエンテーションにおいて，上記
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で学んだ方法論について復習確認して次回以降

の展開を準備するように学生に促す。 
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医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（教育課程等） 

(10) 例えば「ケア学演習」においては，実際に口腔ケアや洗髪など患者に対するケアを行うこととし

ているが，人に関係する現場での演習や実習においては，個別的な指導体制，倫理的な問題や厳密な

リスク管理等が必須である。このため，教育課程や教員体制について，入学者数に見合う対応が可能か

どうか明確にすること。 

 
（対応） 

本科目は，将来医療現場等に携わり，問題解決に向けての社会実装に挑戦する学生を対象に，超高齢社

会で不可欠となる「ケア」の問題を，講義「ケア学」と学内実習「ケア学演習」を通して学ばせようとす

るものである。特に「ケア学演習」は，当初の計画より，学内で学生同士で患者役・看護師役を体験する

ものであった。このことを明確にするため，説明に追記を行った。 
 

この学習過程において，看護を受ける側・看護する側双方における負担やケアの重要性を理解するとと

もに，社会の活用に必要とされる「ニーズに寄り添う技術者」の視座を養うことを目的としている。 
 

なお，本科目は選択科目であり，学内実習指導体制については，７名の看護専門職の教員が個別指導に

当たることから十分に対応が可能であり，また，実際の患者に対するケアは行わない，必要な場合はシミ

ュレーターを活用することなどにより，特に倫理的問題やリスク回避に配慮している。 
 
 このほか，今回，是正意見を踏まえ，新たに追加した「先進病院実習」においても，履修する学生の全

員が実習を行う部署と，学生のテーマや視点に応じて７～８名程度からなるチーム（10 程度）に分かれて

実習を行う部署を組み合わせており，この際，本科目担当教員以外に，本研究科教員が各チームのモデレ

ーター役となることとした。また，実習受入れ先の部署については，その部署のスタッフ，設備等の規模

を考慮するとともに，実習の時期について，既に行っている学内外の実習の実施期間や，本研究科で先に

開講すべき科目の時期を考慮して設定している。なお，本実習においても，倫理的問題やリスク回避に十

分配慮することとしている。 
 

以上により，教育課程や教員体制について，入学者数あるいは履修者数に見合う対応が可能となるよう

に配慮した。 
 
 
（新旧対照表） 
 

新 旧 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
 
ロ．統合科目の内容と目的 

 
⑫ 「先進病院実習」（選択） 

先進的医療を提供している本学の大学病院

において，統合科目として開設し，様々な分

野の背景を持つ学生に医療現場での課題を探

求・理解させる。なお，医療系学部で病院実

習等を履修している学生の入学も想定してい

るため，選択科目として開講する。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
 
ロ．共通科目の内容と目的 
 

（追加） 
 
 
 
 
 
 
 



 

－ 151 － 

「先進病院実習」においては，はじめに，

病院長らから先進病院についての講義を行

い，先進病院である岡山大学病院における実

習の意義を説明する。これに続いて， 
・履修する学生の全員が実習を行う部署

（緩和ケアチームなど） 
・学生のテーマや視点に応じて７～８名程

度からなるチーム（10 程度）に分かれて実習

を行う部署（機器関連，治療関連など）を設

け，医療現場を見聞する。この際，本科目担

当教員以外に，本研究科教員が各チームのモ

デレーター役となる。これに基づいて，学生

は担当教員やモデレーター教員と医療現場の

スタッフとともに，「患者・家族」，「医療機器」，

「医療従事者」のそれぞれの視点から，どん

な課題が見出されるか，グループワークを中

心とした演習において，チームごと，さらに

学生全体として，ディスカッションを十分に

行う。 

なお，倫理問題やリスク回避に十分配慮して

実習を行う。 

 
⑲ ｢ケア学｣（選択） 

 
（省略） 
 

⑳ ｢ケア学演習｣（選択） 
援助技術体験を通し，社会実装に向けて援助

を受ける側・援助する側の視点に立ち,それぞ

れの立場から何が求められているかを探求す

る。「ケア学」で学んだ生活援助に関する知識

を基に，本科目では患者への日常生活援助とし

ての体位変換や移動，口腔ケア及び洗髪を取り

上げ，学生同士で患者役・看護師役を体験する

学内演習を行う。後半は看護ケアの方法を，模

擬患者による演習，実験実習を通して，エビデ

ンスとともに学ばせる。ここで取り上げる主な

項目は食行動，排泄，罨法である。 
なお，学内実習では，直接患者へケアを行う

ことはせず，学生同士での体験に限る。学生へ

の指導は 7 名の看護専門職の教員が個別に当

たる。さらに臨床場面で想定されるリスクにつ

いては，事前に危険予知訓練を用いて安全教育

を行い，必要な場合はシミュレーターを活用す

ることなどにより，特に倫理的問題やリスク回

避に配慮する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑫ ｢ケア学｣（選択） 
 
（省略） 
 

⑬ ｢ケア学演習｣（選択） 
援助技術体験を通し，社会実装に向けて援助

を受ける側・援助する側の視点に立ち,それぞれ

の立場から何が求められているかを探求する。

「ケア学」で学んだ生活援助に関する知識を基

に，本科目では患者への日常生活援助としての

体位変換や移動，口腔ケア及び洗髪を取り上

げ，演習を行う。後半は看護ケアの方法を，模

擬患者による演習，実験実習を通して，エビデ

ンスとともに学ばせる。ここで取り上げる主な

項目は食行動，排泄，罨法である。 
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医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（教育課程等） 

(11) 特定の課題研究に対する審査に関して，博士前期・後期課程一貫コースでは，報告書による修了を

可能としているが，当該報告書として想定している内容では，その後の博士論文の作成は難しいと考

えられるため改善すること。 

 
（対応） 
博士前期・後期課程一貫コースにおける特定の課題研究に対する審査基準を厳格化するため， 

 
当初計画では，特定の課題に関連する報告書の提出に査読付き論文の掲載あるいは受理を要件としてい

なかったが， 
 
「研究の発展性を重視した特定の課題に関連する論文が主著１報以上あるいは共著２報以上が査読付

き論文として学術誌に掲載あるいは受理されていることを条件とし，この内容について研究報告書を提出

させ審査及び最終試験を受けて合格の後，修士の学位を授与する。」 
 
こととした。これにより，博士論文の作成に向けた水準を担保できるようにした。 
 
 
（新旧対照表） 
 

新 旧 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（３）博士前期・後期課程一貫コースの設定 
 

また，本コースでは，修士論文に代えて，特定

の課題についての研究成果による修了を可能と

し，特別課題研究として，研究の発展性を重視し

た特定の課題に関連する論文が主著１報以上あ

るいは共著２報以上が査読付き論文として学術

誌に掲載あるいは受理されていることを条件と

し，この内容について研究報告書を提出させ審

査及び最終試験を受けて合格後，修士の学位を

授与する。 

博士の学位は， 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（３）博士前期・後期課程一貫コースの設定 
 
また，本コースでは，修士論文に代えて，特定の

課題についての研究成果による修了を可能とし，特

別課題研究として，研究の発展性を重視した特定の

課題研究報告書を提出させ審査及び最終試験を受け

て合格の後，修士の学位を授与する。 

博士の学位は， 

 

 
  



 

－ 153 － 

医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（名称，その他） 

(12) 本研究科と医歯薬学総合研究科の違いについて明確にすること。また，両研究科は，医療現場に

必要となる人材を育成するという共通点があることから，両研究科の連携方策等の関係性を明確にす

ること。 

 
（対応）  

医療統合科学研究科が育成する人材については，生命科学をその基盤として医療現場に直接携わる人材

の育成を主としない点で，既設の医歯薬学総合研究科と大きく異なる。 
医療統合科学研究科では，医工の連携，さらに，人文社会科学を含めた広い素養を持ちながら，社会ニ

ーズを発見・抽出し，社会において活用されるモノやアイディアを他者と協働して創出し，課題の解決に

取り組む人材を育成するため，医歯薬学総合研究科の育成人材像とは異なる。 
 

他方，連携の観点については，医療統合科学研究科に医歯薬学総合研究科から異動する専任教員に加え

て，同研究科から兼担教員が参画することにより，両大学院は連携を図るものとする。  
具体的には，新たに追加した「医療管理」，「医療政策」，「医学研究概論」について，いずれも医歯薬学

総合研究科の教員が兼担で教育を行うこととする。 
 

なお，本学の大学病院との連携を図るため，大学病院を活用した「先進病院実習」を新たに開設するこ

ととした。実習に当たっては，大学病院長が兼担で実習の一部を担当するとともに，大学病院各部署の医

療スタッフの協力を得ることとする。 
 
 
（新旧対照表） 
 

新 旧 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
２）岡山大学における組織再編等の状況  
 

改めて本研究科の姿が見え，社会文化科学研究

科を含めた全学体制による本研究科の設置とい

う流れとなったものである。 

なお，新設の医療統合科学研究科が目的とする

のは，生命科学をその基盤として医療現場に直接

携わる人材の育成を主とする既設の医歯薬学総

合研究科と大きく異なり，医工の連携さらに人文

社会科学を含めた広い素養を持ちながら，社会ニ

ーズを発見・抽出し，社会において活用されるモ

ノやアイディアを他者と協働して創出すること

で，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を

支える人材の育成である。 

他方，医療統合科学研究科は，医歯薬学総合研

究科及び保健学研究科から専任教員を迎え入れ

るとともにこれらの研究科からは兼担教員が参

画して授業を行う。これにより医療統合科学研究

科は，両大学院と連携し，大学病院等を基盤とす

る医療現場を活用して学生を教育する。 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
２）岡山大学における組織再編等の状況 
 
改めて本研究科の姿が見え，社会文化科学研究科を

含めた全学体制による本研究科の設置という流れと

なったものである。 

 
 
 
 
   （追加） 
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昨今のグローバル化に向けた取組も・・・ 

 

 
昨今のグローバル化に向けた取組も 

 
９ 既設の学部（修士課程）との関係 
 
後期課程への入学に関しては，医療統合科学

研究科前期課程の修了者がその中心となるが，

その他自然科学研究科，社会文化科学研究科，医

歯薬学総合研究科，保健学研究科などからの進

学も考えられる。 

新設の医療統合科学研究科が目的とするのは，

生命科学をその基盤として医療現場に直接携わ

る人材の育成を主とする既設の医歯薬学総合研

究科と大きく異なり，医工の連携さらに人文社会

科学を含めた広い素養を持ちながら，社会ニーズ

を発見・抽出し，社会において活用されるモノや

アイディアを他者と協働して創出することで，課

題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支え

る人材の育成である。 

他方，医療統合科学研究科は，医歯薬学総合研

究科及び保健学研究科から専任教員を迎え入れ

るとともにこれらの研究科からは兼担教員が参

画して授業を行う。これにより医療統合科学研究

科は，両大学院と連携し，大学病院等を基盤とす

る医療現場を活用して学生を教育する。 

具体的には，統合科目である「医療管理」，「医

療政策」，「医学研究概論」について，いずれも

医歯薬学総合研究科の教員が兼担で教育を行う

など，両研究科が連携し取り組む。また，統合科

目である「先進病院実習」については大学病院長

をはじめとした兼担を含む体制で実施する。 

 

 

 
９ 既設の学部（修士課程）との関係 

 
後期課程への入学に関しては，医療統合科学研究

科前期課程の修了者がその中心となるが，その他自

然科学研究科，社会文化科学研究科，医歯薬学総合

研究科，保健学研究科などからの進学も考えられる。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   （追加） 
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医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（名称，その他） 

(13) 教育課程において，医療関係の基礎的な科目が少ないため，研究科の名称について，教育課程を

踏まえたものに修正するか，名称と教育課程が一致するよう改善すること。 

 
（対応）  

本研究科の目的は「統合科学」という観点から，医療という側面において現代社会が抱える課題を客観

的に見つめ，その課題を解決する方法を見出し社会に還元できる人材を育成しようとするものである。こ

のため，本研究科で育成する人材像を，以下に示すような語句の修正を加えてより明確にした。 
 

「医療現場を構成する人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間の理解

を併せ持つことで，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会において活用されるモノや

アイディアを他者と協働して創出することで，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支えることが

できる人材。」 

 

 また，各課程のディプロマポリシーは，次のとおりである。 
 
博士前期課程： 
学部教育で学んだ専門に重層して他専門領域の手法を学び，課題を創造的に解決する能力と専門的知識

を有することにより，社会の多様な場で課題解決に貢献できる専門知識と研究能力を身に付けた人材。 
博士後期課程： 
現場課題を整理して建設的な仮説を立てられ，その仮説を諸専門の手法を組み合わせながら適切な科学

的方法で証明できる研究能力を有することにより，社会の多様な場で自ら方針を示して課題解決に貢献

する専門知識と研究能力を身に付けた中核的人材。 
 

この育成する人材像とディプロマポリシーを踏まえ，博士前期課程の「統合科目」（「共通科目」から

変更）において，医療に関する科目を以下のとおり追加した。 
１．「医療政策」（必修）（担当：中瀨克己，原田 新，岩淵 泰） 
２．「医学研究概論」（必修）（担当：那須保友，渡邉豊彦） 
３．「医療管理」（選択）（担当：渡邉豊彦） 
４．「先進病院実習」（選択）（担当：松岡順治，兵藤好美，金澤 右） 

特に，「医療政策」に関しては，高齢者医療等で重要な役割を果たす地方自治体の役割を含む地域公

共政策の内容，及び，様々な身体の状況を持つ人々が持てる能力を活かすことを社会で実現するために

必要な考え方であるユニバーサルデザインについてまず講義し，これを踏まえた医療政策を講義する。 
なお，博士後期課程のアドミッションポリシーとして，これらの科目を学修した素養のある者を入学

させるものとする。 
 
 
＜参考：育成された人材の活躍例＞ 

 

工学系： 
・患者の QOL を損なわないあるいは向上させる機器の創出，病巣を効率的に制御でき体への負担の少

ない材料の創出，家族の負担が減るハードやソフトの創出，医療者の負担を減らす機器の創出，ミス

を誘発しにくい機器の創出 
医療系： 
・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の共同開発，病巣を効率的に制御でき体への負担の少ない

薬剤や治療技術の共同開発，医療者の負担を減らす技術の共同開発，ミスを防ぐための医療ハードや

ソフトの共同開発，ワークライフバランスを実現できる働き方のための制度の共同開発 
人文社会科学系： 
・患者の QOL を損なわないための要件の発見，死を迎える間際の心のよりどころの解析，家族の在宅
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介護における負担を軽減するしくみの案出や，人口減少・超高齢化社会における生き方を支える価値

観やしくみの案出，患者をケアできる施設を増やすしくみの案出，医療者の負担を減らす要件の発見，

ミスを防止する要件の発見，適切な医療リスクマネジメント体制の構築，終末期における意思決定の

在り方の案出 
 
 
（新旧対照表） 
 

新 旧 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

（枠の中の文章） 
国の施策及び国際的な社会の課題あるいは学術の

動向から敷衍して，これまでの自然科学的な発想に

基づいた医工連携の成果が，社会において活用され

る必要がある。 
このためには，医療現場を構成する人々としくみ

の課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及

び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を

活かしつつ他分野を理解できた上，社会において活

用されるモノやアイディアを他者と協働して創出す

ることで，課題の解決に貢献しイノベーションの基

盤を支えることができる人材が必要である。 
こうした人材の育成には科学諸分野を統合した

「統合科学」的アプローチが必要であり，この必要に

かんがみて，本「医療 統合科学 研究科」を設置す

る。 
本学が構想する医療統合科学を構成する主たる分

野は，工学，医薬・保健学，文学（哲学・倫理学・宗

教学，歴史学，文化人類学），社会学・社会福祉学で

ある。 
本研究科の出身者の活躍の途としては，下記のよ

うな内容が考えられる。 
工学系： 
・患者の QOL を損なわないあるいは向上させる機

器の創出，病巣を効率的に制御でき体への負担の

少ない素材の創出，家族の負担が減るハードやソ

フトの創出，医療者の負担を減らす機器の創出，ミ

スを誘発しにくい機器の創出 
医療系： 
・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の共同開

発，病巣を効率的に制御でき体への負担の少ない

薬剤や治療技術の共同開発，医療者の負担を減ら

す技術の共同開発，ミスを防ぐための医療ハード

やソフトの共同開発，ワークライフバランスを実

現できる働き方のための制度の共同開発 
人文社会科学系： 
・患者の QOL を損なわないための要件の発見，死を

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨 
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 
（枠の中の文章） 
国の施策及び国際的な社会の課題あるいは学

術の動向から敷衍して，これまでの自然科学的な

発想に基づいた医工連携の成果を，社会に役立て

ていくためには，医療系・工学系といった自然科

学出身者への各自然科学の専門的教育だけでな

く，その成果を受容する人間や社会の側の立場を

知るための人文社会科学的な方法や知識を並行

して教育する必要がある。 
また，研究成果を社会に役立てていく活動を共に

支えていく人材として，人文社会科学の出身者には

自然科学の思考法を教育した上で，そのような幅広

い視野に基づいて各学生が専門を伸ばしていく教育

を行う必要がある。 
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迎える間際の心のよりどころの解析，家族の在宅

介護における負担を軽減するしくみの案出や，人

口減少・超高齢化社会における生き方を支える価

値観やしくみの案出，患者をケアできる施設を増

やすしくみの案出，医療者の負担を減らす要件の

発見，ミスを防止する要件の発見，適切な医療リス

クマネジメント体制の構築，終末期における意思

決定の在り方の案出 
 
 
 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
（枠の中の文章） 
 
本研究科が育成を目標とする人材像： 
「医療現場を構成する人々としくみの課題を理解

し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間の理解

を併せ持つことで，個人の専門分野を活かしつつ他

分野を理解できた上，社会において活用されるモノ

やアイディアを他者と協働して創出することで，課

題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支えるこ

とができる人材」  
 本研究科で育成された人材は，様々な課題に応え

られる。例えば，下記のような内容が考えられる。

・患者の立場からは，QOL を向上させるあるいは損

なわない手法の不足，病巣を効率的に制御できる体

への負担の少ない材料の不足，死を迎える間際の心

のよりどころの不足。 
・家族の立場からは，介護負担が減る機器の不足，家

族が継続的に患者をケアできるなど介護における支

援環境の充実（制度の整備など）の必要。 
・医療者の立場からは，高度な医療を提供しつつ現場

の負担を減らすことができる技術の不足，医療ミス

を防ぐためのハードやソフトの改良，医療リスクマ

ネジメント体制の不足，終末期における意思決定の

在り方への疑問，新規医療技術開発環境の不足。 
 
これらを，それぞれの出身背景を持つ学生が取り

組む課題とその方向として記載すれば，下記のよう

な内容が挙げられる。 
工学系： 
・患者の QOL を損なわないあるいは向上させる機

器の創出，病巣を効率的に制御でき体への負担の少

ない素材の創出，家族の負担が減るハードやソフト

の創出，医療者の負担を減らす機器の創出，ミスを誘

発しにくい機器の創出 
医療系： 
・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の共同開

発，病巣を効率的に制御でき体への負担の少ない薬

剤や治療技術の共同開発，医療者の負担を減らす技

術の共同開発，ミスを防ぐための医療ハードやソフ

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
（枠の中の文章） 

 

本研究科が育成を目標とする人材像： 

「医療現場の課題に対し，正確な情報に基づき

社会実装可能なアイディア創出で解決に貢献

できる人材」 
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トの共同開発，ワークライフバランスを実現できる

働き方のための制度の共同開発 
人文社会科学系： 
・患者の QOL を損なわないための要件の発見，死を

迎える間際の心のよりどころの解析，家族の在宅介

護における負担を軽減するしくみの案出や，人口減

少・超高齢化社会における生き方を支える価値観や

しくみの案出，患者をケアできる施設を増やすしく

みの案出，医療者の負担を減らす要件の発見，ミスを

防止する要件の発見，適切な医療リスクマネジメン

ト体制の構築，終末期における意思決定の在り方の

案出 
 
医療統合科学研究科の構想： 

博士前期課程及び博士後期課程の同時設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療統合科学研究科の構想： 

博士前期課程及び博士後期課程の同時設置 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
ここまでにも述べてきたことから，本研究科が育成

を目標とする「医療現場を構成する人々としくみの

課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及

び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を

活かしつつ他分野を理解できた上，社会において活

用されるモノやアイディアを他者と協働して創出

することで，課題の解決に貢献しイノベーションの

基盤を支えることができる人材」への期待は高まっ

ている。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
ここまでにも述べてきたことから，本研究科が育

成を目標とする「医療現場の課題に対し，正確な

情報に基づき社会実装可能なアイディア創出で

解決に貢献できる人材」への期待は高まってい

る。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
①人材育成目標 

本研究科全体としての目標は，「医療現場を構成する

人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そ

して物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個人

の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社

会において活用されるモノやアイディアを他者と協

働して創出することで，課題の解決に貢献しイノベ

ーションの基盤を支えることができる人材」の育成

である。 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標 
 
   （字句追加） 
本研究科全体としての目標は，「医療現場の課題

に対し，正確な情報に基づき社会実装可能なアイ

ディア創出で解決に貢献できる人材」の育成であ

る。 
 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 
②ディプロマポリシー 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標 
 
 

（本文３行目に挿入） 
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医療現場を構成する人々としくみの課題を理解

し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間の理

解を併せ持つことで，個人の専門分野を活かしつ

つ他分野を理解できた上，社会において活用され

るモノやアイディアを他者と協働して創出するこ

とで，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤

を支えることができる専門知識と研究能力を身に

付けた学生に「修士（医療統合科学）」あるいは「博

士（医療統合科学）」の学位を授与する。 
 
博士前期課程： 

学部教育で学んだ専門に重層して他専門領域の

手法を学び，課題を創造的に解決する能力と専門

的知識を有することにより，社会の多様な場で課

題解決に貢献できる専門知識と研究能力を身に付

けた人材 
博士後期課程： 

現場課題を整理して建設的な仮説を立てられ，

その仮説を諸専門の手法を組み合わせながら適切

な科学的方法で証明できる研究能力を有すること

により，社会の多様な場で自ら方針を示して課題

解決に貢献する専門知識と研究能力を身に付けた

中核的人材 
 

本研究科で育成された人材は，様々な課題に応

えられる。例えば，下記のような内容が考えられ

る。 
・患者の立場からは，QOL を向上させるあるい

は損なわない手法の不足，病巣を効率的に制御で

きる体への負担の少ない材料の不足，死を迎える

間際の心のよりどころの不足。 
・家族の立場からは，介護負担が減る機器の不

足，家族が継続的に患者をケアできるなど介護に

おける支援環境の充実（制度の整備など）の必要。

・医療者の立場からは，高度な医療を提供しつつ

現場の負担を減らすことができる技術の不足，医

療ミスを防ぐためのハードやソフトの改良，医療

リスクマネジメント体制の不足，終末期における

意思決定の在り方への疑問，新規医療技術開発環

境の不足。 
 

これらを，それぞれの出身背景を持つ学生が取

り組むテーマ，履修内容，進路の可能性として記載

すれば，下記のような内容が挙げられる。 
工学系では 

・患者の QOL を損なわないあるいは向上させ

る機器の創出，病巣を効率的に制御でき体への負

担の少ない素材の創出，家族の負担が減るハード

やソフトの創出，医療者の負担を減らす機器の創

出，ミスを誘発しにくい機器の創出 
例えば，情報工学を卒業した学生，とりわけ音声



 

－ 160 － 

処理に関する研究を主として進めてきた学生は，

「統合科目」を履修することで医療者の負担軽減

や患者の QOL 向上のためのアプローチ法を理解

するとともに人文社会科学系の視座や手法を習得

する。また，「専門科目」を履修することで音声情

報処理，ネットワーク技術，ヒューマンインタフェ

ース技術などの知識や技術を深化させる。その結

果，患者の QOL 向上や医療者の負担を軽減できる

医療向けの情報機器や情報システムが創出できる

能力が身に付き，医療情報システムや医療機関向

けのアプリケーションソフトウェアを開発するメ

ーカ等で活躍可能な人材となる。 
 
医療系では 

・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の共

同開発，病巣を効率的に制御でき体への負担の少

ない薬剤や治療技術の共同開発，医療者の負担を

減らす技術の共同開発，ミスを防ぐための医療ハ

ードやソフトの共同開発，ワークライフバランス

を実現できる働き方のための制度の共同開発 
例えば，保健学を卒業した学生，とりわけ医療技

術学に関する研究を主として進めてきた学生は，

「統合科目」を履修することで医療に対する工学・

人文社会科学の基本視座を習得し，「専門科目」を

履修することで医学・工学・人文社会科学など学部

で学んだ分野とは異なる学際的専門知識を習得し

た結果，医療現場で考えつかなかったアプローチ

で斬新な解決法を創出・提案できる能力が身に付

き，病院開発部門や医療系企業の開発部門で活躍

可能な人材となる。 
 
人文社会科学系では 

・患者の QOL を損なわないための要件の発見，

死を迎える間際の心のよりどころの解析，家族の

在宅介護における負担を軽減するしくみの案出

や，人口減少・超高齢化社会における生き方を支え

る価値観やしくみの案出，患者をケアできる施設

を増やすしくみの案出，医療者の負担を減らす要

件の発見，ミスを誘発しにくい要件の発見，適切な

医療リスクマネジメント体制の構築，終末期にお

ける意思決定の在り方の案出 
例えば，哲学・倫理学を卒業した学生，とりわけ

文献研究を主として進めてきた学生は，「統合科

目」を履修することで，医療現場を構成する人々と

しくみの課題（病気，障害，死を前にした人の不安

など）を理解し，専門科目を履修することで，哲学

を中心とした人文社会科学の専門性を深めるとと

もに，異分野を統合して課題解決に当たるために

必要な専門性（医療系，工学系の専門科目）を会得

することで，病気，障害，死を前にした人間の生き

方を支えるアイディアを創出することができ，公
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務員などとして活躍可能な人材となる。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 
以上より，「医療現場を構成する人々としくみの課

題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び

人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を

活かしつつ他分野を理解できた上，社会において

活用されるモノやアイディアを他者と協働して創

出することで，課題の解決に貢献しイノベーショ

ンの基盤を支えることができる人材」を育成する

ための，前期課程，後期課程の人材育成目標は，よ

り詳細に述べれば次のとおりである。 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標 
 
 
以上より，「医療現場の課題に対し，正確な情報

に基づき社会実装可能なアイディア創出で解決

に貢献できる人材」を育成するための，前期課程，

後期課程の人材育成目標は，より詳細に述べれば

次のとおりである。 
 
 

 

３ 設置を計画する研究科・専攻の名称，授与する

学位等 

 

医療現場を構成する人々としくみの課題を理解し，

研究及び技術開発，そして物質面及び人間の理解を

併せ持つことで，個人の専門分野を活かしつつ他分

野を理解できた上，社会において活用されるモノや

アイディアを他者と協働して創出することで，課題

の解決に貢献しイノベーションの基盤を支えるこ

とができる人材が必要である。こうした人材の育成

には科学諸分野を統合した「統合科学」的アプロー

チが必要であり，本学が構想する医療統合科学を構

成する主たる分野は，工学，医薬・保健学，文学（哲

学・倫理学・宗教学，歴史学，文化人類学），社会学・

社会福祉学により構成していることから，本研究科

の名称を，「医療 統合科学 研究科」とする。なお，

専攻の名称についても同様に，「医療 統合科学 専

攻」とする。 

 
 

 
３ 設置を計画する研究科・専攻の名称，授与す

る学位等 
 
医療統合科学研究科は「医療統合科学」の名称を

冠する。「医療」を対象として「統合」的な「科

学」を推進していく人材を育成するという意であ

る。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性を兼

ね備えて，医療現場を構成する人々としくみの課題

を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間

の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活かし

つつ他分野を理解できた上，社会において活用され

るモノやアイディアを他者と協働して創出すること

で，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性

を兼ね備えて，医療現場の課題に対し，正確な情

報に基づき社会実装可能なアイディア創出で解

決に貢献できる人材を育成するための研究科で

ある。 
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えることができる人材を育成するための研究科であ

る。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
 
ロ．統合科目の内容と目的 

知識・スキル・視点を与えるための科目を必修

と選択で構成する。統合科目設置の目的は，工学

系，医薬保健学系，人文社会科学系の基礎を持つ

学士までの学修の背景から，教員の属する「バイ

オ・創薬」，「医療機器医用材料」，「ヘルスケアサ

イエンス」，「ヒューマンケアイノベーション」の

いずれかに軸足を置いている学生が，課題解決

の活動のサイクルを意識した統合科目を重層的

に学ぶ中で，これまでの専門以外についての視

座を高め，「医療」にかかわる「統合科学」の方

法に習熟することにある。また，国際的な活動に

も対応できる人材となるための基盤となる知識

やスキルを学ぶ科目も配置した。専門分野の異

なる研究科生全員が一緒に授業を受け，ディス

カッションやグループワークを行うことによ

り，異分野から対象をみる視点を培うとともに，

外国語を含むコミュニケーションスキルを身に

付けさせる。 
なお，「統合科目」と「専門科目」の選択科目

の履修に当たっては，個々の学生のバックグラ

ウンド，関心及び本研究科での研究領域を考慮

しながら適切に指導を行うこととする。これに

より，専門を深化させながら異分野の理解を深

める，すなわち統合科学を身に付けることがで

き，「医療現場を構成する人々としくみの課題を

理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人

間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を

活かしつつ他分野を理解できた上，社会におい

て活用されるモノやアイディアを他者と協働し

て創出することで，課題の解決に貢献しイノベ

ーションの基盤を支える人材」の育成を実現す

る。 
 
① 「医療政策」（必修） 

医療制度は各国の歴史的背景に強く制約され

るが，投入する資源には制約があり改革が行わ

れている。望ましい医療提供体制には効果，効率

とともに公正も求められる。一方，疾病の頻度は

社会的要因に影響を受け，罹患にかかわる健康

政策も重要である。共生社会の形成におけるユ

ニバーサルデザインやアクセシビリティの考え

方，さらには医療を取り巻く地域公共政策の視

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
 
ロ．共通科目の内容と目的 

知識・スキル・視点を与えるための科目を必

修と選択で構成する。共通科目設置の目的は，

工学系，医薬保健学系，人文社会科学系の基礎

を持つ学士までの学修の背景から，教員の属す

る「バイオ・創薬」，「医療機器医用材料」，「ヘル

スケアサイエンス」，「ヒューマンケアイノベー

ション」のいずれかに軸足を置いている学生が，

課題解決の活動のサイクルを意識した共通科目

を重層的に学ぶ中で，これまでの専門以外につ

いての視座を高め，「医療」にかかわる「統合科

学」の方法に習熟することにある。また，国際的

な活動にも対応できる人材となるための基盤と

なる知識やスキルを学ぶ科目も配置した。専門

分野の異なる研究科生全員が一緒に授業を受

け，ディスカッションやグループワークを行う

ことにより，異分野から対象をみる視点を培う

とともに，外国語を含むコミュニケーションス

キルを身に付けさせる。 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

－ 163 － 

点を学んだ上で，望ましい医療制度に求められ

る基本的機能について認識する。 
 
② 「医学研究概論」（必修） 

画期的な次世代新薬や革新的医療技術を創出

するため，多様な分野の研究機関や，医療機関と

連携し，基礎研究の成果を臨床研究へと橋渡し

（トランスレーショナル・リサーチ），さらに産

業化までシームレスに繋げる研究のプロセスを

学習する。そして，それらを俯瞰的にマネージメ

ントすることの重要性を理解することを目的と

する。基礎研究手法，研究デザイン，データ解析

の方法論，知財管理，研究倫理，法的事項等につ

いて概説する。 
 
③ 「ケアの比較文化論」（必修） 

本授業では，人が病むということとケアする

ことについて，その意味と実践の多様性を，文

化・医療人類学の視点から学ぶ。世界の様々な国

や地域における病とケアをめぐる文化的差異に

焦点を当て，その社会文化的側面について理解

することを通して，医療を相対的に捉える視座

を獲得する。 
 
④ 医療統合科学に関連する概論（必修） 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概

論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科

学概論」の３科目からなり，医療統合科学に関連

する科学や技術の動向とともに，工学系（物理分

野，生物・化学分野），薬学系，医学系，保健学

系，人文社会科学系のそれぞれから医療統合科

学にアプローチする基本的視座を把握させる。

これを通じて，工学系を専門として学んできた

学生は，内科・外科・薬学・看護学・保健学等の

医薬保健学系固有の現場への観察解析的アプロ

ーチと「ケアと看取りをめぐる死生学と日本文

化論」,「モノとヒトをめぐる科学技術論とソー

シャルイノベーション」及び「統合科学における

法学と医療人類学」から見えてくる人文社会科

学系の研究法と統合的思考法に迫れるようにす

る。また，医薬保健学系や人文社会科学系を専門

としてきた学生は，バイオ技術と創薬研究など

の生命医用科学と医療機器材料などの生命医用

工学分野の基礎と応用について工学的解析のア

プローチの特質を知ることで，医療統合科学に

おける基礎的知識を確認するとともに先端技

術・医用技術への応用について理解する。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 医療統合科学に関連する概論（必修） 
「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料

学概論」，「ヒューマンイノベーション・ヘル

スケア科学概論」の３科目からなり，医療統

合科学に関連する科学や技術の動向ととも

に，工学系（物理分野，生物・化学分野），薬

学系，医学系，保健学系，人文社会科学系の

それぞれから医療統合科学にアプローチする

基本的視座を把握させる。これを通じて，工

学系を専門として学んできた学生は，内科・

外科・薬学・看護学・保健学等の医薬保健学

系固有の現場への観察解析的アプローチと

「ケアと看取りをめぐる死生学と日本文化

論」,「モノとヒト」をめぐる科学技術論とソ

ーシャルイノベーション」および「統合科学

における価値論と法学的アプローチ」から見

えてくる人文社会科学系の研究法と統合的思

考法に迫れるようにする。また，医薬保健学

系や人文社会科学系を専門としてきた学生

は，バイオ技術と創薬研究などの生命医用科

学と医療機器材料などの生命医用工学分野の

基礎と応用について工学的解析のアプローチ

の特質を知ることで，医療統合科学における

基礎的知識を確認するとともに先端技術・医

用技術への応用について理解する。 
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⑤ 「医療統合科学演習」（必修） 
 
 （省略） 
  

 
⑥ 「実践医療統合科学」（必修） 

 
（省略） 
 

 
⑦ 「医療統合科学総論 I」，「医療統合科学総論 II」

（必修） 
医療や介護のスタッフや企業技術者などが

直面する現場での問題を取り上げ，様々なアプ

ローチからの解決事例の講義により，現場に定

位する基本的視座の「統合」方法を理解させる。

複数の部門に属する教員が協働して各授業を

展開する。Ⅰ，Ⅱいずれも，近年の大きな医療上

の課題となっている疾患を中心として，その疾

患をめぐる各分野の視点を講義する。 

医療統合科学総論Ⅰでは，がんを中心的な対

象疾患として，関係する視点を講義する。まず，

疾患の概要を提示し，その後，がんを取り巻いて

内視鏡・手術用機械・機能欠損を補完する機器・

リハビリ機器などどんな機器開発がなされてい

るかその歴史，とりわけ病院での医療において

の薬剤の使用，緩和ケアにおける倫理や意思決

定などの視点を論じた後に，それらのまとめを

行う。医療統合科学総論Ⅱでは，認知症を中心的

な対象疾患として，関係する視点を講義する。ま

ず，疾患の概要を在宅ケアや国際・地域社会の視

点から提示し，それに対してどんな検査，機器，

技術開発ができるか，それらの国際比較，ケアの

現場の課題に対する生活支援についての質的調

査法の視点と技術論的視点，及び認知症患者の

人格と尊厳に関する臨床死生学的視点，そして

まとめを行う。 

 
 

 
⑧ 「倫理総論」（必修） 

 
（省略） 
 
 

 
⑨ 「技術表現発表学」（必修） 

 
（省略） 
 

 
 

② 「医療統合科学演習」（必修） 
 
（省略） 
 
 

③ 「実践医療統合科学」（必修） 
 
（省略） 
 
 

④ 「医療統合科学総論 I」，「医療統合科学総論

II」（必修） 
医療や介護のスタッフや企業技術者など

が直面する現場での問題を取り上げ，様々な

アプローチからの解決事例の講義により，現

場に定位する基本的視座の「統合」方法を理

解させる。複数の部門に属する教員が協働し

て各授業を展開する。Ⅰ，Ⅱいずれも，近年

の大きな医療上の課題となっている疾患を中

心として，その疾患をめぐる各分野の視点を

講義する。 

医療統合科学総論Ⅰでは，がんを中心的な

対象疾患として，関係する視点を講義する。

まず，疾患の概要を提示し，その後，がんを

取り巻いて内視鏡・手術用機械・機能欠損を

補完する機器・リハビリ機器などどんな機器

開発がなされているかその歴史，とりわけ病

院での医療においての薬剤の使用，緩和ケア

における倫理や意思決定などの視点を論じた

後に，それらのまとめを行う。医療統合科学

総論Ⅱでは，認知症を中心的な対象疾患とし

て，関係する視点を講義する。まず，疾患の

概要を在宅ケアや国際・地域社会の視点から

提示し，それに対してどんな検査，機器，技

術開発ができるか，それらの国際比較，認知

症やケアに対する見方の歴史的考察，ケアの

現場の課題に対する生活支援の視点と技術論

的視点からのアプローチ，そしてまとめを行

う。 

 
⑤ 「倫理総論」（必修） 

 
（省略） 
 
 
 

⑥ 「技術表現発表学」（必修） 
 
（省略） 
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⑩ 「医療統合科学専門英語」（必修） 
専門分野（医療統合科学を構成する各教員の

専門領域）の英語文献を講読してその概要を英

語でプレゼンテーションすることにより，専門

的な英語語彙や英語表現を学び，専門的知識の

向上とともに英語での文章表現能力を向上させ

る。この科目は，専門分野ごとに個別に開講す

る。 
 
⑪ 「医療管理」（選択） 

我が国の医療を取り巻く環境は急速に変化

し，自らの状況を分析し，戦略を策定し，行動す

るという民間企業であれば当たり前の経営管理

活動が医療機関においても求められている。医

療に対する多様化した社会的ニーズに応え，機

能分化，連携など戦略的な経営を行い，質が高く

効率的な医療を提供するため，幅広い医療経営

学の知識を有し，指導的立場で活躍する人材を

養成する。①医療経営戦略，②医療組織管理，③

組織行動・管理者行動，④人的資源管理，⑤財務

会計管理，⑥医療マーケティング，⑦医療品質・

安全管理について概説する。 
 
⑫ 「先進病院実習」（選択） 

先進的医療を提供している本学の大学病院に

おいて，統合科目として開設し，様々な分野の背

景を持つ学生に医療現場での課題を探求・理解

させる。なお，医療系学部で病院実習等を履修し

ている学生の入学も想定しているため，選択科

目として開講する。 
「先進病院実習」においては，はじめに，病院

長らから先進病院についての講義を行い，先進

病院である岡山大学病院における実習の意義を

説明する。これに続いて， 
・履修する学生の全員が実習を行う部署（緩

和ケアチームなど） 
・学生のテーマや視点に応じて７～８名程度

からなるチーム（10 程度）に分かれて実習を行

う部署（機器関連，治療関連など）を設け，医療

現場を見聞する。この際，本科目担当教員以外

に，本研究科教員が各チームのモデレーター役

となる。これに基づいて，学生は担当教員やモデ

レーター教員と医療現場のスタッフとともに，

「患者・家族」，「医療機器」，「医療従事者」のそ

れぞれの視点から，どんな課題が見出されるか，

グループワークを中心とした演習において，チ

ームごと，さらに学生全体として，ディスカッシ

ョンを十分に行う。 
なお，倫理問題やリスク回避に十分配慮して

実習を行う。 
 

⑦ 「医療統合科学専門英語」（必修） 
 
（補足説明追記） 

 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
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⑬ 「医療統合科学インターンシップ」（選択） 
⑤⑥と類似ではあるが，長期にわたって実習，

研究等に従事する機会を与え，学部で学んだ専

門が異なる学生でグループを構成し，医療，介

護，製品開発等の現場で現場の体験に基づいて

見出した課題をグループディスカッションさせ

て，社会実装を見据えた基本的視座の「統合」力

と課題解決力を育成する。 
 
 
⑭ 「ビッグデータ構築・解析学」，「ビッグデータ

学」（選択） 
 
（省略） 
 

 
 
⑮ 「安全インタフェースシステム学」（選択） 

（省略） 
 

 
 
⑯ ｢医療ビジネスマネジメント概論｣（選択） 

 
（省略） 
 

 
⑰ 「老いと看取りと死の文化論」（選択） 

本授業は，過去から現在まで，人類社会に蓄積

された老い・看取り・死に関する「知」，及び現

代の医療やケアに関わる諸問題の歴史的・文化

論的考察を行うものである。具体的には，社会言

語学，文化人類学，西洋史，日本美術史を専門と

する教員が，オムニス形式で授業を担当し，古今

東西の老い・看取り・死に関する視座と分析の方

法を解説する。また，受講生と担当教員とのディ

スカッションの時間を設け，受講生の問題意識

を深化させる。 
 
⑱ 「死生観の宗教社会学」（選択） 

本授業は，在宅ホスピス遺族調査から得られ

た知見を出発点にし，宗教社会学的及び宗教史

的な考察を介して，その知見をより広い文脈の

下に位置付ける。そこから飜って，ケアの問題を

含めた，死をめぐる現代的問題について考察を

深める。 
 
⑲ ｢ケア学｣（選択） 

 
（省略） 
 

 

⑧ 「医療統合科学インターンシップ」（選択）

②③と類似ではあるが，長期にわたって実

習，研究等に従事する機会を与え，学部で学

んだ専門が異なる学生でグループを構成し，

医療，介護，製品開発等の現場で現場の体験

に基づいて見出した課題をグループディスカ

ッションさせて，社会実装を見据えた基本的

視座の「統合」力と課題解決力を育成する。

 
 
⑨ 「ビッグデータ構築・解析学」，「ビッグデ

ータ学」（選択） 
 
（省略） 
 
 
 

⑩ 「安全インタフェースシステム学」（選択）

 
（省略） 
 
 

⑪ ｢医療ビジネスマネジメント概論｣（選択） 
（省略） 
 
  
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（追加） 
 
 
 
 
 
 
 

⑫ ｢ケア学｣（選択） 
 
（省略） 
 
 
 



 

－ 167 － 

⑳ ｢ケア学演習｣（選択） 
援助技術体験を通し，社会実装に向けて援助

を受ける側・援助する側の視点に立ち,それぞれ

の立場から何が求められているかを探求する。

「ケア学」で学んだ生活援助に関する知識を基

に，本科目では患者への日常生活援助としての

体位変換や移動，口腔ケア及び洗髪を取り上げ，

学生同士で患者役・看護師役を体験する学内演

習を行う。後半は看護ケアの方法を，模擬患者に

よる演習，実験実習を通して，エビデンスととも

に学ばせる。ここで取り上げる主な項目は食行

動，排泄，罨法である。 
なお，学内実習では，直接患者へケアを行うこ

とはせず，学生同士での体験に限る。学生への指

導は 7 名の看護専門職の教員が個別に当たる。

さらに臨床場面で想定されるリスクについて

は，事前に危険予知訓練を用いて安全教育を行

い，必要な場合はシミュレーターを活用するこ

となどにより，特に倫理的問題やリスク回避に

配慮する。 
 
 

⑬ ｢ケア学演習｣（選択） 
援助技術体験を通し，社会実装に向けて援

助を受ける側・援助する側の視点に立ち,それ

ぞれの立場から何が求められているかを探求

する。「ケア学」で学んだ生活援助に関する知

識を基に，本科目では患者への日常生活援助

としての体位変換や移動，口腔ケア及び洗髪

を取り上げ，演習を行う。後半は看護ケアの

方法を，模擬患者による演習，実験実習を通

して，エビデンスとともに学ばせる。ここで

取り上げる主な項目は食行動，排泄，罨法で

ある。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ハ．養成する人材像と対応する統合科目 

 

統合科目は，本研究科が目指す人材が有している

べき能力に資するための科目であり，以下のような

対応となっている。 

 

⑤ 分野を横断した医療統合科学の専門的
視座を身に付けるための科目 
「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概論」，

「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科学概

論」，「実践医療統合科学」，「医療統合科学総論Ⅰ」，

「医療統合科学総論Ⅱ」，「医学研究概論」，「老いと看

取りと死の文化論」，「死生観の宗教社会学」，「ケアの

比較文化論」 

 

② 社会実装を見据えた課題解決力を身に付ける

ための科目 

「医療政策」，「医療管理」，「先進病院実習」，「医療

統合科学演習」，「医療統合科学インターンシップ」，

「倫理総論」，「ビッグデータ構築・解析学」，「ビッグ

データ学」,「安全インタフェースシステム学」，｢医

療ビジネスマネジメント概論｣，「ケア学」，「ケア学演

習」 

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

３）科目の配置と履修 
ハ．養成する人材像と対応する共通科目 

 

共通科目は，本研究科が目指す人材が有してい

るべき能力に資するための科目であり，以下のよ

うな対応となっている。 

 

① 分野を横断した視座を身に付けるための科

目 

「バイオ・創薬科学概論」，「医療機器材料学概

論」，「ヒューマンイノベーション・ヘルスケア科

学概論」，「実践医療統合科学」，「医療統合科学総

論Ⅰ」，「医療統合科学総論Ⅱ」＜追加＞ 

 

 

 

② 社会実装を見据えた課題解決力を身に付け

るための科目 

＜追加＞「医療統合科学演習」，「医療統合科学

インターンシップ」，「倫理総論」，「ビッグデータ

構築・解析学」，「ビッグデータ学」,「安全インタ

フェースシステム学」，｢医療ビジネスマネジメン

ト概論｣，「ケア学」，「ケア学演習」 
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③ 医療統合科学をリードできる人材になるため

の科目 

「技術表現発表学」，「医療統合科学専門英語」 

 

③ 医療統合科学をリードできる人材になるた

めの科目 

「技術表現発表学」，「医療統合科学専門英語」

 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性を兼

ね備えて，医療現場を構成する人々としくみの課題

を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間

の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活かし

つつ他分野を理解できた上，社会において活用され

るモノやアイディアを他者と協働して創出すること

で，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支

えることができる人材を育成するための研究科であ

る。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性

を兼ね備えて，医療現場の課題に対し，正確な情

報に基づき社会実装可能なアイディア創出で解

決に貢献できる人材を育成するための研究科で

ある。 
 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
医療統合科学研究科は，「医療現場を構成する人々

としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そし

て物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個人の

専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会

において活用されるモノやアイディアを他者と協

働して創出することで，課題の解決に貢献しイノベ

ーションの基盤を支えることができる人材」の育成

を目指し，体系的なカリキュラムを構成している。

 
 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
医療統合科学研究科は，「医療現場の課題に対し，

正確な情報に基づき社会実装可能なアイディア

創出で解決に貢献できる人材」の育成を目指し，

体系的なカリキュラムを構成している。 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 

このことは，部門を超えた教員同士が協力して

「医療統合科学総論」や「実践医療統合科学」等の

「統合科目」を実施することにおいて学生に可視化

されると共に，そのような授業展開を一つの専攻一

つの講座の下に企画準備することから教員同士の

連携が深まり，「医療統合科学」が目指す「社会で

活用可能なアイディア創出」を教員が率先して推進

することを容易にしていく教員配置である。なお，

各部門の専任教員の教育研究分野及び兼担教員の

主な担当科目は下表のとおりである。 

 

専攻・

講座 

部門 教育研究分野等 

医療統
合科学 

バイオ・創
薬    （省略） 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
このことは，部門を超えた教員同士が協力して

「医療統合科学総論」や「実践医療統合科学」等

の「共通科目」を実施することにおいて学生に可

視化されると共に，そのような授業展開を一つの

専攻一つの講座の下に企画準備することから教

員同士の連携が深まり，「医療統合科学」が目指

す「社会実装可能なアイディア創出」を教員が率

先して推進することを容易にしていく教員配置

である。なお，各部門の専任教員が担当する教育

研究分野の主なものは下表のとおりである。 

 

専攻・
講座 

部門 教育研究分野 

医療 
統合 
科学 

バイオ・創
薬    （省略） 

医療機器
医用材料    （省略） 
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なお，本研究科の授業は， 
 

医療機器
医用材料    （省略） 

ヘルスケ
アサイエ
ンス 

医療管理，医療政策，医
学研究概論，先進病院実
習，臨床応用看護学，生
体情報科学，放射線健康
支援科学，基礎看護学，
生体機能再生再建医学，
医療技術臨床応用学 

ヒューマ
ンケアイ
ノベーシ
ョン 

老いと看取りと死の文化
論，死生観の宗教社会
学，ケアの比較文化論，
人間文化論，キリスト教
文化論，医療人類学，日
本文化論，医事法学，科
学史技術論，臨床死生
学，ソーシャルイノベー
ション論 

 

なお，本研究科の授業は， 

 

ヘルスケ
アサイエ
ンス 

臨床応用看護学，生体情報
科学，放射線健康支援科
学，基礎看護学，生体機能
再生再建医学，医療技術臨
床応用学 

ヒューマ
ンケアイ
ノベーシ
ョン 

人間文化論，日本文化論，
医事法学，科学史技術論，
臨床死生学，ソーシャルイ
ノベーション論 

 

６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
医療統合科学研究科は，「医療現場を構成する人々

としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そし

て物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個人の

専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会

において活用されるモノやアイディアを他者と協

働して創出することで，課題の解決に貢献しイノベ

ーションの基盤を支えることができる人材」を育成

する。 
 
 

 
６ 教育課程及び修了要件 
（１）教育方法 
 
医療統合科学研究科は，「医療現場の課題に対し，

正確な情報に基づき社会実装可能なアイディア

創出で解決に貢献できる人材」を育成する。 

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
このような文理統合教育による広い視野の涵養

と，それにより社会に真に実装される方法や技術の

開発を支える人材の養成を目指す統合的教育を行

うため，博士前期課程においては，人材育成のサイ

クルをなす活動に対応連携させて，医療統合科学専

攻の統合科目（必修・必修選択）と専門科目（選択）

からなる統一カリキュラムを編成する。 

 

統合科目のうち，学士までの各専門分野（部門）

だけでなく他の専門分野（部門）の学生にとっても

受講する価値が高いと考えられる医療系科目「医療

管理」（１単位），「医療政策」（１単位），「医

学研究概論」（１単位），「先進病院実習」（１単

 
６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
 このような文理統合教育による広い視野の涵養

と，それにより社会に真に実装される方法や技術

の開発を支える人材の養成を目指す統合的教育

を行うため，博士前期課程においては，人材育成

のサイクルをなす活動に対応連携させて，医療統

合科学専攻の共通科目（必修・必修選択）と専門

科目（選択）からなる統一カリキュラムを編成す

る。特に共通科目では学部でどのような専門分野

の背景があるにせよ，学生がこれらを学修するこ

とで無理なく，①現場から，②観察・解析活動，

③構成型活動，④行動型活動，そして現場へとめ

ぐるサイクル循環を深化できるような分野横断

的なカリキュラムを構成する。共通科目のうち，
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位），一般性の高い総論的な内容を中心とした「概

説」講義（３単位）をはじめ，現場の課題に即して

正確な情報を得てそこからのアイディア創出の方

法を学ぶ「医療統合科学総論Ⅰ･Ⅱ」（２単位），「医

療統合科学演習」と「実践医療統合科学」（合わせ

て２単位）や倫理意識を涵養する「倫理総論」（１

単位），文化人類学（医療人類学）の視座と方法を

身に付ける「ケアの比較文化論」（１単位）さらに

「技術表現発表学」，「医療統合科学専門英語」の

計 14 単位の必修及び「医療統合科学インターンシ

ップ」，「ビッグデータ構築・解析学」，「安全イ

ンタフェースシステム学」や「ケア学」等を２単位

選択必修とすることにより，統合的に既存諸科学の

思考法を理解する力を養成する。 
 

学士までの各専門分野（部門）だけでなく他の専

門分野（部門）の学生にとっても受講する価値が

高いと考えられる一般性の高い総論的な内容を

中心とした「概説」講義（３単位）をはじめ，現

場の課題に即して正確な情報を得てそこからの

アイディア創出の方法を学ぶ「医療統合科学総論

Ⅰ･Ⅱ」（２単位），「医療統合科学演習」と「実

践医療統合科学」（合わせて２単位）や倫理意識

を涵養する「倫理総論」（１単位），さらに「技

術表現発表学」，「医療統合科学専門英語」の計

10 単位の必修及び「医療統合科学インターンシ

ップ」，「ビッグデータ構築・解析学」，「安全

インタフェースシステム学」や「ケア学」等を２

単位選択必修とすることにより，統合的に既存諸

科学の思考法を理解する力を養成する。 

 
 
10 入学者選抜の概要  
（１）入学者選抜方法 

１）アドミッションポリシー 
 

大学院医療統合科学研究科のアドミッションポリ

シーは下記のとおりである。 
 

博士前期課程：次のいずれかの資質を持つ者を求め

る。 
・それぞれの出身学部における分野で必要とされ

た知識を修得しており，分野を超えた学際的研

究に強い意欲を持つ者。 
なお，出身学部における分野で必要とされた知

識とは，例えば，工学系では生命医用工学分野

等，医療系では創薬科学分野，または保健学分

野等，人文社会科学系においては哲学，倫理

学，宗教学，歴史学，人類学，または法学等で

ある。 
・自ら選んだ研究分野における基礎研究や応用研

究に止まらず，異なる分野の研究手法を積極的

に取り入れることに強い興味と意欲を持つ者。

・医療現場を構成する人々やしくみの課題解決に

向けて，社会での活用可能なアイディアを現場

と連携して創出することに強い興味と意欲を持

つ者。 
 
博士後期課程：次のいずれかの資質を持つ者を求め

る。 

・豊かな教養と高い倫理意識を持って医療統合科

学の博士前期課程レベルでの専門的知識を修得

した者で，医療現場を構成する人々やしくみの

諸課題を学際的手法により解決することで，人

類の幸福に貢献しようとする強い意欲がある

者。 

 
10 入学者選抜の概要  
（１）入学者選抜方法 
  １）アドミッションポリシー 
 
本研究科では，「医療現場の課題に対し，正確な

情報に基づき社会実装可能なアイディア創出で

解決に貢献できる人材」を育成する。すなわち，

学部，大学院，あるいは社会で学んだ専門分野の

知識や技術を軸として，既存諸科学の思考法も取

り入れながら，高齢化・少子化社会での身体的精

神的な健やかさを保つ医療の向上に向けた諸課題

を多面的な視点から把握し，どのように人間社会に

よって受容されるかを科学的に取り扱うことによ

り社会実装を見据えた上で，課題を解決できる新

たな方法・機器・物質・サービスを科学・技術を適

用して考案・創出できる人材の育成を目指す。 

上記の人材養成の目標を踏まえ，博士前期課

程においては，次のいずれかの資質をもつ学生

を求める。 

・出身学問分野は問わないが，それぞれの分野に

おける基礎知識を修得しており，分野を超えた

学際的研究に強い意欲を持つ学生。 

・自ら選んだ研究分野における基礎研究や応用研

究に止まらず，異なる分野の研究手法を積極的

に取り入れることに強い興味と意欲を持つ学

生。 

・医療現場の課題解決に向けて，社会実装可能な

アイディアを現場と連携して創出することに強

い興味と意欲を持つ学生。 

 

 また，博士後期課程においては，次のいずれか

の資質をもつ学生を求める。 

・豊かな教養と高い倫理意識を持って医療統合科

学の専門的知識を修得し，医療現場の諸課題を
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・出身学問分野は問わないが，それぞれの分野に

おける修士の専門を修得しており，豊かな教養

と高い倫理意識を持って医療現場を構成する

人々やしくみの諸課題に関して分野を超えた学

際的研究に強い意欲と十分な能力を持つ者。 
・医療現場を構成する人々やしくみの課題解決に

向けて，自ら選んだ研究分野における基礎研究

や応用研究に止まらず，豊かな教養と高い倫理

意識を持って社会での活用可能なアイディアを

自ら創出することに強い興味と意欲を持つ者。

 

 

学際的手法により解決することで，人類の幸福

に貢献しようとする強い意欲がある学生。 

・出身学問分野は問わないが，それぞれの分野に

おける修士の専門を修得しており，豊かな教養

と高い倫理意識を持って医療現場の諸課題に関

して分野を超えた学際的研究に強い意欲を持つ

学生。 

・医療現場の課題解決に向けて，自ら選んだ研究

分野における基礎研究や応用研究に止まらず，豊

かな教養と高い倫理意識を持って社会実装可能な

アイディアを自ら創出することに強い興味と意欲

を持つ学生。 
 
12 ２つ以上の校地において教育研究を行う場合 

 

 

授業は，津島キャンパス（工学系，薬学系，法学

系，文学系，環境生命科学系等）及び鹿田キャンパ

ス（医学系，歯学系，保健学系等，岡山大学病院）

において実施される。 

 

各キャンパスの間は，交通機関を利用して約40分

程度の距離がある。本研究科を担当する教員 39 名

のうち 34 名は津島キャンパス，５名は鹿田キャン

パスを教育研究活動の拠点としている。 
 

 
12 ２つ以上の校地において教育研究を行う場

合 

 
授業は，津島キャンパス（工学系，薬学系，法

学系，文学系，環境生命科学系等）及び鹿田キャ

ンパス（医学系，歯学系，保健学系等）において

実施される。 
 
各キャンパスの間は，交通機関を利用して約

40 分程度の距離がある。本研究科を担当する教

員 36 名のうち 31 名は津島キャンパス，５名は

鹿田キャンパスを教育研究活動の拠点としてい

る。 
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医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（名称，その他） 

(14) 学位名称について，日本語名称と英語名称が一致していないかと思われるので，日本語名称と英

語名称の関係について説明すること。 

 
（対応） 
 

修士の学位名称については，日本語名称は変更しないが，英語名称については国際的通用性の観点から

Master of Science in Interdisciplinary Studies の名称に変更する。 
なお，博士号の名称については，当初計画どおり国際的通用性を考慮し，Doctor of Philosophy (PhD)

から変更はない。 
 

修士の学位名称の理由は以下のとおりである。 
本研究科の目指す，医療を構成する人々やしくみにおける課題を対象として，諸科学領域を統合した研

究を通じて社会に活用される新規アイディアの創出を行うという意味合いについて，諸外国により高い頻

度で用いられている語を探索したところ，interdisciplinary studies の語がふさわしいという結論となっ

た。 
類語に multidisciplinary，transdisciplinary があるが，前者は諸領域が存在することまでを意味し連

携は意味せず，後者は科学のみならず科学以外の社会セクターとも協働することを意味すること，また学

位名称としては interdisciplinary のみ使用例が見られ，他２語は使用例がないために，Master of Science 
in Interdisciplinary Studies がふさわしいと考えた。 

その他の類義語としては，integrated studies があり，これはほぼ interdisciplinary と同義に用いられ

ている。しかし本研究科では「他者との協働」すなわち「分野間=inter=を連携させる」意味を強く出した

く，interdisciplinary studies の語を使うこととした。 
 

なお，医療分野を対象とするという意味では，in clinical affairs あるいは in medical affairs をさらに

末尾に加える可能性も考えられるが，これらの用例は諸外国では現状見られないようであるので，通用性

を考えて，付け加えないこととした。 
 

当初計画の Master of Sciences and Engineering は，「統合科学」すなわち諸科学と構築的活動である

engineering の双方を身に付けたという意味合いを持たせようとしたものであったが，諸外国においては

ほとんど使われていない名称であることが判明した（ただし，Master of Science in Engineering は存在

する）。 
 
Interdisciplinary studies について，具体的に諸外国における実例としては， 
・The University of British Columbia (カナダ)における Master of Science in Interdisciplinary Studies， 
・Oregon State University（以下米国）における Master of Arts in Interdisciplinary Studies， 
・Texas State University の Master of Science in Interdisciplinary Studies,  
・the California State University における Master of Arts/Master of Science in Interdisciplinary 
Studies， 
・Indiana University における Master of Interdisciplinary Studies， 
・University of Washington Tacoma の the School of Interdisciplinary Arts and Sciences における

Master of Arts in Interdisciplinary Studies， 
・University of South Dakota における Master of Arts in Interdisciplinary Studies， 
・The University of Texas at Dallas の School of Interdisciplinary Studies における Master of Arts in 
Interdisciplinary Studies， 
・University of Northern British Columbia における Interdisciplinary Studies (MA and MSc Programs)， 
・York University（カナダ）の Graduate Program in Interdisciplinary Studies における MA 
Interdisciplinary Studies 
など，数多くの事例がある。 
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それらの教育内容も，いずれの取組を確かめても本研究科が目指すところと同様である。例えば，こう

した取組においては北米随一の規模といわれ，既に 1970 年代より設置されているブリティッシュ・コロ

ンビア大学（UBC）の場合は次のようである。その主な目標は，学際的な研究と教育すなわち「境界を越

えたつながり」を進めることである。人文科学，社会科学，自然科学の学際的な知識構築を理解し，探索

するための創造的で協調的なアプローチを提供する内容が開講されている。このコースでは，知識と価値

の相互関係，学際性に重点が置かれ，体験学習と双方向的教育が行われる。学際的な研究においては学生

に背景専門知識は必要なく，あらゆる分野の学生が歓迎されている。このような取組の結果，次のような

研究テーマに取り組む学生がいることが紹介されている。 
・「効果的な医療機器の開発における医師とエンジニアのコミュニケーションの重要性」， 
・「隣人・健康・サポート：高齢者のモビリティ体験」， 
・「集中治療室における倫理的意思決定と道徳的苦痛」， 
・「都市コミュニティに居住する中国人及びインド人カナダ移住者の健康な高齢化と移動」， 
・「バンクーバーの持続可能性を高める手段としての公共政策と法律との相互作用」， 
このような，本研究科の目指すところと同様な研究を行う学生に対して審査の上，授与されるのが，

Master of Science in Interdisciplinary Studies である。 
 
 
（新旧対照表） 
 

新 旧 

 
３ 設置を計画する研究科・専攻の名称，授与

する学位等 

医療現場を構成する人々としくみの課題を理解

し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間の

理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活かし

つつ他分野を理解できた上，社会において活用さ

れるモノやアイディアを他者と協働して創出す

ることで，課題の解決に貢献しイノベーションの

基盤を支えることができる人材が必要である。こ

うした人材の育成には科学諸分野を統合した「統

合科学」的アプローチが必要であり，本学が構想

する医療統合科学を構成する主たる分野は，工

学，医薬・保健学，文学（哲学・倫理学・宗教学，

歴史学，文化人類学），社会学・社会福祉学により

構成していることから，本研究科の名称を，「医療 
統合科学 研究科」とする。なお，専攻の名称につ

いても同様に，「医療 統合科学 専攻」とする。

 
（中略） 
 
・・・他国における関連の用例としては，

Interdisciplinary PhD in Medical Sciences（デラウエ

ア大学，米国），Interdisciplinary Medical Sciences 
PhD （ University of Pécs ， ハ ン ガ リ ー ） ， 
Interdisciplinary Program in Biomedical Sciences
（Medical college of Wisconsin，米国）など，ある

い は Medical Sciences and Engineering BSc
（University College of London，英国），Institute 
for Medical Engineering & Science（MIT，米国），

 
３ 設置を計画する研究科・専攻の名称，授与する

学位等 
医療統合科学研究科は「医療統合科学」の名称を冠

する。「医療」を対象として「統合」的な「科学」を

推進していく人材を育成するという意である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（中略） 
 
他 国 に お け る 関 連 の 用 例 と し て は ，

Interdisciplinary PhD in Medical Sciences（デラウ

エ ア 大 学 ， 米 国 ）， Interdisciplinary Medical 
Sciences PhD（University of Pécs，ハンガリー）， 
Interdisciplinary Program in Biomedical Sciences
（Medical college of Wisconsin，米国）など，ある

い は Medical Sciences and Engineering BSc
（University College of London，英国），Institute 
for Medical Engineering & Science（MIT，米国），
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The major Medical Sciences and Technology（アイ

ントホーフェン工科大学，オランダ），Bio-
Medical Sciences and Engineering Program（Koç 
University，トルコ）などがある。 
学位名称の英語については，博士号は一般に用

いられる Doctor of Philosophy, PhD を踏襲し，

修 士 号 は ，  Master of Sciences in 

interdisciplinary studies, MSc とする。 

 

特に修士の学位名称の理由として，本研究科の

目指す，医療を構成する人々やしくみにおける課

題を対象として，諸科学領域を統合した研究を通

じて社会に活用される新規アイディアの創出を

行うという意味合いについて，諸外国により高い

頻度で用いられている語を探索したところ，前述

のとおり，interdisciplinary studies の語がふ

さわしいという結論となった。 

類語に multidisciplinary，transdisciplinary

があるが，前者は諸領域が存在することまでを意

味し連携は意味せず，後者は科学のみならず科学

以外の社会セクターとも協働することを意味す

る こ と ， ま た 学 位 名 称 と し て は

interdisciplinary のみ使用例が見られ，他 2 語

は使用例がないために，Master of Science in 

Interdisciplinary Studies がふさわしいと考え

た。その他の類義語としては，これも前述のとお

り integrated studies があり，これはほぼ

interdisciplinary と同義に用いられている。し

かし本研究科では「他者との協働」すなわち「分

野を連携させる」意味を強く出したく，

interdisciplinary studies の語を使うこととし

た。 

 

なお，「医療」分野を対象とするという意味で

は，in clinical affairs あるいは in medical 

affairs をさらに末尾に加える可能性も考えられ

るが，これらの用例は諸外国では現状見られない

ようであるので，通用性を考えて，付け加えない

こととした。 

 

学位名称における Interdisciplinary studies

について，具体的に諸外国における実例として

は， 

・The University of British Columbia (カナ

ダ)におけるMaster of Science in Interdisciplinary 
Studies， 
・Oregon State University（以下米国）における

Master of Arts in Interdisciplinary Studies， 
・Texas State University の Master of Science in 

Interdisciplinary Studies,  

The major Medical Sciences and Technology（アイ

ントホーフェン工科大学，オランダ），Bio-Medical 
Sciences and Engineering Program （ Koç 
University，トルコ）などがある。 
学位名称の英語については，博士号は一般に用い

られる Doctor of Philosophy, PhD を踏襲し，修士号

は， Master of Sciences and Engineering, MSciEng
とする。 
 
  （追加） 
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・the California State UniversityにおけるMaster 
of Arts/Master of Science in Interdisciplinary 
Studies， 
・ Indiana University に お け る Master of 

Interdisciplinary Studies， 
・University of Washington Tacoma の the School 

of Interdisciplinary Arts and Sciences における

Master of Arts in Interdisciplinary Studies， 
・University of South Dakota における Master 

of Arts in Interdisciplinary Studies， 
・The University of Texas at Dallas の School of 

Interdisciplinary Studies における Master of Arts in 
Interdisciplinary Studies， 
・University of Northern British Columbia にお

け る Interdisciplinary Studies (MA and MSc 
Programs)， 
・York University（カナダ）の Graduate Program 

in Interdisciplinary Studies に お け る MA 
Interdisciplinary Studies 
など，数多くの事例がある。 
それらの教育内容も，いずれの取組を確かめ

ても本研究科が目指すところと同様である。例

えば，こうした取組においては北米随一の規模

と言われ，既に 1970 年代より設置されている

ブリティッシュ・コロンビア大学（UBC）の場

合は次のようである。その主な目標は，学際的

な研究と教育すなわち「境界を超えたつなが

り」を進めることである。人文科学，社会科学，

自然科学の学際的な知識構築を理解し，探索す

るための創造的で協調的なアプローチを提供

する内容が開講されている。このコースでは，

知識と価値の相互関係，学際性に重点が置か

れ，体験学習と双方向的教育が行われる。学際

的な研究においては学生に背景専門知識は必

要なく，あらゆる分野の学生が歓迎されてい

る。このような取組の結果，次のような研究テ

ーマに取り組む学生がいることが紹介されて

いる。 
・「効果的な医療機器の開発における医師と

エンジニアのコミュニケーションの重要性」，

・「隣人・健康・サポート：高齢者のモビリテ

ィ体験」， 
・「集中治療室における倫理的意思決定と道

徳的苦痛」， 
・「都市コミュニティに居住する中国人及び

インド人カナダ移住者の健康な高齢化と移

動」， 
・「バンクーバーの持続可能性を高める手段

としての公共政策と法律との相互作用」， 
このような，本研究科の目指すところと同様

な研究を行う学生に対して審査の上授与され
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るのが，Master of Science in Interdisciplinary 
Studies である。 
以上のことから，修士（医療統合科学）の英

語名称は Master of Science in Interdisciplinary 
Studies (MSc)とする。博士号の名称については，

改めて，一般に用いられる，Doctor of Philosophy 
(PhD)とする。 

 
このように学位としては， 
 
 
（２）学位の名称 
学位名称：博士前期課程 
医 療 統 合 科 学 （ Master of Science in 
Interdisciplinary Studies, MSc） 
 

 
（２）学位の名称 
学位名称：博士前期課程 
医 療 統 合 科 学 （ Master of Medical Sciences and 
Engineering） 
 

 
（９）学位に付記する専攻分野の名称及び学位

審査体制について 
 
博士前期課程 
学位に付記する専攻分野の名称： 
       医療統合科学（Master of Science in 
Interdisciplinary Studies，MSc） 
 

 
（９）学位に付記する専攻分野の名称及び学位審査

体制について 

 
博士前期課程 
学位に付記する専攻分野の名称： 
       医療統合科学（Master of Medical Sciences 
and Engineering） 
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医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（名称，その他） 

(15) 修了後の進路について，履修モデルで示されている医療現場等において，本研究科で育成された

人材の数と質に対応する需要があるのかどうか明確にすること。 

 
（対応） 

医療統合科学研究科の育成する人材は，医療現場で専門職をもって働く人材すなわち医療人を中心に育

成するという意味ではなく，「医療現場を構成する人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そ

して物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会

において活用されるモノやアイディアを他者と協働して創出することで，課題の解決に貢献しイノベーシ

ョンの基盤を支えることができる人材」である。 
 

ご指摘の履修モデルは，医療職として勤務している社会人を想定していた。本モデルでは，本研究科修

了後に専門資格等を取得し，新たに医療現場で職を得ることは想定していない。また，社会人が本研究科

で医療統合科学の視点で様々な課題を学び，職場に復帰し，さらに活躍することを期待していた。しかし，

この点に誤解をもたらす可能性が懸念されるため， 
・履修モデル３ 
・履修モデル４ 
・履修モデル８ 
について，修了後の進路の表現を修正した。 
 

なお，介護業界からの意見聴取の結果，本研究科で育成される人材は，同業界の管理職にふさわしい人

材と思われること，その場合は，年間数名のニーズがあるとの回答を得ている。 
 
 
（新旧対照表） 

新 旧 

（対応履修モデルを参照） 
 

（対応履修モデルを参照） 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨  
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 

（枠の中の文章） 
国の施策及び国際的な社会の課題あるいは学術

の動向から敷衍して，これまでの自然科学的な発想

に基づいた医工連携の成果が，社会において活用さ

れる必要がある。 
このためには，医療現場を構成する人々としくみ

の課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面

及び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野

を活かしつつ他分野を理解できた上，社会において

活用されるモノやアイディアを他者と協働して創

出することで，課題の解決に貢献しイノベーション

の基盤を支えることができる人材が必要である。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（１）医療統合科学研究科設置の趣旨 
１）社会的背景 
① 国の施策と社会の課題 
（枠の中の文章） 
国の施策及び国際的な社会の課題あるいは学

術の動向から敷衍して，これまでの自然科学的な

発想に基づいた医工連携の成果を，社会に役立て

ていくためには，医療系・工学系といった自然科

学出身者への各自然科学の専門的教育だけでな

く，その成果を受容する人間や社会の側の立場を

知るための人文社会科学的な方法や知識を並行

して教育する必要がある。 
また，研究成果を社会に役立てていく活動を共に

支えていく人材として，人文社会科学の出身者には

自然科学の思考法を教育した上で，そのような幅広



 

－ 178 － 

こうした人材の育成には科学諸分野を統合した

「統合科学」的アプローチが必要であり，この必要

にかんがみて，本「医療 統合科学 研究科」を設

置する。 
本学が構想する医療統合科学を構成する主たる

分野は，工学，医薬・保健学，文学（哲学・倫理学・

宗教学，歴史学，文化人類学），社会学・社会福祉

学である。 
本研究科の出身者の活躍の途としては，下記のよ

うな内容が考えられる。 
工学系： 
・患者の QOL を損なわないあるいは向上させる機

器の創出，病巣を効率的に制御でき体への負担の

少ない素材の創出，家族の負担が減るハードやソ

フトの創出，医療者の負担を減らす機器の創出，

ミスを誘発しにくい機器の創出 
医療系： 
・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の共同

開発，病巣を効率的に制御でき体への負担の少な

い薬剤や治療技術の共同開発，医療者の負担を減

らす技術の共同開発，ミスを防ぐための医療ハー

ドやソフトの共同開発，ワークライフバランスを

実現できる働き方のための制度の共同開発 
人文社会科学系： 
・患者の QOL を損なわないための要件の発見，死

を迎える間際の心のよりどころの解析，家族の在

宅介護における負担を軽減するしくみの案出や，

人口減少・超高齢化社会における生き方を支える

価値観やしくみの案出，患者をケアできる施設を

増やすしくみの案出，医療者の負担を減らす要件

の発見，ミスを防止する要件の発見，適切な医療

リスクマネジメント体制の構築，終末期における

意思決定の在り方の案出 
 
 

い視野に基づいて各学生が専門を伸ばしていく教育

を行う必要がある。 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
（枠の中の文章） 
 
本研究科が育成を目標とする人材像： 
「医療現場を構成する人々としくみの課題を理

解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間の

理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活かしつ

つ他分野を理解できた上，社会において活用される

モノやアイディアを他者と協働して創出すること

で，課題の解決に貢献しイノベーションの基盤を支

えることができる人材」  
 本研究科で育成された人材は，様々な課題に応え

られる。例えば，下記のような内容が考えられる。

・患者の立場からは，QOL を向上させるあるいは

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
（枠の中の文章） 

 

本研究科が育成を目標とする人材像： 

「医療現場の課題に対し，正確な情報に基づき

社会実装可能なアイディア創出で解決に貢献

できる人材」 
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損なわない手法の不足，病巣を効率的に制御できる

体への負担の少ない材料の不足，死を迎える間際の

心のよりどころの不足。 
・家族の立場からは，介護負担が減る機器の不足，

家族が継続的に患者をケアできるなど介護におけ

る支援環境の充実（制度の整備など）の必要。 
・医療者の立場からは，高度な医療を提供しつつ現

場の負担を減らすことができる技術の不足，医療ミ

スを防ぐためのハードやソフトの改良，医療リスク

マネジメント体制の不足，終末期における意思決定

の在り方への疑問，新規医療技術開発環境の不足。

 
これらを，それぞれの出身背景を持つ学生が取り

組む課題とその方向として記載すれば，下記のよう

な内容が挙げられる。 
工学系： 
・患者の QOL を損なわないあるいは向上させる機

器の創出，病巣を効率的に制御でき体への負担の少

ない素材の創出，家族の負担が減るハードやソフト

の創出，医療者の負担を減らす機器の創出，ミスを

誘発しにくい機器の創出 
医療系： 
・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の共同

開発，病巣を効率的に制御でき体への負担の少ない

薬剤や治療技術の共同開発，医療者の負担を減らす

技術の共同開発，ミスを防ぐための医療ハードやソ

フトの共同開発，ワークライフバランスを実現でき

る働き方のための制度の共同開発 
人文社会科学系： 
・患者の QOL を損なわないための要件の発見，死

を迎える間際の心のよりどころの解析，家族の在宅

介護における負担を軽減するしくみの案出や，人口

減少・超高齢化社会における生き方を支える価値観

やしくみの案出，患者をケアできる施設を増やすし

くみの案出，医療者の負担を減らす要件の発見，ミ

スを防止する要件の発見，適切な医療リスクマネジ

メント体制の構築，終末期における意思決定の在り

方の案出 
 
医療統合科学研究科の構想： 

博士前期課程及び博士後期課程の同時設置 

 
 

 

   （追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療統合科学研究科の構想： 

博士前期課程及び博士後期課程の同時設置 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
ここまでにも述べてきたことから，本研究科が育

成を目標とする「医療現場を構成する人々としく

みの課題を理解し，研究及び技術開発，そして物

質面及び人間の理解を併せ持つことで，個人の専

門分野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
 
ここまでにも述べてきたことから，本研究科が育

成を目標とする「医療現場の課題に対し，正確な

情報に基づき社会実装可能なアイディア創出で

解決に貢献できる人材」への期待は高まってい

る。 
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において活用されるモノやアイディアを他者と協

働して創出することで，課題の解決に貢献しイノ

ベーションの基盤を支えることができる人材」へ

の期待は高まっている。 
 
 

 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と 3 つの

ポリシー 
①人材育成目標 

本研究科全体としての目標は，「医療現場を構成す

る人々としくみの課題を理解し，研究及び技術開

発，そして物質面及び人間の理解を併せ持つこと

で，個人の専門分野を活かしつつ他分野を理解でき

た上，社会において活用されるモノやアイディアを

他者と協働して創出することで，課題の解決に貢献

しイノベーションの基盤を支えることができる人

材」の育成である。 
 
 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞

 
 
本研究科全体としての目標は，「医療現場の課題

に対し，正確な情報に基づき社会実装可能なアイ

ディア創出で解決に貢献できる人材」の育成であ

る。 
 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
 
②ディプロマポリシー 

医療現場を構成する人々としくみの課題を理

解し，研究及び技術開発，そして物質面及び人間

の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活か

しつつ他分野を理解できた上，社会において活用

されるモノやアイディアを他者と協働して創出

することで，課題の解決に貢献しイノベーション

の基盤を支えることができる専門知識と研究能

力を身に付けた学生に「修士（医療統合科学）」

あるいは「博士（医療統合科学）」の学位を授与

する。 
 
博士前期課程： 

学部教育で学んだ専門に重層して他専門領域

の手法を学び，課題を創造的に解決する能力と専

門的知識を有することにより，社会の多様な場で

課題解決に貢献できる専門知識と研究能力を身

に付けた人材 
博士後期課程： 

現場課題を整理して建設的な仮説を立てられ，

その仮説を諸専門の手法を組み合わせながら適

切な科学的方法で証明できる研究能力を有する

ことにより，社会の多様な場で自ら方針を示して

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞

 
 
（本文３行目に挿入） 



 

－ 181 － 

課題解決に貢献する専門知識と研究能力を身に

付けた中核的人材 
 

本研究科で育成された人材は，様々な課題に応

えられる。例えば，下記のような内容が考えられ

る。 
・患者の立場からは，QOL を向上させるある

いは損なわない手法の不足，病巣を効率的に制御

できる体への負担の少ない材料の不足，死を迎え

る間際の心のよりどころの不足。 
・家族の立場からは，介護負担が減る機器の不

足，家族が継続的に患者をケアできるなど介護に

おける支援環境の充実（制度の整備など）の必要。

・医療者の立場からは，高度な医療を提供しつ

つ現場の負担を減らすことができる技術の不足，

医療ミスを防ぐためのハードやソフトの改良，医

療リスクマネジメント体制の不足，終末期におけ

る意思決定の在り方への疑問，新規医療技術開発

環境の不足。 
 

これらを，それぞれの出身背景を持つ学生が取

り組むテーマ，履修内容，進路の可能性として記

載すれば，下記のような内容が挙げられる。 
工学系では 

・患者の QOL を損なわないあるいは向上させ

る機器の創出，病巣を効率的に制御でき体への負

担の少ない素材の創出，家族の負担が減るハード

やソフトの創出，医療者の負担を減らす機器の創

出，ミスを誘発しにくい機器の創出 
例えば，情報工学を卒業した学生，とりわけ音

声処理に関する研究を主として進めてきた学生

は，「統合科目」を履修することで医療者の負担

軽減や患者のQOL向上のためのアプローチ法を

理解するとともに人文社会科学系の視座や手法

を習得する。また，「専門科目」を履修すること

で音声情報処理，ネットワーク技術，ヒューマン

インタフェース技術などの知識や技術を深化さ

せる。その結果，患者の QOL 向上や医療者の負

担を軽減できる医療向けの情報機器や情報シス

テムが創出できる能力が身に付き，医療情報シス

テムや医療機関向けのアプリケーションソフト

ウェアを開発するメーカ等で活躍可能な人材と

なる。 
 
医療系では 

・患者の QOL を向上させる看護・医療技術の

共同開発，病巣を効率的に制御でき体への負担の

少ない薬剤や治療技術の共同開発，医療者の負担

を減らす技術の共同開発，ミスを防ぐための医療

ハードやソフトの共同開発，ワークライフバラン

スを実現できる働き方のための制度の共同開発 
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例えば，保健学を卒業した学生，とりわけ医療

技術学に関する研究を主として進めてきた学生

は，「統合科目」を履修することで医療に対する

工学・人文社会科学の基本視座を習得し，「専門

科目」を履修することで医学・工学・人文社会科

学など学部で学んだ分野とは異なる学際的専門

知識を習得した結果，医療現場で考えつかなかっ

たアプローチで斬新な解決法を創出・提案できる

能力が身に付き，病院開発部門や医療系企業の開

発部門で活躍可能な人材となる。 
 
人文社会科学系では 

・患者の QOL を損なわないための要件の発

見，死を迎える間際の心のよりどころの解析，家

族の在宅介護における負担を軽減するしくみの

案出や，人口減少・超高齢化社会における生き方

を支える価値観やしくみの案出，患者をケアでき

る施設を増やすしくみの案出，医療者の負担を減

らす要件の発見，ミスを誘発しにくい要件の発

見，適切な医療リスクマネジメント体制の構築，

終末期における意思決定の在り方の案出 
例えば，哲学・倫理学を卒業した学生，とりわ

け文献研究を主として進めてきた学生は，「統合

科目」を履修することで，医療現場を構成する

人々としくみの課題（病気，障害，死を前にした

人の不安など）を理解し，専門科目を履修するこ

とで，哲学を中心とした人文社会科学の専門性を

深めるとともに，異分野を統合して課題解決に当

たるために必要な専門性（医療系，工学系の専門

科目）を会得することで，病気，障害，死を前に

した人間の生き方を支えるアイディアを創出す

ることができ，公務員などとして活躍可能な人材

となる。 
 

 
 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標と３つのポ

リシー 
以上より，「医療現場を構成する人々としくみの

課題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面

及び人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分

野を活かしつつ他分野を理解できた上，社会にお

いて活用されるモノやアイディアを他者と協働

して創出することで，課題の解決に貢献しイノベ

ーションの基盤を支えることができる人材」を育

成するための，前期課程，後期課程の人材育成目

標は，より詳細に述べれば次のとおりである。 
 

 
１ 設置の趣旨及び必要性 
（２）医療統合科学研究科設置の必要性 
３）医療統合科学研究科の人材育成目標＜追加＞

 
以上より，「医療現場の課題に対し，正確な情報

に基づき社会実装可能なアイディア創出で解決

に貢献できる人材」を育成するための，前期課程，

後期課程の人材育成目標は，より詳細に述べれば

次のとおりである。 
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４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  

１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性を

兼ね備えて，医療現場を構成する人々としくみの課

題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び

人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活

かしつつ他分野を理解できた上，社会において活用

されるモノやアイディアを他者と協働して創出す

ることで，課題の解決に貢献しイノベーションの基

盤を支えることができる人材を育成するための研

究科である。 
 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（１）博士前期課程  
１）教育課程の編成の基本的な考え方 
 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性

を兼ね備えて，医療現場の課題に対し，正確な情

報に基づき社会実装可能なアイディア創出で解

決に貢献できる人材を育成するための研究科で

ある。 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性を

兼ね備えて，医療現場を構成する人々としくみの課

題を理解し，研究及び技術開発，そして物質面及び

人間の理解を併せ持つことで，個人の専門分野を活

かしつつ他分野を理解できた上，社会において活用

されるモノやアイディアを他者と協働して創出す

ることで，課題の解決に貢献しイノベーションの基

盤を支えることができる人材を育成するための研

究科である。 
 
 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 
（２）博士後期課程 
 
本研究科は，自然科学，人文社会科学双方の知性

を兼ね備えて，医療現場の課題に対し，正確な情

報に基づき社会実装可能なアイディア創出で解

決に貢献できる人材を育成するための研究科で

ある。 
 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
医療統合科学研究科は，「医療現場を構成する人々

としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そ

して物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個

人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた

上，社会において活用されるモノやアイディアを

他者と協働して創出することで，課題の解決に貢

献しイノベーションの基盤を支えることができる

人材」の育成を目指し，体系的なカリキュラムを

構成している。 
 

 

 
５ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
医療統合科学研究科は，「医療現場の課題に対し，

正確な情報に基づき社会実装可能なアイディア

創出で解決に貢献できる人材」の育成を目指し，

体系的なカリキュラムを構成している。 

 

６ 教育課程及び修了要件 

（１）教育方法 

 
医療統合科学研究科は，「医療現場を構成する人々

としくみの課題を理解し，研究及び技術開発，そ

 
６ 教育課程及び修了要件 
（１）教育方法 
 
医療統合科学研究科は，「医療現場の課題に対し，

正確な情報に基づき社会実装可能なアイディア
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して物質面及び人間の理解を併せ持つことで，個

人の専門分野を活かしつつ他分野を理解できた

上，社会において活用されるモノやアイディアを

他者と協働して創出することで，課題の解決に貢

献しイノベーションの基盤を支えることができる

人材」を育成する。 

創出で解決に貢献できる人材」を育成する。 
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医療統合科学研究科 医療統合科学研究科（Ｍ・Ｄ） 
 
（名称，その他） 

(16) シラバスについて，教員ごとに記載ぶりが異なっているので，大学として整合性がとれた記載に

修正すること。 

 
（対応） 

大学として整合性の取れたシラバスとなるよう教員ごとの記載を確認し，統一したシラバスに修正した。 
 
 
（新旧対照表） 

新 旧 

（当該シラバスを参照） （当該シラバスを参照） 
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